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※ ※ ※ 

  あの頃は確かに見えたのに今はもうわたしの瞳は何も映し出すことがない。 

それでも心のずっと奥に、まだいくつか覚えているものがある。 

たとえばあの波の音。 

懐かしい潮の匂いがわたしのわずかな記憶の谷を、 

まるでそよ風のように通り過ぎてゆく。 

これだけは話しておこう。 

いまではもう決して数えることをしない、 

あの夜空に輝いていた星のことを。 

驟雨（スコール）のあとの昼下がりに、 

椰子の葉がどんなに美しくきらめいていたかを。 

誰もたった一人では生きられないことや、 

憎しみと涙に溜まるほんの少しの優しさのことを。 

そして信じていよう。 

永遠に待ち続けようとする勇気と、 

一歩をふみだすことへのささやかなためらいの前に、 

いつかきっとその扉は開かれるだろう、と。 

アンへリーナ・コラール 

※ ※ ※ 



 

～プロローグ～ 

東経百二十七度北緯十度。 

赤道に限りなく近いフィリピン南部のこのあたりは、ビサヤ諸島と呼ばれている。 

十六世紀以来長きにわたり、スペインのコンキスタドール（征服者）たちがフィリピンを支配し

た。マニラと、ヌエバ・エスパーニャ（現在のメキシコ）のアカプルコを結ぶ周航船が頻繁に行

き交ったが、ビサヤ諸島もその航路にあたる。 

一帯の海域はおびただしい数の群島、入り組んだ海岸線、沿岸に迫る鬱蒼とした密林、そし

て毎年平均二十回におよぶ台風の襲来などのために、スペイン人たちの実効支配はなかな

かいきわたらなかった。 

こうしたビサヤ諸島の地理的死角を頼み、無数の海賊が猖獗（しょうけつ）をきわめた。 

このマニラ＝アカプルコ周航船（ガレオン船）に限らず、幾多の船舶の遭難や失踪がこの海域

で頻発していた。 

この物語の舞台となるサンタアナ島は、そうしたビサヤ諸島の東のはずれ、太平洋に面して

いる。人口二千人ほどの街が、珊瑚礁に囲まれたこの美しい島にある。 

島の産業といえば昔からラム酒とその原料になるサトウキビくらいのものである。 

まだ観光客の足も及ばない残された数少ない自然環境の中で、四百年におよぶ平穏な熱帯



の日々が続いていた。 

少なくともこの夏が始まるまでは・・・ 

  

（一）八月湾（一）八月湾（一）八月湾（一）八月湾  

 

海の中は真っ白な砂地が延々と続く。 

岩も石ころもほとんど見当たらない。 

丈（Joe）は先行するミシェルを追っていた。八月湾の海底は波打ち際からかなり遠浅だった

が、多少深くなってからもせいぜい八メートルから十メートルしかなかった。 

 

先頭を泳いでいたボビーが振り返って海底を何度も指差した。そこには潜る前に彼が言って

いた相当古い鉄のかたまりが砂の間から突き出ていた。 

確かに見ようによっては大砲（キャノン）のように見える。ボビーが得意そうに親指を突き立て

て見せた。 

三人の後から地元の青年が続く。ロランといってバンガローやクルーザーの持ち主の息子



だ。 

リーフ（珊瑚礁）まであと五十メートルほどだろう。この付近はもうマルべーリャ岬をかなり南側

に回り込んだあたりだ。頑丈なリーフが外海の潮流を遮っているから、ここまで泳いできても

水温は高く、また流れに体をとられることもない。なだらかな海底は透明度の高い水中のはる

か向こうまではっきり視認できた。 

やがてミシェルが何を思ったか急に海底へ戻るように潜っていった。丈はその後を追った。ミ

シェルがそこで見つけたものは、金属製の箱だった。ちょうど腕で抱えることができるくらいの

大きさだったが、底のほうは砂に埋もれていて見えなかった。ミシェルはフィンで砂を払ったが

なかなか箱の底が露わにならなかった。 

 

 

『何かしら、これ？』 

ミシェルが手真似で伝えた。ブロンドが生き物のように揺らめきながら海の中に差し込む熱帯

の陽を浴びて輝いた。陸（おか）にいるときよりも海中のほうが物体はその本来の色を取り戻

す。 

『さあ？』 

丈は腰のサバイバル・ナイフを抜いてその箱を抉（こ）じ開けようとした。しかし錠らしき部分が

すっかり錆びついてまったく埒（らち）があかない。 



 

 

先を泳いでいたボビーも二人のところへ戻ってきた。 

そのときロランが丈の腕をとって、『No, no!』と人差し指を振った。 

ボビーは構わずその箱の周囲の砂地を掻き始めた。 

ロランはそれに激しく抗議した。箱を足のフィンで押さえつけ、他の三人を突き放すようにした

のだ。 

尋常でないロランの様子に三人はさすがに興醒めした。そしてその日はいったん浮上するこ

とにした。 

クルーザーに上がってからボビーはロランに食ってかかった。「ロラン、なんだって邪魔しやが

るんだ！ 俺がこのクルーザーを借りてるんだ。俺が何をしようと勝手だ！」 

 

 

短く刈り込んだブラウン（茶色）の髪をしたボビーは体格がいいから、ちょっと凄んだだけでも



細身のロランを圧倒した。それに真っ赤な顔をして気色ばんだからなおさらだった。気の弱そ

うなフィリピン人はおどおどしながら説明した。 

「あの箱は地元の漁師なら誰でも知ってるんだよ。ずっと昔からあそこにあるんだから。」 

「だからどうして手を出しちゃいけないんだって俺は聞いているんだ。馬鹿野郎（イディオッ

ト）！」 

「開けたらいけないっていう言い伝えがあるんだ。あの箱だけじゃない。リーフのあたりにはほ

かにも沈んでいるものがあるんだけど、絶対に触れちゃいけないって言われてるんだよ！」 

「あの箱を開けたらどうなるってんだ？」 

「島に恐ろしい災厄が起こるって。」 

「ふざけたことを言うんじゃないよ。おまえらフィリピン人っていうのは、そういうことをマジに信

じているのか？ お笑いだね。衛星からのカメラで群衆の中のどいつがサダム・フセインか顔

まで確認できるっていうこの現代にだ。どうなんだ、サラ。君はどう思う？」 

サラはボビーの恋人だが、マニラのクラブで踊っているフィリピーナだ。キュートなモレーナ

だ。丸い瞳をくりっとさせてサラは言った。 

 

「さあね。あたしは一応、この地元出身だから、その話は知ってるよ。でもあの箱の中に宝物

がザクザク入っているとしたら凄いな。個人的には引き揚げてみたい。」 

「ほらみろ。そんな迷信を真に受けているのは、おまえら島の連中だけだぞ、ロラン。」 



ロランは押しまくられて困った顔をした。 

「しかたないよ。そう決まっているんだ。モレノの一族が代々リーフに沈む一切のものに手を出

すなと言っているのさ。そんなにあの箱を引き揚げたきゃ、ドン・モレノに言いなよ。」 

ミシェルはフィリピン大学（UP、ユーピー）に留学しているフランス人で、丈と同じゼミ生だ。二

人は国際的に水準のきわめて高い UP の森林学（フォレスト・サイエンス）をとっているうちに

知り合い、もう二年も関係が続いている。 

今回は夏休みで、スキューバクラブをマニラで経営しているボビーの誘いで、サラの出身地で

あるこのサンタアナ島へダイビングをしにやってきていたのだ。 

そのミシェルがフランス語訛りの舌っ足らずな英語でロランに聞いた。 

「そのドン・モレノって誰なの？」 

「サンタアナの、いわば一番の実力者さ。この島はドン・モレノのサトウキビ畑とラム酒の工場

でもっているようなものなんだ。セブやマニラとのフェリーや輸送船も、ドン・モレノのものだ。

誰も逆らえない。長老のヒメネスも、教会のシモン神父も、少しばかり軍や警察の駐屯者がい

るけど、みんなドンの顔色をいつもうかがってる。」 

「へえ」 

四人はギラギラと照り付ける真夏の太陽に早くもいたたまれなくなってきた。サラが最初に音

をあげた。 

「ねえ、今日はもう戻らない？ あたし日焼けしちゃったわよ」 

ボビーがおどけて皮肉を言った。 

「君みたいに地黒のフィリピーナでも日に焼けるのかい？」 

サラはそれを冗談と思わなかったのか、腕をさすりながら大真面目な顔をした。 

「本当よ。ほら、もうこのへんなんかすごく焼けちゃってる」 

どう見ても、なにも変わらない褐色の肌だ。 

思わず、丈が笑ってしまった。ムッとしたサラに慌てて丈は言い訳をした。 



「明日はクルーザーに一人残ってなんかいずに、一緒にスキューバすれば？」 

「あたし泳げないもの」 

サラはまだ仏頂面をしていた。 

「きみは自転車に乗れるかい？」 

「乗れない」 

「でもいつもモンキーバイクには乗ってるね？」 

「うん。バイクは乗れる」 

「それと同じだよ。泳げなくたって、スキューバダイビングはできる。」 

「あらそう？」 

「もっともベテランと一緒に潜ったほうがいいけどね。ライセンス持ってないだろ？」 

ミシェルが口をはさんだ。 

「わたしなんか、ライセンスも無いわ。」 

・・・ 

（ニ）バッカスにて（ニ）バッカスにて（ニ）バッカスにて（ニ）バッカスにて 

 

 

クルーザーは八月湾を目指して鏡のような海面を滑るように走り出した。 



左にちょうど大きなマルベーリャ岬が見える。やがて長いビーチに突き出した桟橋に寄せて、

繋留（けいりゅう）した。 

 

 

右手には、猫岩（キャットロック）岬が見える。八月湾のビーチは、ちょうどこの二つの岬にはさ

まれた格好になっている。 

サンタアナの町は伝統的な木造高床式の家屋が密集している。マルベーリャ岬のほうに近づ

くにつれて、アメリカ式のコンクリート平屋やスペイン時代からある石造りの旧市街になってい

く。 

 



 

町の中央には後背地にあたるパンの山へ続く一本の大通りがはしり、町を東西に二分してい

る。これは宝（テソロ）通りといって、パンの山に向かってだんだん坂道になっていく。 

この坂の途中に小さな丘があり、そこに例のドン・モレノ邸がある。この坂道の両側に広がる

斜面には。葡萄棚やさまざまな果樹が植えられている。 

パンの山はその形状から島民がそう呼んでいる。急峻な山肌はほとんど樹木が無く、巨大な

岩山のようだ。 

 

 

パンの山を頂点として、尾根はだんだんと低くなりながら八月湾の西の端にあるマルベーリャ

岬まで続いている。そしてマルベーリャ岬には古い教会が建っている。シリ教会（唐辛子教

会）と呼ばれているが、スペイン統治時代のもので、どうも帆船のバラスト（均衡を保つための

積み石）で築かれたようだ。全体に黒みがかった灰色をしている。 

 



 

パンの山からマルベーリャ岬までのなだらかな尾根はすべて原生林で覆われており、海岸線

近くにまで迫っている。サンタアナの町からシリ教会までは、ビーチロード（海岸道路）一本で

つながっているだけだ。 

 

 

 

この尾根を越えて島の反対側に行くには、シリ教会の近くにある一本の切通ししかない。尾根

を越えると、一面島の四分の一を占めるサトウキビ畑が広がる。海岸線は、この島では最大

の長さで、ハングオーバービーチ（二日酔いビーチ）と呼ばれている。サトウキビ畑で働いた

農夫たちが、休憩時間によくラム酒を飲んで酔っ払い、挙句の果てには潰れて一晩を明かす

ことも多いからこの名がついたらしい。 

 

一方パンの山やサンタアナの町から東側は、非常に急峻な山岳地帯であり、原生林も濃くな

っていく。この山岳地帯の裏側はバイードの壁（めまいの壁）と古くから呼ばれており、内陸か



ら到底まともに歩いていけるすべはない。また海岸線一帯も外洋の速い潮流があり、地元の

漁師でも船で乗りつけることが無い。岸壁に叩きつけられるので危険なのだ。 

 

 

サンタアナの町は、海岸からパンの山に続く縦の一本道（テソロ通り）と、海岸沿いのビーチロ

ード以外には、せいぜいまともな通りはあと一本くらいしかない。ビーチロードと並行に、街中

を横一線に走っている泥棒通りだ。ほかは、どこまでがだれの敷地といった区分けがほとん

どつかない。家々の間には椰子の群落や熱帯樹木がランダムに繁茂している。どこの家も例

外なくバナナの木が植えられている。 

バナナといってもこのあたりではサバと呼ばれる料理用のバナナだ。太くて短い角ばった緑

色のバナナで、その実は直接火を通して食べるのが一般的だ。 

またこの花がよく食用にされるのも特徴の一つかもしれない。 

スープの具にしたり、茹（ゆ）でて和（あ）え物にしたり、刻んで塩もみしたあとに水に晒（さら）

し、サラダのようにして食べたりするのである。 

フィリピンではカボチャの雄花や、外国人にはあまり馴染みのないヒンババオの花も食用にさ

れる。 

肉食のボビーは、『花を食うとは何とも味気ない』と言って、料理に花がでるといつも複雑な表

情をする。その点丈は日本人だからなのか、妙に感心することしきりだった。 

その日の夕方、四人はビーチロードとテソロ通りの T 字路にあるバッカスというレストランで夕

食をとった。まともなレストランと呼べるところは、ここしかないのだ。 



湿度の高いこの国では夕涼みというものがない。ただ座っているだけでジットリ汗が滲み出て

くる。 

 

 

バッカスという店は、バンガローやクルーザーと同じオーナーだ。海岸沿いに点在するバンガ

ローから歩いて、二十分くらいのところだ。 

椰子の木立に沿ってビーチロードを行く道々、家々から切れ目なくボリューム一杯の音楽が

流れてくる。始終ここかしこで音楽が聴こえてくるのはフィリピンならどこでもみられることだ。

その日は、数年前封切りされた米国映画に使われていたビーチ・ボーイズの Kokomo のテ

ープが引っ切り無しにかかっていた。・・・ 

バッカスは、壁が一切ない。潮風が始終店内を吹き抜けていく。 

四十ほどはテーブルがあるだろうか。籐の椅子に落ち着いて、血のような夕焼けに染まって

いく八月湾を見ながら、ギンギンに冷えたサンミゲルを瓶のまま飲むのがたまらなく爽快だっ

た。 



 

 

ボビーが言った。 

「この国に来て一番良かったことの一つはビールの美味さだね。」 

丈が笑った。 

「そんなによそと違うかい？ 湾岸戦争に行ってたんだろ？ カラカラに渇いた中東の砂漠の

ほうが、もっと美味いと思ったんじゃないのかい？」 

「ところがどっこい。フィリピンのほうが断然美味いんだ。」 

「なんで？」 

「女がいるからさ」ニヤニヤするボビーを見て、ミシェルが嫌な顔をした。 

もともと丈がダイビングをしていて、ボビーの店のダイビング・クラブに入っていたから、ミシェ

ルも付き合いでサンタアナにきたというだけのことで、ミシェルはボビーの下品さには不愉快

に思うことが多かった。 

「そうそう、この前さ、マニラで面白い T シャツを着てるやつを見たんだ。白い T シャツでね。

胸のところに大きく『BAN THE GUN（銃を禁止しよう）』ってプリントしてあるんだ。」 

「ラモス大統領の新政権は徹底的に治安を回復するって公約していたからよ。あたしもその T

シャツ見たわ。キャンペーンをしているのよ。」 

サラはそう言った。 

「それだ！ ところがその T シャツがさ、なかなか傑作なんだ。背中に何てプリントしてあった



と思う？ 『GUN THE BAN（法律なんかブッ飛ばせ）』さ！」 

ボビーはそう言うと腹を抱えて笑い転げた。「いや、これには参ったね。ジョークが効いてるっ

ていうか、すべてやることがザルというか。いかにもフィリピンらしくて俺は気に入ったね！」 

これには、丈もミシェルも破顔一笑した。 

 

確かにフィリピンに長く住んでいると、色々頭にくることが多い。しかしこの種のフィリピン人の

センスには、まるで狐に化かされたようになり、結局なんとなく憎めなくなってしまうのが常だ

った。 

やがて注文したレリエノが出てきた。ミルクフィッシュと呼ばれる淡水性ニシンの一種だが、皮

が固くて丈夫なため、肉ごと骨や内臓をそっくり取り出し、そのかわり、その魚肉部分やニンニ

ク、玉ねぎ、それにトマトなどをみじん切りにして混ぜ合わせ、再び魚の形が元通りになるよう

に詰め込んで揚げた料理だ。 

動物の肉は一切つかっていないのに、不思議とミートローフのような味わいがある。ケチャッ

プをつけて食べると実に美味い。 

もっとも、フィリピン料理の定番というと、やはりシニガンだろうか。 

四人もシニガンが大好物だ。米の研（と）ぎ汁に脂身たっぷりの豚肉と、ペチャイやカンコンと

いった野菜を入れて、カラマンシーの果汁をしぼった非常に酸味の強いスープだ。これとバゴ

オンというオキアミの塩辛を薬味にしながら、薄く切ったトマトといっしょにしてガーリックライス

を混ぜて食べるのだ。 

その日の料理は四人では食べきれないほどの品数になった。 

 

ボビーはご馳走をパクつきながら喋りだした。 

「ところでどうする、明日は？」 

「どうするって、潜るさ」 



丈は何気なく答えた。 

「俺はあのロランのことを言ってるんだ。野郎、気に食わねえ。」 

ミシェルが口をはさんだ。「仕方ないわよ。この島では八月湾に沈んでいるものはアンタッチャ

ブル（手出し無用）だと昔から決まっているんでしょ。マニラで生活して、生き馬の目を抜くよう

なフィリピン人とは違うわ。まだずっと素朴なのよ。」 

 

 

「しかし、邪魔は邪魔だ」 

「じゃあ、明日は連れていくのを止したら？」 

「そうしよう。奴はクビだ。さすがフランス女は話がはやいな」 

「どういたしまして」 

「それに英語も上手い」 

「あなたがフランス語も、タガログ語も喋れないからよ。あなた一人がタガログ語を喋れないか

ら、みんな英語で話しているのよ。すこしは謙虚になりなさいよ。アメリカさん。」 

「へっ！」 

ボビーは、腹立ちまぎれに、ズーッと音をたててシニガンを飲みあげた。サラが頭から軽蔑し

た顔でその様子を眺めていた。 

 



 

 

 

 

 

（三）パンドラの箱（三）パンドラの箱（三）パンドラの箱（三）パンドラの箱  

 

 

翌朝四人はロランを解雇して桟橋からクルーザーを出した。 

昨日と同じように八月湾は沖合のリーフまでほとんど波が無かった。 

ただマルベーリャ岬にほど近い海域に一か所だけ暗礁の切れているところがあり、そこだけ

潮のうねりが遠くからでも一見してわかった。 

セブ島とこの島を結ぶフェリーも、日に一度、このたった一か所のリーフの裂け目を通って八

月湾を出入りするのだ。 

この日四人は、リーフの手前三十メートルくらいのところでクルーザーを停めた。干潮のとき

はリーフの上を歩けると地元の漁師たちは言っていたが、外には深度四十メートルのドロッ

プ・オフがある。水温も急に下がり、潮の流れも極端に速い。漁師たちのバンカー・ボートでは

リーフのすぐ外側に近づくことは難しい。結局、自然とこのあたりに人々は近寄ろうとしなかっ

たのかもしれない。 



まず丈とミシェルが二人だけでダイブした。水深十メートルの平坦な海底が広がっていた。例

の大砲（キャノン）を通り過ぎた。しかし夕べ驟雨（スコール）があったせいか、水質がいくぶん

濁っていて、昨日のような透明度は無かった。吐く息が耳鳴りのような音をたててゆく。謎めい

た金属の箱（材質は鉛だった）はすぐ見つかった。二人はすぐ浮上し、クルーザーに合図し

た。クルーザーがそこまでやってくると、ボビーは錨をおろした。そして船上から滑車にセットし

たワイヤーを投げて寄こした。二人はワイヤーを引っ張りながらもう一度海中へ戻っていっ

た。・・・ 

鉛の箱を引き上げるのにそうは時間をとらずに済んだ。船上で四人は箱の蓋（ふた）を開けよ

うとしたが、金属部分があまりにも劣化して相互に付着していたし、またかなりの貝類もこびり

ついていたので、サバイバル・ナイフ一本ではとても歯が立たなかった。あいにくハンマーを

持ってこなかったので、船上で箱を開けるのは断念した。 

四人はまだ海底になにか残っているかもしれない物を探しに潜水していった。 

このあたりから波立つリーフまで、海底はやや浅くなっていった。水が濁っていたので最初は

よくわからなかったが、リーフに近づくほど巨大な大木のようなものが砂地に転がっているの

がわかった。しかしそれは木ではなく、船のバラスト（積石）であった。 

その間を回遊しているうちに、一つまた一つと、四人は中国製の陶器の類を見つけていった。 

壊れて破片になってしまったものもかなり出てきたが、砂を手で探っているうちに、ほぼ原形

のままの食器皿が全部で十枚ほど見つかったのである。 

これ以外にも壺が一つ収穫された。 

陶器はどれも青花（チンホア）で、白地に藍色の模様が焼き付けられたものだった。ただ、図

柄がどれも葡萄のものが多く、中国国内仕様ではなく中東や欧州への輸出仕様であることは

一目瞭然だった。 



 

 

ほかにはすっかり腐食したナイフやフォーク、スプーンなどが四十本以上も見つかった。 

しかしなにより四人が目を見張ったのは金の延べ棒（といっても積み木のように太く短いもの）

が六枚、それに同様の銀が七枚見つかったことである。このときボビーは夢中になりすぎて、

ついリーフに近づきすぎ、隙間を流れる潮の勢いに体をとられて腕を切ってしまった。 

T シャツだけでアクアラングを背負っていたので、腕や足は完全に露出していたのである。珊

瑚は腕に深く傷を残して、一瞬ボビーの血が海中に散った。 

昼前にこれだけの獲物を手にした四人は、ボビーの傷のこともあって、一応作業を終えること

にした。 

クルーザーでランチをとったが、四人とも鉛の箱の中が気になって仕方がなかった。 

キャビンに入っていれば日差しは凌げるものの、風が入らないため異常な暑さとなり、たちま

ち参ってしまった。それに、鉛の箱を足で押すたびに中で重い音がして、否応もなく想像力を

掻き立てられるのだ。 

午後もう一潜りするはずだったのを、結局取りやめて、四人はバンガローへ戻ることにした。

ボビーは腕にバンダナを巻きつけていたが、この治療もしておかなければいけなかったから

だ。 

クルーザーは踵（きびす）を返して八月湾の桟橋へ向かった。椰子やナラの木の茂るサンタア



ナの町の上に、モレノ邸の真っ白な建物がくっきりと浮かんで見えた。 

緑という緑が光の中で、ほとんど黒にしか見えないような昼下がりだった。・・・ 

 

 

バンガロー前の海岸には人影が無かった。ちょうど午睡（シエスタ）の時間だ。四人はもっけ

の幸いと引き上げたものをその隙に手分けして運び、丈とミシェルのバンガローに閉じこもっ

た。 

丸テーブルを片付けて鉛の箱を真ん中に置いた四人は、お互いに顔を見合わせるばかりで

誰も行動に出ようとしなかった。 

ボビーが銅ハンマーを握りしめながら言った。「おい、本当にぶち壊すか？」 

「当り前さ、やれよ」 

丈が淡泊に言った。 

「しかし、祟りがあるかもしれないぜ」 

ミシェルが思わず笑った。 

「ずいぶん素朴なのね！」 

サラが突然例え話をした。 

「あのね、信号には三色あるでしょ？ レッド（赤）ってどういう意味か知ってる？」 

「止まれじゃないかあ！」 



ボビーは、こういう遠回しなモノ言いが大嫌いだった。じれて仕方がないのだ。サラはそんなこ

とを一向に気にもせず、えへへと笑いながら意地悪そうにボビーを指差した。 

 

 

「違うんだなア、これが」 

「レッドは何だよ？」 

「覚悟して進めよ。さあ、壊しちゃいなさいよ！」 

ボビーは吹っ切れたように銅ハンマーを思いきり振り下ろした。腐食した留め金が吹き飛び、

鈍い音をたてて蓋がわずかに浮いた。 

丈はサバイバルナイフを隙間にねじ込み、みんなの顔をぐるりと見回した。 

「いい？」 

「OK」 

丈はぐいと力を入れて蓋を抉じ開け、両手でやたら重い蓋を反対側へ落とした。蝶番（ちょう

つがい）がはずれてゴトリと音がした。 

四人はその瞬間アッと息を呑んだ。 

箱の中には金や銀、そして様々な宝石がちりばめられた装飾品のたぐいがぎっしり詰め込ま

れていたのである。ネックレスやブレスレット、小さな手鏡、指輪、髪飾り・・・それは相当古い

ものであることは素人目にも明らかだった。 



 

 

四人はしばらく口がきけなかった。装飾品を一つ一つ手に取ってみるうちにミシェルが独り言

をいった。 

「パンドラの箱ね・・・」 

「よせやい、気味悪い」 

「噂のとおり変なことが起こらなきゃいいんだけど・・・」 

サラが蓋の内側に刻まれたアルファベットを指でなぞりながら読んだ。 

「マルガリータ・リベラ（Margarita Rivera）・・・これ、女の人の名前ね。」 

「この箱の持ち主じゃないの？」とミシェルがのぞきこんだ。丈はぼんやりしながら、「このマル

ガリータはどうなったんだろう？ 財宝はなんだってあの八月湾に沈んでたんだろう？」と誰に

言うともなくつぶやいた。 

ほかに引き上げた陶器や食器皿、食器具もテーブルの上に重ねながら置かれた。十枚の皿

のうち六枚の裏に、「レパント 1658（LEPANTO 1658）」と焼きつけられているのにミシェルが

気づいた。 

「レパントって、レパントの海戦のことかしら？」 



ボビーはミシェルの言うことに首をひねった。「なにそれ？」 

「スペインが当時強大だったトルコを破った海戦よ。でも、おかしいな。レパントの海戦って、わ

たしの記憶が間違ってなければ、一五七〇年前後の出来事だもの。・・・ただ過去の大勝利を

記念しただけかしら？ そんなハズないわよね。わざわざ 1658 って焼きつけてあるんだか

ら。」 

丈がひらめいた。「船の名前じゃないかな。レパントって。」 

「船？」 

「この皿が積んであった船さ。マニラとアカプルコを往来していた周航船の一つだったんじゃな

いかなってふと思ったんだ。1658 っていうのは、この船が建造された年で、その記念に船の

備品として使われていた皿だったのかもしれないよ。あるいはこの船が建造されたとき、記念

品として贈られたものだったかもしれない。」 

ミシェルがうなずいた。「そうねえ。確かにそう考えるのが自然ね。一応の説明がついちゃう

わ。」 

「ともかくこれはもう僕たち四人だけで進める作業じゃないよ。マニラの当局に連絡をとったほ

うがいい。」 

 

ボビーが口をはさんだ。 

「なんでだよ！ 俺たちは第一発見者だぜ。お宝みんないただいちまおうぜ。そもそも去年の

夏、俺がここでダイブしたときにあの古い大砲（キャノン）を海の中で見つけたんだ。俺が一番

の功労者だ。」 

ミシェルが、ボビーを見据えながらいちいち教え諭すように言った。 

「これはフィリピンの国有財産よ。当局に連絡したほうがいいわ。そうすればわたしたちが第

一発見者だと公に認めてもらえるし。それにもしこれからこれ以上の財宝がもっと出てきたら



どうするの？ 一番怖いのは人間だってこと忘れないで。」 

「強盗のことか？」 

「こんなに静かで小さな島ですもの、すぐ噂になるわ。横取りしようとして腕力に訴える種類の

人だって出てくるわよ。」 

「素朴な人々だったんじゃないのかよ？」 

「欲が人を変えるのよ。」 

「ふむ。」 

ボビーは何となくしっくりこなかったが、ともかくこの件は丈とミシェルが留学している UP へ長

距離電話で連絡することになった。そしてその日に引き揚げた物は、一旦ベッドの下の床板を

剥がして砂を掻き出し、その穴へ納めることにした。バンガローのボーイたちが室内清掃に毎

日入ってくるからである。四人はすべてを隠し終わったあと、ボビーの腕の手当をしに診療所

へいくことにした。 

途中、泥棒通りを歩いているとき、丈がなにを思ったか金物や日用雑貨を売っている店に入

って、長いツルハシを一本買い求めた。ヤスリも一緒に買った。 

皆がそれをどうするんだ、と訝（いぶか）しがると丈は言った。 

「削って、木刀にするんだよ。念のためね。」 

ボビーがからかった。 

「護身用のつもりか？ ここは鉄砲の弾が飛び交う国だぞ。木刀なんぞ、なんの役に立つん

だ？」 

丈はツルハシを肩にかつぎ歩きだし、笑ってそれには取り合わなかった。 

ミシェルが、サラに小さな声でささやいた。 

「彼、居合の有段者なのよ。日本にいるとき、森で熊や猪に襲われることがあったそうよ。必

要に迫られて道場に通ったんですって。」・・・ 

ちょうどその頃、闇の中で瞳が開いたのを誰も知らなかった。およそ三百年の眠りから恩讐を



超えて、その瞳は再び光を求めた。朽ち果てたも同然の材が軋（きし）み、錆びついた鉄の鎖

が重苦しい音をたて始めた。 

唸るような呼吸は次第に湿気た空気に、再生の午後と死の均衡がたった今破れたことを告げ

ていた。 

地下の住人は凍結された永い時間をそのとき取り戻し始めていた。碧色に充血した瞳は遠い

記憶を暗闇の中で手繰り寄せていたのである。 

 

（四）モニカの診療所（四）モニカの診療所（四）モニカの診療所（四）モニカの診療所  

 

診療所はサンタアナの街に一つしかなかった。長細い街並みを真ん中で分断しているテソロ

（宝）通りの西側地区である。モニカという女医（ドクトーラ）の診療所だが、その建物は診療所

というにはあまりにも大きなもので、邸宅と呼んでも良いくらい立派なものだった。周囲の比較

的裕福な住宅の四軒分はあった。それに外庭のほかにパティオ（中庭）までついている。 

亡くなったモニカの父親もここで医者をしていたらしい。このあたりでは珍しく二階建てで屋根

裏部屋まであった。しかも三メートルほどの石垣に囲まれていた。昼下がりには邸宅の白壁

が眩しいほどだった。 

モニカはフィリピーナにしては色白の、三十二歳の独身で、その顔立ちからすると白人や華僑

系との混血らしい。意志の強そうな、かなり知的なところを感じさせる物腰が何となく近寄りが

たい雰囲気を漂わせていた。きっとその硬い表情のせいだろう。長い髪をしていたが、いつも



ひっ詰めて、後ろで丸くシニヨンにまとめていることが多かった。実際の年齢より上に見られる

のが常だった。 

 

 

その日はモニカはジーンズに黄色の T シャツを着て、その上から白衣を引っかけていた。 

「思ったより傷が深いけど、大丈夫。一応化膿止めをあげるわね。念のために一日か二日は

海に入らないほうがいいわ。敗血症になりたくはないでしょう？」 

ボビーはすっとんきょうな声をあげた。 

「敗血症！」 

「冗談よ。心配要らないわ。でも珊瑚は生き物だから、小さな珊瑚虫が傷口から中に入ること

はよくあるのよ。だから、一日か二日は海に入らないほうが無難だって言ってるの。」 

「一日か二日ね。」 

「そう、一日か二日。」 

「その後はいいんですね？」 

「その後はいいんです。」 

ボビーはくどいほど念を押した。意外に神経質なところがある。 

「それでどうだったの？ お目当ての財宝は手に入れて？」モニカはボビーの傷口にそっとガ

ーゼをあてがいながら何気なく言った。 



「それが凄いんですよ。こんな箱に金や銀がごっそり。延べ棒まで出てきやがって・・・」 

つい口をすべらしたボビーをミシェルが後ろから思い切り抓（つね）った。思わずボビーは飛び

上がったが、横にいた丈が、『仕方ないよ』というように首を横に振った。 

「もう手遅れよ。今朝のことが島中で噂になってるわ。ここにきた患者が口々に教えてくれたも

の。十分身の回りに気をつけることね。それからわたしの亡くなった父が使っていた書斎が二

階にあるの。父もスペイン統治時代の歴史をいろいろ調べていたわ。もっとも片手間だったけ

ど。海へ潜ったことだって一度もなかったし。ただ、マニラ・アカプルコ周航船のことはとりわけ

よく研究していたみたい。八月湾に沈んでいるっている言い伝えの財宝のこともね。書斎に地

図やいろんな資料があるから、好きなようにお使いなさいな。お役にたてば何よりだけど。で

もスペイン語の本が多いから、どうかしら？」 

四人はモニカの好意的な申し出になんとなくホッとした。 

「あの沖合の財宝は、船が座礁かなんかしたために沈んでるんでしょうか？ お父様は何か

おっしゃってました？」 

ミシェルは単刀直入にきいた。 

モニカは机の上を片付けながら言った。「いいえ。父もこの島の迷信のことを気にしていて、あ

まりその話はしていなかったわ。でも自分ではかなり興味があったみたい。沈没船の記録な

んかをよくマニラの友人から取り寄せたりしていたから。」 

「でも変わった名前ですよね、八月湾なんて。きっと八月に何かあったのね。」 

モニカは笑った。「そうね。とにかくいい夏休みになりそうで楽しみだこと。ある学者がね、十六

世紀から十七世紀中ごろまでの百五十年ほどの間に、スペインが中南米の植民地から収奪

した金や銀の量を試算したの。父から昔聞いたんだけど、それによると金は三百トン、銀は二

万五千トンですって。」 

ボビーがヒューっと口笛を鳴らした。 

「フィリピンからもたくさんの金銀がヌエバ・エスパーニャ（現メキシコ）を通って、スペインに送



られたんですかねえ？」 

「さあどうかしら。中国の絹や陶器を買うのに銀を大量にヌエバ・エスパーニャから運んだらし

いわよ。日本も関係あるのよ。鎖国前の日本にずいぶんとここから輸出していたみたいだか

ら、たぶん、金や銀は日本からも相当入ってきていたって聞いたけど。フィリピンには、ベンゲ

ットやマルカパーとか、アトラスといった銅山ならいっぱいあるけど。金は取れたのかしらね

え。」 

「銅がとれれば金もとれたはずだ。同じ鉱脈ですよ。」 

モニカはふと話を変えた。「ところで、もう当局には連絡したの？」 

丈が答えた。「いやまだなんです。UP にだれかこういう方面の専門家がいればと思ってるん

ですけど。」 

「あら、あなた UP に留学してるの？」 

「このミシェルも一緒です。」 

「ああ、そうなの。UP には父の親友でラモン教授がいるわ。スペイン時代の歴史が専門な

の。もしよかったら、今連絡とってあげるわ。」 

「ぜひお願いします。」 

「ラモン教授なら文化関係の省庁にも顔が利くし、あなたたちも安全だわ。」 

モニカはすぐ UP に長距離電話をいれたが、あいにくラモン教授は不在だった。おまけにフィ

リピンの、こうした遠隔地からの電話事情は劣悪だったため、なかなか回線がつながらずに

すいぶんと時間がかかった。 

結局一時間くらいしてラモン教授の自宅に回線がつながり、丈が代表して直接話をすること

ができた。 

ラモン教授は電話の向こうで飛び上がらんばかりに驚いた。そしてしわがれ声をとばしなが

ら、大学や関係当局にすぐ連絡をとると約束してくれた。そしてまず船名を確定すべく、例の

『レパント』と、『マルガリータ・リベラ』という手がかりになりそうな二つの名前から調べてみる



と言った。 

四人のサンタアナ島入り早々、思いもかけない出来事の展開に、にわかに緊張感と、一方で

は何とも言えない胸騒ぎを覚えていた。 

 

 

 

 

 

（五）謎解き（五）謎解き（五）謎解き（五）謎解き 

 

 

バンガローはどれも海側にコンクリートで固めたテラスをしつらえていて、ニッパ椰子の葉を

葺（ふ）いた屋根がそのテラスを覆うように張り出していた。 

満潮時には波打ち際がテラスから二十メートルくらいのところまで迫ってくる。 

バンガローの裏にある椰子の群落を通り抜けると管理所があり、その横に簡単なカフェがあ

る。四人はオープン・ルーフのテーブルにたむろしてビールを飲んでいた。 

丈は、サンミゲルを飲みながら、今日雑貨屋で買ったツルハシの柄を切りはずし、サバイバー

ナイフで削っていた。もうすでにかなり木刀らしくなってきていた。 

ボビーが憎々しげに言った。 



「あの野郎気に食わない。」 

「ロランかい？」 

「ああ。うろうろして俺たちの動静をうかがってるんだ。宝物の噂をバラまいているのもきっとあ

いつだ。一発張り倒してやろうか。」 

「よせよ。知らない土地だ、面倒を起こしたら損だろ。」 

「俺は右ポケットにいつもディスポーザル・ライター（使い捨てライター）を入れてるんだ。」 

「それが何だ？ タバコを吸わないんじゃなかったのか？」 

「吸わねえ。こいつをしっかり握って殴るとさ、素手で殴るときの三倍もパンチが重くなるんだ。

知ってたか？ ダメージがでかいぜ。」 

「だからやめろって。暴力沙汰はご免だよ。」 

丈は、今度はヤスリをかけ始めた。 

ミシェルがふと喋りはじめた。「ねえ、あの唄、昨日も聞いたけど、何かしら？」 

浜にあがった漁師たちが網を干していた。誰かれ調子を合わせることもなく口ずさんでいる唄

が、ミシェルにはさっきから気になって仕方がなかったのだ。 

「不思議ね。この辺ってビサヤ諸島のはずれだし、レイテやミンダナオにも近いのに、あの唄

はマニラ近郊のタガログ語（標準語）みたい。でも聞き取りにくいのよ。サラ、あの唄、なんて

いってるの？」 

サラは、しばらく耳を傾けていた。そして少しずつ英語に直していった。 

 

『ユダヤ女は頑固者 

涙も涸れて三か月 

殿御（とのご）はどこへ行ったやら 



過ぎ越しの夜はまだ来ない 

太陽が門をくぐるとき 

拾った命をまた捨てた・・・』 

 

皆はなにやら薄気味悪くなった。 

まず丈が口をきった。 

「過ぎ越し（Passing by）って、旧約聖書の過ぎ越しの祭りのことかな？」 

「たぶんね。」ミシェルが考えこみながら言った。 

「ユダヤ女・・・ユダヤの祭りだから過ぎ越しの祭りなのかしら？ ユダヤ人がエジプトで迫害さ

れていた頃、モーゼに神がお告げを下すの。ユダヤ人は子羊を殺してその血を自分の家の

戸口に塗っておくようにって。夜になったら神が家々を巡って、人であろうと家畜であろうとす

べての初子を殺すっていうのよ。だけどユダヤ人である目印（子羊の血）をしてある家は黙っ

て過ぎ越すっていう話よ。」 

ボビーは手を振って苦い顔をした。 

「おぞましい話だね。」 

サラがクリスピー・パタを頬張りながら言った。 

「この唄、わたしが子供のころにも漁師さんたちが唄ってた。」 

「そうだったわ。サラもこの島の出身だったのよね。」 

「でもずっと昔からある唄みたいよ。だって、すごく古いタガログ語だもの。」 

「難しい言葉？」 

「むずかしいっていうか、なんとなく表現が、つまり・・・その、ディープなのよ。わかる？」 

「なるほどね。」 

「止めましょうよ、こんな話。なんだか鳥肌が立ってきちゃう。」 



「でも不思議よね。あなたはマニラに永く住んでいるからともかくとして、島の人までみんなタ

ガログ語（マニラ周辺の標準語）で話をしてるわ。どうしてビサヤ語じゃないのかしら？」 

「さあ？」サラは肩をすくめてみせた。 

 

そのときカフェに二人連れのフィリピン人が通りかかった。 

ちょうどビーチロードから椰子の群落を抜けようとして、管理所の前を通りかかったようだ。 

一人は二十三歳くらいの女性で、涼し気なまなざしがとても印象的だ。長い黒髪を肩越しまで

垂らし、頭を白いヘアバンドで押さえていた。 

 

もう一人は年の頃十二歳くらいの少年だった。育ちがいいのだろう。身なりは妙にきちんとし

ていた。子供用のバロンタガログを着ていた。 

その女性の清楚な容姿はたちまちボビーの目を釘づけにした。 

「Hi, Babae!（はーい、お嬢さん）。俺たちダイビングに来てるんだけど、どう？ 一緒に何か飲

まない？」 

サラは『また始まった』という風に目を白黒させた。 

その女性は汗を拭きながら笑った。「あなたたちね、八月湾の財宝をたくさん引き上げたの

は？」 

丈は嫌になった。モニカのところですでに四人の行動はバレていた。ここでは、それも『たくさ

ん引き上げた』ことになっている。 



ボビーは有頂天だった。「そうさ。第一発見者ってやつさ。何にする？」 

「いいえ、結構よ。」 

「そう言わないで、憩（やす）んでいきなよ。おい、カラマンシー・ジュースを二つ！」 

ボビーはさっさとボーイに注文してしまった。 

 

 

「君、名前は？」 

「レイチェル。この子はジェイミー。」 

ジェイミーは人懐っこそうに右手を差し出した。なかなかノーブルな顔立ちだ。 

「俺はボビー。彼女はサラ。こいつが丈で、そっちがミシェル。君はどこに住んでるんだい？」 

「この子はモレノの末っ子で、わたしは住み込みの家庭教師をしているの。今は夏休みだけど

ジェイミーの学校の先生とお会いしてきた帰りなの。ジェイミーったらどうしても海岸へ行きた

いっていうからこうして散歩に来たのよ。」 

丈が興味深そうに聞いた。「モレノって、丘の上のモレノ邸のこと？」 

「ええ、そうよ。モレノ夫妻には四人の子供がいて、一番上がクリス、二番目がルイス。この兄

弟はもう三十歳近くになるわ。その下に一人娘のカミーラ。彼女はわたしと昔ここの小学校で

同級生だったの。そしてこのジェイミーよ。」 

「モレノはずいぶん羽振りがいいらしいね。」 



「どうかしら。この島では抜きんでた実力者でしょうけど。なんでも昔は海賊だったらしいわ。も

う三百年も前の話だけど。モレノ家の紋章、ご存知？ 町中のモレノ家の資産には紋章が刻

まれているわ。」 

「どんな紋章？」 

「バラクーダ。」 

「鬼カマスじゃないか。海のギャングだ。」 

 

 

「そう。四人の子供のうち、クリスだけがマニラに出て、ラム酒の販売会社を経営しているわ。

ほかにも最近は事業を拡大しているらしいけど。もっともいまクリスはこの島に帰ってきている

の。たまにしか帰ってこないわ。モレノ家に関心がおあり？」 

「いや、八月湾の財宝に手を出すなって昔からこの島には言い伝えがあるだろう？ モレノが

その急先鋒らしいからさ。なんでまだそんなこと言ってるのかな？」 

「さあ、なぜかしら。わたしが知っているのはずっと昔のスペイン時代に、この島でとても恐ろ

しいことがあったっていう事だけ。八月湾の財宝と関係があるかどうかわからないけど。それ

で、何が見つかったの？」レイチェルは目を輝かせた。 

ボビーは調子に乗った。「このくらいの鉛の箱に女の装飾品がしこたま詰まってたんだ。金や

銀の延べ棒もね。ほかにも一杯あったぜ。」 

「まあすごい！」 



「明日も潜るんだけど、大変な収穫なもんで実は俺たち自身驚いちゃっているんだよ。」 

そのとき管理所のボーイがやってきて、マニラからの長距離電話だと告げた。丈が受けること

になり、一人でカウンターへむかった。 

ジェイミーがレイチェルに言った。「ねえ、僕、桟橋に行ってきてもいい？」 

「いいわ。でもあまり遠くに行かないでね。」 

ジェイミーは教科書やノートをテーブルに置くと、椰子の並木を一目散に駆け抜けていった。

白い開襟シャツとグレーの半ズボンがあっという間に小さくなった。 

五人がテーブルで話をしているうちに、あたりが次第に暗くなってきた。猫岩岬とそれに続くバ

イード（めまい）の壁の方から雨雲がゆっくりと八月湾の上空に張り出してきたのだ。 

「台風かしら？」ミシェルが心配そうな顔をした。 

「ううん。ただの驟雨（スコール）だと思うわ。この時間になるとよく降るの。」レイチェルはさして

気にも留めていない様子だった。 

五人のところからはジェイミーの姿は椰子の木立にさえぎられてもう見えなかった。 

 

 

やがて丈が電話を終えて戻ってきた。 

「どうだった？ ラモン教授だったの？」 



ミシェルが丈に話を促した。 

「うん。ラモン教授だった。あのレパントはやっぱり船の名前だったよ。」 

 

 

 

一同は思わず声をあげた。 

「船の名前はこれで確定できた。ただ、別の謎が出てきちゃった。当時のマニラ総督府がスペ

イン本国政府に報告した記録によると、一六六二年七月十六日に三隻のガレオン船がマニラ

湾を出航した。目的地は僕たちが予想したとおりヌエバ・エスパーニャ（メキシコ）のアカプルコ

だ。船はスペイン海軍の軍艦レコンキスタとレガスピ、それに民間船のレパントだったそうだ。 

 

この中ではレコンキスタが一番大きかったらしい。ところが、マニラ湾を出て南下し、ミンドロ島

に差しかかったとき、運悪く四隻のオランダ艦隊に遭遇した。当時インドネシアのバタビヤ（現

ジャカルタ）の方面まで進出してきていたオランダは、イギリスと同じく日の出の勢いの新興海



運国だ。スペイン船と見たら、あたりかまわず襲撃していたらしい。スペイン側の三隻はこの

オランダ艦隊に攻撃され、ミンドロ島沖で撃沈されたらしい。これはマニラ総督府のスペイン

本国政府へ宛てた、後の報告書にはっきりと記されているそうだ。」 

 

 

 

 

「なんだって？」ボビーは調子っぱずれの声をあげた。「ミンドロ島といったら、それこそマニラ

のすぐ南にあるとこじゃないか。全然場所が違うよ。いったいどうなってるんだ。ここから六百

キロはあるぜ。」 

ミシェルが質問した。「当時のスペイン人たちの記録書類は正確なの？」 

「僕もそこが知りたくてラモン教授に聞いたんだけど、カリブ海や中南米と同様、この頃のスペ

イン植民地支配は実に厳格に記録が管理されていて、積み荷一つとしてミスが無かったそう

だ。」 

「どうせラテン民族だ。そうはいってもいい加減さ！」ボビーが吐き捨てるように言った。 

ミシェルが何とも言えない不快な顔をして話をつづけた。「じゃあどうしてレパントの積み荷が

このサンタアナにあるの？」 

「その鍵はオランダ側の記録にありそうなんだ。ラモン教授は一応オランダ側のこの頃の資料

も問い合わせてみたらしい。すると、同年同月同日に、ミンドロ沖の海戦に関する記録があっ



たそうだ。」 

「それで？」 

「ところが、オランダ側に確認したところ、撃沈した船は三隻ではなくて、二隻だったそうだ。」 

一同は黙り込んでしまった。ややあって丈は話をすすめた。「つまり、マニラ総督府がスペイン

本国への報告を改竄（かいざん）した可能性があるってことさ。」 

「ウソの報告ね。」 

「そう、ミンドロ島沖では二隻沈んだのに、敢えて三隻沈んだということで、なにか自分たちに

都合のいいことがあったと推測するのが自然だ。」 

「一体なにがあったのかしら？」 

横からレイチェルが身を乗り出すようにして言った。「わたしなんだかワクワクしてきちゃった

わ。そういうお話。」 

ボビーはもうすっかり鼻の下を長くして、レイチェルの肩に手をまわしながら、しきりに丈とミシ

ェルの話に相槌をうっていた。 

丈は最後につけ加えた。「ただこの年は、例年より台風が多くてビサヤ諸島中心に大変な被

害があったそうだ。オランダ艦隊の攻撃を辛くも逃れたレパントは、それでも結局、続々と襲

来した台風に煽られて水道をあちこち転々としながら、とうとうサンタアナにまで漂流したのか

もしれない。おそらくセブに寄港したかっただろうけど、帆船の時代だ、海戦や台風でマストや

舵が利かなくなっていた可能性もある。結局八月湾の暗礁に乗り上げて沈んだんじゃないか

な。」 

 



 

五人はすっかりビールやカラマンシージュースを飲み切っていた。 

八月湾の西側半分はもうずいぶん暗くなっていた。今にも雨が降り出しそうなひんやりとした

空気がバンガローのあたりから椰子の並木を吹き抜けてきた。・・・ 

一方、木造の桟橋へ走っていったジェイミーも、猫岩岬の方がすでに驟雨にやられているの

を見てとって、がっかりしていた。桟橋は海上に向かって砂浜から五十メートルほど突き出し

ていた。 

 

マルベーリャ岬に近いこのへんはまだ刺すような午後の陽があたりに降り注いでいた。ジェイ

ミーはこの不思議な光と影が好きだった。二つが織りなすアンバランスが心地良いのだ。ねっ

とりした海風が肌にまとわりついて妙に快感だった。そう言うといつも姉のカミーラが『ジェイミ

ーはおかしな子』と笑うのだったが、ジェイミーはいまにも壊れそうな不安な均衡がとても素敵

だと真面目に思っていた。 

ジェイミーが桟橋の先まで歩いていくと、海面はいつもよりざわめいているような気がした。四

人のダイバーたちが借りている小型のクルーザーが繋留されていた。 

そのときジェイミーは、ふと誰かが自分の名を呼んだような気がした。浜辺の方を振り返って

みたが誰もいなかった。漁師たちの姿も無かった。 

「ジェイミー・・・」 

今度は耳元で囁かれてびっくりした。後ろを見ると、そこには年の頃同じくらいの少女がいた。

桟橋の先に立っていたその少女は、結婚式のフラワーガールのような場違いな白いドレスを

着ていた。 

あどけない顔立ちの中にも一瞬ゾクっとするような艶っぽさが感じ取れた。きっとそのどことな

く哀しそうな表情のせいだろう。少女は押し寄せる雨雲の間から差し込む熱帯の陽を体中に

浴びてキラキラと輝いて見えた。全身にガラスをちりばめたようだと、ジェイミーは思った。少



女は亜麻色の長い髪を、これまた古めかしい縦ロールにしていた。ジェイミーにはすぐ地元の

モレーナだとわかったが、これまで一度も見たことがない子だった。少なくとも学校に来ている

少女ではなかった。それにしてはこんなドレスを着て、とても学校にいけないほど貧しい家庭

の少女とも思えなかった。 

「ジェイミー・・・」 

「どうして僕の名前を知ってるの？」 

「昔からずっと知ってるわ・・・」 

少女はタガログ語で答えた。ジェイミーもタガログ語で話すことにした。 

「Ano pangaran mo?（君、名前なんていうの？）」 

「ベアトリス。」 

「ベアトリス？ 君、どこの子？ この辺に住んでいるの？」 

ベアトリスと名乗るその少女はジェイミーの質問に答えず一方的に、しかし思いつめたような

顔つきで話しだした。 

「モレノの一家が危ないの。」 

ジェイミーは見知らぬ少女の、しかもあまりに突然の内容に目を丸くした。ベアトリスは言葉を

つづけた。「気をつけないと、みんな死んでしまうわ・・・」 

「どういうこと？ 誰か悪い人がいるの？」 

ベアトリスは黙ってずっと遠い沖合のリーフのあたりを見つめていた。 

そのとき椰子の並木の際まで出てきたレイチェルが大きな声でジェイミーを呼んだ。 

「ジェイミー！ 早くこっちへいらっしゃい。雨が降ってきたわ！」 

ジェイミーは振り返って大きく手を振った。パラパラと大粒の雨がジェイミーの頬を打ち始め

た。ふと少女を見ると、もうそこに彼女はいなかった。早い雨足が海面に襲い掛かり、たちま

ち真っ黒な雲が上空を覆った。ジェイミーはあっという間に濡れネズミになりながら桟橋を走

り、足場の悪くなった砂浜を椰子の群落の方へ駆け出していった。 



 

 

（六）一触即発（六）一触即発（六）一触即発（六）一触即発  

 

 

その日の夕方、丈たちは昨夜と同じくバッカスに繰り出して食事をとった。 

あれからずっと雨は降り続いていた。どうやらレイチェルが言っていたようなただの驟雨では

なさそうだ。バッカスに来ている客も昨日ほど多くなかった。海鳴りは雨音に消され、鬱陶しい

湿度が四人をうならせた。 

「こいつがモレノのやっているラム酒か。」 

ボビーはコップになみなみと飴色（あめいろ）をしたダーク・ラムを注いで飲んだ。 

「バルコ（船）っていう銘柄よ。ほらね、ラベルに帆船の絵が描いてあるでしょ？」 

そうサラが説明した。 

丈は酒瓶を手にとってラベルの図柄をしげしげと眺めた。 

「ここにレイチェルが言ってたモレノの紋章が入っているね。船（バルコ）の絵のここのところ



さ。バラクーダと、それに・・・サーベル？ 何だこりゃ？ 縛り首に使うような縄があるな、どう

見ても。」 

「いかにも海賊らしいわね。」とミシェルが言った。 

「EX（もと）海賊だ。」 

「そうそう、もと海賊。今はアセンデーロ（荘園主）ね。」 

「このバルコ印のラムは、バカルディやタンドゥアイのラムよりも口当たりが濃厚だね。」丈は

舌なめずりをしながら言った。 

「そう？ わかんねえよ。」ボビーは一人でグイグイとグラスを空けた。 

サラが妙にからむ。「ふん。酒飲みにお酒の味なんかわかんないわよ。エーテルやったって平

気で飲むにきまってるわ。」 

「ところで丈、君はその護身用の木刀、できあがったのか？」 

「一応ね。」 

「暴力は嫌だっていつも言ってるクセによ。」 

「専守防衛。」 

「へっ。言ったろ？ この国はハジキが飛び交うんだ。そんなもん屁の役にもたたないよ。」 

「どうかな。」 

「大した自信だな。」 

「自信はないよ。」 

「じゃあ、なんだ？」 

「気持ちの問題さ。」 

「そんなものかね。」 

「あんたたち海兵隊あがりはずっと人殺しの訓練を受けてきたから、その場にある何でも武器

にする術（すべ）をもってるだろう？ 僕には無理だ。使い慣れてるこれが一番だよ。」 



 

 

ミシェルがフィリピンの治安のことを話しだした。「治安、本当に良くなってる？ このへんまで

くれば田舎だから問題ないでしょうけど、マニラはまだまだよ。」 

ボビーがまた一説ブチあげた。「この国の治安を悪くしているものに四つある。第一に国軍の

内部にいる改革派の青年将校たちが。一九八六年二月にマルコスがブッ倒れたときに、真っ

先にアギナルド基地に立てこもった反乱軍の連中だ。」 

「ホナサン中佐がリーダーのグループだね。」 

「そうだ。その後、秋の大統領政権下で七回もクーデター騒ぎがあったが、それもこのホナサ

ンが関係しているらしい。」 

サラが口をはさんだ。「ホナサンって、好男子よ。首に懸賞金がかかって潜伏しているとき、マ

スコミが地下で独占インタビューしたフィルムを見たわ。凄い、クールって感じ。英語も上手だ

し、とても上品なの！」 

「もともとミンダナオの有産階級の出だって聞いたけど本当かい？」丈がボビーに聞いた。 

「さあね。ところがこのホナサンだが、今年ラモス大統領と歴史的な和解に踏み切った。大統

領府でもホナサンの過去の度重なる革命行動を不問に付することにした。そのかわりホナサ

ンも一切の武装放棄を明言して、公に姿を現したんだ。」 

「馬鹿な。この国には革命が必要だよ。アセンデーロが土地を手放すものか。つまり、それは

革命運動の後退だな。」 

「きみは暴力は嫌だというわりに、政治的にはすいぶんラディカル（過激）だね。まあいい。第



二に NPA(新人民軍)だ。いわゆる共産ゲリラさ。3 年前にソ連が崩壊して、もう世界では共産

主義は流行らなくなってしまい、軍資金も先細りだ。今では事実上、山賊化してしまった。全土

で国軍が掃討作戦に出て圧倒している。」 

「三番目は？」 

「ミンダナオに展開しているイスラム教徒だ。これも最近ラモス政権と平和交渉が進んでい

る。いずれ自治を認めないわけにはいかないだろう。そして第四は、マニラを中心とした組織

暴力団だ。これも長いこと誘拐や殺人、強盗などで一番恐れられていたレッド・スコーピオン

が今年のはじめに壊滅した。」 

「壊滅した？ ああ、親玉はあの華僑系の男だ。何てったっけ？」 

「デ・レオンだよ。マニラ郊外のアジトを、ラモスの放った特殊部隊が急襲して皆殺しだ。」 

「蜂の巣になったデ・レオンの写真が新聞の一面に出てたな。」 

「ラモスはアキノとちがって人気先行型の政治家じゃない。軍の参謀（スタッフ）あがりだ。国軍

内部のラインの人脈を握っていないだけに、大統領になったときは本当に大丈夫かとみんな

心配したね。国軍をしっかりコントロールできるだろうかってね。ところがどうして、なかなかや

るよ。」 

「じゃあ、治安はともかく改善されているとみていいんだね。」 

「そうだ。ところが、治安は間違いなく回復しているっていうのに、外国企業の進出がさっぱり

でさ。そいつが腑に落ちない。」 

「それは、電力の致命的な不足だね。こいつが解決されないとどうしようもないね。工場が満

足に動かないからね。あとは自然災害かな。火山、地震、台風、洪水。こういった被害がひど

すぎる。道路も通信も、あらゆる社会資本がやられてしまう。不運というよりほかない。」・・・ 

 

四人のテーブルから通路をはさんだ向こう側に五、六人のフィリピン人たちがさきほどからビ

ールを飲んでいた。 



ちらちらと丈たちのほうをみてはいやらしそうに笑っているのだ。一人の若い男が中指を突き

立てて大笑いした。 

ボビーはそれを見逃さなかった。一気に血が頭にのぼり、やにわに席を立ってズカズカと男た

ちのテーブルまで歩いて行った。丈たちが止める暇もなかったのだ。 

「今何てった？ おまえだよ！」 

チンピラ風のフィリピン人たちは気まずそうに苦笑いした。 

ボビーは低い声でゆっくり言った。「もう一回、俺の前でやってみせてくれよ。」 

一人の男が座ったまま喋り出した。カールした髪を長く伸ばした男で、かなり顔立ちが良かっ

たが、なんといってもガラが悪そうだった。 

「アメリカさんよ。フィリピーナにはご満足ですかい？ どこであの Babae（娘）をたぶらかした

んだい？ どうせエルミタ（マニラの歓楽街）あたりで素っ裸で踊ってたのを買いたたいて身受

けしたんだろうが、あとでおこぼれを頂戴な。あっちの具合は見るからに良さそうだねえ。」 

ボビーは男の胸ぐらをつかむと、思いきりぐいと上体を引っ張りあげた。男はとっさにポケット

からジャックナイフを取り出し、刃先をボビーの首筋にピタリと当てた。男は半ベソの泣き真似

をしながら言った。 

「お願ヨ。優しくしてネ。あなたのはブヨブヨだけど大きいから。エヘヘ。」 

ボビーは相手の胸ぐらをつかんだまま動けなくなった。冷たい刃先が首筋に感じられた。 

そのときビシッと鈍い音がしてナイフが床に転がった。フィリピン人の若い男は右手を抑える

なり、痛みをこらえるようにしゃがみこんだ。 

丈が木刀でナイフを持った男の手を払ったのだ。 

テーブルに同席していたほかのフィリピン人たちは一斉に立ち上がり、ナイフを取り出した。ボ

ビーもラム酒の瓶を握るとテーブルの角に叩きつけて割った。 

丈は額にびっしょり汗をかいたまま、木刀を片手で静かに振り下ろし、床にしゃがみこんだ男

の鼻先でぴたりと止めた。 



「動くなよ。この男の顔が割れちまうよ。」そう言いながらも丈は背中に冷や汗をかいていた。

「さあ、そのナイフをしまうんだ。」 

そのとき、ずっと奥のテーブルに一人でラムを飲んでいた男がやおら立ち上がって近づいて

きた。バロンタガログを着た優男だ。油でぴったりと髪をオールバックに撫でつけていた。上品

そうだったが、眼つきはしゃがみこんでいる男よりはるかにするどかった。 

 

 

「失礼。若い連中が不調法をしたようだ。そいつをおさめてくれないか。」そういって男は丈の

木刀とボビーのラム酒瓶を顎でさした。「おまえら、いい加減にしないか。ナイフをしまえ！ く

だらねえ。」 

男たちがおとなしくナイフをしまったので、丈も木刀を戻した。 

「俺はクリスっていうんだ。クリス・モレノだ。こいつは・・・」そう言いながら男はまだ右手をおさ

えているチンピラ風の男の襟首をつかんでグッと立ち上がらせた。 

「こいつは、ルイス。俺の弟さ。悪かったな。構わずあっちでやってくれ。支払いはいい。今夜

は俺がもつ。」 

クリスと名乗る男は、カウンターに寄って一言二言なにやら話すと、さっさと店を立ち去った。

が、出口でふと立ち止まり、丈たちの方を振り向いた。「おまえたち、バンガローに泊っている

ダイバーかい？」 

丈はうなずいた。男はニヤッと笑った。 



「バラクーダに気をつけな。沖には群れが多い。・・・」 

そう言い残すと雨の中へ立ち去った。 

丈はフーっとため息をついて、いっぺんに力も抜けた。ボビーは気まずそうに謝った。謝られ

ると余計気がおさまらなくなった。 

「いい加減にしてくれよ！ 俺は喧嘩が大嫌いなんだ！」 

「悪イ・・・しかしおまえ、いい腕してるな。」 

「ちっともうれしくないね。」 

ミシェルが丈に抱き着いてきた。一言も言う暇もなく、ミシェルの柔らかい唇が丈のそれにむし

ゃぶりついた。 

ボビーのほうは、サラが真剣に怒って「Gago ka, talaga（馬鹿ねあんたは、ほんとに！）」と言

いながら、ボビーの胸や背中を思いきりひっぱたいていた。 

 

（七）嵐の夜に再び謎解き（七）嵐の夜に再び謎解き（七）嵐の夜に再び謎解き（七）嵐の夜に再び謎解き 

 

 

その夜、丈とミシェルのバンガローでは、次第に激しくなる嵐をよそに財宝の発見を祝って乱

痴気騒ぎが行われていた。『パンドラの箱』をベッドの下の床から取り出してテーブルの上に

並べ、ラム酒を飲みながら四人ははしゃぎまくっていた。 



真夏のフィリピンはもとより熱帯の暑さだったが、嵐の中で湿度も強烈に上がっていた。旧式

なエアコンは不快な音をがなりたてるばかりで少しも効かない。ポータブル CD デッキは音量

を最大限に上げても、唸るような波音と暴風圏の咆哮、そして激しく揺れる椰子の葉のざわめ

きに、ともするとかき消されそうだ。 

 

 

四人ともラムで相当酔っぱらっていた。誰もみな裸同然の格好で、『パンドラの箱』の中身を思

い思いに身につけていた。 

「バラクーダの一味に乾杯！」ボビーが何十回目かのグラスを挙げた。バルコ印のラム酒瓶

が何本も空になって床に転がっていた。 

「間違いないぜ。モレノの一党はレパントの宝で身を起こしたんだ。レイチェルだって言ってた

じゃないか。モレノはもとをただせば海賊だってさ！」ボビーはそう断定した。 

サラは不思議そうな顔をして言った。「じゃあどうしてこんなすごいパンドラの箱をずっと引き揚

げなかったの？ 漁師たちだってみんな浅瀬に沈んでいたこの箱のことを知ってたのよ。変だ

わなんだか。三百年前にレパントが本当に八月湾で座礁したとしたら、そのとき財宝を全部徹

底的に奪ったはずじゃないの。」 

「自分たちが宝を奪ったことを世間に知られたくなかったからさ。それであの箱を開けると祟り

があるとか言いふらしたんだよ。」 



「そんなのおかしい。海賊って貪欲よ。これだけ立派な箱をみすみす放っとくなんてことない

わ。この酔っぱらい！ だいいちそういう祟りの話をでっちあげるなら、中のもの全部奪ってか

ら空箱にして放り込んだはずよ。ダメねえ。だから海兵隊って嫌い。頭の中まで空っぽ。」 

「じゃあきっとあるんだよ。」 

「何がさ？」 

「祟りだよ。」 

みんながドッと笑い出した。ミシェルが笑いをこらえて声を震わせながらいった。「ボビー、あな

た本当に祟りがあるって信じてるの？」 

「ああ信じるね」 

「ロランが迷信好きだってさんざんかみついてたくせに。」 

ボビーは構わず身を乗り出して喋り出した。 

「マニラでさ、俺の友達がフィリピーナと付き合ってたんだ。そしたら以前のガールフレンドが

嫉妬にくるって黒魔術（ブードゥー）の使い手のところへ行って、俺の友達に呪いをかけてもら

ったんだ。何をやったか知らないが、毎日そのガールフレンドは夕方になると失神しちまうん

だ。それで俺の友達のほうはどうなったか知ってるかい？ 新しい恋人とセックスするときさ、

あそこが死にそうに痛くなってのたうち回るようになったんだ。セックスなんかできやしねえ。

本当のことだぜ。信じるかい？」 

ミシェルと丈は顔を見合わせた。ミシェルが言った。 

「精神的な原因でそのお友達、セックスできなくなったんじゃないの？ 罪悪感とか、プレッシ

ャーとか。」 

ボビーはもうどうでもいいというように手を振った。「君たちにはロマンが無い。若いやつほど

これだ。」 

「わたしは信じるわ」 



「おお、サラ。君はいい子だ。」 

「Kasi mahal kita.(あなたを愛してるからよ)あなたの言うことは何でも正しいの。」 

 

 

 

ボビーは全裸のサラを抱き寄せて何度もキスをした。ミシェルと丈はナンセンスという顔をして

ラムを飲み干した。 

嵐はときおり風向きを変え、海側の窓ガラスに大粒の雨を叩きつける。ランプが隙間風でか

すかに揺れては部屋の中に仄かな陰影をつくる。CD から流れる音楽も、ギターのはじける叫

びと、むせび泣くような歌声がまるでただのパーカッションの羅列のように響いていた。 

丈が話題を黒魔術に戻した。「黒魔術ってさ、もともとカリブ海で発達したんだろ？」 

ミシェルが知っていた。「ハイチよ。旧フランス領。」 

「ハイチか。」 

「そ。死人を生き返らすのよ。信じる？」 

「君を愛しているけど信じないよ。」 

「いじわる。」 

「思想の自由だ。君が信じるのは認める。」 



「わたしだって信じてないわ。でもこういう話があるの。一九七〇年代にハイチで一人の学校

教師が死んだのに、七年後に市場（いちば）を歩いているのが見つかって身柄が確保された

の。彼の妹が間違いなく兄だと確認したわ。それで大騒ぎになったらしいの。でもそれは黒魔

術の呪薬に秘密があるとわかって、その呪薬がアメリカとフランスで研究されたわ。テトラドキ

シンという成分よ。ところが分析の結果、テトラドキシンには生物を仮死状態にする効果があ

るとわかったの。ただ、七年間も呼吸停止したり、血が凝固したりして、どうして細胞が腐らな

いのかしら？」 

「しかしその話は死人じゃない。仮死状態なら死んでたわけじゃない。わずかにしろ、ものすご

くかすかな呼吸をしていたかもしれない。生き返ったとは言えないね。十年だろうと、百年だろ

うと、仮死状態は仮死状態だ。ちょうど熊が冬眠するようなものさ。」 

 

ややあって、丈は新たな疑問を呈した。 

「ねえ、座礁したレパント号に何人乗ってたかわからないけど、あの程度の深さだ。死人が大

勢出たとは考えにくいんだけどな。乗組員たちは一体どうしたんだろう？」 

「マニラに帰ったのさ！」ボビーが座ったまま、立っているサラの下腹に顔をうずめながら言っ

た。 

「そうかしら。じゃあ当然マニラ総督府は財宝を引き揚げようとしたはずよね。」ミシェルが言っ

た。 

ボビーはミシェルの方を向きなおった。「おいおいミシェル、宝、宝って、たかがパンドラの箱一

個と延べ棒が少しだぜ。マルガリータなんとか言う女の私物だろう？ あの船に大それた財宝

があったかどうか俺たちは何も知っちゃいないんだ。想像力が過剰だよ。」 

「さっきはロマンが無いってボヤいていたクセに。でも考えてもごらんなさい。もしモレノ一族の

隆盛とレパントが関係しているとしたら、レパントには相当の財宝が積まれていたはずだわ。

さもなければ、モレノがこんなに羽振りよくなるわけがないじゃない。バラクーダなんて海賊だ



った話も、それからこのパンドラの箱を開けると祟りがあるって話も、みんなつながっているよ

うな気がしない？」 

丈が言った。「これはあくまで仮定の話だけどね。座礁したレパント号には財宝がそれなりに

あった。バラクーダ（海賊）の一味がそれを奪って、今日のモレノ一族の基礎を築いた。そこま

では事実としよう。そうすると、レパントの乗組員たちのことが問題になる。座礁でみんな死ん

だとはやはり考えにくいからね。じゃあ生存者はどうなったか？ 海賊が皆殺しにしたんだ。

何しろモレノの先祖は海賊なんだからね。問題はその後だ。」 

「何かが起こった。」ミシェルが呼応した。 

「そう、その後何かが起こった。とても恐ろしいことがね。それで祟りということになった。隠そう

としたんじゃない。三百年前のこのあたりなんか誰も住んでなかったかも知れないし。海賊の

巣という以外何もないところだったかもしれない。それより、海賊をすら震え上がらせるような

事態が起こって、祟りだということになったんだ。八月湾にはまだ取り残している財宝があると

知りながら。敢えて、手を出さないことにした。その指示は島中に徹底され、現在も意味不明

のまま受け継がれている。・・・」 

他の三人は丈の推理が結構大胆なので誰も口をはさもうとせず黙ってじっと聴いていた。 

 

 

「ということはまだ海賊が取り残した財宝が海の底に眠っているわけだ。」ボビーは丈の言っ

たことを繰り返した。ミシェルもポツリと言った。「八月湾に手を出すなと敢えて言ったというこ

とは、逆に言えばそこにまだかなりの量の宝が沈んでいるということだわ。」 



丈がうなずいた。 

ボビーが手を叩いた。「そうだ！ リーフの外に可能性が残っている。」 

「やるかい？」 

「やるしかないよ。」ボビーはイエイっと叫んで、サラと両手を打ち鳴らした。「サラ、おまえにキ

ャディラック買ってやるからよ。」 

「え～っ？ あたしはメルセデスのほうがいいナ。」 

丈が二人の話に水を差した。「財宝はぼくたちのものじゃないんだよ。」 

「なんでだ？」 

「フィリピンの国有財産さ。」 

「しかし俺たちにも金が入るだろ？」 

「それになりには、たぶんね。どういうふうにか。僕も知らないけど、何しろこんな事は初めて

だからさ。」 

「さあ若人よ、飲もうぜ。もっといろいろその下らねえ頭を使って考えてくれよ。俺さまが全部引

き上げてやるからよ。」 

 

 

四人は愉快だった。謎解きの面白さが一層スリリングな夏休みにしていた。テーブルの上に

並べられた金のネックレスや真珠のブレスレット、そして数々の銀の指輪がその輝きをランプ

の下で取り戻していた。 

雨はまるで潮のように寄せては休み、そしてまた寄せてきた。 



「ねえサラ、レパントの生き残りの人たちの行方について、語り伝えはないの？」ミシェルはこ

ういう点、かなりしつこかった。 

「ううん。知らないわ。ただ関係あるかどうかわからないけど、そう言えば無名の墓地がある

の。」 

「無名の墓地？」 

「そう。たくさん墓石があるんだけど、どれ一つとって見ても人の名が刻まれていないの。モレ

ノ邸の裏にパンの山があるでしょ？ その間に細い峠（パス）があって、そこを超えていくと小

さな盆地に出るわ。そこがその墓地。木が鬱蒼と茂っていて昼間でも薄気味悪いの。羊歯（シ

ダ）が一杯生えていえるから、シダの谷と呼ばれているけど。」 

丈が指で自分の顎をさすった。「くさいナ、どうもそこは。」 

「行ってみる？」ミシェルが丈の顔を覗き込んだ。 

「そうだね。そのうち時間をみて行ってもいいかも知れない。謎を解くヒントがもしかしたらみつ

かるかもね。」 

「でも何も無いのよ。本当に。」サラが済まなそうに言った。 

ボビーが再びくだをまき始めた。 

「気色悪い話ばかりしてんなよ。さあ飲んじまえ。あとこれだけだ。あゝ酔っぱらった。」 

「まだもう一本あるわよ。空けて。」サラが床から最後の一本を拾い上げた。 

「よし空けよう。」 

「ボビー、踊ろ。」 

「足がなんだかもつれてきた。」 

サラがはしゃいで、ボビーの股間を両手で握りしめた。「フフッ、もう使い物にならなくなってる

んじゃないの？」 

「君が使えるようにしてくれ。」 

「シャワーを浴びてからね。」 



「バラクーダの一味に乾杯！」 

四人はまたグラスをつきあわせた。 

 

 

 

（八）地下の住人（八）地下の住人（八）地下の住人（八）地下の住人  

 

 

夜は次第に更け、サンタアナは完全に台風の中へ入った。八月湾は幸いかなり深い入り江に

なっていたし、沖合のコーラル・リーフのおかげもあり波はそう高くはなかったが、風だけは防

ぐ術がなかった。 

パンの山の西麓にあるシリ（SIli、唐辛子）教会では、シモン神父がその日の日記を書いてい

た。ガラス窓に容赦なく雨がうちつける。まるで巨大な生き物が島全体を呑み尽くそうとしてい

るようだ。サンタアナの町は各戸が木戸を下ろしていて灯り一つ見えない。 

シモン神父はペンを置き、ドン・モレノに電話をかけた。神父の声は落ち着いていたが、重苦

しい気持ちだけはどうしようもなかった。きっとこの嵐のせいだと神父は思った。白髪の多い神

父は銀縁の眼鏡をとって眼がしらをおさえた。ドン・モレノの低い声が受話器の向こうから聞こ

えてきた。 



「神父、何事もないかね・・・」 

「ええ、ドン・モレノ。何も。これから寝る前にお祈りをし、一応地下を見てまいりますが・・・」 

「ご苦労さま。万一のために屈強な人手が必要なら、何人か若い者を差し向けましょうか？」 

「いえ、この雨では道の具合いも悪い。結構です。何か異変があれば、すぐご連絡します。」 

「そうですか。ではおやすみ。くれぐれも気をつけて。」 

「おやすみなさい。ドン・モレノ。」 

会話はそれだけだった。シモン神父は教会堂に下りてミサを行った。その後、ランプを持ち、

祭壇の横から地下へ続く階段を下りて行った。 

 

 

薄手の教会服の首筋から背中にかけてびっしょり汗をかいていた。 

階段は人が一人やっと通れるくらいの幅で、何度も屈曲しながら深く続いていた。下へいくほ

ど両側の壁は地下水が滲んで、ランプの灯りが揺れるたびに頼りなげにチラチラ光るのだっ

た。 

一番下へたどりつくと、神父はランプをかざし、目が慣れるのを待った。すぐ前方には煉瓦（れ

んが）を積み上げた行き止まりの壁があるはずだ。歴代のシリ協会の神父は毎晩ミサの後、

ここに異常がないことを確かめてから就寝するのだった。そして三百年というもの、一度も異

常は無かった。 



神父は目を凝らした。ふと何かすぐ近くをよぎったような冷んやりとした風を肌に感じた。シモ

ン神父は一瞬身を固くした。ぼんやりとランプの灯りが行き止まりの壁を照らしだした。そこに

はシモン神父の予想もしない光景があらわれた。 

「何ということだ・・・」 

シモン神父は息を呑んだ。そして明らかな異常を見てとった。そのとき再び身近に風を感じて

神父は後ずさりした。 

笛のように教会堂の方から外の嵐の音が聞こえてきた。細長い屈曲した階段の中を、邪悪な

ものの声がいななくように思われた。 

神父は身も凍る気配を背後に感じ、思わず振り返った。仄かな朱色のランプ灯りの中で大き

な影が不気味に流れた。神父はそれを見て声を失った。ランプが石の床に落ちてパッと地下

回廊を明るく照らし出した。シモン神父の目は釘づけとなり、やがて音もなく暗闇と沈黙が訪

れた。あとはただ悲しそうな風の音がいつまでも地下回廊に鳴り響いているばかりだった。 

 

（九）リーフの外にあったもの（九）リーフの外にあったもの（九）リーフの外にあったもの（九）リーフの外にあったもの 

 

 

翌日、四人のダイバーたちは昼近くなってからようやく海に出た。昨晩の嵐が嘘のように雲一

つない快晴だった。ただ空気は異様なほど湿気を含み、息苦しいくらいだった。 



ボビーは女医（ドクトーラ）モニカから一日二日のダイビングは禁止と言い渡されていたから、

サラと二人でクルーザーに残った。 

ミシェルと丈はまずリーフの内側を再び探索するのだった。 

海水の透明度はやはりかなり落ちていた。砂とも芥ともつかない細かい汚れが海水をぼんや

り白濁させていた。わずか一時間くらいの間だったが、その日は抜群の成果があった。黄金

の延べ棒が三十枚ほども見つかったのだ。それに四つの中国陶器のツボ。貝のこびりついた

赤ワインが五本。船上で四人は飛び上がって喜んだ。 

あと数日はリーフの内側を探ることが必要だと考えられたが、一度リーフの外側も確認しよう

ということになり、ランチの後、クルーザーをリーフの裂け目から外側へ回した。 

丈とミシェルはリーフの外、深度三十メートルのドロップオフへ降りていった。ほぼ直立に近い

珊瑚と岩礁の壁はダイビングをしたことのある人ならきっと虜になっただろう。 

 

 

多彩な海藻類、とくに海シダの類が群生していたのである。水質の濁っていることが悔やまれ

た。 

チョウチョウウオやオコゼに交じってフエダイがゆっくり泳いでいた。珊瑚礁の藻を食べて、と

きに猛毒を体内に持つようになることがある。シガテラともいって危ない魚の一種である。 

かなり大型で色鮮やかなアオブダイが見えた。 

真昼の突き刺すような陽光が無数の浮遊物をまるでチンダル現象のように照らしだす。 



そのとき金属片か鏡のような光の反射が幾百となく一斉に輝いた。二人が二十メートルくらい

の深みへ降りたときだ。その数え切れない光の波はやがて影となり、ややあって再び目もくら

むような照り返しを伴ってきらめいた。 

それはおびただしい数のバラクーダ（鬼カマス）の群れだった。 

 

 

 

二人はしばらく珊瑚の壁際に漂い、海の盗賊たちをやり過ごした。こういうときは動かずにい

るのが一番だった。敵意が無いとしても、バラクーダの歯は相当の深手を被るに十分だった

からだ。とくにバラクーダは動きの不安定さから予測不能で、その点ではサメより怖いという

人もいる。 

ミシェルはバラクーダの大群を見て、モレノ一族がもと海賊だったからバラクーダと呼ばれて

いるのではなくて、実はただの漁師だったのではないかとふと思った。このへんはバラクーダ

が多いのだ。モレノの紋章はバラクーダを使っていた。それは海賊の象徴ではなくて、漁師の

出身ということだったのではないかと思ったのだ。 

ただの漁師にすぎなかったモレノの初代当主が、座礁したレパントの財宝を目の当たりにして、

にわか海賊に変貌したのだろうか？ 

ミシェルがあれこれ思いをめぐらすうちに、数百もの光の波はリーフ伝いにマルベーリャ岬を

回り込むようにして、島の反対側、二日酔いビーチのほうへと消えていった。 



 

リーフの外は海流が明らかに違っていた。 

冷んやりした水温がしだいに二人の体を緊張させていった。サンタアナ島を東へ通り過ぎる

船はそのまま太平洋に出ることになる。 

かつてマニラ＝アカプルコ周航船は、東に流れる貿易風に乗るために、ここから日本近海ま

で北上していったのだ。やがて、偏西風に乗り、あとはただ北米大陸沿岸に沿ってヌエバ・エ

スパーニャ（メキシコ）まで勝手に潮の流れがガレオン船を導いていった。 

 

 

このあたりはかなり海流が強い北向きの外洋の潮流と、ビサヤ諸島の水道を東に流れる潮

流がぶつかりあい、複雑さを極めていた。 

ちょっとした温度差や潮流の変化に対する誤った判断が、ときにダイバーたちの命取りにな

る。感受性と経験だけが頼りだった。 

三十メートルの水深だからといって侮ることはできない。ミシェルと丈はまだ明るい海底に降り

立った。海底はそのままなだらかに深度を増してゆき、あたりは大きな岩が暗闇の淵までずっ

と続いていた。 

ナポレオン・フィッシュが重たそうな体を引っ張るように泳いでいった。二人は濁った海水や、



ちぎれて飛ぶように流れていく海藻をかき分けながら、あたり一面を這うように探索した。海

面を仰ぐと、ぼうっとはしているものの、目を開けていられないほど眩しかった。 

 

丈はいち早く岩の隙間に引っかかっている巨大な金属のかたまりを見つけた。フジ壺やら海

藻やらが巻き付いているものの、それが船の錨であることは間違いなかった。ちょうど錨は珊

瑚の崖と海底の岩の間に挟まれたように横倒しになっていた。黄色い T シャツのミシェルが

錨の周りを泳いで崖に沿いながら東へ向かった。丈も手真似で『今日はそっちを見よう』と同

意し、ミシェルの後を追った。 

ライトを当てながら岩の間を目を凝らして泳ぎ進むうちに、二人は金属製の箱が半ば壊れた

状態で二つに折れたように横たわっているのを見つけた。大きな岩礁の間に落ち込んだので

その際の衝撃が破損を生んだようだった。 

二人はライトを照らして岩礁の裂け目をのぞいた。キラリと何かが光った。 

丈がまず大きな裂け目の底に腹ばいになるように潜ってみた。海底で砂を払いのけていくと、

手に硬い感触が伝わってきた。そしてあたり一面がその感触で広がっていった。二人は興奮

のあまり思わず顔を見合わせた。そこには眩いばかりの金板が散乱していたのである。・・・ 

クルーザーに戻った二人は一気に力が抜けそうな感激に襲われていた。ボビーとサラがいら

いらしながら二人を質問責めにした。 

答えはなかなか返ってこなかった。やっとミシェルが息を継ぎながら言った。 

「どうしよう・・・半端な量じゃないわ。・・・なんだか大変なことになりそう。」 

ミシェルはそう言うとぼんやりサンタアナ島を眺めた。燃えるような緑が陽の光に耐えていた。

丈のほうは、ただ同じ言葉を独り言のように繰り返すばかりだった。 

「宝島（トレジャー・アイランド）だよ。・・・」 

 



（十）カミーラとホセ（十）カミーラとホセ（十）カミーラとホセ（十）カミーラとホセ 

 

 

同じ頃、二日酔いビーチのサトウキビ畑では、カミーラとホセが愛し合っていた。 

とても野性的でエキゾチックな顔立ちをした彼女は、性格も奔放だった。 

幼馴染のホセは、カミーラの婚約者だが、彼もどうしてなかなかの二枚目だ。ただカミーラより

ずっと人の好さが表情に出ていた。 

その日二人はカレッサ（一頭立ての馬車）を駆ってここまで逢引きにきていたのだ。 

結婚式を数日後に控えていた二人は、毎日こうして会っていた。 

サトウキビ畑の中に分け入って、汗まみれになってむさぼるように唇を求めあっていた。ホセ

の若い、はちきれそうな筋肉に、カミーラは顔を押しつけて激しく声をあげていた。 

やがてホセが力尽きるまで、彼女はしっかり男の体を抱き、両腿でその腰を締めつけていた。

弾けるようなカミーラの粘膜は昂る瞬間をホセに伝え始めていた。ホセは恋人の小刻みな痙

攣を感じた。長く尾を引いた彼女の嗚咽はサトウキビ畑をわたる風のそよぎに紛れて消えて

いった。昼下がりの一番つよい日差しが背丈のあるサトウキビの影を短くしていた。 

二人はしばらくずっと土の饐（す）えた匂いに浸っていた。ときおり乾いた葉音が潮騒に混じっ

て聞こえてきた。 



 

 

「よくお父さんが僕たちのことを許してくれたね。」ホセは、はにかんだように言った。 

「あなたのビリヤードの腕が効いたのかしら。」 

カミーラは冗談が好きな娘だった。 

「確かにビリヤードが多少上手なおかげで気に入ってもらえたようだね。でも本当のところ、ド

ン・モレノは君を愛しているんだ。さもなきゃ、しがない小学校の教員なんかに君をやるもの

か。君が死ぬって騒いだからドン・モレノも折れたんだよ、きっと。」 

「父はもっと理解があるほうよ。母もそう。二人とも歳はいってるけど結構リベラルなの。」 

「ただね、君の方で家財道具一切を用意してもらってることに、とても申し訳ないと思うんだ。

マニラに家まで用意しているって言うじゃないか。」 

「何言ってるの。みんなどこでも女の側が用意するものよ。」 

「それがあまりに分不相応なものだって言ってるのさ。」 

「それよりあなたがマニラで兄のクリスを手伝うことの方がわたしは心配だわ。」 

「どうして？」 

「兄、悪党だから。」 

「次男坊のルイスが愚連隊と付き合ってるっているのは知ってるけど、クリスもかい？」 

「マニラで何やってるんだかわかったもんじゃないわ。うわべは紳士に取り繕っているけど、本

当は『ペラ（お金）』の亡者よ。悪い噂はあちこちから入ってくるの。ウチの本業以外にもいろい

ろ手を出しているみたい。父も心配しているわ。クリスがあなたを巻き込まなければいいけ



ど。でも大丈夫。わたしがついてるわ。変なこと絶対させないから。もう一つ心配なのは、あな

たがマニラに行くことそのものよ。」 

「どうしてマニラがいけないんだい？」 

「だって・・・マニラには綺麗な娘がいっぱいいるから。」 

「馬鹿だな。」 

「どうせ馬鹿ですよ。ロクなとこじゃないんだから、マニラなんて。」 

「カミーラ、Mahal mo ako, diba?（僕を愛してる、そうだろ？）」 

 

 

カミーラはうなずいてホセに口づけた。そして急に立ち上がり、サトウキビ畑から珊瑚で固め

た海岸道路を横切り、真っ白な砂浜へ駆け出していった。彼女が全裸のまま『Mahal kita! 

Iniibig kita!(愛してるわ！ 死ぬほど愛してる！』と大声をあげながら飛び出していったので

ホセは大いに慌てた。 

「カミーラ！ 戻っておいで！ そんな恰好でどうする気だ！」 

カミーラは走りながら振り返って叫んだ。 

「みんな今ランチだわ！ わたしたちしかいないもの！」 

褐色の肌に光る汗が真昼の陽を浴びてダイヤモンドのようにきらめいた。ホセは思い切って

裸のまま後を追った。 



淡いエメラルド・グリーンの遠浅な海が笑っていた。沖合のリーフまで夏が二人をひきこんだ

ようだ。 

白い飛沫をあげて若い男女が戯れる二日酔いビーチはもうシエスタ（午睡）の穏やかさに包

まれ始めていた。二人の歓声だけが潮風に乗って漂っていた。一面のサトウキビ畑の向こう

に見えるラム酒工場から、サトウキビを蒸す息苦しいほど甘い匂いが立ち込めてきた。うだる

ような熱さの中で、カレッサにつながれた馬が、椰子の木陰で息をついていた。 

 

 

（十一）再びモニカの診療所（十一）再びモニカの診療所（十一）再びモニカの診療所（十一）再びモニカの診療所  

 

 

午後、ドクトーラ（女医）・モニカの診療所にドン・モレノが訪ねてきた。 



毎年二度定期健診にやってくるのだ。特に血圧が問題だったが、一応血液検査もする。た

だ、採血したものはセブ島に送るので、結果がわかるのに 2 週間以上はかかった。 

ドン・モレノにとっては、モニカはプライベートな相談相手としては最適だった。 

モニカの亡父のこともよく知っていた。 

この島には似つかわしくない白いメルセデスで乗りつけたドン・モレノはアイボリーのバロン・

タガログを着ていた。 

重いからだを揺らしながらパティオ（中庭）を通り抜けて診療室に入っていった。 

「いつも通り、時間に正確ですわね。」 

モニカは知的な瞳を輝かせて微笑んだ。 

「君のお父さんが時間にウルサかったものでね。五分遅れただけでえらく不機嫌だった。実

際、フィリピン人らしくない人だったな。」 

今日はドン・モレノも妙に明るかった。カミーラの結婚式が近いせいかも知れない。 

診療室は冷房が弱めで、そのかわり大きなカサブランカ・ファンが天井でくるくると回り、適度

な室温を保っていた。 

白壁の窓際には小さなサボテンの花の鉢植えがいくつも置かれており、アーチ型に切った窓

からはパティオの蘭やブーゲンビリアがよく見えた。 

「君の蘭もなかなかよく育ってきたみたいだ。家内が自慢していたよ。自分がてほどきしたか

らだってね。まったくいい気なもんだ。」 

「ド一ニャ（奥様）の仰っていることは本当ですのよ。お宅の花壇から分けていただいた養生蘭

ですもの。」 

パティオのテラス沿いに沢山の養生蘭が吊るされて白に紫色の花を咲かせていた。 

「モニカ、君もそろそろ結婚を考えたらどうなんだい。こんなことはさしでがましいことかも知れ

んが、もう三十五だろう。」 

「三十二ですわ。」モニカはカラカラと笑った。 



「失礼。」ドン・モレノは慌てた。 

「駄目ですよ。忙しいの。」 

「そればっかりだ。教養があって、趣味も豊かで。きれいだ。条件がそろっていすぎるのがい

かんのかなあ。」 

「いやあね。ドン・モレノは買いかぶっているのよ。結構これでもキツイ性格ですから男が寄り

つかないの。」 

「男嫌いで通ってるからねえ。君は。」 

「どうですの、お宅のほうは？ クリスが帰ってきているんですって？」 

「ああ、そうなんだ。頭の痛いことがあってね。マニラでクリスに任せている会社だが、本業以

外にも手を広げているんだ。変な噂がときおり飛び込んでくるんだが。それより最近、もっと重

大な問題が起きた。外国人の若い連中が八月湾で何やら宝さがしをしているらしい。彼らに

他意はなかろうが、島の人間はみな動揺し始めておる。どうやら連中が宝を見つけたらしいっ

てね。知ってのとおり、昔からの言い伝えがあって、われわれも島民を抑え込んできたわけだ

が。どうもあの連中の動きが島民をことさら刺激してねえ。」 

「迷信でしょ。」 

「わたしもそう思うんだ。いや、そう思いたいんだが、長老のヒメネスも、シリ（唐辛子）教会の

シモン神父も疑心暗鬼でね。それよりもっとわたしが心配しているのは沖合から本当に財宝

が出てきた場合のことなんだ。この島はわたしのサトウキビ畑とラム工場で持っているような

ものだから、基本は貧しい。リゾート開発といっても時間がかかる。島民が外国人ダイバーの

宝さがしに触発されて軽挙妄動をするのが困るんだ。」 

「UP（フィリピン大学）から明日、ラモン教授がいらっしゃいますよ。」 

ドン・モレノは一驚した。籐椅子に深く腰掛けたまま両手をあげた。「何だ。ラモンが来るのか。

お父さんの友人のラモンだろ？ もう何年も会っていないが、どうしていたのかな。まさかあの

外国人ダイバーと関係しているんじゃないだろうね。」 



「ご明察。どうせすぐ公になることですからお耳に入れときますけど、あの八月湾に沈んでい

た例の鉛の箱を、彼らがもう引き揚げてしまったんです。」 

「何だって？ どうしてそんなことをしたんだ？」 

「お怒りにならないで。血圧が上がりますよ。とにかく彼らはもう行動に移してしまったんです

から手遅れよ。それで箱の中に何が入っていたと思います？」モニカは言いたくて仕方がない

ように顔をほころばせた。 

「何だったね？」 

「金銀宝石・・・箱そのものはそれほど大きくないらしいんですけど、中身は相当の値打ちらし

いの。今日も彼らは潜って一帯を探っているみたい。いいわね。若い人って、何も怖いものが

無いから。」 

ドン・モレノはため息をついて額の汗を拭いた。「そうかね。とうとう引き揚げたかね。・・・」 

ドン・モレノの胸中に不安が再びよぎった。顔色も心もち蒼くなっているのにモニカは気づい

た。 

「どうなさいました？ 悪霊が飛び出すっていうただの言い伝えに過ぎないじゃありませんか。

あまりお気になさらずに。」 

「いや、モニカ。言い伝えはなにもそれだけではないんだ。代々、長老と、シリ協会の神父とモ

レノの当主だけが言い伝えてきたもっと別のものがあるんだ。」 

「別の言い伝え？」 

モレノはしだいに落ち着きを失くしてきた。 

「知ってのとおり、それでなくても島民からモレノ一族は呪われていると言われてきた。初子は

夭折するか、成長しても寿命を全うせず、自己や病気で死ぬとね。」 

「偶然いままでそうだったというだけのことでしょう。そんな『過ぎ越しの祭』みたいなことがある

わけないじゃありませんの。まるでモレノの先祖がユダヤ人を迫害したみたいな言い方ね。」 

「いいかい、モニカ。あの海に眠るものに手を出すなと言い伝えてきたのには訳がある。島に



災厄がかかるというより、むしろうちの一族に大きな不幸が起こるというのが真実なんだ。長

老と、シリ協会の神父にもだ。」 

「何が起こるっておっしゃるんです？ お宅の家が昔海賊だったっていう話は存知あげてます

わ。でも三百年前の話じゃありませんか。あの頃漁師も海賊も大差ありませんよ。今だってそ

うよ。それに昔、モレノの先祖たちが何をしでかしたとしても、今のみなさんにいったいどういう

関係があるっておっしゃるの？ ナンセンスだわ。」 

「君の言ってることは正しいし、とてもロジカルだが、わたしは不安なんだよ、モニカ。現実に、

シリ教会の地下には・・・」 

そうドン・モレノが言いかけたとき、突然陽気な歌声がパティオのほうから聞こえてきた。やが

てブーツでドカドカ床を踏み鳴らしながら一人の男が診療室へ入ってきた。口髭をたくわえ

て、よく日焼けした三十代後半の国軍の将校だった。ドンとドアを開けて威勢よく入ってきたそ

の将校は、「おっと失礼。ドン・モレノがいらしたとは！」と、慌てて直立すると敬礼した。 

「今ドン・モレノと大切なお話をしていたのよ。」モニカは呆れた顔をした。 

 

 

「悪い悪い。また来るよ。」その将校はウィンクをして、急にささやくような小声で何か言った。

「・・・」 

モニカは目を白黒させた。 



「やめてマリアノ。どうしてあなたはそうデリカシーが無いの？」 

ドン・モレノは籐椅子から立ち上がった。 

「いいんだ、マリアノ。わたしはもう退散するよ。構わないからゆっくりしていきたまえ。最近ウ

チにも寄りつかんが、軍務が忙しいのかい？ それともモレノのような支配階級をまだ憎んで

いるのかね？」 

「いえ、ドン・モレノ。わたしも少しは人間が丸くなりましたからね。武装蜂起なんかもう考えて

いませんよ。本当に忙しいんです。最近の我々の仕事をご存知ですか？ 犬退治ですよ。急

に野良犬が増えましてね。こいつを徹底的に捕まえているところです。まったく軍隊が犬っころ

を捕まえるとはね！」 

「ほう、犬が？ この島にそんなたくさん犬がいたかね？」 

モニカが腕組みしながら言った。「犬じゃないわ。・・・あれはどう見ても、狼よ。」 

マリアノが否定した。「馬鹿言っちゃいけない。熱帯に狼がいるものか。あれは犬だ。たしかに

ちょっと毛並みはいいがね。」 

「でも普通の犬じゃないわ。わたしも気づいていたの。昨日、夕方市場へ行ったとき、行きも帰

りもやたら多かったわ。」 

「なんだってこんなに急に増えたんだろう。なにかの祟りかな？」 

慌ててモニカが口に指をあててマリアノを制止した。 

「モニカ、お邪魔さま。マリアノ、たまにウチへ寄ってくれたまえ。ホナサンも政府と和解したん

だ。天下晴れて君も反乱分子の汚名を雪辱できたわけだ。ともかく島民の間では二月革命の

英雄なんだ。マルコスが倒れるとき、アギナルド基地にホナサンと立てこもった一人の兵士だ

からね。」 

マリアノは敬礼した。「いずれ是非うかがいます。」 

 

ドン・モレノが出て行ってから、モニカはマリアノに噛みついた。「何てこと言うの？ 



本当にあなたはデリカシーというものが、これっぽっちもないのね。」 

「聞こえなかったさ。」「だから、聞こえたらどうするのよ！」「今に始まったことかい。」マリアノ

は一向に悪びれた風がない。 

「だからわたしはあなたと結婚しないのよ。今の状況が一番だわ。人前で、・・・なんて言うの

は、最低だわ。」 

「ささやくように言ったつもりだがね。」「十分に聞こえちゃいました。」 

「武装蜂起に参加した懲罰で、こんなちっぽけな島の守備隊に左遷されて、挙句の果てに犬

退治している軍人じゃ不服かい？」 

「冗談言わないで。わたしはそんなこと言ってやしないわ。ただ・・・」 

「俺を愛してるんだろ？」 

「愛してないとは言ってないわ。」 

「キスしてくれ。」 

モニカは軽くマリアノにキスをした。マリアノはそのままモニカの腕をつかみ、濃厚なキスをし

た。マリアノ頑丈な腕がやさしくモニカの左胸をさすった。 

「不良ね。本当に。何人の女に同じことしたの？」 

「女はいつもそれしか言わないな。」 

「女ですからね。」 

「君は女というより俺の婚約者だ。ほかの女とは違う。」 

「One of them ならまっぴらだわ。」 

「俺は潔白だ。信じろよ。」 

モニカは目を丸くして言った。「あーら、そんなこと言って大丈夫？ あなたの行状ならなんだ

って知ってるのよ。波止場の倉庫で働いているジェシカは？ 市場の地主の娘のジョイは？ 

それから昼間、バッカスでウェイトレスをしているジョアンナは？ そういえば彼女怒ってたわ

よ。すっぽかされたって。おあいにくさま。みんな J で始まってるわね。わたしは M なの。あな



たの趣味に合わないみたい。」 

「なんだ嫉妬しているのか。意外だな。君の新たな一面を知ったよ。」 

モニカは呆れ顔で、顔を横に振った。「まったく、話にならないわ。帰って。」 

「モニカ、機嫌直してくれよ。俺は生まれ変わったようにいい男になってみせるよ。Ikaw lang, 

talaga（君だけだ、ほんとだよ）！」 

「時間が必要ね。」 

「今抱きたい。」 

「仕事中です。」 

「今夜はどう？」 

「電話してちょうだい。いいこと？」 

「電話？」 

「そう。電話して。面会時間をお教えします。」 

「そして？」 

「そして？」 

「そしてどうするんだ？ ここに泊りに来ていいのか？」 

「駄目よ。」 

「どうして？」 

「メイドがいるんです。」 

「追い出せよ。」 

「そんなことできないわ。」 

「愛してるんだろ。そう言ってくれよ。」 

「嫌。」 

「抱いて欲しいって言ってみろよ。」マリアノは短兵急に押しまくったあと、再び強引にキスをし

た。男の手がモニカのブラウスのボタンをはずし始めた。モニカは小さな声で男の胸に顔を伏



せたまま言った。「ねえ、ブラインドを閉めて。お願い。・・・」 

後ろで丸くシニヨンにまとめたモニカの長い黒髪がハラリと解けた。・・・ 

その午後、モニカの診療所は『本日休診』のタグが夕方までずっと掛かっていた。 

 

（十二）警告（十二）警告（十二）警告（十二）警告  

 

 

ドン・モレノは診療室から戻ると、入り口のホールでレイチェルに出くわした。レイチェルは、ヒ

メネス長老とシリ教会の『新任の神父』がお部屋でお待ちです、と告げた。 

ドン・モレノは『新任』という言葉に首をかしげたが、ともかく速足で書斎の方へ歩いていった。 

レイチェルは邸内西側のほうにある自分の部屋へ上がっていこうとした。すると階段の下の陰

になったところで、二人の男女が下半身を剥き出しのまま獣のように求めあっているのに気

がついた。 

 



 

次男坊のルイスが、メイドのマリルーの両手を壁に押しつけさせ、はだけた胸をわしづかみに

しながら背後から襲っていた。むっちりしたマリルーの尻から太腿にかけて汗が滲んでいた。 

 

 

 

 

 

ルイスはレイチェルの気配を感じて、腰を激しく動かしながらニヤリと笑ってみせた。 

「よう、先生。この娘はまだ十五なんだ。俺が女にしてやろうと思ったらさ、とんでもないぜ。も

うさんざん男をくわえこんでやがったらしい。いきなりなのにさ、もう濡れてやがるんだよ。・・・

この国も乱れたもんだねえ。」 

マリルーはレイチェルに気づくと、慌てて体を離し、着衣をあらためた。そして髪をなおしなが

ら一目散にキッチンの方へ走り去った。 

ルイスはだらしなくシャツを垂らしたまま、ジーンズだけを引っ張り上げた。 

 

構わず階段を上がろうとしたレイチェルは、ぐいとルイスに腕をつかまれた。 

「そう俺を嫌うなよ、先生。今ちょうど途中だったんだ。どうだい。俺と続きをしないか。」 

レイチェルはルイスの方に向き直ると思いきりひっぱたこうとしたが、さっとその手を押さえら

れてしまった。 



「お父様に言いつけるわよ。」 

「お父様、お父様、・・・どいつもこいつもおやじの顔色ばかりうかがいやがって。」 

「悔しかったらお父様より偉くなってみせたら？ だいたいあの娘、妊娠でもしたらどうする

の？ 未成年よ。」 

「堕（おろ）しゃあいい。」 

ルイスは目の下にうっすらとクマができていた。 

「あなた、薬やってるわね・・・」 

そのとき兄のクリスが奥の部屋から出てきた。クリスはルイスと違って、きちんとアイロンのか

かった白い解禁シャツを着ていた。 

「もうよせ、ルイス。お嬢さんをからかうもんじゃない。」 

「よう兄貴。俺がマリルーを可愛がってやってるとこ、まさかずっと見てたんじゃないだろう

な。」 

「そんな趣味はない。レイチェルを放してやれ。」 

ルイスは舌打ちしながらレイチェルの手を放した。それでもまだ未練があるようで、ギラギラし

た目つきでレイチェルに凄んでみせた。 

「なあ、先生。あの外国人どもに言っとけよ。昨日バンガローで会ってたろ？ 何で俺が知って

るって？ そりゃこの島のどこにだって俺の子分がいらあ。くれぐれも今後は身の回りに気を

つけなってな。引き上げたものはそのうち一つ残らずいただくと、そう言っとけ。下手な真似し

やがると、みんなブッ殺してやるってな。」 

クリスが突然、ルイスの横っ面をひっぱたいた。 

「何するんでぇ！」 

クリスは表情一つ変えず、もう一度引っぱたいた。「おまえは頭が悪い上に、余計なことをぺら

ぺら喋りすぎる。」 

クリスは怯えてるレイチェルを一瞥すると、何も言わずにホールを抜けて表へ出ていった。ル



イスは中指を突き立ててみせて、その後を追った。 

レイチェルは、ふとさきほどのマリルーがキッチンのところからじっと自分を見つめているのに

気づいた。マリルーは詰（なじ）るような目つきでレイチェルを睨みつけ、憎らしそうに舌を出し

てさっとキッチンの中へ姿を消した。 

 

レイチェルは実に不愉快なこの一見で無性に腹が立ってきた。足早に階段を上がると、壁に

へばりついて一部始終を見ていたジェイミーに袖（そで）を引っ張られた。 

「あら、こんなところにいて。・・・見てたの？」 

レイチェルは、ルイスとマリルーの情事を期せずしてかいまみていた自分もまた、ジェイミーに

見られていたのかと思うと動揺した。 

「レイチェル、ちょっと来て。」ジェイミーはレイチェルを促して自分の部屋へ入った。 

「どうしたの？」 

ジェイミーは黙っていた。いつになく表情もこわばっていた。「今のこと？」レイチェルは心配に

なった。ジェイミーは首を横に振った。 

「じゃあ、なあに？」 

「カミーラのこと。」 

「カミーラ？」 

「僕、どうしていいかわからなくて。」 

 



 

「何があったの？ カミーラに叱られたの？ 何かいたずらしたのね？」 

「違うよ。ベアトリスがカミーラのこと危ないって言うんだ。」 

レイチェルは聞きなれない名前を言われてもう一度聞き返した。「誰、そのベアトリス？ あな

たのお友達？」 

「そうなんだ。昨日二人でバンガローに言ったでしょう？ あそこの先の桟橋で最初に会った

んだ。」 

「どこの子？」 

「知らない。今朝もここに会いに来てくれた。それでカミーラが危ないっていうんだ。昨日だって

だしぬけにモレノ家が危ないって言ってた。でも僕はいい友達だって。いつもそばにいるって

言ってた。」 

レイチェルはしかめっ面をして言った。「ジェイミー、どういうことかわからないわ。」 

「僕にもわからないよ。突然来て、急にいなくなるんだ。でも今度はピアノを弾いてくれるっ

て。」 

ピアノを持っている家はこの島ではごくかぎられている。レイチェルはベアトリスという少女が

どうしても思い当たらなかった。彼女自身アルバイトでピアノを教えているから、たいていの家

のことは知っていたのだ。 

「変ねえ。それでベアトリスはカミーラのこと、どうしたらいいって言ってたの？」 

「夜、表へ出しちゃいけないって。とても危ないから。」 

「誰かがカミーラを襲うっていうの？ 嫌だわ。結婚式が近いから、横恋慕してる誰かね、きっ

と。」 

「殺されるっているんだ。」 

「殺される？」 

話は穏やかではなかった。 



「姉さんはホセに会いによく夜になると部屋を抜け出すんだ。だから僕は心配なんだよ。」 

「どうしよう？ とにかくそのベアトリスって子に会わせてくれる？」 

「いつ会いに来るのか僕にもわからないんだ。カミーラに言おうよ。」 

「そんな話、彼女が聴くわけないわ。」 

「レイチェルの言うことなら聴くよ。姉さん、僕の話じゃ馬鹿にして駄目だけど。お願いだからカ

ミーラに言ってあげて。」 

レイチェルは思案に暮れた。ジェイミーの言うことは何か非現実的で、どう受けとめていいの

かわからなかったのだ。ただいつもは冗談ばかり言っているジェイミーがこんなに興奮するの

も珍しい。ルイスの外人ダイバーたちに対する警告といい、身元不明のベアトリスという少女

の警告といい、レイチェルは何か手に余る不可解さを覚えるのだった。 

 

（十三）新任の神父（十三）新任の神父（十三）新任の神父（十三）新任の神父  

 

 

ドン・モレノの書斎では二人の男が待っていた。 

ヒメネスという島の長老は落ち着きがなくカツカツと肘掛椅子の袖を指で弾いていた。 

面長の、神経質そうな男だ。結構な年齢であろう。ドン・モレノよりかなり年上のようだ。七十

歳近いかもしれない。 



もう一人の『新任の神父』は例のシモン神父の代行ということらしかった。この男は酷暑の中

きちんと黒い教会服を着て、長い髪を後ろで束ねていた。スペイン系のメスティソ（混血）らし

い。色がヒメネスに比べてはるかに白い。こちらはずっと落ち着いており、汗一つかかずに長

椅子に腰掛けたままじっとドン・モレノの帰りを待っていた。神父にしては危ないくらい端正な

顔立ちだった。歳の頃、三十四、五であろう。グレーの瞳がともすると冷たい印象を与えそうだ

った。 

 

 

ドン・モレノがせわしなく書斎に入ってきた。「いやあ、長老、お待たせした。ついモニカのとこ

ろで長話になってね。」 

ヒメネス長老は座ったまま片手を上げて言った。 

「どうした。顔色がよくないな。」 

「ああ。例の外国人たちのことだ。」 

「君も知ってるのか。今朝、連中は金の延べ棒を持ち帰ったそうだ。バンガローの持ち主の倅

（せがれ）にロランって若い男がいる。彼が桟橋で目撃したらしい。あちこちでこの話がもちき

りになっている。」 

「それだけじゃないよ、長老。モニカの話だと、昨日は例の鉛の箱も引き揚げたそうだ。財宝

がぎっしり詰まっていたらしい。」 



「何てことだ。」 

「しかし、シモン神父が例によって夕べわたしに電話をくれてね。ともかく異常無いということだ

った。」 

「そのシモン神父だがね、今朝それも早朝一番に出る船でセブへ向かった。マニラへ戻るそう

だ。」 

「何だって？」 

「昨夜の嵐で留め置かれていた船がやっと今朝入港したろ？ あれに乗っていったらしい。入

れ替わりに彼がつい先ほど到着してね。パドレ（神父）・・・」 

「ベニートと呼んでください。」メスティソの男はにこりともせずドン・モレノと握手した。 

「ようこそ、ベニート。わたしがカルロス・モレノです。」 

「初めまして。」 

「今しがたお着きなんですか？」 

「ええ、昼前ですが・・・ですからシモン神父とは立ち話だけしかしていません。ただ、数日前、

マニラに電話をいただいて、例の一件について詳しく説明していただきました。」 

「そうですか。夕べは、シモン神父、そんなこと一言も言ってなかったな。急用なんだろうが、い

ったいどういうことなんだね？」 

「身内に不幸があったとか。以前からどなたか具合いが悪いとは聞いておりました。それで万

一の場合はと、わたしに前もって連絡されていたんでしょう。」 

「それはともかく気の毒なことだ。で、ベニート神父、さっそくだが、ヒメネス長老からも話は聞

いているかね？」 

「ええ。シモン神父からうかがっていたことと相違ありませんでしたが。」 

ヒメネス長老が尋ねた。「もう地下回廊へは行ってみたかね？」 

「ええ。」ベニートは表情も変えずに答えた。 

「異常は無かったかね？」ドン・モレノが質問を重ねた。 



「地下の壁が少し崩れています。」 

「なんだって？」 

ヒメネスとモレノは飛び上がるくらい仰天した。 

「穴が開いていたのか？」 

「いえ・・・そこまでは、すこし破損しているだけです。一応わたしが応急に煉瓦を積みなおして

おきましたから。昨晩の嵐が多少影響したのかもしれませんね。」 

「馬鹿な。風はあそこまで入りゃせんよ。」 

ヒメネスはまだ気が立っていた。 

ベニートはそれに構わず話をつづけた。「ドン・モレノ、先ほど仰っていった鉛の箱というの

は？」 

「ああ、八月湾の沖合に昔から沈んでいた箱でね。まあ、いわば『パンドラの箱』だよ。開けた

ら悪霊が島に災いを呼ぶという。しかし皮肉なものだ。外国人が勝手に拾い上げてしまった。

ただの迷信であればいいんだが・・・」 

「地下の住人が復活するというあのお話を気にしておられるのですね？」 

ヒメネスとモレノは黙り込んだ。ベニートは静かな口調で淡々と話続けた。 

「以前、誰かが地下を開けて、本当にそれが封じ込まれているのを確認した人はいないので

しょうか？」 

ドン・モレノはかすれた声で言った。 

「それが・・・まだいないんだよ。」 

ヒメネスが説明した。「それほど恐ろしいことが起こったということだ。その昔にね・・・。」 

ベニートは、もうそれ以上質問しなかった。 

「とにかく」ドン・モレノは気を取り直したように口を開いた。「われわれにも、どうしようもない。

財宝に手を出したのはあの外国人ダイバーたちだ。彼らに何が起こるか、まあ傍観するより

ほかない。」 



ヒメネスが驚いたように言った。 

「君の一家のことは？」 

「うちは・・・もうずっと以前から呪われている。例の初子の話だが、代々最初の子供は早死に

してきた。兄も、わたしが生まれる前に死んだし。今はクリスのことが心配だ。」 

・・・ 

モレノ邸での話はベニートのあいさつが目的であったためにすぐ終わった。モレノが二人のた

めに車を出させ、例の島に一台しかない乗用車に二人は乗り込んだ。車の中で二人はほとん

ど口をきかなかったが、ヒメネスは降りる少し前にこう言った。 

「ベニート。厄介なことが起こらなければいいんだがねえ・・・。」 

若い神父はそれにこたえず、だしぬけにこう聞いた。「あなたは犬がお好きですか？」 

「犬？」 

「ええ。犬がお好きかとお尋ねしたんです。」 

「ああ、好きだがね。家にも二匹ドーベルマンがいる。」 

「それはよかった。」 

「なんだね、急に？」 

「犬というのは不思議なもので、もとは狼なんですよ。あまりの恐怖や衝撃を与えると、犬は本

姓の底に潜んでいる狼の部分が呼び覚まされて、突然狂暴になり、結局は狼になってしまう

ことがある。犬の先祖返りという現象ですがね。一度狼になった犬は、もうどんなに調教しても

二度と犬に戻ることがない・・・」 

 



 

ヒメネスはこのベニートという若い神父が気味悪くなった。にこりともせず奇妙な話をしだした

からだ。 

車はサンタアナの西側地区へ入った。ヒメネスは運転手に言って車を止めさせた。 

「家はこの裏の路地なものだから。わたしはここで降りて歩くことにする。ベニート、今日はご

苦労でした。今後ともよろしくお願いしますよ。いつシモン神父が戻るか見当もつかない今、あ

なたはわれわれにとったとても大切な人だ。ではまた。」 

ベニートは軽く会釈した。「こちらこそ。お大事に。」 

「え？」ヒメネスはベニートの一言が気になって聞き返した。 

「野良犬が多くなったと町の人が言っていましたので。お気をつけください。」 

「ああ、そうだ。まったくどうしたことか・・・。」 

ベニートは車を出させた。 

ヒメネスは車をしばらく見送っていたが、ため息をつくと路地へ入っていった。七十ちかくにも

なるとこの暑さはさすがにきつい。 

自分の育った土地で気候には十分慣れているはずだったが、歳をとるにつれて辛くなってき

ていた。 

いまいましそうに独り言をつぶやきながら歩いていると、犬が二、三匹後を尾けてくるのに気

がつじた。少し歩くごとに、いったいどこから集まってくるのか、一匹、また一匹とその数が増

えていくのだ。そしてその犬たちはみなじっと自分の方を見つめているような気がして、背筋

に寒気を覚えた。 

ヒメネスの足は次第に速くなっていった。振り向くと犬はもう十匹ほどに増えていて、一様に自

分の後を尾けていたのである。 

慌てたヒメネスはついに走り出した。息せき切って家の前にたどりつくと、鉄製の門扉が内側

から鎖と錠で固められていて、外からは開けることができなかった。ヒメネスは庭にいた使用



人を怒鳴りつけた。 

「おい、ミゲル！ 何をしてるんだ。はやく開けんか！」 

ミゲルは急いでやってきて鎖を外そうとした。しかし、錠の鍵を家の中に置いてあったため、す

ぐに走り去ってしまった。そのうちに犬は大変な数にふくれあがっており、唸り声をあげてヒメ

ネスを睨みつけていた。家の中から妻と孫娘が出てきた。ヒメネスはまだ戻って来ない使用人

を怒鳴っていた。邸内のドーベルマンは庭の奥に引っ込んでしまい、ぶるぶると震えていた。 

そのとき一匹の犬がとうとう靴に咬みついた。ヒメネスは戦慄し、門扉にしがみつきながらそ

の犬を蹴飛ばした。 

「あなた、どうしたのその犬！」 

妻が立ちすくんだまま叫んだ。それが合図のように十数匹の犬が一斉にヒメネスにとびかか

り、ものすごい勢いで咬みつき始めた。犬たちは体のあらゆる部分を咬み、激しく首を振って

は肉を引き裂いた。一瞬鮮血が妻のほうにまで飛んだ。 

猛烈な犬の襲撃は間断なく続き、やがて老人の生首が引きちぎれて路地に転がった。犬たち

はそれでもおさまることなく、容赦なく内臓を食い散らした。 

すべてはものの数分の間に終わり、しかもそれは家族の目の前で起こったのである。 

ヒメネスの体は無残に放り出されたまま門扉の外に横たわり、孫娘の悲鳴がいつまでたって

もやまなかった。 

隣近所の人々が外へ飛び出したとき、犬たちはもうそこにはいなかった。 

 

（十四）レイチェルの相談（十四）レイチェルの相談（十四）レイチェルの相談（十四）レイチェルの相談  



 

 

「今夜はもうぱったり犬を見ないな。」 

ボビーはキラウィン（海鮮類をカラマンシーの果汁などで漬けたもの）を頬張りながら言った。 

「午後、わたしたちが戻ってきたときにはまだいわたよね。」 

「いたいた。」 

今夜は、バッカスにルイスのような愚連隊がいなかったので、四人とも実に快適だった。 

「なあ、俺たちの噂、相当広まったらしいぜ。ロランの野郎がしょっちゅう偵察していやがるか

らな。島民の間に筒抜けらしい。」ボビーが回りに目を配りながらそう言った。 

「だけどほかのお客さんたち、わたしたちを鵜の目鷹の目で見ているわよ。宝を探しあてた人

間を見る眼つきじゃないわ。少し変よ。」 

ミシェルは気味悪そうに言った。 

「祟りでもさっそく起こったかな。」ボビーがまたキラウィンをビールで無理に飲み込んだあと、

息をつきながら言った。 

「止してよ。縁起でもない。」 

「フランスにも祟りはあるか？」 

「当り前よ。」 

「ふん。前は無神論者だと言ってたクセに。」 

「気持ち悪いことは誰だって気持ち悪いの。」 

 

丈が話を八月湾にうつした。「あの海底の様子じゃあ相当の時間がかかりそうだ。君も見たろ



う？ あたりにもでかい箱が散らばってた。実際、どのくらい延べ棒を詰めた箱が沈んでいる

のか見当もつかないし、おまけに岩礁が多いから探し回るのに結構骨折りそうだ。」 

ミシェルが言った。「明日、ラモン教授が島に着くわ。相談するよりほかないわよ。それに、引

き揚げ調査隊も編成されて一週間ほどしたら応援に来るんでしょ。さっきそういうメッセージが

教授から入ってなかった？ 実際のところ当局の調査隊が到着したら、わたしたちは安易に

手をつけられないと思うの。」 

突然ボビーが立ち上がり、やたら愛想よく手を振った。「やあ、レイチェル。どうしたんだい。

今、食事してるところなんだけど、君も一緒にどう？」 

T シャツにジーンズというラフな格好で、レイチェルがバッカスに入って来た。 

顔が何となく浮かない様子だった。ぎこちなく笑ってレイチェルは四人のテーブルについた。ボ

ビーはひどくご機嫌になり、一方サラはソッポを向いたまま明らかに不機嫌だった。 

「ご免なさい。お邪魔して。」レイチェルはサラに歓迎されてないことを気にしていたように、ま

ず断った。 

「バンガローに行ったら、管理所の人たちがたぶんここだろうって言うものだから。」 

「どうしたんだい？ 何でも相談にのるよ。」 

ボビーはやたら軽薄で、調子が良くなった。 

「相談なんて・・・実はあなたたちのことなの。どうしても気になったものだから。今日ね、モレノ

の家でクリスとルイスの兄弟が言ったの。あなたたちの宝をそのうちそっくり全部奪うって。」 

「穏やかじゃないな。」 

「冗談じゃないの。二人とも本気だわ。とくにルイスは、邪魔だてしたら殺すって言ってたわ。

島にいる不良はみんなあの二人に飼われているようなものだから、十分注意したほうがいい

わ。」 

四人は顔を見合わせた。ボビーがだしぬけに提案した。 

「武装でもするか。」 



丈がすぐ反対した。「止そう。無抵抗が一番だ。どうせ人数が違う。それに当局がくれば軍や

警察に保護を要請できる。それまでしばらくおとなしくしていた方がいいかもしれない。ミシェ

ル、君の二人の友達はいつ島へ来るって言ってたっけ？」 

「明後日。財宝のこと話したら、電話の向こうで二人ともすごく興奮してたわ。」 

「いずれにしても、明日はラモン教授にこの件を相談してみよう。いつまでも床下に置きっぱな

しにするわけにいかないからね。穴を掘るだけでも大変だ。」 

「それだけじゃないの・・・」レイチェルはそのときもっと大事なことを言おうをしていた。「今日、

この町のヒメネス長老が殺されたの。」 

「誰に？」 

「犬に。」 

「犬だあ？」ボビーがすっとんきょうな声をあげた。 

「それもたくさんの犬に、家の前で。しかも家族の目の前でよ。・・・ちょうどその少し前、モレノ

邸で新しく来られたベニートっていう神父様やドン・モレノとお話をしていたの。わたし信じられ

ないわ。もうなんだか恐ろしくて。」 

レイチェルは思い出すだけでゾッとするように、身震いしてみせた。 

丈はテーブルに盾かけてあった木刀を、我知らず握りしめていた。ミシェルは意外に冷静だっ

た。 

「それがわたしたちと何か関係があるの？」 

「わからないわ。でも昨日から立て続けに変なことばかり起こっているの。ご免なさいね、こん

な言い方して。でもあなたがたが宝を引き揚げてからなのよ。ジェイミーまで奇妙なことを言い

出すし。」 

「たとえば？」 

「あの子、ベアトリスという少女と昨日バンガローの浜辺にある桟橋で知り合ったというの。わ

たしがあなたたちとここでお話していたときよ。覚えてる？ そしたらその少女は、だしぬけに



『モレノが危ない』って、ジェイミーに言ったそうよ。今朝もその少女は突然ジェイミーの部屋に

現れて・・・」 

「部屋に？」 

「そう、部屋によ。そして今度は『カミーラが殺される』って言ったそうよ。」 

「それはまた、いきなり話が飛躍してるな。」 

丈は、いぶかしがった。 

「でもね、聴いて。ベアトリスなんて女の子は、サンタアナにはいないのよ。ピアノが弾けるらし

いの。ピアノを持っている家なんて数えるほどしかないんだから。」 

レイチェルは、声まで震えていた。 

「落ち着けよ、レイチェル。」丈はつとめて静かに言った。 

「たしかに、もしかしたらジェイミーがただの幻覚を見たのかも知れないわ。あの子、とても感

受性が強いから。」 

丈が尋ねた。「カミーラにもこのことを言ったの？」 

「ええ、さっき話したわ。でも自分に横恋慕して、危害まで加えるような知り合いなんかいない

って言ってたわ。わたしどうしていいかわからなくて・・・」 

四人は何がなんだか訳がわからなくなってしまった。何を手掛かりにどう考えを整理していい

のか思案に暮れてしまったのである。 

「そのベアトリスって娘はいったい何なんだ？ そいつをつかまえるの先決だよ。」ボビーは単

純にそう言った。 

「だからそんな娘、この島にいないってレイチェルが言ってるじゃないか。わかんない男だな、

本当に。ジェイミーの幻覚なんだよ。」 

レイチェルが泣きそうになっていた。そして一言一言噛んで含めるように言った。「わたしね、

黒魔術（ブードゥー）の使い手に頼んでみようかと思ってるの。」 

「黒魔術（ブードゥー）？」丈とミシェルは口をそろえて繰り返した。 



「ええ。カミーラとわたし、同級生に黒魔術（ブードゥー）の巫女（みこ）がいるの。気が進まない

けど、頼んでみようかとも考えてるの。どうしようかしら。」 

ミシェルが優しくレイチェルに話しかけた。 

「ねえ、よく考えて。レイチェル。あなたのところにこの二日間謎めいた話がいっぺんに飛び込

んで来たから少し錯乱しているのよ。ベアトリスっていう娘の話は何となく薄気味悪いけど、き

っと何でもないわ。しっかりして。それから、島でご法度（はっと）だった八月湾の財宝を引き揚

げた一件だけど、しばらくわたしたちも自重して海に出ないようにするわ。少なくとも、マニラか

ら当局が調査隊を編成して到着するまではね。これでどうかしら？ 大丈夫。何も起こりはし

ないわ。だからあなたも心配しないで。ね、レイチェル・・・」 

レイチェルはゆっくり頷いた。 

ボビーが聞いた。「どうやってここへ来たんだい？」 

「カレッサ（馬車）。」 

「そうか。犬の話が出たんでちょっと心配になったんだ。」 

「犬は今島に駐屯している軍隊が徹底的に捕獲しているところよ。でも、それにしては今日の

夕方にはぱったり見なくなってしまって。まるでヒメネス長老が襲われたら用がなくなったとで

も言わんばかりだわ。一体どうなってるのかしら？」 

ミシェルが急に憂鬱そうな顔をした。「マニラから応援が来るまでどうしようかしら、わたした

ち。」 

丈が提案した。「島を探索してみないか？ 例のシダの谷とかさ、レパントの乗組員たちが埋

葬されたかもしれない墓地があるって言ってたじゃないか。それとか、バイード（めまい）の壁

とかさ。マルベーリャ岬の尾根の向こうのサトウキビ畑とかさ。俺たちまだどこへも行ってない

んだよ。ああ、そうだ。マルベーリャ岬の灯台にだって行ってないじゃない。シリ教会だっけ。

いくらだって行くところはあるよ。明後日、島にやってくる君の友達の一人はスペイン人だろ。

モニカのお父さんの書斎にはスペイン語の古い資料が山ほどあるんだ。あの中にレパントの



ことがわかる資料が見つかるかもしれない。」 

「わたしは二日酔いビーチに言ってみたい。」 

「さっそく明日行ってみよう。」 

ようやく明るい表情に戻った五人は、その後も話に興じていた。 

夜に入って一層湿気を帯びた潮風が店の中を吹き抜けていく。 

嵐の後の快晴の夜は大きなケンタウロスがひときわ光輝いていた。静かな夜はやがてフィッ

シュ・ソースやココナツ・オイルの匂いを漂わせて、若者たちに気がかりなさまざまなことをし

ばらくは忘れさせるのに十分なほどだった。 

 

（十五）シダの谷（十五）シダの谷（十五）シダの谷（十五）シダの谷  

 

海は想像力をかきたて、山は思考を深化させる。 

海では明るい未来が開けていくような気がして人はみな大胆になり、山では過去の出来事を

優しい思い出に変えていくうちに、人はもっと繊細になる。 

青年はみな大局に額（ぬか）づいて小異にこだわらない。その粗野な情動はいくつもの大切な

生きるためのキーワードを取りこぼす。それに気づいたとき、みな海へ、あるいは山へ、失っ

たそのキーワードを探しに出かける。 

だから旅はいつも創造的だった。旅はそのまま人間の生死の問題にとって、暗黙の解答だっ

た。それはちょうど旅をするごとに覚える新鮮な感動というものが、『どう生きるかという意味

は、どう死ぬかという意味』だとわかったときの衝撃に限りなく近いように。 

翌朝四人はランチボックスを用意し、ピクニックに出かけた。カレッサを二台連ねての遠足で

ある。 

一台に二人しか乗れないので、会話は前後の間で自然大きな声になる。これだけが不自由



だったが、それ以外はなかなか快適な休日となった。 

テソロ（宝）通りをまっすぐ上がっていくと、モレノ邸がはっきり見えてくる。その手前で東側に

それるように山道は続いていく。モレノ邸の建つ丘の右側斜面に沿って、道はぐるりと丘の裏

側へと回り込んでいるのだった。 

民家はまばらになり、緩やかな坂道は次第に深い木立の中へと入っていった。 

いたるところにゴマメーラ（ハイビスカス）の花が咲いていた。 

パンの山からモレノ邸、そしてずっと西のマルベーリャ岬までは、一続きの尾根を形成してい

て、岬の突端の灯台まで、なだらかな起伏をつくりながらだんだんと低くなっていく。 

四人のカレッサは、モレノ邸を迂回するようにしながら、この尾根を越えていった。 

一応煉瓦道のようだが、きちんと敷き詰められているわけではなく、路面にかろうじて煉瓦が

散見されるだけだった。 

道はどんどん細くなり、途中あまりにも狭隘になったため、四人はカレッサと馭者を残して徒

歩で峠を越えた。 

 

 

両側に鬱蒼と茂る樹木が葉枝を小径にまで張り出し、行く手をしばしば阻んだ。そのたびに、

丈の木刀はそれを薙（な）いでいくのに重宝した。 

二十分あまりの難儀の末、四人はようやく峠を抜けた。あとはシダの谷まで下り一方であっ

た。 

あたりはしだいに木立が密度を増し、まだ午前中だというのにもう夕刻かと思えるほど暗かっ



た。 

十分も歩くとすぐ平坦な盆地へ降り立った。その名のとおり、熱帯性の羊歯（シダ）が檳榔樹

（びんろうじゅ）と共生して不気味な雰囲気をかもしだしていた。 

盆地そのものはそう広くはなく、せいぜい草野球のできる広場一つくらいであった。檳榔樹の

木立を抜けると、にわかに湿地帯が目の前に開けた。これがちょうどシダの谷の中央部にあ

たるらしい。湿地帯とは言うが、ほとんど沼沢地と言ったほうが正確だろう。 

 

 

風の涼味がまったく無く、澱んだような蒸し暑い陽だまりがあたりを聖地のようにしていた。 

一番大きな沼を迂回すると、四人はすぐに順序良く並んだ石造りの墓標を全部で四十八基も

見つけることができた。 

ほとんどは崩れかけており、中には横倒しになったり、湿地の中にほとんど埋もれているよう

なものすらあった。墓碑銘は一基も刻まれておらず、長い年月の間にそれが風化したような

形跡もなかった。 

 



 

「はじめから刻まれてなかっただよ。」 

ランソネス（甘酸っぱい果樹）を採取していたフィリピン人の農夫が声をかけた。一帯は、墓石

の合間にランソネスの木が群生していたのである。 

五、六歳の男の子を一緒に連れている。一緒になって、ランソネスを籐の籠に放り込んでい

た。 

日に焼けた皺だらけの顔が不愛想に笑った。かなりひどい英語を喋る老爺だが、言っている

ことは何となくわかった。 

「あんたら、八月湾で宝を見つけたっていう人たちだろ？ 知らねえで取っちまったんだろう。

知らねえってことはおっかないことだ。まったく。せいぜい気ィつけるんだね。もう悪霊が島を

這いずり回り始めたぜ。」 

ボビーが尋ねてみた。 

「なあ、おっさん。この湿地帯で、よく墓標が雑草に埋もれないな？」 

「そりゃ、あんた。俺さまがいつも手入れしてるさ。」 

「どうしてまた？」 

「モレノから駄賃をもらってるからさ。タダでやるかいこんなこと。ついでに、今の季節は、ほん

の短い間だが、ランソネスの実が採れるのさ。これを市場で売るさ。」 

「この墓地はいったい誰のだい？」 

「知らねえ。あんたアメリカ人だろ？ 戦争中の米軍のものかも知れん。」 

「第二次大戦中、この島も戦場になったのかい？」 

「いや。日本軍がちょっと寄っただけで、すぐいなくなった。だから米軍も来んかった。ひどかっ

たのは、レイテのほうさ。」 

「じゃあ、この墓は米軍のものであるわけがないじゃないか！」 

「だから知らねえって言ってんだ。よけいなこと聞くほうが悪い。そうだろ？」 



「わかったよ、糞ジジイ。あんた、ここに住んでるのかい？」 

「ああそうだ。あの檳榔樹のとこに小屋があるだろう。ここを手入れするときには、孫と一緒に

きて、あそこに泊っている。」 

農夫は泥だらけの手で小屋を指差した。 

赤いトタンと細い木切れを寄せ集めたようなバラックが檳榔樹の陰にひっそりとうずくまってい

た。 

「この墓地でな、一つ変なところがある。こっちの一番はじっこのやつさ。中身がな、ホラ、ねえ

だよ。」 

農夫が教えた墓の一基は、掘り返されたように土がへこみ、しかも石棺が露出していた。しか

も石蓋は横に放り出されており、バスタブのようにがらんどうの石棺がむき出しになっていた。

中にはさすがに土砂が入り込んでいたものの、あばかれてからかなり歳月がたったと思われ

るような状態だった。半分以上は内側に土砂が堆積していたのである。 

「中の遺体はどうなったんだい？」 

「知らねえ。生き返っただべ。」 

四人は顔を見合わせて肩をすくめた。 

「ただこいつが一番新しい墓なんだろうなあ。ほぼ同じ頃造られたにせよ、な。」 

ミシェルが聞いた。「どうしてわかるの？」 

「だってよ、この谷の出入り口は一つさ。見なよ。周りはぐるりと尾根に囲まれてらあ。あんた

らがここに下りてきた道が、まともなたった一つの出入り口だ。ほかは獣道くらいしかねえ。人

間さまにはとても通れねえよ。つまりあっこから来て行き止まりの谷ってわけだ。奥から墓を

造ったとして、一番出入口に近いのはこいつだ。そうじゃねえか？こいつが一番新しいに決ま

ってらあ。まあほとんどが同じ時分に出来たんだろうけどよ。見なよ。墓石だってほかのとちょ

っと違うべ。ほかのより目の粗い石を使ってる。これだけ別んときこしらえたんだなあ。」 



単純なことだったが、四人は大いに興味を持った。第一、この荒れ果てた無縁墓地をモレノが

身銭をきって管理しているということ自体気になるところだった。 

鳥の声が聞こえた。ときに静寂さほどいらいらするものはない。不安なときほど気に障る。四

人は物音が恋しくなってきた。風が密林をわたる音すらしないのだ。まるで鳥の声がうつろな

亡者の囁きのようにすら思えてきた。 

農夫が帰り際にもう一度声をかけてきた。「長老のヒメネスって旦那が昨日犬に食い殺された

一件、あんたたち知ってなさるかい？ 思うにあれは災厄の前兆だね。本当の事件はこれか

らさ。」 

ボビーはつっけんどんに聞いた。「何が起こるってんだ？ 俺たちがみんな原因をつくったって

言いてえのかい、爺さん！」 

「そうは言ってねえ。ただモレノはビビってるなあ。神父もタダじゃ済むまいよ。あの二人がとに

かく一番背中に汗かいてらあ。昔々その昔、何があったか知らねえけどさ。あんたたちこそ一

件に巻き込まれないようにくれぐれも注意するこった。俺にゃわかるんだ。化け物が息を吹き

返してるってな。ここで何十年もこうやって得体の知れない墓を手入れさせられてるとな。何と

なくわかるんだよ・・・」 

農夫は前歯の抜けた口を大きく開けて、ヒヒヒヒと汚らしく笑った。四人は薄気味悪くなって

早々にシダの谷から退散した。 

 

（十六）ヒメネス長老の葬列（十六）ヒメネス長老の葬列（十六）ヒメネス長老の葬列（十六）ヒメネス長老の葬列  



 

 

来た径（みち）をたどってカレッサのところまで戻った四人は、そこから丘の東斜面を回ってサ

ンタアナの町へ駆け下りた。そこからビーチロード沿いをまっすぐマルベーリャ岬を目指した。

パンの山から続く尾根を横断する狭い切通しに向かったのだ。 

もうすぐ切通しというときに、ちょうどシリ教会から下りてきたばかりのヒメネス長老の葬列に

出くわした。 

子供たちが葬列の前を歩き、あとにヒメネスの柩を乗せた二頭立ての馬車が続く。あとは遺

族と参列者の一行だった。一行を見送る農夫たちが各々コインを投げつけていた。そのたび

に子供たちが一つ一つ拾い集めるのだった。 

四人のカレッサはしばらく止まり、やり過ごした。その前を葬列はゆっくりと横切っていった。 

サラの話では、マルベーリャ岬の丘にはシリ教会があり、そこからほど近いところに大きな蟻

地獄のような窪地がある。ちょうど、岬の突端の灯台とシリ教会の間である。そこは昔から島

民の共同墓地になっているとのことだった。地形がまるで闘牛場（アリーナ）のようなので、昔

スペイン時代だったころから、アリーナ共同墓地と呼ばれているらしい。 

モレノ家の墓は立派な石造りの蔵のような墓屋が二つも建っているそうだ。ヒメネスはそのア

リーナ共同墓地へ運ばれようとしていた。新任のベニートという例の神父が葬列の前の方に

いた。 



 

 

サラが目を見張った。「あーら、ずいぶん粋な神父様ねえ。あんないい男なら恋人の一人や

二人いても不思議じゃないわ。」 

ボビーが冷やかした。「まったく何だいその発想は？ この国は本当にカトリックなのかね。」 

「だって実際に子供がいる神父様とか、女の人と同棲している神父様がいるんだもの。仕方な

いじゃない。」 

「人間的だな、実に。」ボビーは思いきり皮肉のつもりで言った。 

「遅れてるわねえ、ボビー。ベネトンの広告、見たことないの？」 

「何だ、ベネトンって。」 

「イタリアのアパレルよ。広告でね、カトリックのシスター（修道女）と、プロテスタントの牧師が

キスしている写真を使った広告よ。」 

「あの物議をカモしたやつだな。知ってるよ。しょせんあれはセンセーションを狙った手口に過

ぎないね。おまえの国のカトリックは腐ってる。なにが『解放の神学』だ。ただ女とやりたい神

父の言い訳じゃねえか。」 

突然、葬列の中からレイチェルが抜け出して四人のカレッサのところへやって来た。 

「レイチェル！ この暑さの中でみんなご苦労さんだな。」ボビーはたちまち笑顔で声をかけ

た。 

「そう。もう暑くて死にそう。でもアリーナの共同墓地までそう遠くないから。・・・どこに行くの？ 

今日は潜らないのね。やっぱり。」 



「ああ、そうさ。これから二日酔いビーチに行くんだ。」 

丈がカレッサから降りてきて尋ねた。「ねえ、レイチェル、どれがドン・モレノで、どれがカミーラ

だい？」 

レイチェルが一人一人指差して教えてくれた。クリスやルイスもこの日ばかりは畏（かしこ）ま

って葬列に加わっていた。ジェイミーが歩きながらこちらの方を向き、おどけてみせた。 

ボビーはルイスに向かってヤジを飛ばしていた。「よう、ゴミ野郎。今日は休戦かい？」 

ルイスは列から飛び出そうとしたが、クリスに腕をつかまれた。ルイスは四人をにらみつけな

がら、癖になっていた中指を突き立てる仕草をしてみせた。 

レイチェルは、「わたしも行かなくちゃ」と言いながら、小声になって丈に囁いた。 

「一つだけ気になっているの。」 

ミシェルも降りてきた。 

「なあに？ なにが気になってるの？」 

「あの新しい神父さま。ベニートっていう方なの。」 

「あら、新しい方なの？」 

「ええ。前のシモン神父はこちらにもう七年もいらした。それが、一昨日の嵐の晩の後、急用と

かでマニラに帰ってしまったの。」 

「夜にどうやって島を出たの？」 

「翌日の明け方の便よ。一昨日の便がセブ島に留め置かれていたから、一日遅れで明け方

入港したみたい。ベニートっていう神父さまが上陸してきて、入れ替わりにシモン神父は乗船

したわけね。フェリーはトンボ返りでセブに戻っていったわ。それで、ベニート神父だけど、な

んだか気味悪いの。」 

「好男子じゃない。どんな風に気持ち悪いの？」 

「わからないわ。とにかく存在感が無いの。生身の人間の感じがしないのよ。登場したタイミン

グといい、まるであの人が島に災厄を背負って来たみたい。」 



ボビーが余計な冗談を言った。「パンドラの箱を開けた俺たちは、これで無罪になれそうだ

な。」 

レイチェルは構わず続けた。 

「とにかく彼、変なのよ。だいいちあの教会、シリ（唐辛子）教会って呼ばれているんだけど、そ

れは教会堂の門扉に魔除けの赤トウガラシの束を引っかけてあるからなの。ところが、今日

お葬式で行ったら、それが無いのよ。」 

 

 

「ふーん・・・」 

「ああ、こんなに遅れちゃったわ。」 

レイチェルは慌てて葬列の後を追った。彼女が言い残した赤唐辛子の件はミシェルには今少

しピンと来なかった。ただこのところ感受性が過敏になっているレイチェルのことだから、多少

割り引いて聞いたほうがいいのかも知れない、とそんな風にミシェルは思った。 

 

（十七）二日酔い（ハングオーバー）ビーチへ（十七）二日酔い（ハングオーバー）ビーチへ（十七）二日酔い（ハングオーバー）ビーチへ（十七）二日酔い（ハングオーバー）ビーチへ 



 

 

四人は再びカレッサに分乗し、切通しを抜けた。そこは右手に一面のサトウキビ畑と、左手に

は遠浅の美しい二日酔いビーチが眩しい光を放っていた。 

二日酔いビーチのちょうど中ほどにカレッサを止めた。ビーチはとてつもなく長く、マルベーリ

ャ岬から始まり、パンの山の裏手あたりまでずっと続いていた。パンの山の向こうは、急峻な

断崖が続くバイードの壁だ。 

椰子の木立沿いに簡単な漁師たちの網干し小屋が建っていたので、御者や馬を日陰で休ま

せた。四人はそこからさらにビーチを歩き、ずっと先の網干小屋にたどりついた。 

四人はアイスボックスを開けて、インブティード（フィリピン風ミートローフ）入りのサンドイッチ

にかぶりついた。ケチャップとマスタードを加えると一層美味い。これはバッカスで昨晩注文し

ておいたものだ。今朝、出発するときにピックアップしたのだ。 

サラが恥ずかしそうに別のタッパウェアを取り出して三人の前に見せた。それは野菜炒めや、

揚げた魚がたくさん詰まっていた。 

「ご馳走じゃない！ どうしたの？ あなた自分で作ったの？」ミシェルが驚いた。 

「ううん。実家に行ったら、母が持たせてくれた。」 

丈が言った。「何だ、お母さんってこっちにいるの？」 

「うん。兄や弟たちとね。」 

「お父さんは？」 



「わたしが子供の頃に別れたわ。お父さん、パルパロ（遊び人）だから。」 

ボビーは聞いていない振りをしていた。ミシェルが丈に目配せしたので、丈はそれっきりサラ

の家の事情のことは口にしなかった。 

午後はまだ始まったばかりだった。光の踊り子たちは純白の砂の上に降り立ち、視界の中に

息づく色と言う色をことごとく消し去っていた。光がそのまま染み入っているようだった。 

海に目を転じると、しばらくしてそれがやっと淡いエメラルドだと気がつくほどだった。 

丈とミシェルはタオルを砂浜に敷いて寝ころんだ。うつ伏せになったミシェルがビキニを外し

た。そのうち少し離れたところでサラとボビーが話をしているのがかすかに聞こえてきた。 

「ねえ、どうして母に会ってくれないの？」 

「・・・」 

「もう三日も四日もこの島にいるのよ。そろそろ、いいでしょう？ 家に行きましょうよ。」 

「うん。」 

「ウンじゃなくて、ちゃんと返事してくれなくちゃ嫌。」 

「してるじゃない。」 

「別に結婚してくれなんて言ってないでしょう？」 

「そうだね。」 

「それとも実は考えてくれているの？」 

「どうかなあ。」 

「なあんだ。やっぱり遊びなんだ。」 

「そうは言ってない。」 

腹ばいになったままボビーは雑誌を読みながら面倒臭そうに答えていた。 

サラは膝頭を両手で抱えながらボビーを見つめていた。ボビーの背中は火ぶくれをおこして

いた。サラはふと海の方を向いて言った。「あなたは家族が欲しくないの？」 

ボビーはややあって雑誌から目を離した。 



「もう懲り懲りだ。」 

「前の奥さんは？」 

「たまに手紙くれるよ。子供の話ばかりだけどね。それより君こそ旦那はどうなってるんだ？」 

「結婚してるわけじゃないわ。子供がいるだけよ。」 

「うそつけ。結婚してたじゃないか。」 

「離婚したもの。」 

「フィリピンには離婚がないことくらい俺は知ってるよ。法廷別居（リーガル・セパレーション）で

あって、正式な離婚じゃない。役所はカトリックだから離婚という言葉を使いたがらない。まっ

たく非現実的で厄介な制度だな。建前と本音が、南極と北極くらいかけ離れてる。」 

「法廷別居して七年経てば、わたしまた結婚できるわ。」 

「しかし前の亭主は依然としてきみの亭主だ。つまり合法的な重婚ってわけだ。ますます奇怪

な国だな。再婚したとして、子供はどうするんだ？ 引き取るつもりか？」 

「あなたが嫌なら、別にいいわ。あきらめるから。」 

「引き取れよ。」 

サラが目を輝かせた。「え、いいの？」 

「それと俺たちが一緒になるかどうかってのは別の問題だ。」ボビーの言葉はやけに冷たく響

いた。 

「なあんだ・・・」サラはまた首をかしげた。「ララキ（男）って勝手だナ。」 

「女こそやたらリアリスティックだよ。もっとロマンティシズムってものを持ってないのかね。」 

「男のほうこそロマンティックじゃないわ。」 

「よく言うぜ。男のほうがずっとロマンティックだね。君たち女の考えることはいつも現実ばかり

だ。そういう君のために現実的な話をしてあげよう。今の俺はたかがダイビングショップをやっ

てるしがない海兵上がりだ。金は無い。女を養えるだけの器量も無い。夢を食って生きている

ようなものさ。それでも俺は君が満足していると思った。だから一緒にいるんだ。あれもこれも



と俺に君の生活を押しつけるのは勘弁してくれないか。」 

「ボビー、わたしのこと愛してる？」 

ボビーは雑誌をはたいた。「話に詰まるとすぐそれだ。愛してるって答えればいったい何を君

に約束することになるんだい？ アメリカに連れていけっていうのかい？ 君の後ろにいる何

十人いるかわからない家族ってやつの為にかい？ 俺は嫌だね。フィリピンで暮らすんだ。お

あいにくさま。」 

「わたしの国だもの。フィリピンで一緒に暮らせるのに越したことはないわ。別にノー・プロブレ

ム（問題無いの）よ。」 

「その言い方、止めろよ。二言目にはノー・プロブレムだ。ずるいぜ。君たちフィリピン人はいつ

もその言い方でごまかす。問題無いと言っておいて、結局後から後から問題づくしだ。俺は息

苦しくてたまらない。」 

「どうせ何を言ったって、あなたは自分が気に入らなければ聞く耳もたないくせに。」 

ボビーはサラに向き直っていった。「サラ、俺が誰に憚ることなく君を愛してるっていう証拠を

見せてやろうか？」 

「？・・・」 

ボビーはやにわにサラのビキニに手をかけて引きちぎった。さらにパンティをぐいとひきずり

下ろした。サラは、ぎゃっと大きな声をあげて思わず飛び上がった。余計、それで体が露出し

てしまった。 

「Gago（馬鹿）！ 誰かに見られたらどうするのよ！」 

ボビーは構わずパンティを膝まで一気に引きずり下ろした。サラは大声をあげながら砂浜を

走り出した。ボビーは跳ね上がってその後を追いかけた。二人は大騒ぎをしながらサトウキビ

畑の中に飛び込んでいった。笑い声が聞こえたかと思うと、やがてまたもとの静寂にあたりは

戻った。何も聞こえなかった。 



 

丈がミシェルの方を見て言った。 

「ああいうことしたい？」 

「したじゃない。マニラで。」 

「イントラムロス（マニラ旧市街）」で？」 

「そう。あのときはイントラムロスでだったわ。あれはひどいわ。立ったまま要塞の壁におしつ

けられながらわたし、犯されたんだもの。」 

「犯したとは人聞き悪い。」 

「でもそうでしょ。わたしは一応、嫌がったんだから。」 

「でもよかった？」 

「さあ・・・」 

ミシェルはニヤっと微笑むと、丈にキスをした。ミシェルの長い舌が丈の口を潤した。 

 

 

二人がその気になったとき、背後で咳払いが聞こえた。ふと身を起こしてみると、椰子の木立

のところに初老の眼鏡をかけたフィリピン人が立っていた。二人は慌てて水着を直して立ち上

がった。 

「いや、お取込み中のところを大変失礼。わたしはラモン。プロフェッサー・ラモンといいます。」 

目のやり場に困っていたその小太りの男は、ようやく口ごもるようにそう言った。低く、太い声



が真面目な人柄をよく表していた。ラモン教授は続けた。「もっとも、後にしたほうがよければ

それでも構わんが。夕方、食事のときにでもバンガローへ伺うから・・・」 

 

（十八）マルガリータの謎（十八）マルガリータの謎（十八）マルガリータの謎（十八）マルガリータの謎  

 

 

ラモン教授は厳格そうな顔立ちをしていたが、笑うと何とも言えず子供っぽい無邪気な表情に

なる人物だった。 

灰色のサファリ・シャツは噴出した汗でびっしょりだった。 

丈がアイス・ボックスからビールを取り出してラモンに勧めた。 

男は話始めた。 

「電話で話をしてくれたのは君かね？ いやあ君たちは本当に大変なものを見つけてくれた

よ。」 

ミシェルが言った。「今、島中大騒ぎなんですの。パンドラの箱を開けたから悪霊が島を襲って

災厄がやって来たって。」 

「迷信ですよ。」丈が横から口を出した。 

「もちろんさ。ところでその後、掘り出しものはあったかね？」 

丈が状況を説明した。 



丈は話しているうちに興奮し、サーファー分けしたさらさらの髪がそのたびに揺れた。一番日

焼けしていたかれは、もとよりすっきりした顔立ちだったが、一層精悍さを増していた。 

ラモン教授は興味深く丈の話に聞き入っていた。 

そのうちに軟体動物のようにしなだれあったボビーとサラが、呆けたように笑いながらサトウ

キビ畑から戻ってきた。 

ラモン教授は眼鏡越しにつぶやいた。「なかなか、お盛んですな。昼日中から。・・・」 

 

やがてラモン教授は核心の部分を話始めた。 

「なるほどね。君たちのお陰でわたしも年甲斐もなく久しぶりに興奮しているんだがね。最初に

行っとくが、これは間違いなくフィリピン史上稀に見る発見だと言っても過言ではないだろう

ね。おそらく君たちの推測は正しく、その船は当時マニラとアカプルコとの間を往復していた周

航船の一つだろうし、この八月湾のリーフに座礁したんだろう。この辺まではドクトーラ・モニカ

の死んだ父親も推測していたことだ。よく話を彼から聞かされたものだよ。ただこの島では沖

合に沈んでいる物がタブーになっておったんでね。彼自身、潜水調査をしたわけではない

し。・・・それで問題は船名の確定なんだが、君たちが言うとおり、レパント号だとすると、ここ

に大きな問題がある。」 

「モニカの亡父（お父さま）は船名の確定ができていたんですか？」モニカが興味深げに尋ね

た。 

「いやできなかった。スペイン植民時代から残っているマニラ総督府の資料を、彼は徹底的に

調べていた。彼は（わたしと大の親友だったんだが）難破船をあらゆる資料からリストアップし

た。しかし八月湾と結びつける線は無かったんだ。そこで逆に行方不明の船をリストアップし

た。つまりマニラを出航しながら、アカプルコに到達していない船だ。ところがそれでも該当す

る船はとうとう見つからなかった。」 

「どういうことですか？」 



「まあそう急ぎなさんな。ともかく君たちの推理だとレパントという船名が浮かび上がったわけ

で、これが何より重要なんだ。正直言ってわたしはレパントとは信じがたかった。皿の裏にレ

パントと焼き付けてあるとのことだったが、それが船名であるという確証はないからだ。船のエ

ンブレムが出てきたわけじゃないからね。別の事情でそういった備品がこの船に持ち込まれ

ていたのかも知れんしね。だからわたしは半信半疑でレパントの跡を追ったんだ。それから、

君が言っていた例のパンドラの箱だがね、蓋の裏側にマルガリータ・リベラという女性名が刻

まれていたということだった。わたしはあの後、どうもその名を以前聞いたことがあるような気

がしていたんだ。モニカの父親から聞いたのかも知れんと思ったんだよ。それで今日ここへ来

る前に、モニカの家へ寄ってね、彼が昔使っていた二階の書斎を探してみたんだ。そしたらあ

ったあった。わたしはすぐに思い出したよ。彼がいつだったか話してくれた悲恋物語をね。マ

ルガリータ・リベラってのは当時マニラにいたユダヤ系貴族の娘でね。（もっとも、カトリックに

改宗していたが）彼女は一六六二年七月にマニラを出航してアカプルコへ向かっているんだ。

ここにその話が載っている。」 

 

ラモン教授は一冊の皮張りのぶ厚い本を手提げ鞄から取り出して見せた。今から百年ほど前

に出版されたもので、全頁にわたってスペイン語で書かれていた。 

「この本にはスペイン時代のさまざまな一般人、富豪、貴族、軍人たちのエピソードが集めら

れている。その中にマルガリータとデラクルス(de la Cruz)の話も出てくるんだ。」 

「デラクルスって誰？」ミシェルは先を急いだ。強いフィリピン訛りの教授の英語が、まだるっこ

しくてならなかったのだ。 

「デラクルスはスペインとフィリピンのメスティソ（混血）だが、貿易で成功して自前の船まで持

った富裕な一族だ。マルガリータはこのときアカプルコのスペイン人貴族へ嫁入りするために

マニラを発ったわけだが、実はデラクルスがこの船を提供している。それがレパントだ。この

本には出ていないが、マニラ総督府の公文書記録簿によると、レパントの出航は一六六二年



七月十六日だ。」 

ミシェルは話が佳境に入ってきたのでまんじりともせずラモン教授の話に聞き入っていた。「じ

ゃあ、レパントだというのは・・・」 

「確定的だね。君たちの引き揚げたものはレパントの積み荷だ。間違いない。」 

丈は首をかしげた。「でも電話でも教授が言われたように、マニラ総督府はスペイン本国政府

への報告書で、レパントは他の二隻と一緒に、ミンドロ島沖でオランダ艦隊に撃沈されたとな

っているんでしょう？ 一方オランダ側の資料では、二隻撃沈となっている。この食い違いをど

う説明するんです？」 

「そこが頭の痛いところだ。オランダ側が二隻撃沈と報告している点は信用していいんじゃな

いかな。一隻取り逃がしたことを、正直に本国に報告しているわけだからね。わざと自分たち

のヘマなど報告する馬鹿もいない。つまり、なぜマニラ総督府が三隻とも一緒に沈んだと嘘

の報告をする必要があったか、だよ。ここが謎だ。」 

「その謎を解く鍵はきっと積み荷だわ。」ミシェルが言った。 

「わたしもそう思った。それで積み荷を調べた。そしたら不思議なことがわかった。三隻の内訳

はレパント、レガスピ、レコンキスタだが、レパントはデラクルスの持ち船で、あとの二隻はス

ペイン海軍のものだ。しかも一番大きなやつは旗艦（フラッグシップ）のレコンキスタだ。ところ

が、金銀陶器などの財宝はほとんどすべてレパントに積まれていた。レコンキスタと護衛艦の

レガスピは何も積んでいない。いわば空船だったんだ。しかもレパントにはマルガリータの嫁

入り用の品物だけではなく、マニラ総督府がスペイン本国に上納する合計二トンの金と六トン

の銀が積まれていたんだよ。」 

「全部で八トン！」ボビーがはじめて声を上げた。 

「この辺がキナくさいんだよ。マニラ総督府の嘘の報告書を考えあわせるとね。これだけまと

まった財宝の輸送も珍しい。上納金は通常そんなに多くない。むしろ金銀はヌエバ・エスパー

ニャからマニラに持ち込まれたのがほとんどで、それで中国から大量の物品を購入して、本



国に送ったのが、マニラ＝アカプルコ周航船の主な役割だった。マニラ総督府がいったいどう

やってこれだけの金銀を入手したのかも不明だ。日本と交易があったころは、輸出代金として

大量の金銀を日本から受け取ってはいたが、一六二四年には日本は鎖国したから、このとき

すでに三十八年も経っている。おそらく、本国には極秘にマニラ総督府が密輸などで儲けた

分も積み込んでいたのではないかと思うね。つまり総督府内部の誰かの長年に及ぶ『へそく

り』だな。しかもこれに、デラクルス自身が自分の財産をごっそり積み込んでいる。マルガリー

タの持参金の分もあっただろうから、それが、全部で八トンの内訳じゃないかと思うんだが

ね。」 

四人は黙ってしまった。 

 

「ミンドロ島沖の海戦では生存者はいなかったんですの？」ミシェルが質問した。 

「いる。デラクルスだ。彼はこの本によると、マルガリータと恋仲だったらしいが、メスティソだと

いうことでリベラ家の方で難色を示したらしい。まだユダヤの方が、現地人との混血より遥か

に上だという社会通念だったのだろう。実に下らん。」ラモン教授は少なからず憤慨していた。 

「リベラ家はユダヤ系だったから、フィリピンの支配者側といっても純粋のスペイン人たちから

は有形無形の差別を受けていたようだ。それでなんとかスペイン人の貴族との婚姻を実現し

ようとしていた。その結果、アカプルコの貴族への嫁入りが決まったのさ。デラクルスはあきら

めきれず、どうも航海中にマルガリータと駆け落ち同然の略奪結婚を画策していたらしい。彼

は異常な量の私財をレパントに積み込んだとされている。おそらくアカプルコについたら公金

（おそらくマニラ総督府の着服したもの）を下ろして、マルガリータを連れたままレパントで出奔

しようとでもしていたのだろう。たとえば、ポルトガル領のブラジルとか。しかし、マニラを出航

するときには人目をごまかすためだったのか、自身は護衛艦のレガスピに乗り込んでいた。と

ころがレガスピとレコンキスタはミンドロ島沖の海戦で撃沈された。レパントもオランダ側の報

告では相当大破したというが、台風の接近で辛くもオランダ艦隊の追撃を振り切り、逃走でき



たようだ。レガスピに乗っていたデラクルスはその他数十名の生存者とともに、ミンドロ島の南

にあるクーヨー諸島に流れ着き、三か月後に救出されてマニラに戻っている。ところがこの本

によると、デラクルスはすぐに家を飛び出し、マニラから姿を消した、となっているんだ。言い

伝えでは、レパントの行方を追って死ぬまでルソン島の南海岸線に沿って、ずっと探し歩いた

となっているんだよ。」 

「どう亡くなったのかしら？」 

「行方不明ですな。」 

「可哀相な話ね。でも本当かしら？」 

「さあどこまで本当かねえ。」 

ミシェルが急に思い出したように大きな声を出した。「あら、マルガリータがユダヤ系だってい

う話。あの漁師たちの舟唄に出てくるユダヤ女のことかしら？ サラ。もう一度あの唄を英語

で言ってみて。」 

サラは一句一句思い出しながら例の舟唄を訳し始めた。 

『ユダヤ女は頑固者 

涙も涸れて三か月 

殿御（とのご）は何処へいったやら 

過ぎ越しの夜はまだ来ない 

太陽が門をくぐるとき 

拾った命をまた捨てた・・・』 

ミシェルは感に堪えたようにつぶやいた。「マルガリータは生きていたんだわ。・・・そうじゃない

かしら？ レパントがここで座礁した後も生きていたのよ。それで、『また捨てた』っていうの

は、自殺したということじゃないかしら？」 

「この唄はそういう意味か！」 

丈もボビーも目を輝かせた。 



 

 

「きっと辛かったのね。デラクルスをずっと待っていたのよ。その間、『過ぎ越しの夜がまだ来

ない』ということは、ユダヤ人の異民族（フィリピン人）に対する復讐のことでしょう。きっとマル

ガリータとレパントの生存者たちは、ここで地元のフィリピン人たちに迫害されたんだわ。」 

丈が呼応した。「その地元の人たちというのが、にわか海賊になったモレノ一族か。」 

「そうよ、それがバラクーダなのよ。」 

ボビーが空を見上げた。「生き残りはそれでどうなったんだろう？ 殺されたのかな？」 

丈が喋り出した。「シダの谷にあった四十八の墓標はもしかしたらレパントの生き残りのもの

かも知れないね。モレノがあの百姓の親爺に駄賃をやって手入れさせてるところからして怪し

いよ。墓標には名前も刻まれてなかったし。もしそうなら、あの作り方からして、いっぺんに皆

殺しって感じだな。」 

「でも、あのおじいさん、一番手前の墓石は新しいから、別のときにこしらえたんだろう、って言

ってたわ？」ミシェルがポツリと言った。 

丈とミシェルは、顔を見合わせて、同時に言った。 

「そうか。それがデラクルスだ！」 

丈が続けた。「デラクルスは、とうとうここにたどり着いたんだよ。レパントが座礁したのはここ

だとわかったんだ。それで、来たんだよ。でもここで彼も命運が尽きた。だから、一つだけ墓石

がほかのと違うのさ！」 

ミシェルが、またポツリといった。「じゃあ、なぜあの石棺は空っぽだったのかしら？」 

丈は黙り込んでしまった。 



 

 

ラモン教授は、汗を拭きながら言った。「どうかね。よかったら町へ戻らないかね。わたしはち

ょっとここではキツイんでね。・・・ひとまずカレッサでバンガローに帰るとしようかな。あとは夕

食のときにでも続きを話そうじゃないか。例の引き揚げ品も拝見したいしね。それでは、後ほ

どまた。」 

ラモンは重たそうな体を揺らしながら、ビーチを後にしてカレッサへ乗り込んだ。 

四人はそのカラカラという音を聞きながら、その後もビーチにしばらく転がっていた。 

とくにミシェルは、想像と仮定の域を出ないさまざまな悲劇の実相に胸が切なくなるような思

いだった。体に塗ったパーム・オイルが乾いて、わずかに甘い匂いを漂わせていた。 

太陽は午後三時を回ってもまだ高く、海はシエスタ（午睡）でもしているかのように波が無い。

ただひっそりと静まりかえっていた。時折サトウキビ畑をわたっていく微風と、砂を撫でていく

波音だけがあたりを覆っていた。 

 

（十九）地獄耳のトニー登場（十九）地獄耳のトニー登場（十九）地獄耳のトニー登場（十九）地獄耳のトニー登場  

 



 

その夜、馴染みのバッカスで四人とラモン教授は一緒に食事をとった。 

ラモンは開口一番切り出した。 

「どうだろう。これからは我々の GHQ（大本営）をバンガローからモニカの診療所に移して

は？ マニラから本格的な調査隊がはいってくるのは少し予定より遅れて一週間ぐらい先に

なりそうだ。その間、まだリーフの外の財宝も少しはわれわれだけで引き揚げられるだろうし、

そうなると今のバンガローでは手狭だ。モニカの亡父の書斎はその点申し分ない。おまけに

資料の山だ。」 

「でも安全でしょうか？ モレノの兄弟が狙っていますわ。」ミシェルが心配顔で言った。 

「わたしが軍と警察に依頼を出してある。保護してくれるよう、とりはからってもらう。それまで

当座、この島の駐屯小隊、といっても二十数名だけなんだが、指揮官のマリアノ少佐に警備

をお願いしようと思っている。モニカと親しい将校なんでね。それに明日ドン・モレノにも掛け合

うつもりだ。明日にでもあの財宝をモニカのところへ移すことにしよう。わたしも、あんなにもう

君たちが引き揚げていたとは思わなかったよ。」 

四人は同意した。丈が言った。「それじゃあ、明日か明後日には引き揚げ作業の再開です

ね？」 

「人手は十分だ。」 

ラモンはフーッとため息をついた。「あと一つだけ頭の痛いことが残っている。」 

「何ですの？」ミシェルが笑いながらラモンの困った顔を見つめた。ラモンは後退した額に手を

当てて顔をしかめた。「おー、来おった、あの若造が・・・噂をすれば何とやらだ、まったく！」 

四人はいっせいに出入口のほうを見た。一人のフィリピン人青年が首からカメラをぶら下げ、

皮のショルダーバッグを引っかけ、手帳とペンを握りしめたまま彼らのテーブルに向かって大

きく手を振った。 

「こちらでしたか！ やっぱり！ 探したなあ、本当に！」 



青年は日焼けした顔をくしゃくしゃにほころばせながら飛んで来た・ 

ラモンは独り言のようにつぶやいた。「これだよ。頭の痛いことっていうのは。」 

 

 

ボビーが言った。「聞屋（ぶんや）だ。俺の一番嫌いな職業の一つだ。」 

青年は勝手に一つ椅子を隣から持ってきてドッカと座った。 

「初めまして。トニーって言うんだけど。マニラ・スクープの記者なんだ。まあみなさんそうゴキ

ブリを見るような目をしないでくださいよ。ラモン教授にはマニラでもうお目にかかっていまして

ね。」 

「百回くらいね。」ラモンは苦い顔をしていった。 

トニーと名乗るその青年記者はにこにこしながらまくしたて、四人に手を差し伸べたが、誰も

握手しようとはしないのでその手が泳いでいた。 

「みなさんも一つよろしくお願いしますよ。大変な特ダネですねえ。悪いようにはしませんよ。こ

れであなたたちも一躍ヒーローだ。」 

トニーは、空振りとなった手を引っ込めながら、ややばつの悪そうな顔した。 

非常に人懐っこい男で、見た目はかなりキュートな感じだ。清潔そうな白い開襟シャツに黒い

綿パンを穿いていた。トニーのおしゃべりはとどまるところが無かった。 

「何と言っても三百年以上も前の代物だ。引き揚げにはフィリピン中の耳目が集まるでしょう

ね。八トンもの金銀財宝とは凄いものだ！ おまけにマルガリータとキャプテン・デラクルスの



悲恋物語とくれば、万人が感涙にむせぶこと疑い無し、ですよ！」 

五人は驚いたように顔を見合わせた。ラモンが恐る恐るトニーに尋ねた。「トニー、どうしてそ

んなことまで知ってるんだ？」 

「地獄耳ですからね。」 

トニーは愉快そうにラモンの黒い手提げ鞄（かばん）の内縁（うちべり）から小さな発信機を取

り出した。 

「隠しマイクだ！」 

五人は飛び上がった。とくにラモンの怒りは激しかった。「君はこんなものをわたしにつけてい

たのか！」 

「ご覧の通りもう回収済みですよ、たった今ね。ご心配なく。」 

「そういう問題じゃないだろ。」 

「いいじゃないですか、もう済んだことですから。いやまったく便利でね。高価なものです。なあ

に以前、フォルベス・パーク（マニラの富裕層居住区）の金持ちを女（スケ）のネタでゆすった

んですよ。普通じゃあこんなものそう簡単には手に入りません。まあ、そういうことで、今後は

皆さんも、わたしに隠し立てしないことですよ。いいですね。なんでも話してください。お願いし

ますよ。プライバシーまで聞かれたくなかったらね。」 

ミシェルがそこで取引に出た。「いいわ。何でも教えてあげるから、正式な調査隊が到着する

までは記事にしないでちょうだい。マニラ・スクープの独占記事にさせてあげるから。」 

「特に秘密にしておきたい理由でも？」 

「あるわ。財宝がどれだけ引き揚げられたか世間に知れると、わたしたち自身が危ないの。と

りわけ横取りしようとしている連中がいるからよ。ただ取られるだけならいいんだけど、あやま

ってけが人や死人が出たら大変だわ。」 

「誰です、そいつら？・・・はああ、読めて来たぞ。たぶん、モレノんとこのクリスじゃないです

か？」 



「どうしてわかるの？」 

「いやあ、偶然なんだけど、マニラにあるモレノの会社のことで妙な噂を聞いたんで別途調べ

ていたんですよ。するとマニラの会社を任されていたクリスが株で大損したことがわかったん

だ。これはお近づきの印としてみなさんに特別に提供するネタですがね。株式投資には会社

と不動産を担保に金融機関から金を借りていたらしくてね。大統領選に向けて株式の棒上げ

で『いける』と踏んだクリスは、手仕舞わずに買い乗せしていったわけですよ。そしたら去年株

価は大きく調整局面に入った。史上最高値の一七〇〇ポイントから、一四〇〇ポイントまで

ね。負債はこれでいくらに膨らんだとおもいます？ 七百万米ドルはかたいね。これに金利

だ。田舎のラム酒工場には大変な金額です。親爺に知れたら大変だ。そもそもクリスが株に

手を出したのは、商売の多角化のために、マニラ湾再開発プロジェクトに参加したことから始

まるんです。業者の口車に載せられてパートナーとして入ったはいいが、笛吹けど踊らず。も

う四年越しになるけど、工事は進まない。とにかくテナントを入れられないわけです。それで困

って株に手を出したってわけですね。ところが最後に高値づかみをしてしまった。まあ、株です

から、わたしの見方では持っていればそのうち何とか回復もするんでしょうが、クリスの場合

借金鳥が待っていてくれないものでね。サンタアナに舞い戻ってきているのも、身の危険を感

じているからなんですよ。だからあの男にはくれぐれも注意した方がいい。金のためなら何を

しでかすかわかりませんよ。」 

一気にまくしたてるトニーの弁舌は実に鮮やかだった。 

五人はこれでクリスが相当危ない真似をしても財宝を手に入れようとするだろうと覚悟しない

ではいられなかった。何より動機が明確になったのである。逆に、むしろ得体の知れない不気

味さは消え失せた。ある意味ではトニーの情報は収穫だったと言える。 

ミシェルが目を細めた。「貴重な情報だわ、トニー。あなたのお蔭でわたしたちも十分な対応

ができそうよ。これからもお願いね。あなただけが頼りよ。」 

トニーは大いに照れた。「いやあ、そう言われると僕もとっても嬉しいなあ。とにかくできるだけ



協力させてもらいますよ。」 

ミシェルは丈に目配せした。 

『調子のいい奴だな、こいつは』ボビーは可笑しくなってしまった。 

そのとき、バロン・タガログを来た一人の中年フィリピン人が、六人のいるテーブルに近寄って

来た。 

「あの、こちらはバンガローにお泊りのダイバーの方々でしょうか？ そちらはラモン教授でい

らっしゃいますね。ずいぶん以前にお目にかかったことがございますが。」 

「そうですが。」ラモンは胸を張って言った。 

「わたくし、ドン・モレノの使いで参りました。明日の夜、モレノ邸でカミーラ嬢の婚姻を控えて、

パーティを催します。」 

「前祝いですな。結婚式はあと数日先とうかがっているが。」 

「はい、左様でございます。ついては皆さまの今回の快挙も一緒にぜひお祝いしたいと、そう

ドン・モレノが申しております。皆さまのご都合を承りたいと存じまして。」 

一同は顔を見合わせた。予想もしないドン・モレノからの申し入れだった。 

ミシェルが答えた。 

「喜んでいうかがいます。それと、明日もう二人、わたしの友人が島に到着するんですが、一

緒に参加しても構わないかしら？」 

「結構です。町の主だった皆さまがたくさんおいでになりますから、一人二人は問題ございま

せん。この旨ドンに申し伝えます。明日の夜に、それでは・・・」 

男は帰っていった。 

「なんでぇ、僕には招待が無いのか！」トニーは頭にきていた。丈がからかった。「招待が無く

たって、君はどうせ行くんだろ？」 

「まあそうですね。」トニーはすました顔をして言った。 

みんな愉快だった。新しい仲間がまた一人増えたようだ。 



丈とミシェルは、その後バンガローへ戻ると久しぶりに濃厚に愛し合った。 

近くのバンガローでは、トニーがマイクのイヤホンに聞き入っていた。 

二人が絡み合うたびにトニーは拳を握りしめては、一人で興奮していた。ミシェルの泣きそう

な息づかいや、ベッドの軋む音が臨場感豊かにトニーの耳に飛び込んできた。トニーは、二

人がいくのと同時に、興奮のあまり椅子ごと後ろにひっくり返った。・・・ 
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夜はかなり更けていた。レイチェルはなかなか寝つかれなかった。 

彼女の部屋はモレノ邸二階の西側の角にあった。隣にはジェイミーの部屋がある。 

さきほどまで酔っぱらって騒いでいたルイスの声を階下に聞きながら、鬱陶しい思いに胸が塞

がりそうだったが、ふと気がつくとあたりはもうひっそりと静けさに包まれていた。 

ホッとため息をついて寝返りをうった彼女の耳にどこからともかく、ピアノの音が聞こえてき

た。 

それはずいぶん古い、バロック以前の、聞いたこともないようなヨーロッパの教会音楽のよう



でもあった。そのもの哀しい旋律にレイチェルは思わずベッドの上に身を起こして耳をすまし

た。 

ときどきジェイミーにもピアノを教えているが、ジェイミーはこんな曲をもちろん弾くはずもな

い。とっさにレイチェルの脳裏に、ジェイミーが言っていたベアトリスと言う得体の知れない少

女のことがよぎった。 

思い切ったようにレイチェルはカーディガンを引っかけて、ネグリジェのまま部屋を出た。途切

れ途切れに聞こえていたピアノの音はそのときもう消えていた。 

レイチェルは月明かりが差し込む青白い廊下をたどりながら、二階のリビングへ近づいた。ド

アにもう二、三歩くらいのところまで来たとき、小声で話す子供の声が中から聞こえた。 

 

 

レイチェルは、半開きのドアから中の様子をうかがった。革張りのソファ・セットや、洋皿を飾っ

たマホガニーの大きなキャビネット、そして銀製の食器を入れてある物入などがぼんやり闇の

中に浮かび上がっていた。 

レイチェルは窓際近くにあるセミグランド・ピアノのそばへ歩いていった。部屋には誰もいなか

った。ピアノは蓋が開いたままで、鍵盤を触るとひんやり冷たかった。 

そのときまた誰かが囁くように話しているのが聞こえてきた。レイチェルは耳をそばだてた。ジ

ェイミーがだれか女の子と喋っているらしかった。 

それは部屋のもう一方のドアの外から聞こえてくるようだった。 



レイチェルは忍び足で声の方へ歩いていった。 

二人の会話はやがて廊下を抜けて階下へ下っていった。そして厨房（キッチン）の脇から表の

渡り廊下を伝って、今では使われていないモレノ邸旧館の方へ向かっていったのである。 

レイチェルはさすがに緊張した。旧館は真っ暗である。もう四十年近く使用していない旧館

は、もともと四百年前に作られたスペイン軍の要塞である。三百数十年前からモレノ家が代々

棲んでいたところで、堅牢な石造りの建物である。 

しかし、戦後は修理のしようもないほど痛み、あちこちで石が崩落し始めたため放棄され、現

在の新館を建てて一族で移り住んだのであった。 

通路もところどころ陥没していて非常に危ない。レイチェルは足元に気をつけながら、壁を手

探りで確認しながら二人の後を追った。 

先の方がなんとなくボウッと明るい。旧館のどこを自分が歩いているのか見当もつかなかった

が、二人が持っているらしいカンテラの灯りを頼りにレイチェルは先へ進んだ。 

仄かな光を目で追うと、それは二階へ上がる階段に沿って行ったことがわかった。 

 

 

レイチェルが階段を上がりきると、そこは二階のベランダへ通じていた。二人はそこからベラ

ンダ伝いに旧館を南から東へ回りこんだようだ。 

レイチェルは少しずつ、旧館の外壁にへばりつきながらベランダを渡っていった。 



ちょうど北側まで回りきったところで、ある部屋からうっすらとカンテラの灯りがチラチラ漏れて

いるのが見えた。 

レイチェルはガラスもついていないその窓越しに部屋の中をのぞいてみた。そこにはパジャマ

姿のジェイミーと、白いレースの古臭いドレスを来た少女が椅子に腰かけてなにやら楽しそう

に話し込んでいるのが見えた。 

 

『あれがベアトリスね・・・』 

レイチェルは少女の表情を注視した。そして理由もなく、これは実在する人間ではないと直感

した。 

『Ispiritu（幽霊）・・・』 

レイチェルは不思議に恐怖を覚えなかった。ジェイミーがそこにいたからでもあるが、その少

女に邪悪な魔性の匂いをまったく感じ取ることができなかったからである。 

ジェイミーも、そのベアトリスという少女も、実に仲の良い少年少女そのものに見えた。 

レイチェルは二人の会話をベランダに立ったまましばらく聞いていた。・・・ 

「ねえ、ベアトリス。Ilan taon ka na?（きみは幾つ？）」 

「Labing-dalawa taon na（十二歳）」 

「お父さん、お母さんは？」 

「ずいぶん昔に死んだわ。わたしも昔ここに棲んでいたのよ。」 

「へえ、いつ頃？」 

「ずうっと昔のこと。」 

「この部屋はきみのだったの？」 

「違うわ。Ate（お姉さん）の部屋。」 

「お姉さんがいたのか。」 

「ううん。本当のお姉さんじゃないけど、とてもやさしくしてくれたの。お姉さんはいつもこの部



屋で泣いてた。ずっと泣いていたの。わたし、ときどき慰めてあげたわ。」 

「どんな人？」 

「いっぱい思い出があるけど。・・・そうそう、わたしにスペイン語を教えてくれた。それにマニラ

のことや、恋人のこと。でもいつも最後は目を赤く泣きはらしていたわ・・・」 

「ねえ、暗くてよくわからないけど、すごい埃（ほこり）だよ。机や椅子の上も。だいいちこの部

屋の入口のドアはほら煉瓦や石で塞がってる。僕たちが入ってきたのは、こっちの穴のあい

た壁からだもの。変な部屋だなあ。」 

「そうよ。お姉さんが亡くなってからそうなったの。ねえ、ジェイミー。わたし言っておかなくちゃ

いけないわ。」 

「今度はなに？ またカミーラのこと？」 

「そう。今日は何日？」 

「八月九日。」 

「明日、十日の晩。カミーラがとても危ないわ。襲われるの。」 

「誰にさ？」 

「カミーラをたすけてあげなくちゃいけない。」 

「きみの話はいつも突然すぎて、僕よくわかんないよ。」 

「わたしを信じてちょうだい。ジェイミー。」 

「うん。信じるよ。でも、僕はいったい何をすればいいの？」 

「だから・・・」 

ベアトリスが言いかけたとき、レイチェルは不注意にも窓枠の留め金に触れた。留め金はすっ

かり脆（もろ）くなっていたから、外れてベランダの石床に落ちてしまった。その物音に気づい

たベアトリスとジェイミーは、窓の外へ顔を向けた。ベアトリスは静かに言った。「誰かが来て

るわ・・・ジェイミー、あなたはもうお部屋に戻ったほうがよさそうね。」 

レイチェルは心臓が止まりそうなくらいだった。 



慌ててもと来た通りに戻り、部屋へ駆け込むと水差しのまま水を貪るように飲んだ。背中には

びっしょり冷や汗をかいていた。息がつまりそうなほど胸は高鳴っていた。やがてジェイミーの

足音が聞こえてきた。慎重に音を立てないよう気を配りながら、ジェイミーが自分の部屋へ帰

っていくのを、レイチェルはじっと耳を澄まして聴いていた。 

月明かりが何事もなかったようにレイチェルの部屋を明るく照らし出していた。 

レイチェルはしばらくベッドに腰掛けたまま気持ちをなんとか落ち着かせようとしていた。しか

し、そのとき彼女の様子をバルコニーから窓越しにベアトリスがじっと見ているのを、レイチェ

ルは気づかなかった。夜風に縦ロールがかすかに揺れていた。 

 

 

・・・ 

翌朝、レイチェルは朝食もそこそこに町役場へ飛んでいった。 

ベアトリスの身元を確認しようと思ったのだ。 

レイチェルは担当に言って、モレノ家の系譜を出してもらい、ベアトリスの名前を探すことにし

た。何も悪いことをしているわけではないのに、レイチェルは自分のしていることに極度なやま

しさを覚えていた。触れてはいけない過去のある事実に自ら一歩を踏み出しつつあることに、

胸が高鳴るのをどうすることも出来なかったのだ。 

やがて目前に分厚い記録簿がドンと置かれた。 



役場の担当は『三百年分だよ。日が暮れちゃうよ。』と言って笑ったが、レイチェルには冗談に

受けている心の余裕が無かった。 

レイチェルはその名をすぐに見つけることが出来た。それは何と、かなり最初の方に出ていた

からである。 

『ベアトリス・モレノ。モレノ家初代当主バウチスタ・モレノの次女。一六五一年生。一六六三年

三月十八日没。・・・』 

レイチェルの目は釘付けになった。信じがたいが、しかし冷徹な現実がそこには記されてい

た。 

三百年以上も前の話である。年齢も昨夜の話に一致していた。レイチェルは急に背筋が凍る

ような思いに襲われた。 

カミーラを何とかしなくてはいけない。ベアトリスの警告は今日に迫っていた。 

レイチェルは目も眩むような日差しの中に出て頭がにわかに混乱し、意識が次第に遠くなって

いくような気がした。 

突然目の前が暗くなり、顔に大粒の冷たい汗をかき始めた。通りがかりの知り合いが彼女に

声をかけたが、レイチェルはそれに気がつかなかった。ぼんやりと手足の感覚が無くなってい

ったかと思うと、崩れるように路上に昏倒した。道行く人々が慌ててレイチェルのところへ駆け

寄って来た。 
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午前中、ダイバーたちはベッド下の床板を外し、パンドラの箱や金銀の延べ棒を掘り出した。

モニカの診療所へ運ぶためである。陶器や食器、ワインの瓶などはテーブルや床の上に置き

っ放しだった。ボビーが『民族大移動だ』と言いながら、せっせとカレッサに詰め込んだ。 

モニカの診療所は海岸にほど近い西側地区にあったから、バンガローに宿泊を予定している

文化関係省庁から派遣される引き揚げ調査隊にとっても便利なはずであった。それにミーティ

ングや、引き揚げた物の鑑定など、バンガローでは手狭だった。泥棒通り沿いにある診療所

は、モニカの亡父の書斎があり、それは二階のリビングと続き間になっている関係上、かなり

使い手のある大きな広さだった。 

しかも、中庭をはさんで、モニカの診療室や患者の待合室と反対側の棟だったために、まるで

別の建物のように皆が利用できた。 

モニカはこの件に快く応じてくれたし、モニカ自身若いダイバーたちを気に入っていたので、万

事がスムーズに運んだ。 

ラモン教授はポラロイド写真を使って、さっそく出入り可能な人間の ID カードを作り、タグのよ

うにして各々に手渡した。島の警察はごく数人しかいなかったので、ラモンは軍に保護を依頼

したわけだが、運悪くマリアノ少佐の小隊は明日からレイテ島での合同演習に駆り出されるの

で、一週間は不在となることが判明した。それでもモニカのたっての要請で、六人の兵士が二

人ずつ八時間交代で診療所の警護に当たることとなった。 

ラモンはそれでもまだ頭を抱えていた。 



「診療所はこれで格好がついたものの、海での作業が困った。」 

ボビーは大胆だった。「海までは連中も襲ってきませんよ。なんなら港で自由になる高速船を

仮処分で押さえてしまったらどうです？」 

「近隣の島からいくらだって高速艇の一隻や二隻は調達できるさ。ミンダナオ島はすぐ目と鼻

の先だ。そんなことをしても無駄だな。」 

「じゃあやっぱり武装するよりほかないね。軽機関銃が二挺、マイトが十本もあれば十分だ。」 

パティオ（中庭）のテーブルで五人が話し込んでいるとモニカが白衣のままやって来た。そろ

そろランチの時間らしい。メイドの作っている料理の匂いがしてきた。 

「それで・・・どうしても明日は潜るっていうのね？」モニカはダイバーたちに聞いた。丈が首を

すくめてみせた。「退屈なんですよ。」 

ミシェルも同じ事を言った。「死ぬほどね。」ボビーも同感だった。「だいいち、調査隊が来たら

俺たちの分け前をとられちまう。」ミシェルが『わからずや』と言わんばかりにいらいらした。「だ

からこの前言ったじゃない。そもそも財宝はわたしたちのものではなくて、フィリピンの国有財

産だって。ただわたしたちが第一発見者だから、それなりに恩恵はあるはずよ。」 

「本当だろうな。」 

「本当よ。」 

「じゃあべつに焦って潜ることないじゃないか。重労働は政府の役人や学者連中に任せよう

ぜ。俺たちはその『うわまえ』をハネることにしよう。」 

「すぐこれね。」 

「だってそうだろう？ 権利さえあればこっちのものよ。好きこのんで疲れるこたあない。」 

「だからアメリカ人って嫌い。」 

 

ちょうどそのとき、汗だくになった記者のトニーがパティオに飛び込んで来た。 

「やれやれ、ここだと思いましたよ。」 



この青年はどういうわけか疲れを知らない。見た目は優男だが、陽気なタフガイであった。 

 

「実はね、みなさんにとても重要な二つの事を緊急におしらせしたくてね。まず第一に町の愚

連隊が一人として残っていないんです。全員姿を消してしまった。近隣の島では高速ボートを

借りたり銃器がまとめ買いされているって情報もある。とくにミンダナオあたりではね。なに闇

屋と連絡をとってみてわかったんですけどね。推測するに、クリスが財宝強奪の具体的な準

備を始めているというのが一番可能性高いと思う。明日、みなさんは潜るって言ってるけどぼ

くの意見を言わせてもらえば、見合わせた方がいい。それから第二。こいつはちょっとミステリ

ーだけどね。新しく来たベニートっていう神父だけど、あの人の前任のシモン神父は何でも二

日前に急用とかで島を出発したらしい。しかしぼくの調べでは彼がサンタアナを出るのを見た

人は誰もいないんだ。マニラにも問い合わせたけど、戻っていない。これは確かだ。言いたか

ないが、殺人の匂いがするね。職業的なカンだよ。もっともこのシモン神父の件は君たちと直

接関係が無いから、まあご参考までに報告したわけだ。」 

一気にしゃべり切った後、トニーは深呼吸をして椅子に座り込んだ。 

ラモン教授がおもむろに口を開いた。「とにかく動かないことが一番だ。今はね。」 

誰も反対する者はいなかった。トニーがあっけらかんとして、一同の顔を一人一人見回してい

た。 

 

（二十二）シリ教会（二十二）シリ教会（二十二）シリ教会（二十二）シリ教会  



 

 

そのころジェイミーは一人でモレノ邸を出てシリ（唐辛子）教会へ向かっていた。 

彼は子供なりに心を痛めていた。例のベアトリスの警告のことである。 

教会は礼拝堂が丘の中腹にあり、そのすぐ横に神父が起居する小さな二階建ての教父棟が

付随していた。礼拝堂はひっそりと静まり返り、地元の老婆が二人、お祈りをしていた。サント

ニーニョ（聖童子）がたくさん祀られ、ロウソクの灯にその表情を時折変えているようだった。 

ジェイミーは懺悔（コンフェッション）用の木製の小さなブースに入り、呼び鈴を鳴らした。 

 

 

ほどなくしてベニート神父が黒い教会服でやって来た。ベニートはブースに入ると小窓を開け

た。 

「ああ、君は・・・」 

「ジェイミーです。ジェイミー・モレノ。」 

神父はちょっと微笑んでジェイミーの方をちらっと見た。ジェイミーが真剣な顔をしているのを



見てとった神父は、表情をすぐ硬くしてきちんと座り直し、ジェイミーに横顔を見せた。 

「ジェイミー。今日はどうしたのかな。」 

「神父さま、僕、どうしていいかわからないんです。とても心配なことがあって。」 

「話してごらん。神さまはきっとお力添えしてくださる。」 

「カミーラのことなんです。」 

「カミーラ？・・・」 

「姉です。」 

「具合いでも悪いのかね。」 

「いえ。とても元気です。結婚式を控えているし、だから余計気になって。」 

「思い切って言ってごらん。それだけでも気が晴れるから。」 

「実は・・・カミーラが危ないって言うんです。」 

「誰がそんなことを言ってるんだね？」 

ベニートの声は次第に低くなった。 

「ベアトリス。」 

「え？・・・」 

「ベアトリスっていう女の子なんです。この前知り合ったばかりの子なんです。」 

「どこの娘（こ）かな。」 

「僕も知らないんです。ただずっと昔、僕の家にいたことがあるって言ってました。」 

「・・・」 

「うちの旧館、ご存知ですか？ あの北側の裏に入り口が煉瓦で塞がった部屋があるんで

す。そこに昔、彼女が親しくしていた女の人が棲んでて、夕べも僕、そこでベアトリスと会った

んです。・・・とにかくベアトリスはとてもカミーラが危ないって言ってます。それは今日だと言う

んです。僕はカミーラに言ってみたけど全然相手にしてもらえませんでした。神父さま、聞いて

いらっしゃいますか？」 



ベニートはしばらく返事もせずに黙っていた。ジェイミーは不思議に思って小窓からのぞいて

みた。ベニートはうつむいたまま目を閉じていたが、かすかに眼がしらが涙で濡れているよう

に見えた。 

「神父さま、どうかなさいましたか？ 僕、なにか悪いことを言ったのでしょうか？」 

「いや・・・」神父は小さな声でようやく口を開いた。「そのベアトリスっていう子はどんな格好を

していたね？」 

「白いレースの古臭いドレスをいつも着て歩いています。髪は縦ロールで、色はブリュネット。

十二歳だと言ってましたけど。」 

ベニートは『あっ・・・』と小さくうなると、肩を小刻みに震わせた。そして囁くように『可哀相なベ

アトリス・・・』とつぶやいた。ジェイミーは意外な神父の反応に当惑した。 

「神父さま、ベアトリスをご存知なんですか？」 

ややあってベニートは気を取り直したように優しく言った。 

「ジェイミー。きっとベアトリスは君のことが好きなんだ。いいお友達になれるさ。・・・今日のと

ころは悪いけど、君に何を言ってあげたらいいのか。わたし自身見当もつかない。お祈りをし

てから、また改めてお話をしよう。さあ、もうお帰り。一人で歩いていてはみんなが心配するか

らね。」 

ベニートはそう言うと、ブースを出て、足早に礼拝堂の奥へ消えていった。ジェイミーはますま

すわけがわからなくなり、そのまましばらくブースの中に座り込んでしまった。 

『神父さまは、ベアトリスを知っている。・・・』 

老婆たちのお祈りの声が低く静かに礼拝堂に響いていた。 

 



 

（二十三（二十三（二十三（二十三）堂々巡り）堂々巡り）堂々巡り）堂々巡り 

 

レイチェルが朝方役場の前で昏倒したという知らせは夕方までバンガローの住人たちは知ら

なかった。 

その日の午後、ダイバーたちは四人だけで打ち合わせをしていた。ようするに若者たちは何

もせず、マリアノ少佐の小隊がレイテ島の演習から戻ってくるまでじっとしているのにほとほと

厭きていたのである。 

海に出るか出ないかが、結局問題だった。例のモレノ家の不良の兄弟は、その過程で襲撃し

て来るかどうかが、最も白熱した議論の焦点になった。 

途中からマニラ・スクープのトニーがやって来て議論に加わった。トニーはラモン教授と同様、

襲撃の危険性を強調してダイバーたちに自重を促した。 

「臭いどころじゃない。あの兄弟はほぼ黒に近いんですよ。動機がはっきりしている以上、君

たちだけで海へ出るべきじゃないよ。」 

ボビーは、一週間もマリアノ小隊が留守をすると知ってから、さすがに何もしないで陸（おか）

で待つことに耐えられないと思うようになった。そこで丈やミシェルと同様、なんとか海にでる

口実を探していた。「しかしさ、モレノ家のカミーラの結婚式はもうあと三、四日の話なんだ

ろ？ こんな家族の祝い事のあるときにあの兄弟といえども事件を引き起こすかねえ。」 

「甘いよ、アメリカさん。そんなことだから、ベトナムで敗けたのさ。確かにそれは金と家族主義

とのバランスだけどね。万一そのバランスが崩れて事件が起こったら、事件の結果は最悪の

ものになると覚悟したほうがいいね。悪いことは言わない。軍隊が戻るまで動かない方がい

い。」 

ミシェルが浮かない顔をして言った。「遅いわ、あの二人。」 



「例の友達？」 

「そう、船が遅れているらしいの。」 

丈も海へ出たかった。そこで新たな提案をしてみた。「結婚式の前日ってのはどうだい？」 

トニーが呆れた。 

「君たちは本当に潜りたいんだな。これじゃあ議論にならないよ。ただ海に出る口実を探して

いるだけじゃないか。バカバカしい。一体あのレパントの財宝は何て呪われているんだろ

う！」 

じっとカセット・テープを聴いていたサラが口を出した。「いいじゃない。海に出れば、明日。今

日来るお友達も一緒に。みんなで一気に引き揚げたら？ 人手も増えることだし、明日は相当

はかどるんじゃないかしら。それよりこの曲知ってる？」 

サラはまったく一言で議論に結論を下してしまった。 

流れていたのは、どこか安っぽいが実に調子のいいナンバーだった。マニラのどこのバーや

クラブでもこの頃かかっていた Errol Brown の This time it’s forever だ。 

サラはバンガローのテラスに夕日を浴びながら挑発的な仕草で一人踊り出した。 

ボビーがヘイヘイと声を上げ相好をくずした。 

トニーはもうあきらめ顔になっていた。ふとトニーは思い出したように丈に言った。「そうそう、

今朝、レイチェルっていうモレノ家の家庭教師が役場の前で倒れたの、知ってる？」 

「何だって？」ボビーが一番驚いた。「どうしたんだ、一体？」 

「いやあちょっと貧血だったらしい。問題ないさ。今日は一日寝ていたようだけど。ドクトーラ・

モニカから聞いたんだ。君たち、レイチェルと何度か会ってるだろ？」 

ボビーは思わず立ち上がり、「見舞いに行ってくる」とだしぬけに言った。 

トニーが続けた。「大丈夫ですよ。モニカも心配無いって言ってましたから。それにモレノ邸に

いるんですから看護は万全です。どうせこれからモレノ邸のパーティへ行くんでしょう？」 

ボビーは本当に心配していた。サラがどう思うかと気にする余裕すら無かった。 



「そうだ・・・パーティだった。もうそろそろ支度して行かないか？」 

「まだ早いよ。あとの二人もまだ着いてないし。」丈が言った。 

「俺、やっぱりちょっと行ってくる。」ボビーは仲間も見ずに一人でテソロ（宝）通りの方へ走って

いった。 

皆呆気にとられてただボビーの後ろ姿を見送るばかりだった。丈とミシェルがさりげなくサラの

方に目をやると、サラはそしらぬ顔で赤く焼け落ちた海に向かいながら、一人でずっと踊って

いた。甘く切ない Errol Brown の歌が流れていた。 

Oh Baby, This time, I know It’s forever. I’ll prove my love for you・・・ 

 

（二十四）モレノ邸のパーティ（二十四）モレノ邸のパーティ（二十四）モレノ邸のパーティ（二十四）モレノ邸のパーティ 

 

 

 

モレノ邸ではその夜、予定通りパーティが催された。レチョン（子豚の丸焼き）を始め、ふんだ

んに豪華な食事が並んだ。入口のホールのカクテルに始まり、西側の続き間になっている二

つの大きな部屋（立食用とテーブル席用）、そしてプール・サイドにかけて、サンタアナの名士

たちが大勢押しかけてきていた。 

男はほとんどがバロン・タガログを着ての参加だった。このバロン・タガログはバナナやパイナ

ップルの繊維で編んだ透けて見えるような薄い上着で、ランニングシャツや T シャツの上から



着ても大変涼しい便利なフォーマル・ウェアだ。 

丈もバロン・タガログをしつらえて着た。ミシェルはプリーツの入った小ぎれいなベージュのワ

ンピースだった。 

 

サラは来なかった。ボビーがレイチェルに関心を持ち始めていることが気に入らなかったの

だ。 

ミシェルの二人の友達は、遅れた船で到着したが、パーティの途中から参加するようだった。

この二人には丈もボビーもまだ会ったことが無い。 

レイチェルはもうかなり気分がよくなっていたが、ドクトーラ・モニカの診断ではだいぶ神経が

参っているということだった。今までにないことだったので、ジェイミーもモレノ夫妻も大いに心

配した。 

レイチェルはベアトリスの話を誰にもしていなかった。パーティの間も自室で休むことにして、

顔を出さなかった。ボビーは夕方、泥棒市場で買った花束を差し入れただけで、そのときは彼

女が横になっていたこともあり会うことが出来なかったようだ。 

パーティでは話題の中心は何といっても数日後に結婚式を控えていたカミーラと学校教師の

ホセだった。ことにカミーラは白いウェディングドレス姿を披露するなどしてパーティを一層盛

り上げた。モレノ夫妻もご満悦だった。クリスはそつなく振舞っていたものの、ルイスがいなか

ったことはダイバーたちを不安にさせた。 



 

もう一つの話題はダイバーたちの引き揚げたレパント号の財宝のことだった。皆が話を聞きた

がった。ラモン教授が得意気にその講釈をしていた。 

「まあ、わが国でもかつてない発見であることは間違いありませんな。」 

モレノ夫人は夫より老けて見えたが、小太りの品の良さそうな女性だった。髪にはかなり白い

ものが多い。「でもご存知の通り、サンタアナには言い伝えがございますでしょう。」 

「埋もれていた財宝には得てしてその種の言い伝えがつきものですよ。ドーニャ・モレノ（モレノ

夫人）。それよりこれでサンタアナが世間の脚光を浴びるようになるわけですから、観光資源

の少ないこの島にとって、大いに発展するきかっけになったと考えるべきではないですかな。」 

どこから入り込んできたのか、トニーもパーティに紛れ込んでいた。颯爽とバロン・タガログを

着て登場したトニーは、モニカの診療所に移された引き揚げ品の中から赤ワインを一本くす

ねて来ていた。ラモン教授と言い争いになったが、トニーは構わず勝手に栓を抜いてしまっ

た。そしてどんどんグラスに注いでいった。 

 

 

「さあみなさん。レパント号引き揚げの快挙を祝して一杯やりましょう。何しろ三百年以上も前

のワインですからね！」 

調子に乗ったトニーは一声あげると、ぐいとワインを飲んだ。するとトタンに苦々しい顔にな

り、口の中に含んだワインを一気に噴き出し、ラモンのバロン・タガログを赤茶色にみるみる



染めてしまった。 

「不味い！ 完全に酸化している。それに、塩水同然だ。こいつはもうワインじゃない！」 

トニーの一件は、一同の失笑を買った。 

ただ一人ベニート神父だけが何やら無表情で沈黙を守っていた。あいかわらず長い髪を後ろ

で束ねていたが、今夜はバロン・タガログを着ていた。 

やがてクアルテット（四人組）のギタリストがラテンのナンバーを歌い始めた。Voy apagar la 

luz や La Gloria Eres Tu、あるいは Contigo en la distancia など、カリブ海沿岸の古いボレロ

だった。次々に愛の歌が、モレノ邸に甘く染み入っていった。 

 

パーティは佳境に入っていった。 

モレノ邸はどこも真っ白な壁と濃い飴色の木床で統一されていた、インテリアは全体にスペイ

ン風のコロニアル形式だった。 

プール・サイドに憩う大勢の人々は、水中のスポットライトから照り返す青い光線が映えて、そ

れぞれの衣装がトカゲ色に変わっていく。ところどころに立てた油の松明（たいまつ）が仄かに

人々の表情をオレンジ色に染めていた。 

 

 

明るいパティオ（中庭）から星の様子はよくわからなかったが、サンタアナの家々から零れる

灯りがまるで幾重もの真珠のネックレスのように輝いていた。 

丈は日焼けしたミシェルの肩を抱いてやさしく唇にキスをした。 



「君のお蔭で、一週間が何も七日だけじゃないってことがわかったよ。」 

ミシェルのボブカットしたブロンドが、丘を渡る風に揺れた。ふふっと笑ったミシェルはグラスを

石造りのベンチに置いて、丈の首に両手を回した。小柄ですっきりしたボディラインのミシェル

だが、胸は相当肉感的に思われた。丈はその柔らかい彼女の胸を感じながら腰に手をまわし

た。ミシェルが囁いた。 

「太陽も失神しそうな素敵な夏休みね・・・」 

二人は長いキスのあと顔を見合わせたままプールサイドで抱き合っていた。 

「結婚したい？」 

「さあ、どうかしら・・・別にこだわらないわ。」 

「サルトルとボーヴォワールのような恋をしようか。」 

「もっとわたしたち素直でいいと思うわ。あの人たちは、少々頭でっかちだったと思う。」 

「素直になると二人の違いが衝突するよ。」 

「理解できなくても、せめて信じられたら幸せだわ。」 

「僕は君を信じられる気がする。」 

「わたしはあなたを信じたい。・・・」 

 

そのときジェイミーが来訪客の間を泳ぐようにすり抜けて二人のそばにやって来た。 

何やら話したそうにして二人の様子をうかがっていた。丈がそれに気づいた。「やあ、ジェイミ

ー。Magandan gabi（今晩は）。」 

ジェイミーは思いつめたような顔つきをしていた。 

「ねえ。あなたたちに話したいことがあるんだ。レイチェルも待ってるから一緒に二階に来てく

れない？」 

「レイチェルが？ いいけど、ボビーもつれていっていいかな。」 

「うん。ボビーもいいよ。とにかくあなたたちと話をしたいんだ。」 



二人は、カミーラやホセと話し込んでいたボビーを連れ出し、レイチェルの部屋へ上がった。 

レイチェルは白いネグリジェのままベッドに座っていた。 

はだけた胸元には玉のような汗が光、乱れた髪と怯えたようなまなざしがただごとではないこ

とを感じさせた。 

ボビーがレイチェルの手をとって何度もキスをした。「心配したんだ、レイチェル。夕方一人で

ここへ来たんだけど、あいにく君は少し寝ていたらしくて会えなかった。」 

「お花はいただいたわ。どうも有難う。」 

 

 

うっすらとレイチェルは笑った。ボビーの贈った花は、ベランダに近い壁の穴に置かれた青い

ガラスの花瓶に活けてあった。 

ミシェルがベッドに腰掛けて話し始めた。 

「どうしたの、レイチェル。このところ例のベアトリスって子の話といい、今朝の一件といい、少

し疲れてるんじゃないの？」 

丈も相槌を打った。「そうだね。ヒメネス長老もあんな死に方をしたし、いろんなことがいっぺん

に起こったから。」 

レイチェルは大きく深呼吸をした。ジェイミーが蒼い顔をしたままベッドの横に立って、レイチェ

ルをじっと見守っていた。レイチェルはジェイミーを抱き寄せて頬に優しくキスをした。 

「みんなきっと信じてくれるわ、ジェイミー。大丈夫よ。」 



丈とミシェルは顔を見合わせた。 

レイチェルはやがて静かに話し出した。 

「いったい何から話せばいいのか自分でもわからないんだけど・・・ジェイミーが会ってるベアト

リスのことなの。彼女、三百年以上も前に死んでるの。」 

ボビーが目を丸くした。 

「本当なの。よく聞いて。夕べわたしはジェイミーに黙って二人の後を尾けたの。旧館のある部

屋で、二人が話しているのを、わたしはっきり見たの。彼女、亡霊なのよ。・・・今朝、役場で彼

女がモレノ家にどういう関係があるのか調べたわ。夕べ彼女が、『ずっと昔にここで棲んでた』

と言っていたから、それで調べてみようと思ったんだけど。そしたら、彼女は初代モレノの末娘

で、十二歳で死んでいるのがわかったのよ。」 

ボビーもミシェルも丈も、みんな一様に黙ってしまった。 

三人はレイチェルまで、ジェイミーと同じように錯覚や幻想を見始めたのではないかと疑った

のである。それがきっとレイチェルにも見てとれたのか、彼女も押し黙ってしまった。しばらくし

てレイチェルは気を取り直して再び静かな口調で話し出した。 

「実は、つい今しがたもわたしベアトリスに会ったの。」 

話はいよいよ奇怪な方向へ進展し、三人は思わず困惑した表情になった。ボビーに至っては

ほとんど頬がひきつっていた。 

「さっきここでジェイミーとお話をしていたらベアトリスが突然現れたの。そして今日ジェイミー

が一人でベニート神父のところへ会いにいったことをひどく怒ったのよ。わたしの前にもかか

わらず、お構いなしに姿を見せたのよ。そうとう取り乱していたみたい。」 

ジェイミーが話をつづけた。 

「ベニート神父はベアトリスを知っているんだよ。本当だよ。神父さまは僕がベアトリスのことを

話したら、泣いたんだから。僕ははっきり見たんだ。神父さまは絶対にベアトリスを知っている

んだよ。『可哀相なベアトリス』と言って、涙を流していたんだから。・・・レイチェルから後で聞



いたら、ベアトリスは昔の僕の先祖の一人だっていうことだけど、別に怖くはないよ。たださっ

きは、彼女いつになくひどく興奮して、怒っていたんだよ。レイチェルの前にも平気で出てき

て、ベニート神父にはもう二度と近づくなって僕を叱ったんだ。」 

レイチェルが再び話し出した。 

「いいこと。ベアトリスがカミーラのことを警告したのは今夜よ。カミーラが危ないわ。」 

ミシェルがレイチェルの手を握って言った。 

「それでわたしたちはどうすればいいの？ 何ができるの？」 

「とにかくカミーラを一人にしないで。」 

ボビーが言った。「ホセと今晩二人にしておけばいい。」 

レイチェルが心配そうな顔をした。「でもドン・モレノが許さないわ。そんなこと。外泊なんて。」 

「外泊じゃなくて、ここにホセを泊めてしまえばいいじゃないか。」丈が提案した。「パーティが

終わる頃、ジェイミー、君がホセをこっそり手引きしてわからないように君の部屋へ連れて行く

んだ。君はレイチェルとこの部屋で一晩過ごしたらいい。カミーラは自分の部屋に、今日一晩

は戻らないことだね。」 

気休めだとは思ったが、興奮しているレイチェルとジェイミーには実に名案のように思われ

た。皆もそれがいいと言うので、二人は納得した。 

ミシェルがレイチェルに聞いた。「でもどうしてこのことをわたしたちに伝えようとしたの？」 

「誰かに相談したかったの。不安で仕方なかったから。それに・・・」 

「それに？」 

「ベアトリスがさっき、カミーラのことだけじゃなくて、あなたたちのことも言ってたのよ。」 

三人はドキッとした。 

「明日、あなたたち海へ出るんでしょう？」 

「どうして知ってるの？」 

「ベアトリスが言ってたわ。」 



ボビーが怒り出した。「何だその娘は！ 俺たちの動きをちゃんと把握してやがるじゃない

か！」 

ミシェルがボビーをなだめた。丈もミシェルもそんなことを聞いて内心穏やかではなかった。 

「それでどうだって言ってたの？」 

「危ないって・・・」 

ボビーがまだ癇癪を起した。「危ない危ないって、その娘は危ないしか言えないのか！ まっ

たく歯がゆいなあ！」 

丈がやおら立ち上がった。 

「レイチェル、とにかく有難う。カミーラの一件といい、僕たちの予定を知っていることといい、

確かに気持ちの悪い話だ。カミーラの件はさっきの段取りでジェイミーが動くとして、ぼくたち

はとりあえず明日の引き揚げ作業を中止しよう。」 

レイチェルはほっと胸を撫でおろした。丈はボビーの方を向いて、「いいね？」と念を押した。 

「ああ・・・」ボビーはなんだか狐につままれたような顔をして返事をした。 

 

（二十五）アンへリーナ（二十五）アンへリーナ（二十五）アンへリーナ（二十五）アンへリーナ 

 



 

パーティに戻る途中、ボビーは階段のところで丈を呼び止めた。「おい。さっきの本気か？」 

「馬鹿言え。海に予定通り出るさ。君だってあの二人の話をマトモに信じちゃいないだろ？」 

「当り前だよ。」 

「レイチェルを安心させるにはああ言うしかなかったのさ。明日僕たちが海へ出て何もなけれ

ば、あの話も一体何だったって事になるじゃないか。カミーラの件も同じさ。」 

「なるほど。」 

ミシェルだけは気が晴れなかった。「わたし気になるわ。・・・何だか胸騒ぎがして。」 

丈は目を丸くした。「おいおい、君まで一体何を言い出すんだ。」 

「ピリオド（生理）かな。今夜は満月かしら？」 

ボビーが噴出した。 

「狼になんかにならないでくれよな。」 

パーティは酔いが回って相当賑やかになっていた。 

プール・サイドで踊り出す人たちもいた。まだ夜九時を回ったくらいなので本番はこれからとい

うところだった。 

ベニート神父は相変わらず適当に挨拶している程度で、ほとんど一人で壁際に立ったまま、じ

っと参集者の様子を眺めているのだった。 

一瞬、邸内の広間にいた人々の注目がホールとの出入口に向けられた。ミシェルの二人の

友達が到着したのだ。丈も思わず見惚(と)れてしまったが、そのくらい新鮮な印象が人々の間

を走っていった。 

ベニート神父にいたっては、ワイン・グラスを思わず床に落としてしまい周囲の人々から笑わ

れた。神父は釘付けになった。 

その若い女性は大きく波打つ黒髪に、やはり黒のドレスで現れた。人々は一様に息を呑ん

だ。 



均整のとれた体に、眩しいほど白い花のような肌がとりわけ目立った。スペイン人の血を一見

して思わせるその深いまなざしは一同に思わず身震いを起こさせるほどであった。 

整った目鼻立ちはまるで彫刻からそのまま抜け出してきたような錯覚すら生じた。 

匂うような魅力は、しかし華やいだ美貌のずっと奥に無理やり押し込められているようで、か

えって内に潜む暑い感情を思わせるのだった。 

連れの恋人は赤毛の大男でオランダ人だった。二人とも学生だった。 

 

 

ミシェルが歓声をあげてスペイン女性に飛びついた。二人とも子供のように抱き合ったりキス

をしながら、何やらフランス語でまくしてたてていたが、やがてミシェルが丈とボビーに紹介し

た。 

「彼女、アンへリーナ・コラール。彼は・・・」 

「テオ。」赤毛のオランダ人は自分で名前を告げた。 

アンへリーナというそのスペイン女性はにこやかに丈の手を握って言った。「エンジェルでいい

わ。アンジェリーナでもいいけど。」 

「へえ、『珊瑚の天使』なんて、この島にピッタリの名前だね。待ってたんだよ、御両人。おっと

その話はまたあとで。とにかく大歓迎さ。パーティに来てる人たちが、ほら、みんな君と話をし

たがってる。すごい人気だな。・・・」 

実際エンジェルのまわりには人々が幾重にも群がり、新しいマドンナの出現に浮足だってい



た。トニーまでもが人並みを掻き分けるように割り込んできた。しばらくドン・モレノがエンジェ

ルをエスコートして人々の間に紹介して歩いた。その様子を見ていたミシェルはため息を漏ら

した。「まったく、美人は得ね。どんな時でも。」 

「あのテオって奴も、君は知りあい？」丈が聞いた。 

「ううん。知らないの。エンジェルとわたしはパリで知り合ったの。彼女はマドリッドから演劇の

勉強をしに留学しているのよ。彼女の話だと、テオは舞台のデザイナー志望らしいわ。むしろ

テオが彼女に夢中なんですって。」 

「でも恋人同士なんだろ？」 

「さあ、どうだか。付き合ってはいるらしいけど。エンジェルはどこまで本気だか。今度だって彼

女一人でインドからタイ、香港って来ようとしてたのよ。そしたらテオがくっついてきちゃったの

よ。」 

「だけどテオの片思いってわけじゃないだろう？」 

「何が聞きたいの？」 

「二人はもう、その・・・『やってるのか』ってことだよ。」 

「そりゃ長旅だし、男と女ですから。することはしてるでしょ。・・・ねえ、あなたすごくいやらしい

顔してるわよ。」ミシェルは思わず笑いだした。・・・ 

 

ドン・モレノはやがてエンジェルとテオをベニート神父のところへ連れて来た。ベニートは流暢

なスペイン語で、しかし静かに、ゆっくりと話始めた。 

「アンへリーナ・・・あなたにお会いできて光栄です。まるであなたをずっとここで待っていたよう

な気さえします。」 

ベニートはエンジェルの手をとりキスをしたが、彼の手は震えていた。 

「あら、スペイン語がおできになるの？」 

「ええ、メスティソですから。学生ですか？」 



「はい。パリで演劇をやっていたんです。今、マドリッドへ戻って、劇団の見習いですわ。」 

「どんなものがお好きですか？」 

「やはり悲劇の方がすきですわ。本当は、フランスの劇よりシェークスピアの方が好きなんで

すよ。『マクベス夫人』なんかとても魅力的だもの。変かしら？」 

ベニートはいつになく愛想がよかった。ドン・モレノは、ベニート神父が実にスペイン語が上手

なので驚いた。彼も、ぎこちないがしっかりしたスペイン語で話し出した。 

「パドレ（神父）、スペイン語がこんなにお上手とは。いや失礼。わたしも少しやるんですが、も

うこの国にはスペイン語を話す人間はほとんど居りませんのでね。こんなところで使えるとは

思いもよらなかった。」 

ベニートはエンジェルに聞いた。「どうして悲劇がお好きなんですか？」 

「わたしね・・・演劇で、全部悲劇だと思うの。モリエールの喜劇だって、本当は悲劇なんだっ

て。涙の中に笑いがあるか、笑いの中に涙があるか、その手法の違いだけで、実はみんな悲

劇なんじゃないかって思ったりするんですよ。さっきわたしが言った悲劇は、ちょっと別の次元

の話。つまり世の中にある『陽と影』で言うなら、わたしは影を演じる方が好きだと言おうとした

んです。」 

「Sol y sombra（陽と影）？」 

「Si, sol y sombra（ええ、陽と影）。・・・」 

「陽の光はなに？」 

「夢（スエーニョ）。」 

「影は？」 

「欲望（デセオ）。」 

「夢と欲望は違う？」 

「違うわ。」エンジェルは目を輝かせた。 

「夢は自分以外の人とも分かち合えるものだから。」 



「欲望は本人だけの満足だね。」 

「そう。それも破壊的なものが多いでしょ。憎しみとか、嫉妬とか・・・」 

ベニートはエンジェルの瞳に吸い込まれそうだった。 

「陽の光には実体が無いの。光があるから影があるんじゃないのよ。影が先に存在していて、

影が現れるために光が与えられるんだわ。」 

「あなたは変わってる。」ベニートは微笑んだ。 

「やっぱり？ こういう話をするとみんな妙な顔をするの。だから本当は話したくないの。神父

さまが聞くからよ。」 

ベニートは顔を横に振った。「いや、とてもおもしろいな。それで影は光を求めても、結局光に

なれるわけじゃない？」 

「なれないわ。」 

「光って、いったい何だろう？」 

「Amor（愛）。」 

「Amor？」 

「そう、愛。」 

「愛が、この世にあると信じる？」 

今度はエンジェルが笑い出した。「変な神父さまね！ そんなこと言っていいのかしら？」 

ベニートははにかみながら顔を赤らめた。 

「いや、ちょっと興味があったものだから・・・」 

「いいわ。特別に説明してあげる。神父さまだからよ。愛はね、無いの。」 

「無い？」 

「そうよ、無いわ。ごめんなさい。お仕事に差し支えるわね、こんな話。でも、聖書のどこに書

いてあるとおっしゃるの？ ご自身よくご存じでしょう？ 愛せと教えていても、愛は何かと言う

説明は一つも無いわ。例を挙げているばかりで。」 



「確かに、あったら困る。わたしたちは失業だ。」 

エンジェルは大笑いした。「本当に変な神父さま！」 

「本当に愛は無いんだね？」 

「無いわ。実体が無いの。だからイエスはわかりやすいように、『汝の敵を愛せ』と言ったんだ

と思うの。出来っこないことを敢えてしなさいと言ったのよ。」 

「どうしてかな？」 

「愛がすぐれて理性的なのだと人間に気づかせたかったからじゃないかしら。好きとか嫌いと

かいう感情は確かにあるわ。でも、愛という感情は無いの。自分でそう思おうとしなければ、

永久に愛することができない。人間は影。愛が光。・・・」 

「影であるためには、光が必要なんだね。」 

「ええ。でも影は決して光にはなれないわ。こんなに光を必要としているのに。どんなに勇気を

出しても。ね。・・・」 

 

そのときテオが英語で話に割り込んで来た。 

「失礼。スペイン語で何を喋っているのかわからないけど、ちょっとエンジェルをお借りしま

す。」テオは彼女の手を取って、壁際に引っ張っていった。 

「どうしたの話の途中で。本当に失礼だわ。」 

「ご免。だけど俺を一人にするのもひどいよ。」 

「あなたが勝手に一人だと思い込んでいるだけよ。ドン・モレノがわたしをエスコートしたいって

言うんだもの。わたし、別にあなたに冷たくしているわけじゃないわ。」 

「十分冷たいよ。」 

「ねえ、テオ。言っておくけど。わたしは自由でいたいの。あなたは情熱的だし、いい人だわ。

舞台デザインでも、この人はきっと何かやるとわたしは信じてるの。でも、わたしはあなた一人

だけのものじゃないの。わたしはやっぱりわたしなのよ。」 



「でもベッドでは、君は俺が上手だっていつも喜んでいるじゃないか。」 

「それとこれとは別よ。」 

「俺を好きだって言うじゃないか。」 

「好きよ。でも、愛じゃないと思う。」 

「ひどいな。愛してないっていうのか。」 

「とにかく自分一人でどんどん走らないで。お願い。わたし頭が混乱してきちゃうわ。」 

「愛は心でするものだ。」 

「違うわ。頭よ。それを支えるのが心から出てくる勇気だわ。」 

「もういい。君は理屈っぽくてかなわないよ。ミシェルたちと話をしにいかない？」 

エンジェルは髪をかきあげて、ふーっとため息をついた。「いいわ。」二人はミシェルや丈のグ

ループへ近づいていった。ベニートはエンジェルをずっと目で追っていた。・・・ 

 

（二十六）鏡の中（二十六）鏡の中（二十六）鏡の中（二十六）鏡の中  

 

 

若いダイバーたちは二人のニューフェイスを迎えて話に花が咲いた。 

とくにボビーがことこまかにサンタアナでの経緯を説明した。時折、テオは嫌な気配を感じて、

そのたびにエンジェルの方を見るのだが、とりたてて何も気づくことはなかった。 

しかし、そのうちに人並みが動く中でただ一人ベニート神父だけがじっとエンジェルの後を目



で追っているのに気付いた。 

テオはだいたい気が小さく、また実直な男であったのですぐにエンジェルにそのことを告げ

た。 

「エンジェル。気づいている？ あの神父、やたら君のことばかり見つめているんだ。気持ちが

悪いったらありゃしないよ。」 

「あら妬いてるの？ 神父さまがあんまりいい男だから？ わたしさっきから気がついてた

わ。」 

本当にエンジェルはベニートの視線に気づいていた。 

それは熱い、しかし心地よい視線だった。何かを訴えるような、そしてまた自分を恐れるような

不思議な視線だった。 

ときおり目が合うと、ベニートははにかんだように目を伏せるのだった。むしろ一々そういうこ

とを口に出すテオを、エンジェルは鬱陶しく思った。 

エンジェルはもともとそれほどテオに夢中だったわけではなく、どちらかというとテオが一方的

に熱をあげて口説き落としたようだ。 

だから奔放なエンジェルの言動にテオはしばしば匙を投げそうになったが、ともかく今日まで

エンジェルにぴったりくっついて離れずに来た。『継続は力なり』が、テオの信条だった。 

テオはビリヤードの名手だった。 

そのことを知ると、ドン・モレノが狂喜した。いつも相手をしているホセが、今夜はさすがにカミ

ーラにべったりだったから、手持ち無沙汰だったのだ。ドン・モレノはビリヤードには目が無か

ったのだ。早速テオはドン・モレノに引っ張られて隣の娯楽室へ連れていかれた。 

モニカがダイバーたちに近寄ってきた。 

「どうだった？ レイチェルの様子？」 

「え！ 知ってたの？」丈がとぼけた。 

「お見通しよ。隠しごとは止しましょ。わたしの患者なんですからね。それで、どうだったの？ 



もう元気になってた？」 

「うん。体は何でもなさそうだけれど、どうも言ってることがね。昏倒したときに頭でも打ったの

かな。」 

「何て？」 

「この家には幽霊が出るらしいんだよ。」丈がおどけて見せた。 

「幽霊？」 

ミシェルが口に指を当てて『大きな声出さないで』と言った。 

「どういうこと？」 

「ベアトリスっていう三百年以上も前のモレノの末娘が、『出る』んだそうだ。ジェイミーが最初

に桟橋で知り合ったんだが、夕べ、二人が旧館で話し込んでいるのをレイチェルが見て、今日

はレイチェルも直接会って話をしたそうなんだよ。悪いけど彼女の話にかまっている暇は僕た

ちには無いんだ。」 

モニカは幽霊などという奇怪な言葉が丈の口から飛び出したのでレイチェルのことが急に心

配になった。 

 

 

女医として一日レイチェルを見ていたが、どうしてもその精神的ショックの説明がつかなかっ

たからである。幽霊という一言で、何かレイチェルの身に起こりつつあることの鍵がつかめそ



うな気がした。 

そんな話をしたからだろうか、何とはなしにモニカはパーティに来ている一人一人を、まるで正

体を探るかのように注意深く見て回った。しかしそのうちに馬鹿馬鹿しくなった。 

ワインを注いで飲もうとしたとき、ふと気のせいだろうか、壁掛けの鏡の中の様子が奇怪（お

か）しいのに気づいた。鏡は楕円形の大きなものだった。彼女は鏡に向かって髪を指で直しな

がら、背景のパーティを眺めていたのだが、髪を直し終えてワイングラスを口元へもっていっ

たとき、一瞬目が点になったのである。 

鏡の中で、モレノ夫人がだれかと談笑しているのだが、相手がどうもはっきりしないのだ。 

モニカはゆっくり振り返った。すると、夫人はベニート神父と立ち話をしているのがわかった。

モニカは、また鏡に向き直ったが、何とベニート神父が鏡に映っていなかったのだ。まるで一

人芝居でもしているかのように、モレノ夫人が一人で喋っているようにしか見えない。 

思わずモニカは振り向いてベニートを見た。そのときモニカの視線を感じたのか、ベニートもモ

レノ夫人の話に相槌を打ちながら、それとなくモニカの方を見た。慌てたモニカは鏡の方へ向

き直ると、突然大きな鏡はビシッという音をたてて幾条にもひびが入った。 

モニカは『あっ』と声をあげてワイン・グラスを床へ落とした。周りの人々がモニカに走り寄り、

腰が抜けそうになったモニカを支えた。 

モニカは冷や汗をかきながら、「大丈夫です」と言い、人垣の中からベニートの方を見た。ベニ

ート神父はチラッと冷たい一瞥をモニカに投げたまま、表のプール・サイドの方へ歩いていっ

てしまった。 

モニカはレイチェルの一件といい、例のヒメネス長老の一件といい、嫌な予感がした。 

そしてもう二度とベニートのいるシリ教会へは近づくまいと心に決めた。その後、モニカは何

度も思い出してみたが、たしかにベニートはあのとき鏡に映っていなかったのである。・・ 

 



 

 

 

（二十七）果樹園の凶行（二十七）果樹園の凶行（二十七）果樹園の凶行（二十七）果樹園の凶行  

 

 

夜半、パーティも終わり、客たちもみな帰途についた。 

パーティの途中から丈の指図通り、ジェイミーの手引きでホセがジェイミーの部屋に潜り込ん

だ。 

そしてカミーラが後からやって来た。 

ジェイミーはぶつぶつ言いながらもレイチェルと一緒に同衾できるので悪い気はしなかった。 

ただ、隣の部屋から漏れてくるカミーラの喘ぎ声に頭を悩ませていた。 

レイチェルはじっと暗がりの中でジェイミーを抱きながら目を凝らしていた。冷房が嫌いだった

ので、ベランダへ続くアーチ型の開き窓を留め金で半開きにしたままだった。 

月の蒼白い光が、風に揺れるレースのカーテンにまるで波のように踊っていた。 

ジェイミーが小さな声で言った。「レイチェル。夜明けまであと四時間だね。・・・」 

「あら、まだ起きてたの？ もう平気だからおやすみなさい。」 

「あの声じゃとても寝られないよ。」 

「お・や・す・み・なさい。」レイチェルは言い聞かせるように繰り返した。 

「キスして。」 

レイチェルは子供の純粋な唇に優しくキスをした。 



「レイチェル・・・愛してる・・・」 

「おませね。」 

レイチェルはもう一度キスをした。 

 

その後もレイチェルはしばらく寝つかれず、脈絡も無いことを思っては寝返りをうっていた。 

先ほどの階下のパーティにベニート神父が来ていたことは、やはり薄気味悪かった。ベアトリ

スの正体を知った今朝のこと。そしてモレノの一族に何か異常な出来事が迫っていること。し

かも、自分がその渦中に巻き込まれつつあるということ。マニラで音楽院にそのまま残ってい

たら、今頃なにごともなく平穏な学生生活を送っていられたであろうという思い。サラが気の毒

だという思い。さまざまな情景が走馬灯のように胸をよぎっていった。 

生暖かい海風が丘の斜面を渡ってくる。果樹園の甘い匂いを伴って、ふだんならとても心地

良いはずの夜風が、その夜は何とも言えずしつこくて、胸をふさがれるような感じだった。 

そのレイチェルもしばらくうとうとしているうちに、ふと寝入ってしまった。ちょうど隣のカミーラ

の小さな悲鳴が聞こえなくなる頃だった。夜は刻刻と過ぎていった。 

 

 

一方隣室では汗に光る体を露わにした若い男女が行為のあと、まだ抱き合いながら何度もキ

スを繰り返していた。粘っこい舌が絡み合い、肌を離すまいとする指が汗で所在なかった。ホ

セはまだ満足していなかった。しだいに再び激しくカミーラの唇を求め、息せわしい胸から下

腹部へと顔を沈めていった。 



「ホセ・・・ねえ、喉が渇いたの・・・ね、お水持ってきてちょうだい。」 

「カミーラ、僕は我慢できないんだよ。」 

「子供みたいね。・・・ああ、ホセ。お願い。もう喉がカラカラよ。」 

ホセは名残惜しそうに何度もカミーラにキスをして下着をつけた。 

月明かりにホセの締まった体の汗がキラキラと光っているのを、カミーラはうっとりと見惚れて

いた。 

「気をつけて。・・・家の人に見つからないように。」 

ホセは頷いて静かに部屋を出た。 

彼はモレノ邸の厨房が不慣れだった。いつもメイドのマリルーが出してくれる冷たいレモネー

ドがあるのを思い出し、それを探しに階下へ降りていった。 

・・・ 

 

夜の静寂は悪霊の息づかいに似ていた。 

それはつとめて優しく、また繊細に、カミーラを怪しい気持ちへ誘っていった。 

一つ一つの月の光の粒子がまるで死者の魂のように、時空を超えて彼女の体を包み込むよ

うな気さえした。 

風は知らず知らずのうちに止み、もう遠い潮騒や、椰子の葉のそよぎさえ耳に運ばれてこな

かった。 



カミーラはジェイミーのみならず、レイチェルまでがいつになく真顔になって、今夜の自分の身

が危ないと言い出したことをふと思い出した。レイチェルやジェイミーは、ベアトリスのことを口

にしなかったから、カミーラは二人がきっと正夢のようなものを見て、自分のことを心配してい

るのだろうと思っていた。 

そのとき誰かが自分の名を呼んでいるような気がした。それは遠いような近いような、不思議

な距離感だった。 

『カミーラ・・・』 

男の声がもう一度聞こえた。ホセだと思った。カミーラは透き通った絹のネグリジェをひっかけ

て、腰のところを紐でキュッと締め、部屋を出た。 

『きっと、厨房でわからなくなってるんだわ・・・』 

モレノ邸の厨房は一際（ひときわ）大きく、小さなホールほどはあったので、ホセがどこになに

があるやら困惑しているのではないか、と思ったのだ。 

カミーラは階下へ降りていった。すると、ホールのところでまた『カミーラ』と自分の名を誰かが

呼んだ。耳元で囁かれているような、しかし決してそんな近くではないことは明らかだった。 

カミーラは厨房へは行かず、声を頼りに、プール・サイドからパティオ（中庭）へ出た。葡萄棚

を通り抜け、蘭の花壇を過ぎる間、その声はずっとカミーラを誘っていた。切ないような、訴え

るような声は、動物的なオスの感触に近かった。 

次第にカミーラは興奮しだし、『どこ？ どこなの？・・・』と、我を失っていった。それが、ホセで

あるかどうかなどという考えは、どこかへ行ってしまったかのようだ。彼女はその声の在り処

を、半ば憑かれたように捜し求めた。 



 

 

裸足にはバラの花壇が痛かったが、それももはや感じなくなっていた。やがて花壇の行きどま

りに出た。下を見ると中段の低いところにテニスコートがあり、さらにその下には谷があって、

パンの山の斜面に続いている。 

月は時ならぬ雲に隠れていたものの、八月湾はこまかい波をキラキラと反射していた。 

『カミーラ・・・』 

彼女は振り向いた。ナラの樹の陰に男が立っていた。彼女はその声に誘われるままに近づい

た。 

男は両手を広げてカミーラを抱き寄せた。カミーラはそれをずっと待ち望んでいたかの世に男

の唇を貪った。男は優しくカミーラのネグリジェを開き、大きく肩から胸までを露わにした。 

「カミーラ・・・よく来てくれたね。その若さと美しさで、きみはいったいあと何が欲しい？」 

カミーラはほとんど夢見心地だった。 

「あなたの永遠・・・」 

「けっして老いることのない？・・・」 

カミーラは微笑みながら頷いた。 

男の手がうなじから胸元を撫でるうちに、カミーラはすっかり陶酔しきっていた。 

やがて男が首筋に顔をうずめると、一瞬激しい痛みが全身を走った。しかしそれはすぐに宙

に浮くような性的興奮に似た快感に変わっていった。太く流れる血液が暗がりの中で胸を真っ

黒に染めていく。血糊が指に絡み、カミーラは意識を失っていった。体が崩れそうなカミーラ

を、男は抱き起しすようにしたまま味わい尽くした。・・・ 



 

 

ホセは厨房でようやくレモネードを見つけるとチーズやハム、それにパンなどを大皿に載せて

部屋へ忍び足で戻った。廊下からノックして、「カミーラ、僕だよ。・・・ホセだ。開けてくれ。」と

声をかけた。しかし、一向に返事が無いので、『しまった。あんまり時間がかかったから、眠っ

てしまったんだろうか？ この格好じゃあまずいなあ。』とにわかに心配になり、足でドアを押し

てみると、なんなくドアが開いたのでホッとした。 

「カミーラ・・・」 

ホセはベッドに近寄ると、恋人がいないのに気づいて慌てた。すぐシャツやズボンを身に着け

て階下へもう一度降りていった。ホールからプール・サイド、そしてパティオ（中庭）と、恋人を

探し求めて歩いた。 

やがてホセは花園の突き当り、丘の斜面に続くところに、月明かりの下で夜風に揺れるカミー

ラのネグリジェを認めた。 

「カミーラ！」 

ホセが走り寄ると、首筋から上半身が血まみれのカミーラが、大きなナラの木の根元に倒れ

ていた。かすかに息をしているものの、明らかに出血多量だった。ホセは声を失ってその場に

立ちすくんだ。 

・・・ 



 

モニカがたたき起こされて、モレノ邸差し回しの車で駆け付けたのは、まだ未明のうちだった。 

モニカの診断は何者かによる傷害だった。警察もやって来たし、ホセが厳しく尋問されたこと

は言うまでもない。 

モレノ家に悪意を抱く者の仕業か、あるいはカミーラに対する私怨によるものか。走査線上に

あがる人間は特定が困難だった。ドン・モレノにしても、またカミーラにしても、警察の聞き込

みや友人たちの証言からは、人から恨みを買うようなことがどうしても見つからなかったので

ある。従って動機は当初、変質者に絞られた。ところがサンタアナにはその種の人間も見当た

らなかったのである。 

モニカは首筋の消毒をし、緊急輸血を施した。その後、ネグリジェや体に付着した血痕を採取

した。 

 

 

意識を失い、激しい熱と悪寒にうなされているカミーラには解熱剤も打たれた。取り合えず安

静を保つように指示をして、モニカは部屋を後にした。レイチェルが蒼い顔をしてジェイミーと

一緒に廊下で彼女を待ち受けていた。 

「どうでした、カミーラの容態は？」 



「とにかく異常な出血よ。でも傷の跡が。・・・」 

「傷の跡？」 

「首筋に怪我をしてるでしょう？ 敢えて部屋では皆さんに言わなかったけれど、あれは明ら

かに歯形よ。」 

「変質者かしら？」 

「さあ？ ただちょっと気になることがあるから、カミーラの採血サンプルをとったの。すぐ分析

してみるけれど。」 

「気になることって何ですの？」 

「あなたたちは馬鹿にするかもしれないから言えないわ。」モニカは苦笑した。 

「馬鹿にするだなんて、とんでもない。実はわたしたちの方こそ馬鹿にされるんじゃないかと。

実はわたしたち知っていたんです。警告があったんですよ。でも、とても言えるような話ではな

いんですもの、警察になんか行けなかったわ。」レイチェルはほとんど泣き出しそうであった。

モニカはレイチェルを診療所へ連れて行った。そしてカミーラの採血サンプルを顕微鏡にかけ

ながら、彼女の話を聞いた。それは例の一連のベアトリスに関する話だった。 

 

一つ一つがモニカには興味深い話だったが、とりわけ注意を引いたのは、ジェイミーがベニー

ト神父に会いにいったということで、そのベアトリスという少女の幽霊がひどく怒ったという例

の話だった。モニカにしても、昨夜のパーティで、ベニートの姿が鏡に映らなかった一件と妙に

符号したのである。 

「それにしても傷口が歯形だというのは、とても嫌な話だわ・・・」 

レイチェルも身震いした。「本当に。ヴァンパイア（吸血鬼）みたいで気味が悪いわ。・・・」 

話をしながら、顕微鏡を覗き込んでいたモニカは、そこで異様なものを発見した。モニカの表

情はみるみるうちに強張っていき、顔色も蒼くなっていった。レイチェルは心配そうに尋ねた。

「悪い菌でも入っているんですの？」 



いつもは歯切れのいいモニカの口は、やたら重たくなった。「いえ・・・そうではないけど。」 

「どうしたんです？ おかしいんですか、何か？」 

モニカは顕微鏡から目を離して椅子に深く腰掛け、大きく深呼吸をした。「何て言ったらいいの

か・・・とにかく、カミーラの血液に、別の血液が混じっているの。体やネグリジェに付着してい

たのは紛れもなくカミーラの血だったわ。でも直接カミーラの腕から採血した体内の血には、

別の血液が混入しているのよ。だから、激しい熱に見舞われているんだわ。」 

「犯人のものね！」 

「それが、どう見ても人間のものではないのよ。」 

「何ですって？」 

「人間の血によく似ているのよ。でも絶対違うわ。何が別の動物の血よ。どういうことかしら？」 

レイチェルとモニカは思わず顔を見合わせてつぶやいた。 

「まさか・・・」 

 

（二十八）モレノ家の祟り（二十八）モレノ家の祟り（二十八）モレノ家の祟り（二十八）モレノ家の祟り 

 

 

その朝、未明から六人のダイバーは八月湾の沖合へクルーザーを出した。 

ラモン教授には内緒の行動だった。四日前の嵐の影響がすっかり失せて、海はほとんど透明



度を回復していた。とくにアンへリーナ（エンジェル）とテオはクルーザーの上で歓声をあげる

ことしきりだった。もちろん彼らはモレノ邸で何が起こったのか知らなかった。 

サラはとりたてて気分を害しているふうには見えなかったが、ボビーとの会話は何となく途切

れがちだった。ボビーは気にして、何度かサラの気を引こうと下らない冗談を飛ばしていた

が、サラの方では通りいっぺんの返事をするだけだった。 

 

 

六人のその日の作業は競争に似た忙しさだった。 

サラをクルーザーに残し、あとの五人全員が海に潜って金銀の述べ棒を引き揚げた。リーフ

の外側にあるドロップ・オフにも関わらず、快晴のため波は驚くほど静かだった。 

懸念された危険はことごとく回避され順調に作業はすすんだ。 

海底の岩礁の合間には散乱する延べ棒以外にも、陶器の類がかなり埋もれていた。五人は

取り合えず延べ棒の引き揚げに集中することにして、木板で急造した箱に詰めて、船上の滑

車から下したワイヤーで引き揚げた。 

昼前まで三回の休憩をはさんで何度海底と海面を往復したことだろう。 

五人は相当疲労していた。ランチをとった時点で、午後の作業を再開する体力はほとんど残

っていないだろうと予想された。 

結局午前中に彼らは金の延べ棒を百十本、銀を二百本ほど引き上げた。しかし濃い影を落と

す岩礁のあちらこちらに、一体どれほどの本数が潜んでいるか見当もつかなかった。 



 

バッカスで注文しておいたハンバーガーを口に頬張りながら、まず最初にテオが音をあげた。 

「これはとんでもない重労働だよ。リゾートに来てこんなことをさせられるとは思ってもみなかっ

たよ。そりゃすごい大発見だとは思うけけどね、こんなにたくさん目の当たりにすると、だから

なんだという気にもなってくるよ。」 

エンジェルが可笑しくて堪らない様子で言った。「今日も、ドン・モレノのご招待でビリヤードの

お相手をするんでしょう？ 筋肉痛であなたちゃんとできるかしら？」 

「そうなんだ。夕べ厄介なことを引き受けてしまったものだよ！・・・実際頭が痛い。」 

ミシェルが言った。「エンジェルは借りるわよ。モニカのところにスペイン語の資料が山ほどあ

るんだから。彼女に読んでもらわないと困るのよ。」 

エンジェルが目を丸くした。「そんなに一杯あるの？」 

「そう、そんなにいっぱいあるのよ。」 

「ああ、ミシェル、お願い・・・わたしたち旅行に来てるんじゃなかったの？ もう少し楽しみまし

ょうよ。」 

「十分楽しいじゃない。とても知的な謎解きゲームよ。まだわかってない部分が山ほどあるん

だから。たとえばモニカの診療所には郷土史の本があるの。あの中に例のパンドラの箱の持

ち主と思われるマルガリータ・リベラのことが出てくるかもしれないわ。まずそれから調べて欲

しいの。」 

丈が言った。「もうリーフの内側の浅瀬にはほとんど何も残っていなかった。外側のドロップ・

オフに沈んだやつは、当時としては深くて引き揚げられなかったんだよ。きっと。」 

「そうかしら。謎はまだあるわ。ずっとこの島で言い伝えられてきた祟りのこと。みすみす宝が

沈んでいることを知りながら、どうしてモレノは代々、八月湾には手を出すなと島民に言い聞

かせてきたのか。」 

エンジェルがふと気になっていたことを思い出した。「夕べのパーティで、ドン・モレノが言って



らした。代々モレノ家は、長男が家業を継げずに横死しているんですって。」 

「横死って？」 

「病気だけでなくて、事故死とか、自殺とか。殺された人もいるんですって。」 

ボビーが憎まれ口を叩いた。「へっ、クリスの命ももう時間の問題ってわけか。ざまあみろ

だ。」 

エンジェルは構わず続けた。「それから、サラが訳してくれたっていう地元の漁師たちの民謡

のことだけど。それとドン・モレノの話が、どうしても符号しているような気がしてならないの。」 

「実はわたしもその点がずっと気になってた。」ミシェルが相槌を打った。 

エンジェルは次第に興奮してきた。「あの民謡には『過ぎ越しの夜はまだ来ない』っていうくだ

りがあったでしょう？ ユダヤ女が三か月男を待っていた、結局は待ち人来たらず。とうとう自

殺したって読めるのよね。もし旧約聖書に出てくる『過ぎ越しの祭り』の比喩だとしたら、その

ユダヤ女が異民族（フィリピン人）たちに天罰の下るのを祈っていたという意味になるわ。それ

にマルガリータ・リベラがもし民謡のユダヤ女だとしたら、彼女は男を待っていたのよ。」 

「キャプテン・デラクルスのことよね。」 

「そう。彼女はきっとデラクルスが救けに来てくれると信じていたに違いないわ。」 

「マルガリータ・リベラがマニラの富裕なユダヤ人だってことは、ラモンが確認済みよ。」 

「最大の問題は、キャプテン・デラクルスが実際この島へやって来たのかどうか、ね。」 

「こなかったから、望みを絶たれてマルガリータは自殺したんじゃないの？」 

「どうかしら？ モレノの恐れている祟りって、一体誰の祟りなの？ マルガリータの怨念なの

かしら？それとも・・・」 

「それとも？ にわか海賊に虐殺された可能性のあるレパントの乗組員たちの怨念？」 

エンジェルは、それを噛みしめるようにゆっくり言った。「それとも、・・・キャプテン・デラクル

ス？・・・」 

皆黙ってしまった。 



ややあって丈が言った。 

「少し飛躍じゃないかなあ。いずれにしても仮定の上の仮定だからね。」 

エンジェルは勘の強い女だった。「もし誰かの怨念がまだこの島に息づいているとしたら、いっ

たい今何が起ころうとしているのかしら？・・・」 

サラがいつものように不協和音を奏でた。 

「平気よ、エンジェル。あなたたちはフィリピン人じゃないもの。あくまでも通りすがりの第三者

だわ。」サラは遠くに見える丘の中腹のモレノ邸を顎でさした。「祟りが及ぶのはあの家よ。」 

サンタアナは海上から見える限り何事も無いようだった。 

太陽がまるで空気の中に溶けてしまったかのように、ジリジリとダイバーたちを焼き焦がして

いた。 

 

（二十九）八月湾の惨劇（二十九）八月湾の惨劇（二十九）八月湾の惨劇（二十九）八月湾の惨劇  

 

ダイバーたちは昼食の後、再び海中へ戻っていった。この日の最後のダイブにしようというこ

とだった。明日の作業の下見も兼ねていた。 

サラは例によってクルーザーに残って、滑車とワイヤーを引くことにした。 

三十分もしたであろうか。五人はドロップオフの底に下りて、岩礁の合間を点検しているうち

に、海面に三隻のモーターボートの船腹があるのに気づいた。三隻はクルーバーを取り囲む

ように横づけしていたのだ。いつから来ていたのかも見当がつかなかった。 



五人はそれまで夢中で海底を這いまわっていたので、海面を通り過ぎていく航跡やそのエン

ジン音にも気づかなかった。 

ダイバーたちは示し合わせて浮上を試みた。五人が海面に顔を出すと、ボートの舷側からシ

ョットガンの銃口が何本も鼻先に突きつけられた。低い聞き覚えのある声がした。 

「よう、ご苦労さまなことだぜ。学生さんたちよ。とにかく上がんな。」 

それはモレノの次男のルイスだった。ほかにざっと十人はいる。一癖も二癖もありそうな連中

ばかりだった。バッカスにやってきていた不良連中が混じっているのかどうか、ダイバーたち

には見分けがつかなかった。 

五人はクルーザーに上がり、ボンベを下ろした。サラの姿が見えなかった。船室の中からサラ

のしゃくりあげるような悲鳴が断続的に聞こえてきた。ルイスが中の者に大きな声で叫んだ。 

「おい、もうそのくらいにして出てこい。こっちもお疲れのご様子だぜ！」 

屈強な男が素っ裸のサラを甲板に突き出した。サラは正体不明なほど取り乱していた。何が

行われていたかは一目瞭然だった。ルイスが不敵な笑いを浮かべてみせた。 

「この女、六人分も股ぐらにくわえ込んだんだぜ。たっぷりとな。職業柄、さすがにタフだねえ。

アメリカさんよ。どうだいご気分は？」 

ボビーの顔はみるみる紅潮した。 

「この屑野郎・・・」 

ボビーがそう言った途端、横に立っていた男がショットガンの銃架でボビーの脇腹に一発突き

を入れた。ボビーは思わず膝をついてうなった。丈は身近に木刀も無く、右手をむなしく開い

たり握ったりしていた。 

「ともかくサラをこっちに渡してくれ。もう金銀の延べ棒は大方君たちのボートに積み込んだん

だろう？」丈は交渉を始めた。 

「お察しの通り。話がわかるじゃねえか。もうそろそろお暇（いとま）しようかと相談していたとこ

ろさ。この女も、しばらくペットにでも預かろうかなんて思ってたところよ。そこへ運悪くお前らが



浮上してきたから、どうしたものか思案に暮れてるってわけさ。」 

ボビーが脇腹を押さえながら立ち上がり、「サラを放せ。」と繰り返した。ボビーは、たちまちも

う一発銃架で脇腹を激しく突かれ、もんどりうった。 

ルイスはサバイバルナイフを抜いてエンジェルに近づいた。そして、冷たい刃先でその白い肌

をゆっくり撫で回した。水着のショルダー部分を左右ともに切ったかと思うと、手で強引に腰ま

で引きずり下ろした。形のよい乳房が水をはじいて揺れた。 

思わず周囲の男たちから歓声が沸いた。エンジェルは唇を噛みながら、みるみるうちに目に

涙が溢れだした。 

テオが動こうとすると、丈は一喝して止めた。「動くな！」 

男の一人がサラの髪の毛を鷲掴みにして喉にナイフを当てていたからだ。 

丈は落ち着いて説得を試みようとした。 

「取引しよう。ルイス。今、我々を無事に解放してくれたら、すでにモニカの診療所に集めてあ

る宝をみんな渡してもいい。」 

「ほう、ますます話が分かるじゃねえか。金でなんでも片をつける、さすがはハポン（日本人）

だね。恥ずかしくも無くこの期に及んでそういうご提案かい？」 

「今日積み上げた量の、およそ三倍はある。」 

嘘だったがそう話を大きくするよりほかに方法が無いと、丈は踏んだのだ。 

三倍と聞いて、ルイスは乗ってきた。 

「どうやって引き渡すって言うんでえ？」 

「いつでもいい。指定の場所と時間を行ってくれ。そこへ運ぶ。」 

「本気か？」 

「マリアノ少佐の小隊がレイテ島の演習から戻って来ないうちにでないと、君たちにはチャンス

が無いぞ。」 

ルイスが話に乗ったそのときだった。ボビーがとっさにキャビンの入り口に立てかけてあった



空気銃をつかんで、横の男の顔を思いきり下から銃架で突き上げた。 

男は、声も無く海へ落ちていった。 

丈が叫んだ。「止めろ！」 

サラの首から真っ赤な鮮血が飛び散った。ルイスは丈の顔面をナイフの柄で殴りつけて海へ

叩き落した。ボビーはたちまち空気銃を取り上げられ、四人の男たちに死ぬほど蹴られた。 

その間、サラは間欠泉のように血を吹き、断末魔の痙攣を起こして全身をヒクヒクさせてい

た。もう意識は無いようだった。 

ルイスはナイフを血まみれのボビーの顔面に突き付けてニヤッと笑った。 

「I・・・shall・・・return（また、必ず戻ってくるぜ）」 

ルイスの一行が、ボビーに海へ突き落された仲間を拾い上げ、各々のボートに乗り移ったこ

ろには、サラは完全に絶命していた。 

ミシェルはルイスたちのボートがエンジンを始動させると、すぐに海へ飛び込んだ。そして虫の

息で海面を漂っていた丈を抱え、テオやエンジェルの手を借りて甲板に引っ張り上げた。鼻や

口から出血していたが、大事は無いようだった。人工呼吸でともかく息を吹き返し、ミシェルは

ホッと胸を撫でおろした。 

これでベアトリスの予言はカミーラの一件に続き、八月湾沖の事件についても成就されたこと

になる。 

ミシェルはまだ気丈に振舞っていたが、テオとエンジェルは初日から目を覆うような惨劇に見

舞われ、まるで打ちのめされたように消沈してしまった。 

白目を剥いたサラは甲板に転がったまま灼けつくような陽ざしにじっと堪えていた。 



 

 

（三十）仲間割れ（三十）仲間割れ（三十）仲間割れ（三十）仲間割れ 

事態は突然最悪の結果を招いた。 

丈とボビーはサンタアナに戻るとすぐモニカの診療所へ担ぎ込まれた。 

二人とも脳挫傷や内臓破裂などは免れたものの、あちこちにひどい内出血をしていた。 

丈はベアトリスの予言が気になり、モニカにモレノ邸で異常が無かったかを尋ねたが、彼女は

歯切れ悪そうに『無い。』と言うのみだった。 

テオとエンジェルはすっかり落ち込んでしまい、ミシェルが一人で事態の対応にこれ努めてい

た。警察との折衝、それから殺されたサラの母親のと。・・・ラモン教授がいきりたってモレノ兄

弟を告訴すると騒いだが、包帯を頭に巻いた丈が止めた。 

「無駄ですよ。まあ警察の出方を見るんですね。まず証拠が無い。何となくうやむやに終わる

ような気がする。下手にこの件にこだわるとこっちが危ない。ドン・モレノが過激な手段に訴え

ないにしても、あの兄弟の取り巻き連中が何をするかわからない。とにかく僕たちが軽率にも

海へ出たのが間違いだったんです。教授が最初から言っておられたように、マリアノ少佐の軍

隊が帰島するまで待ちましょう。」 

ラモンは頭を抱えて言った。「一体、なんてことだ。・・・マリアノ少佐は今週にでも戻れるそう

だ。もっとも駐屯部隊全員じゃない。半分くらいがまず最初に帰島するらしい。」 

ミシェルも疲れた表情をしていた。「サラのお母さんに会って来たわ。・・・」 



サラの母親は娘の悲報に言葉を失った。それも尋常ではない死に方が年寄りには衝撃だっ

たろう。遺体は検死のあとすぐに実家に引き取られ、明日マルベーリャ岬のアリーナ共同墓

地へ埋葬されることになった。ボビーは診療所での手当が終わると、重たそうに体をひきずり

ながらサラの実家へ向かった。 

 

モレノ邸にも午後、サラの遭難事件の一方が入った。しかしカミーラの熱が一向に下がらない

ため、レイチェルはバンガローを見舞うことが出来なかった。それでジェイミーが丈たちをバン

ガローに訪ねてきた。ジェイミーは丈の血がにじんだ額の包帯をみて、一言「I’m sorry・・・」と

言った。 

「君が謝ることはない。やったのはルイスだ。とても君たちが兄弟とは思えないな。」 

「クリスとルイスは、カミーラや僕とあまり仲が良くないんだよ。昔から。いじめられはしなかっ

たけど、何となく親しめなかったんだ。歳が離れているからかな。カミーラだけが可愛がってく

れたのに、そのカミーラも、もうあんな状態になっちゃって。一体僕の家はどうしちゃったんだ

ろう？」 

丈とミシェルが同時に聞き耳をたてた。 

「カミーラがどうしたって？」 

「誰かに襲われたんだ。やっぱり首をね。すごい出血で、明け方花壇に倒れているのが見つ

かったんだ。命は助かったみたいだけど、今ものすごい熱で苦しがってる。なにがわるい病菌

が入ったらしいんだ。」 

エンジェルはそれを聞いた体中に悪寒が走った。テオがラム酒を持って来て、グラスに一杯

注いだ。エンジェルはそれをストレートで飲み、少し落ち着いた。 

ミシェルが言った。「なぜモニカはさっきそのことを話してくれなかったのかしら。教授も。変ね

え。」 

そのときバンガローのテラスにトニーが顔を出した。いつもと変わらない白い解禁シャツと黒



の綿パンだった。ショルダーバッグとカメラも忘れていない。 

「簡単なことさ！ 噂を恐れているんだ。」 

「神出鬼没だな。君はまったく。今の、ずっと聞いていたのか？」丈はテラスのビーチチェアに

腰掛けたまま言った。 

「こんな表で話しているんだ。隠しマイクの必要もないね。とにかくカミーラの一件は現在オフ

レコってことになってる。ドン・モレノの意向でラモンもモニカも口に出さなかったのさ。」 

「僕たちの事件もとりあえずオフレコってことにされるのか？」 

「誰がサラを殺（や）り、財宝を強奪したかという点についてはね。ドン・モレノにしても、サラ殺

しをルイスがやったなんて認めたくないし、万一そうだとしても世間体があって、出来れば臭

いものに蓋をしたいところだ。サラの母親にはそれなりの大金が送られると思うね。」 

ミシェルの口調は静かだった。「夕べ、レイチェルが言ってたベアトリスの警告って、本当にな

っちゃったわね。ほかにも彼女何か言ってるのかしら・・・」 

「ううん。あれから会いに来てないんだ。怒っているのかも知れない。僕が何もできなかったか

ら。」 

ジェイミーはたちまち目に涙を浮かべた。 

「大丈夫よ。あなたはちゃんとベアトリスが言ったことを信じたんだから。彼女、きっと怒ってな

んかいないわ。わたしたちがいけなかったの。だからね、もう泣かないの。男の子でしょ？」 

 

テオが言いにくそうに話し出した。 

「こんなときに悪いけど、僕たちは明日にでもマニラに帰ろうと思うんだ。・・・」 

丈とミシェルはチラッとエンジェルの方を見たが、無言のままだった。 

「破廉恥だと思うかもしれないが、われわれの身にもなってくれ。だいたい旅行で来てるんだ。

君たちの宝捜しの人夫じゃない。それに初日からこんな殺人や傷害事件に巻き込まれるなん

てどうかしてるよ。実際エンジェルも僕も気が動転してるんだ。だから二人がマニラに帰るのを



どうか止めないでくれ。」 

丈もミシェルも返す言葉が無かった。 

黄昏どきで、人も砂浜もオレンジ色に染まり始めていた。今まで蒼い顔をしてずっと下を向い

ていたエンジェルが、思い切ったように顔を上げて言った。 

「わたし・・・残るわ。」 

テオは呆気に取られた。何か言おうとしたらエンジェルが手でそれを制した。 

「さっきまでわたしも帰ろうと思ってたの。本当よ。でもよく考えた。わたし、残ったほうがいいと

思うの。なんだか不思議な胸騒ぎがして。今帰ったら、きっと何か後悔する。そんな気がする

の。・・・」 

ミシェルがエンジェルに抱き着いた。ミシェルはほとんど泣いていた。エンジェルは微笑みなが

らミシェルの髪を優しく撫でた。しかしその瞳はいつもよりずっと遠くを見ているような眼差しを

していた。 

テオは大きくため息をついて、籐の長椅子にどっかり腰をおろしてしまった。ときどきテオがエ

ンジェルについていけなくなるのは、いつもこうしたときだった。 

丈は相変わらず黙ってビーチチェアにひっくり返り、片手で木刀をヒューヒューと鳴らしながら

素振りをしていた。 

 

（三十一）カミーラの容態（三十一）カミーラの容態（三十一）カミーラの容態（三十一）カミーラの容態  

 

その頃、モレノ邸では家族がそろってカミーラのベッドを囲んでいた。 

ドクトーラ・モニカも来ていた。カミーラはすっかり弱ってしまい、目の下に大きな隈をつくって

いた。断続的に原因不明の発作に襲われ、発汗も一向におさまらなかった。 



ドン・モレノが悲痛な声をあげた。「何ということだ。一体誰がカミーラをこんな目に・・・」 

か細い声でカミーラが父親に話かけた。 

「お父様、結婚式は予定通りに、お願いね。・・・」 

「無茶を言ってはいけないよ。カミーラ。その体では無理だ。ホセだって可哀相じゃないか。」 

「でもわたし今すぐにでも結婚したいの。待てないわ。・・・時間がそんなに無いような気がし

て。」 

八月湾沖の事件から戻っていたルイスは、まるで何事もなかったかのようにしていた。そし

て、弱気なカミーラに、軽薄で的外れなことを言った。 

「大丈夫さ、カミーラ。すぐに治るよ。ほんのカスリ傷だと思えばいい。」 

部屋にいた者は皆なんとなく白けてしまったが、ルイスはそれには気づかないようだった。 

ホセがカミーラの手を取った。「カミーラ、何も教会で式を挙げるのが結婚じゃない。いつでも、

ここでも僕たちは結婚できるんだ。だから安心してお休み。いいね？」 

カミーラはにっこり笑った。 

メイドのマリルーが魔除けの乾燥した赤唐辛子の房を持ってきた。彼女はルイスの指図でカミ

ーラの枕辺に近い小物を乗せる台に置いた。するとカミーラは急に苦しがり、胸や喉を掻きむ

しり出した。やがて上半身をベッドの上に起こすと、腹の底から抉り出すような恐ろしい声で罵

声を吐いた。「そんな厄介なものを持ってくるんじゃないよ。この売女（ばいた）！ ただじゃ済

まないよ！」 

それはとても先ほどのカミーラとは違い過ぎていた。形相は鬼畜のようになり、目は赤く充血

していたのだ。そして今までスプーン一つ持つに堪えなかった彼女が、赤唐辛子の束を思い

きり床の上に払いのけた。 

「はやくお捨てよ。縁起でもない！ 息が苦しいって言ってるんだよ。わからないのかい！」 



マリルーはカミーラのあまりの剣幕に顔を引きつらせて立ちすくんでいた。そこでルイスが壁

際に落ちた赤唐辛子の束を拾い上げ、マリルーに手渡し、『持って行け』と合図した。 

マリルーは『フン。』とせせら笑って部屋を出ていった。ルイスもそれを追って部屋を後にした。 

 

 

モニカをはじめ、クリスやホセがもの凄い力で起き上がろうとするカミーラを無理やりベッドに

押さえこんだが、カミーラの悪態はとどまるところを知らなかった。モニカはやむなく彼女に鎮

静剤を打った。 

やがて静かな寝息に落ち着いたカミーラを前に、モレノ夫人がモニカに尋ねた。 

「一体どういうことかしら？ ただの外傷とは思えないわ。なにか悪い菌がやっぱり入ったのか

しら？」 

モニカは言い出すのにかなりの決心がいる様子だったが、とうとうはっきりと言った。 

「実は、一般的な処方では解決になりませんの。一つ可能性があるとしたら、血液を入れ替え

るという方法だけです。それも、これだけの熱が続いていると、どうかしら・・・」 

「血がなにか問題でも？」 

「その通りです。彼女の血には別の血が混じってるんです。」 

「恐ろしいわ。何の血なの？」 

「それが、・・・少なくとも人間の血液ではありませんの。言えることはそれだけです。」 



「人間の血でないって、君、それは一体どういうことだね？」ドン・モレノが気色ばんだ。 

モニカは黙ってカミーラの首に巻いた包帯をずらし、例の歯形の跡を見せた。そしてカミーラ

の唇を指で開き、上顎部の犬歯二本が異様に鋭く伸び出している様子を明らかにした。 

ドン・モレノは首を横に振った。 

「冗談じゃない。君ともあろう人がいったい何を言い出すんだ。馬鹿馬鹿しい。」 

「ではもし、レパントの財宝の引き揚げと、この島やモレノ家の言い伝えが、万一この事件と関

係していたら、どうします？ とにかくカミーラについては彼女自身、この異質な血液と自力で

戦わなくてはいけません。絶対安静が必要です。それに外部の誰にもカミーラを合わせない

こと。この家以外の人間には誰も。ホセ、あなたは念のためにわたしが採血してみるわ。誰が

この異常な血液の持ち主かを見つけるまで、島中の人間を採血する必要があるわね。警察

にでも申し入れないと、とてもじゃないけど出来ないわ。」 

モニカは島民などどうでもよかった。一番採血してみたい人物がいたのだが、そのことは口に

は出さなかった。しかもそれがそんなに一筋縄ではいかないことを、彼女自身十分わかって

いた。 

モニカはすぐてきぱきと家人に指示を出した。 

カミーラをベッドに縛り付けること。部屋に銃を持った見張りを一人、そしてドアの外にも一人

立てること。これは警察から人が交代で常駐することになった。今夜は邸内の警戒を二十四

時間厳重にすること。庭番とドン・モレノの従者ら合計 4 人が、それぞれ拳銃で武装して、や

はり交代で夜間警備に就くこと。 

モニカはこまごまとした処置を言い渡すと、カミーラの部屋を出た。ドン・モレノはモニカを一階

のホールでつかまえて話しかけた。 



 

 

「モニカ。医療のことではわたしは門外漢だが、しかし、ちょっとやりすぎの措置ではないか

ね。」 

モニカの表情はいつになく厳しかった。「ドン。今、このモレノ家に起こっていることを、尋常な

こととお思いですか？」 

「どういう意味だね？」 

「先ほども申し上げた通り、この家には古くから言い伝えがあるとうかがっていますけど。」 

「あるにはあるが、・・・それより、それとカミーラがどういう・・・一体誰がカミーラに手を下した

んだ？」 

「心当たりがないわけではないんだけど。」 

「誰だね、それは？」 

「今は確信がありませんの。当たっていたとしても、手の出しようがないわ。とにかくカミーラを

その犠牲者の一人目にしないことが先決ですわ。いや、もしかしたら二人目かもしれない。」 

「なに？ だれかもうすでに・・・あ、・・・ヒメネスかい？」 

モニカはゆっくり頷いた。「カミーラのことが心配でしたら、わたしにこのモレノ家の言い伝え

を、隠さず全部話してください。もう三百年も昔のことですわ。いつでもお待ちしています。ド

ン・モレノ。・・・」 

モニカは振り返りもせずにモレノ邸を出ていった。 

ドン・モレノは苦渋に満ちた表情のままホールに立ち尽くしていた。不安気なモレノ夫人が夫



の肩に優しく手をかけた。モレノ邸はその後夜かけて警察の応援もさらに加わったことで、に

わかに人の出入りが慌ただしくなった。 

モニカは忙しかった。 

その日、何度もモレノ邸にカミーラの容態を見に出かけおまけに午後にはサラの遭難があっ

たため、その検死まで行っていたからである。 

極度の疲労と精神の混乱が頭痛を引き起こしていた。ラモン教授も何度かモニカに声を掛け

ようと思ったが、取りつく島もない彼女の様子を見て、いつも声をかけずじまいであった。 

モニカはカミーラの事件が単発的なものではなく、三百年以上も前からの因縁にかかわって

いると直感していた。そしてその鍵は丈が夕べ話していたベアトリスという女の子の幽霊らし

いと思っていた。容疑者はパーティの席上、不思議な現象を見せたベニート神父である。 

すべては若いダイバーたちが例のパンドラの箱を引き揚げてからのことである。 

シモン神父が突然マニラへ帰り、不気味なベニートが登場した。すぐにヒメネス長老が犬に食

われてしまった。彼の葬儀のとき、レイチェルも気づいていたように、教会の門扉から魔除け

の赤唐辛子がすべて消えていた。そしてカミーラの事件である。おまけにカミーラは赤唐辛子

に異常な拒否反応を示した。 

恐らくドン・モレノは知っているであろうし、ベアトリスという少女の霊のことも知っているのであ

ろうと思われた。それなのに、いまだに事態を甘くみているのか、直視したくないのか、いずれ

にしろ黙り続けているドン・モレノに、モニカは苛立ちを覚えていた。 

一体ベニートは何者なのか？ パーティの一件以来、あの男のことがモニカは気になって仕

方がなかった。ほとんど八割方、ベニートに対してカミーラ遭難に関する疑念を抱いていたも

のの、その動機がどうしても謎のまま残されていた。 

 

（三十二）サラの通夜（三十二）サラの通夜（三十二）サラの通夜（三十二）サラの通夜  



 

その夜、ダイバーたちはサラの実家で Lamay（通夜）に出かけていた。 

ボビーはずっとサラの柩の前に座っていた。海兵あがりの男が肩をがっくり落として、まったく

見る影もなかった。 

サラの実家はテソロ（宝）通りの東側地区にあり、パンの山の続きにあたる Agua（水）の山の

麓に近いところにあった。最も貧しい人たちの居住区である。 

伝統的な高床式の木造屋で、外見はともかく内部はとても清潔だった。 

サラの一人息子は六歳になっていた。亭主らしい男が風采のあがらない様子でいたが、家人

はほとんど英語も喋らないためによくわからなかった。男の子が四人いたが、これが、サラの

兄弟にあたるのか、サラの二人の姉妹の子供なのか不明だった。姉妹はともにマニラにいる

らしかった。 

 

丈とミシェルはエンジェルとテオを伴い、夕食の後この実家を訪れた。 

ダイバーたちは今となっては特別なにができるわけではなかったが、ある程度の現金を持ち

寄って、葬儀や当座の費用を工面した。 

実際サラの実家は彼女たち三人姉妹に頼り切っていたといってもいい。 

姉は嫁いでしまっていたし、妹は看護学校へ通っているらしい。サラ亡きあと、この妹がサラ

の生きた道をこれからたどることになるだろう。 

ボビーはようやく重い口を開いた。 

「彼女は結婚したがってた。」 



丈がボビーの肩に手を置いた。ボビーは力なくその手を握った。 

「自分の生活を変えようとしていたんだよ。良かれ悪しかれ、今の仕事を続けるには限界にき

ていたんだ。あいつだって本当のところ俺を愛していたのかどうかわからないさ。でも俺はそ

れでも構わないと思っていたんだ。」 

「君はサラを愛していたんだよ。」 

「そう思う。いや、どうかな。・・・愛したかっただけかもしれない。」 

「それで充分じゃないか。」 

「この国はな、丈、けっして貧困なんかじゃないよ。豊かな国だよ。資源のことじゃない。本当

は豊かな人間たちの棲んでいる土地なんだ。ただ物質的には富が余りに偏在している。それ

に人間が悪ズレしちまってるのさ。ほかのどの国より、カネなんか無くてもずっと人生の楽し

み方を知っているのに、一方では目先のカネのために人も殺せば、自分も売る。生活という

概念が混乱しているんだ。自分や自分の国に自信がないから、とことん優しいけど、逆にそれ

が仇になってパワーや権威に盲従してしまう。泣き寝入りが唯一の倫理になっちまっているん

だ。残念だよ。・・・」 

一人の夜の女を通してフィリピンを語ることは物事の一面でしかない。しかし、それは確かに

存在する社会の現実に違いなかった。 

 

やがて外にたむろする近所の野次馬を掻き分けるようにして一人の男が上がってきた。きち

んとしたバロン・タガログを来たその男はドン・モレノであった。 

丈たちは一瞬血相を変えた。ドン・モレノは右手を軽くあげて『何も言うな』と制した。そして柩

のそばに座っていたサラの母親のところへ行った。彼女は泣き崩れながらドン・モレノにしが

みついた。ドンは優しくその背中を抱きながらフィリピン語で慰めた。ボビーがミシェルに聞い

た。「何て言っているんだ？」 

「娘さんのことは本当に残念だって。犯人は必ず挙げる。それから・・・一家のことは自分が面



倒をみるって。」 

ドン・モレノはそのあと柩にちかづき、土気色になったサラの冷たい額にキスをした。家族の

中で誰一人罵声を挙げる者はいなかった。 

ボビーは小さな声で、しかし吐き捨てるように言った。「これがフィリピンさ。」苦々しい表情だっ

た。扇風機も冷房もない、蒸すような夜が続いていた。 

 

ドン・モレノは母親にキスをし、やおら五人のダイバーたちの方に向き直った。「ちょっと下まで

来てくれんかな。・・・」 

五人はドン・モレノに従って階下へ下りた。しばらく山際に近い暗がりをドン・モレノは歩いてい

た。そしてハンカチで汗を拭きながら静かに語り出した。 

「今回の八月湾の事件はわたし自身残念に思っている。君たちの話では、うちのルイスがしで

かしたということだが、親としてはそれは容易に認め難い。」 

ボビーが憎まれ口をたたいた。「証拠が無いんだ。あんたの馬鹿息子は安泰だよ。それどころ

かこっちの方が危ないんだ。狂犬を放し飼いにしているのと一緒だからな！」 

「君たちの怒りはよくわかっている。明日ルイスとゆっくり話をする。あれだとわかれば息子で

あろうと容赦はしない。それだけは約束する。」 

「わかれば、だろ。」 

「血の通った親子だ、話せばわかる。」 

「クリスにも聞いてみるんだな。」 

「クリス？」 

ドン・モレノは目を丸くした。 

「裏でルイスを操っているのは、クリスだからさ。パーティに来てたろ、マニラ・スクープのトニ

ーって記者がさ。マニラで調べたんだとよ。野郎がレパントの財宝を横取りする動機っていう

のを、あんたはまずクリスからちゃんと聞き出すことだな。ルイスなんて、ただの使いっ走りっ



てことさ。なあ、ドン・モレノ。」 

ドン・モレノは暗がりでもはっきりとわかるほど動揺していた。 

「そういうことか・・・」 

エンジェルがドン・モレノの腕を取って優しく言った。「ドン、・・・あなたのこれからの言動が事

件をこれ以上悪くしないかもしれません。苦しいところだと思いますけど、ぜひ力を落とさずに

お願いしたいんです。」 

ドン・モレノはうんうんと子供のように頷いていた。眼には涙が溜まっていた。電灯も無い星月

夜に、ドン・モレノの陰はあまりに哀しいものだった。彼は最後に五人に向かって言った。 

「君たち詳しいことはもちろん知らんだろうが、実はカミーラがとんでもないことになっている。

モニカはなにか勘づいているようで、医者の聖域を飛び越えてカミーラの一件に取り組もうと

しているようだ。とても危険だ。女一人ではとても・・・。わたしたちが三百年以上も握りつぶし、

闇の中に葬って来たものに彼女一人で立ち向かうなど、とてもできるものじゃない。どうかモニ

カのところへ行ってやってくれ。わたしも出来る限りのことはするつもりだ。モレノの当主として

ね。」 

丈が食い下がった。「一体どういう事なんです？ 今この島で何が起きているんですか？」 

ドン・モレノはいやいやと手を横に振った。 

「勘弁してくれ。すべてを洗いざらい話すには心の準備がいる。とにかくまずモニカとよく話し

合ってくれないかね。頼む。・・・」 

その時暗がりの向こうでベニート神父がサラの実家へ粗末な木の階段を上がっていくのが見

えた。 

ドン・モレノが声をかけた。 

「神父。ベニート神父。・・・」 

ベニートは階段の途中でこちらを向き、片手を挙げた。ドン・モレノはベニートに近寄っていっ

た。 



「神父。明日、お時間いただけますかな？」 

「午前中、サラの葬儀がありますので、午後でしたら。」 

「では午後、わが家でお待ちしております。これから Lamay(通夜)ですか？」 

「ええ、サラのためにお祈りを・・・」 

ベニートは表情一つ変えず、実に静かな口調だった。ドン・モレノは後に続く言葉が見つから

ず、「では・・・」と言って車に乗り込んだ。ベニートは五人の方をちらっと見て軽く会釈すると、

すぐ家の中へ入っていった。 

 

（三（三（三（三  

 

十三）トニーの計画十三）トニーの計画十三）トニーの計画十三）トニーの計画  

 

その後十時頃、五人はバンガローへ戻った。 

トニーがいつになく神妙な顔をしながら、バンガローの管理所前にあるカウンター・バーで飲

んでいた。ボビーの姿を認めると、慌てて飲んでいたラム・グラスを置き、砂浜に飛び出してき

た。 



「ボビー、今度のことは本当に何て言っていいのか、僕自身悔しいよ。・・・」 

ボビーはしっかりトニーを抱きしめた。 

「実際、同国人がこういうことをするなんて恥ずかしい限りだ。このことでフィリピンを嫌いにな

らないでほしいんだけど。」 

ボビーは力なく笑った。 

「何を馬鹿なこと言ってるんだ。どこの国にだって、ろくでもないやつはいくらでもいるさ。フィリ

ピンだけじゃない。」 

トニーはそれからというもの、軽い冗談を飛ばして五人の気持ちをほぐすことにこれつとめ

た。やがてみんなが疲れたと言って各々のバンガローに戻ろうとすると、トニーがちょっとだけ

でいいから話をしたいと言い出した。それで五人は丈とミシェルのバンガロー・テラスで話をす

ることにした。 

トニーの話は最初から突拍子もないことだった 

 

 

カミーラの遭難事件について、その日の午後、彼らに教えられた以上の内容を追加報告した

のだ。そしてモニカのことにも話題が触れた。 

「・・・というわけで世にも不思議な事件がモレノ邸で起こったわけなんだけど。」 

「それは全部隠しマイクで聞いていたのね。」 

「当然です。」 

「こういうときは役に立つな。」 

「光栄です。」 

「それで、続きがあるんだろ？」 

「そうなんだ。モニカが今何をしているか知っているかい？ さっきも言ったように、カミーラの

血、というよりカミーラの体内に混入した別のなにものかの血を使ってですね、血清をつくって



いるんだ。」 

「血清？ 何のために？」 

「僕たちを守るためにですよ。当たり前じゃないですか。毒蛇に咬まれても大事に至らないよう

にするには毒からつくった血清を用意しておくに限りますからね。何しろ相手は、ヴァンパイア

（吸血鬼）だ。」 

「ヴァンパイア（吸血鬼）？」 

さすがに五人もそこまで発想の飛躍が無かった。トニーは意外にあっけらかんとしていた。 

「そう、ヴァンパイア。何か問題でも？」 

「考えすぎよ。」 

「お言葉ですが、この国にはその手の魑魅魍魎（ちみもうりょう）の類はいくらでもいるんです

よ。Multo とかね、Aswang もいる。有名なのは Mananangal や、Kapre、Duwende。いっくら

でもいるんです。・・・ヴァンパイアがいたってちっともおかしくない。」 

丈が言った。「それは土着信仰だろ。」 

ミシェルも呼応した。「そうよ。迷信よ。」 

トニーはやれやれといった顔をして両手を挙げた。「困った人たちだ。本当に。科学的な判断

を旨とする医者がああやって一生懸命にヴァンパイアの血清をつくろうとしているんだから、

君たちも少しは信じたらどうだい？」 

エンジェルはこういうときにいつも敢えて一歩を踏み出すクセがあった。今日の沖合での凶行

の後にそれでもこの島に残ったのもそうだ。 

「ドン・モレノも言ってたけど、一体わたしたちに何ができるというのかしら。」 

トニーがそこで手をピシャリと撃った。 

「あるある。それがあるんですよ。なによりあのベニート神父のことでね。」 

「神父？」 

「その通り。前にも言ったと思うけど、前任者のシモン神父は蒸発してしまっているのに等し



い。僕はあの教会の中に何か秘密が隠されていると思うんだ。だから君たちの協力を得て、

あの教会を捜索したいんだ。まず僕一人が『あたり』をつけてくるから、その間、神父をどこか

外で引き留めておいて欲しいのさ。」 

「いつ？」 

「Bukas!（明日だよ！） サラの葬儀の最中。念には念を入れて神父を何とか午前中いっぱい

引き留めておいてくれ。アリーナの共同墓地でも、どこでもいい。サラの家に無理やりつれて

いって母親を慰めてもらってもいい。とにかく協力してくれよ。僕がその間、教会の中を徹底的

に調べてみる。臭いんだよ。匂って仕方がないんだよ。屍臭がね。・・・」 

「モニカはベニートが、その・・・ヴァンパイアだと睨んでいるの？」エンジェルが聞いた。 

「いや。そこまでは知らない。ただ今のところ彼しか考えられないだろ？」 

丈が素朴な質問をした。「ヴァンパイアが何で神父に成りすましているんだ？ 十字架の威力

はどうなってるんだい？」 

「信仰心の強いヴァンパイアかもしれない。」トニーがあまり真面目に言うので、五人はどっと

笑った。 

「それにさ、なんで昼間平気で出歩いているんだい？ ヴァンパイアって、陽の光に弱いんじ

ゃなかったっけ？」 

「進化の結果じゃないでしょうか。」 

五人は笑いくずれた。 

丈が妥協した。「わかった、わかった。とにかくやってみよう。だけど、どうやってあの薄気味悪

い神父を引き留めておく？」 

トニーはエンジェルを見つめた。エンジェルはびっくりして自分を指差した。 

「わたし？」 

「そう。君しかいない。パーティで神父はずっと君のことばかり見ていた。それに、ほかの人間

はみな神父と会話らしい会話が出来なかったのに、君に対してはずいぶん入れ込んで話をし



てやがった。神父、君にかなりご執心らしい。カミーラの次の犠牲者はエンジェルを考えてい

るのかもしれない。だから、申し訳ないが、ここは奴の逆手を取って囮（おとり）になってもらい

たいんだよ。」 

「冗談でしょ。・・・でも彼は素敵よ。」 

エンジェルのその一言に。一瞬みな沈黙した。とくにテオが血相を変えた。実際、ベニートが

かなりの色男であることは認めるものの、滅多に笑わず、ほとんど口をきかない神父のこと

を、みんなは近寄りがたい不気味な印象しか持っていなかったのである。そのベニートを来た

ばかりのエンジェルが『素敵だ』と言ったから、一同の驚きは一様ではなかった。エンジェルは

黒い瞳を輝かせながらいった。 

「あの人とゆっくりお話しをしてみたいな。あのときも、もっと言いたそうだったし。・・・変かし

ら？ 何か、そのくらいならしてあげてもいいなって思えるの。血を吸われるのはご免だけど

ネ。」 

テオは真っ赤になって怒り出した。再びエンジェルとテオの言い争いが始まり、バンガローは

普段のにぎやかさを取り戻し始めた。 

トニーの性格は、この夜どれほど五人の外国人たちの気持ちをほぐしたことだろう。一種の才

能といっても良かった。そのトニーにも信じ難い悲劇が待っていようとは、このとき誰一人知る

由もなかった。もちろんトニー自身も。・・・ 

 



 

（三十四）罪と罰（三十四）罪と罰（三十四）罪と罰（三十四）罪と罰  

 

夜は音もなく更けていった。 

カミーラが夜半、意識を取り戻し、枕辺に両親を呼んだ。そして『身内でないと安心できないか

ら、使用人を室外に置くかわりに兄のルイスを部屋の中へ入れてくれ。』と頼んだ。夫妻は娘

の希望に従って、ルイスを呼んだ。 

当初ドン・モレノはサラの実家から帰宅してすぐにルイスと話をしようとしていたのだが、この

不良息子はすでに相当量の酒を飲んでおり、おまけにメイドのマリルーと同衾中であった。そ

のため話は明日にしようということにしていたのである。マリルーは、夫妻からこっぴどく叱ら

れ、ルイスの部屋から追い出された。 

ルイスはバツが悪そうに、酒臭い息をしながらしぶしぶカミーラの寝室へ入った。 

父親からショットガンを渡されたルイスは再び酒を飲み始めた。ドアの外で番をしている使用

人に、『もう寝ろ』と指示した。 

「しかし、ドンがここに朝までいろと。」 

「ちっ、この役立たずが。いいか、俺を誰だと思ってるんだ？ ショットガンもあるんだ。第一お

まえ、その拳銃の撃ち方知ってんのか？ あん？」 

「いえ。生まれてこのかた、撃ったこともありません。」 



「それみろ。怪我するだけだ。寝ろ寝ろ。馬鹿野郎。モニカだか、ハーモニカだか知らねえが、

何だっけ。ああ女医（ドクトーラ）か。笑わせるな！ 偉そうにあれこれ指図しやがって。化け物

が出るみたいに吹きやがって。え？ 聞いてんのか、この野郎！ 失せろ！ 失せろったら失

せやがれ！」 

使用人は慌てて、拳銃を持ったまま退散した。 

ルイスはひとしきり使用人を怒鳴り散らしたからか、上機嫌になっていた。 

午前中、配下のチンピラがサラを殺害してしまったことは確かに失敗だったが、それを罪深い

行為とは少しも考えていなかったのである。 

人間存在の最も罪深い部分とは新約聖書の中でパウロが言うような、『主よ、わたしには正し

いことが出来ず、悪いことを知りながら、つい犯してしまうのです。』というようなものではな

い。なぜならパウロは、その矛盾する苦悩の中ですでに罰を受けているのであり、神を見てい

るからである。誤った行為をしても、いったい何が正しく、何が悪いかを明確に認識している以

上、パウロはその苦悩故に許されているのであろう。 

しかし、人間存在の一番救い難い部分とは、悪いことをしたいという欲求にほかならない。強

姦をしたくないのにする男はいない。殺人のほとんどが衝動的なものにせよ、そこに明らかな

殺意は一瞬といえども全く無いとは言えない。 

この人間悪の泥濘（でいねい、どろぬま）へ底知れない誘惑と郷愁を覚える本性を、はたして

われわれ自身、他人事と済ますことができるだろうか。 

ルイスのような人間は、もしかすると一番神を必要としている人間なのかも知れなかった。 

ルイスはベッドに縛り付けられたカミーラの横に腰掛け、再びブランデーを煽（あお）った。 

カミーラは汗まみれになっていた。そしてときおり陣痛のように襲ってくる悪寒に悩まされてい

た。そのカミーラが、か細い声でルイスに話かけた。 

「お兄さま・・・ベルトを解いてちょうだい。息苦しくて堪らないわ。」 



 

 

ルイスは酔っぱらってはいたものの、昼間魔除けの赤唐辛子の束を払いのけたときにカミー

ラが見せたもの凄い形相を忘れてはいなかった。 

「駄目駄目。そいつはご免だ。どんなに愛している妹でもそれだけはお断りだ。お前本当にヴ

ァンパイアになっちまったのか？ 誰に犯されたんだ。ちょっと歯、見せてみろ。」 

ルイスはカミーラの頭を押さえつけて、乱暴に唇を開かせた。歯に異常は無かった。 

「何でぇ。みんな昼間お前を見たときには、ヴァンパイアの歯をしてたって言ってたけどな。何

ともなってないじゃないか。くだらねえ。」 

「ねえ、Kuya, sigena（お兄様、お願い）・・・少しでもいいから解いて・・・Kasilyas（トイレ）に行き

たいの。」 

「おう・・・そいつは手におえないな。じゃあ、ちょっと待て・・・今、はずしてやるからよ。」 

ルイスは手足のベルトを一つずつはずした。カミーラはトイレにはいかず、そのままベッドの上

で次第に気分を出そうとしていた。しきりに自分の腰や胸を撫で回しながら、片手でルイスの

手を取り、自分の乳房をつかませるのだった。ルイスはやけに情緒的になった妹を目の当た

りにして笑い転げた。 

「よせやい。兄妹（きょうだい）だぜ。俺、そんな趣味ねえよ。」 

カミーラはまるで安っぽい娼婦の顔になっていた。媚びるような眼つきでルイスを閨房の営み

に誘うのだった。 



「ルイス・・・ずっとあんたが欲しかったのよ。知らなかった？」 

「そう・・・言われてもなあ。」 

「マリルーなんかよりあたしのほうがずっといいはずよ。・・・わたしたち、なんといっても血が濃

いから。」 

カミーラはネグリジェを脱ぎ捨てて、ルイスの下着を引き下ろし、ためらうことなく顔を埋めた。

ルイスは仰天したものの、物理的快感がすでに先行していた。やがてカミーラはルイスの体を

ベッドに押し倒し、体中に舌を這わせていった。 

「ねえ、兄さん。いい気持ち？」 

「ああ・・・そうだな。・・・あ・・・動物じゃねえか。これじゃあよう。」 

「あんたが・・・動物じゃなきゃ、何だっていうのさ・・・」 

カミーラは男の上に馬乗りになり、体を上下に動かし始めた。ルイスはもう夢中だった。カミー

ラもすっかり陶酔しきった表情で気持ちが高ぶっていた。 

カミーラはルイスのベルトに差し込んであったサバイバル・ナイフを取り上げ、舌で舐めた。 

「綺麗ねえ・・・」 

 

 

ルイスは下から薄笑いを浮かべて言った。 

「よく切れるんだ。・・・今日、同じナイフを持ってた馬鹿野郎が、早まって一人女を殺しちまっ

た。もう、そういう意味じゃあ、試し済みだぜ。・・・よう、危ねえから下ろせ。・・・なあ。」 



カミーラはナイフを握りしめたまま、髪を振り乱して激しく腰を動かしていた。今にも来そうな小

刻みな痙攣が彼女の全身に走ったかと思うと、突然カミーラはナイフをルイスの胸に振り下ろ

した。そして、胸や腹を何度も何度も狂ったように高笑いしながら突き刺したのである。 

ルイスは、ほとんど声も出せず、口から血を吹き出したまま、足ばかりぴくぴく動かしていた。 

カミーラは、ルイスが絶命した後も執拗にナイフを振り下ろしていたが、やがてその血を指で

なぞっては嘗め回した。 

するとベランダに続く窓が自然に開いて、生暖かい外気が部屋の中へ入って来た。 

薄明るいベッド・スタンドの灯りがぼうっと部屋中に浮き上がる中で、カミーラは虚ろな瞳で黒

い人影を認めた。 

カミーラは笑顔を浮かべて、吸い寄せられるようにその人影の方へ近寄った。そして自分で首

に巻かれた包帯を取り、長い髪を掻き上げて、うなじから首筋を大胆に見せるのだった。・・・ 

  

カミーラの部屋の惨状が発見されたのは翌朝六時頃だった。 

ベッドの上で斬殺されたルイスは勿論、カミーラはまたしてもフロアの上で出血多量のまま倒

れていたのである。 

第一発見者は見張りの交代に来た使用人の男とマリルーだった。 

ドン・モレノの指示で直ちに警察とモニカが呼ばれた。 

カミーラの容態はほぼ危篤に近いものだった。レイチェルがホセに連絡を取り、すぐ駆け付け

たが、ホセ自身取り乱すばかりでカミーラの昏睡状態をどうすることも出来なかった。 

ダニエルというサンタアナの警察署長はカミーラの回復を待っていたが、それも望み薄の状

態だった。 

モニカによると、カミーラの首筋は前回とは少しずれているものの、激しい咬み傷となってお

り、再び緊急輸血を行ってはみたが、拒否反応を始めたので、中断した。まず回復の見込み

は無かった。 



ひとつだけこの朝とんでもない珍事が起こった。それはルイスに日頃愛されていたメイドのマ

リルーがルイス殺害の犯人をレイチェルだといって騒ぎたてたことである。レイチェルが朝方

カミーラの寝室から出て来るのを見たというものだったが、これはどう考えてもマリルーがルイ

スの惨死とかねてからのレイチェルへの敵意や嫉妬の感情が交錯した結果だろうということ

で片づけられた。マリルーはひとまず実家に暇を出されたが、マリルーならずとも誰でも精神

的にはかなりこたえる事件だった。 

 

 

レイチェルはこのマリルーの騒ぎのため、著しく気分を害し、落胆のきわみにあるモレノ夫妻

の制止も効かずにモレノ邸を飛び出した。これ以上モレノ邸にいることがとても我慢できなか

ったのである。 

  

夏の盛りのサンタアナは、その日朝方から時折驟雨（スコール）がやって来た。 

真っ黒な雨雲の向こう側には明るい青空が見え隠れしていた。足早に走りすぎていく雨雲の

後からは、まだ残り雨がパラつく中、眩しい太陽の光が追い風を受けているように南から駆け

上がってきた。 

サンタアナの街は恐ろしい事件がたて続けに起こっているにもかかわらず、まるで何事もない

かのようにまたけだるい一日を迎え入れようとしていた。 

ピックアップに乗り込んだ農夫たちが二日酔いビーチ沿いのサトウキビ畑やラム酒工場へと

向かっていく。泥棒市場ではもう今朝の漁の獲物が並べられていた。 



いつものようにココナツ・オイルやフィッシュ・ソースの匂いが家々から漂い始めているのだっ

た。 

 

（三十五）サラの葬儀（三十五）サラの葬儀（三十五）サラの葬儀（三十五）サラの葬儀  

 

午前中、サラの Libing（葬儀）が行われた。 

サラは、他人（ひと）の結婚式のとき以外は、ほとんど着たこともないテルノ(Terno)という蝶々

袖のついた伝統的な純白のロングドレスを身に纏（まと）って柩に横たわっていた。 

 

繻子（サテン）の靴を履き、顔に薄化粧を施された彼女は今にもパーティへでかけるような可

憐さに溢れていた。いったん柩はシリ教会に納められ、祈りの後、家族や友人たちが馬車で

アリーナ共同墓地へ運んだ。トニーは打ち合わせどおり、エンジェルや丈に目配せをし、教会

で姿を消した。 

アリーナ共同墓地へ向かう行列の途中、レイチェルがカレッサで駆け付けた。 

ちょうど行列が教会の丘からビーチ・ロードへ下りたったところである。 

ボビーが行列から外れてレイチェルを迎えた。丈やミシェルも近寄ってきた。 



レイチェルは真っ蒼な顔をしながら、ルイスとカミーラの昨晩の事件を手短に説明した。話して

いるうちに彼女は急に力が萎えてしまったらしく、再び貧血を起こして地面に倒れてしまった。

とりあえず丈とシェルはすぐ上の教会にレイチェルを運んだ。ボビーも一緒に行きたがった

が、サラの葬儀の途中でもあり、あとで教会に駆けつけるということでひとまず葬列に戻って

いった。 

一方エンジェルは葬列の前の方でベニート神父と並んで歩いていた。 

アリーナの共同墓地は教会から尾根伝いにマルベーリャ岬の突端に向かう途中にあった。 

ベニートはときどきエンジェルを見て、目が合うと少し微笑むのだった。エンジェルにとっては

他人（ひと）が言うほど不愛想なベニートを見たことが無いので、もとより好印象しかなかっ

た。むしろエンジェルの前では、彼は非常にはにかむような表情を見せることがあり、それが

無性に彼女の心を惹きつけた。 

「とても知り合ったばかりとは思えない。不思議なことだけど。」 

ベニートはエンジェルに話しかけるとき、いつもスペイン語だった。 

「そうね。まるでずっと昔にもうお会いしていたみたい。」 

エンジェルは、トニーの要請があったのでベニートとこうして並んで歩いているのだが、そうで

なくても彼には何となく気の許せるものを感じて心地よかった。彼女自身はこのとき、それは

母国語で話せる気安さからきているのだと思っていた。 

「スペインへ行かれたことは？」 

「いいえ。一度も。フィリピンで生まれて、ずっと育ったものだから。」 

「あら、それにしてはとてもスペイン語が上手だわ。」 

「スペイン語は、祈るときに一番ふさわしい言葉かもしれない。そう思いませんか？」 

「さあ、どうかしら。」 

「わたしはずっとこの言葉で祈っていた。ずいぶん永いこと。そしてそれは必ず起こると信じて

きた。Milagro（奇蹟）は必ず起こる、と。そして起こるからこそ、それは奇蹟なんだと。」 



「神様に何をずっとお祈りしていらしたの？」 

「Renacimiento（復活）と・・・」 

「復活と？」 

「そして・・・」 

ベニートはエンジェルの瞳を見つめて、例のはにかんだような笑みを漏らした。 

「熱帯の陽に輝く・・・Ojos negros（黒い瞳）・・・」 

エンジェルはきゅうに胸が切なく締め付けられ、息も苦しくなった。思わず、心臓の鼓動が速く

なり、自分でもそれが聞き取れるくらいだったのである。しかもそれは苦しい割には、むしろと

ても心地よい苦痛だった。 

エンジェルは放心状態に置かれたかのような夢見心地になっていた。 

ベニートは他の人々に知られないように、こっそりと、しかしごく自然にエンジェルの手を握っ

た。エンジェルはもうベニートに抱きつきたくなりそうな自分を必死で抑えていた。ベニートは

小さな声で誰にも言うともなく何事かをつぶやいた。それが聖職者として神に向かって吐いた

言葉なのか。それともエンジェルに対して言ったものなのか、彼女には見当もつかなかった。

ただその様子を後ろに続いていたテオは、はっきりと見ていた。 

テオは、もうどうでも良くなっていた。ベニートという得体の知れない聖職者に対する、ありうる

はずのない嫉妬の感情がただ頭の中をぐるぐると巡るばかりだった。 

サラの葬列はアリーナ共同墓地へようやくたどり着こうとしていた。 

 

（三十六）説得（三十六）説得（三十六）説得（三十六）説得  



 

シリ教会に連れていかれたレイチェルは礼拝堂のひんやりとした空気で少し落ち着きを取り

戻した。 

丈とミシェルはモレノ邸での意外な事件の展開に理解が追いつかなかった。とくにルイスが殺

害されてしまったことは大きな衝撃だった。この時点では誰もカミーラが殺（や）ったとは考え

ていなかったのである。 

二人が思ったことは、昨日八月湾で起きたサラ遭難事件に際して顔をみられたルイスが、兄

のクリスに消されたのだろうかということだった。だとするとこれは骨肉の争いに発展している

わけで、二人はますます悲惨な結果を思い描かずにはいられなかった。 

レイチェルはまだ蒼い顔をしながら、それでも熱を帯びた口調で話し出した。 

 

 

「もうたくさん。あの家にはいられないわ。どうしてこんなことばかり起こるのかしら。カミーラは

悪い娘なんかじゃないのに。それは少しお転婆かもしれないけど、結婚式を前にしてこんな目

に遭ういわれは絶対にないわ！ 一番冷静だと思っていたモニカまで今回の事件は人間の

仕業じゃないなんて言い出す始末よ。ドン・モレノもドン・モレノだわ。事件が表沙汰にならない



ことばかりを心配しているんですもの。」 

ミシェルはレイチェルをなだめた。「レイチェル。あなたはモレノ邸に戻ったほうがいいわ。」 

レイチェルは目を丸くした。「嫌よ。もう嫌。とても恐ろしくて帰れないわ、わたし。」 

丈も促した。「帰るんだ、レイチェル。ジェイミーを一人で置いておくわけにいかないんだ。わか

るだろう。それにベアトリスに会ったのはジェイミーと君の二人だけだ。ベアトリスはきっと君た

ちの味方なんだ。彼女だけが本当にいまこの島で何が起きているのかを知ってるんじゃない

かな。彼女は君たち二人をいつも見ていて危険なときにはきっと助けてくれるさ。僕はそんな

気がするんだ。」 

レイチェルはじっと丈の言うことを聞いていた。少し静かな口調になったレイチェルがつぶやい

た。 

「本当に怖いの・・・」 

ミシェルが優しくレイチェルに話かけた。 

「わたしたちも頻繁にあなたたちのところへ行くようにするわ。昼でも夜でも。サラにあんなこと

が起こった後だし、宝捜しはこれで本当に中断だもの。ね、レイチェル。気を取り直してお帰り

なさい。ジェイミーにはあなたが必要なのよ。」 

レイチェルはぎこちなく微笑んだ。そしてミシェルと丈に軽くキスをした。 

礼拝堂を出るとき、丈はさっきからずっと歩き回っているトニーに声をかけた。「まだ行かない

のか？ そろそろサラの埋葬も終わるぞ。お祈りが済んだらベニート神父はすぐ帰ってくるか

も知れない。いつまでもウロウロしているとヤバいんじゃないかなあ。」 

トニーは祭壇の裏から顔を出した。「ああ、もうすぐ終わるよ。おかしいな。何も変わったところ

がないよ。もっとも神父の仕事部屋は鍵がかかって入れなかったけどね。やっぱり出直して、

こじあけるしかないかなあ。」 

「無駄だと思うよ。どう見たってあの人は普通の人間だよ。モニカがどう思ってるか知らないけ

どね。足だってちゃんとあるし、昼間ああやって教会の仕事をちゃんとしてるんだ。疑う余地は



無い。化け物であるはずがないじゃないか。」 

「わかった、わかった。とにかく君たちはもう行ってくれ。僕はきっと地下室があるんじゃないか

と思って、いま少し探してみるつもりだ。あとでモレノ邸へうかがいます。」 

丈とミシェルがレイチェルと伴って一足先にモレノ邸へ戻ると、カミーラは一時的に意識を回復

していた。部屋にはモニカ、モレノ夫妻、ジェイミー、それにラモン教授も駆けつけていた。 

クリスはいなかった。 

カミーラは無残なほどやつれ、完全に生気が失せていた。瞳はあの闊達な輝きが見られなか

った。本人がいつも自慢していた健康的な褐色の肌も今では蒼黒くさえ思われるほどだった。

カミーラはレイチェルの姿を認めると弱々しく右手を伸ばした。レイチェルは目を真っ赤にして

その手を取り、優しくカミーラに口づけた。 

「レイチェル・・・あたし、もうわかってるの。死ぬのね。・・・」 

レイチェルは慟哭しながら首を横に振った。カミーラはうっすらと笑みさえ浮かべていた。 

「夕べのことも、この前の夜のことも、・・・わたし何も覚えてないの。」 

彼女は息苦しそうにしていたが、声を振り絞るようにやっと言った。 

「レイチェル・・・ベニート神父を呼んでちょうだい。」 

「え？」 

レイチェルは思わずジェイミーを見た。ジェイミーも目を丸くしていた。モニカを見ると、モニカ

は深く頷いた。 

「わかったわ。しっかりするのよ、カミーラ。すぐお呼びするから。いいこと？」 

カミーラはにっこり笑った。 

ドン・モレノはすぐにベニートに使いを出した。サラの葬儀も終わっているだろう。 



 

 

一方モニカはこのときベニートとカミーラの衆目の中での対面に興味津々であった。一体どの

ような反応が両者に現れるのか？ モニカの疑念が正しければ、ベニートに会ったカミーラは

何かを思い出すかもしれないし、あるいは極度の拒否反応を示すかも知れない。あのパーテ

ィの夜以来、勘にたよってモニカはベニートを今回の事件の元凶を目していた。その試金石

が意外に早く訪れたことを、彼女は内心大いに期待していたのだ。ほぼ血清のほうも目途が

ついた。あとはベニートの死命を制する方法が何か、であった。 

それにはベニートがこの種の事件を引き起こす動機を探る必要が残されていた。 

 

（三十七）教会堂地下回廊（三十七）教会堂地下回廊（三十七）教会堂地下回廊（三十七）教会堂地下回廊  

 



シリ教会に残ったトニーは執拗に地下室の存在を探っていた。 

そしてとうとう礼拝堂の大祭壇の脇に、隠し扉があるのを発見した。これはいくつものサントニ

ーニョ（聖童子）に飾られた小さな祭壇のようにしつらえていたが、そのものが扉になっている

ことに気づいたのである。 

トニーは蝋燭（ろうそく）を燭台から一本抜いて、ライターで火を点け、その扉の奥に入ってい

った。 

石造りの階段だった。下るごとにひやっとする空気にトニーは身震いを覚えた。 

三回折れ曲がった階段を降りると、狭い回廊に降り立った。 

トニーは暗がりの中で目を凝らしながら前方を見た。足元を確かめて、はやる胸を押さえなが

ら一歩ずつ進むトニーは思わず落胆の声を漏らした。煉瓦のようなもので行く手が完全にふ

さがっていたからである。 

トニーはその壁を上から下まで隈なく調べてみた。すると背の高さくらいのところから下まで、

ちょうと人が通れる大きさ分だけ、煉瓦と煉瓦を固定している石灰泥のようなものが、ほかの

ところと違っているのに気付いた。指でなぞると、強く引っ掻けばえぐれてしまうほどまだ柔ら

かかった。この部分だけごく最近積み直したことは明らかだった。 

 

トニーは中に何か隠されていることをその場で確信した。そしてすぐ教会を離れなければいけ

ないと直感し、急いで礼拝堂へ駆け上がった。 

「へへへ、とうとう見つけてやったぞ・・・」 



トニーは礼拝堂に誰もいないのを確認すると、何食わぬ顔で口笛を吹きながら教会を出た。ト

ニーは実に愉快でならなかった。 

「まだ化け物はお帰りになっていないようだな。」 

足取りも軽いトニーは、一人の男に教父棟二階から見られていることを知らなかった。 

昼下がりの暑い日差しの中を行くトニーの後ろ姿を、ベニートがカーテン越しにじっと見送って

いたのである。 

 

（三十八）喧嘩（三十八）喧嘩（三十八）喧嘩（三十八）喧嘩  

「エンジェル、僕はこのへんではっきりさせておきたいんだ。」 

テオは憤懣やるかたないといった顔で切り出した。 

「このままじゃ僕たちはどんどん気持ちが離れていってしまう。僕は君が島に残ると言い出し

たことも、ベニート神父に接近しようとすることも決して反対はしないよ。でも、僕はいったいど

うなるんだい？」 

エンジェルはうんざり、という顔だった。「ヨーロッパの男ってどうしてそう自分の主張ばかり強

いのかしら。」 

「何を言ってんだ。君だってヨーロピアンじゃないか。」 

「ナポレオンは、『ピレネー山脈から南はもうアフリカだ』と言ってたわ。」 

「言葉の遊びをする暇は無いよ。エンジェル。」 

「わたしは何もあなたを突き放しているつもりなんかないわ。」 

「わかってるさ。」 

「でも子供のようにケアしろと言われてもそれはできないの。」 

「君はあの神父に恋しているんじゃないだろうな？」 

テオのその一言は、意外にもエンジェルを動揺させた。 



「図星だね。」 

エンジェルは言葉が見つからなかった。 

何か言おうとしたが、言葉にならないのだ。 

「言っとくが、相手は聖職者だ。もっとも教会を捨てて君に走るようなら、もっとくだらない男だ

がね。それとも、『解放の神学』にでも鞍替えするもりかもしれないが、あの男は。」 

「やめてそんな言い方。」 

「君はいったい僕を嫌いなのかい？」 

「すきよ。」 

エンジェルは不思議と素直に言えた。しかし、感情の高まりが無いだけに、その言葉は虚ろに

響いた。言葉はいつもある種の抵抗感や緊張感を伴っているときに美しく響くものだった。そ

して何より真実に近いのだ。ところがこのときエンジェルは自分でも奇妙なほどあっさりと言え

てしまったのである。自分の心の中に言いようのない『あざとさ』のようなものを感じていた。エ

ンジェルは自分自身にムカつきながら、バンガロー・テラスのビーチ・ソファに腹ばいになって

いた。 

「だけど、しっかり覚えておくんだ。あの神父は危ないぞ。」 

「あなたもベニートがヴァンパイアだと思ってるの？」 

「違うよ。僕を迷信好きのフィリピン人と一緒にしないでくれ。ただ嫌な予感がするんだ。君が

とんでもない事件に巻き込まれるんじゃないかって。」 

「わたしも正直言ってあの人には妙な感じがしてならないの。さすがにヴァンパイアだなんて

信じてないけど。」 

「じゃあなぜ、それでも彼に近づこうとするんだ？」 

「それは・・・」 

エンジェルはそのときぼんやりと海を見ていた。 

「きっと・・・あの人が不安そうだからだわ。」 



テオはもうお話にならないという顔をして立ち上がった。 

「エンジェル、僕はモレノ邸へ行ってくる。」 

「怒ったの？」 

エンジェルは表情一つ変えずに言った。テオは明らかにイラついていた。 

「わたしたちが行っても邪魔になるだけよ。」 

「わたしたちじゃない。僕が行くんだ。」 

「ヒステリーね。」 

「わからず屋。」 

テオは後も見ずにバンガローを飛び出していった。 

世の中はもうシエスタ（午睡）の時間だった。 

エンジェルは、午前中サラの葬列でベニートに握られた手を指でなぞってみた。 

そして彼のことを一つずつ思い出していた。メスティソ特有のはっきりした目鼻立ちに、淡いブ

ラウンの肌。長い黒髪を後ろで束ねた肉感的な雰囲気。 

人の心をすべて見通すような灰色の深い眼差し。 

エンジェルはふとベニートがこの島で、実は本当に自分をずっと待っていたような気すらした

のである。自分たちがここでどうしても会わなければいけない理由があったような気がしたの

だ。 

いったいその理由が何であるのか、もちろんこのときエンジェルには知るすべもなかった。そ

して恋の予感というより、もっと深く激しい情念をエンジェルは仄かに覚え始めていた。 

 

（三十九）死の接吻（三十九）死の接吻（三十九）死の接吻（三十九）死の接吻  



 

ベニートがモレノ邸に到着したのは午後三時頃だった。 

彼は沈痛な面持ちの一同には目もくれずにカミーラの寝台に近寄った。モレノ夫人が泣きな

がらベニートの手を取った。 

「パドレ（神父さま）、可哀そうな娘に『終油の秘跡』を・・・」 

カミーラは次第に希薄になっていく意識の中からベニートに声をかけた。 

「パドレ（神父さま）・・・少しも怖くありませんわ。・・・お祈りをして下さいな。・・・」 

ベニートは聖書の Oracion Dominical の一説を唱え始めた。 

 

Padre nuestro, que estas en los cielos, 

Santificado sea tu nombre, 

Venga a nosotros tu reino, 

Haga se voluntad, 

Asi en la tierra como en el cielo… 

 

カミーラは途中でそれを遮った。彼女の喉は乾ききっていたので、なにか言おうとしても声が

ほとんど出なくなっていた。唇が何度か同じ言葉を囁いていた。一同はその最期の一言を聞

き取ろうと耳をそばだてた。 

そのときベニートはカミーラの口にキスをした。長いキスだった。これに一同は驚きを隠せな



かったが、彼女はかすかに微笑み、満足しきったようにすうっと息をひきとった。 

誰かが声をあげて泣き出した。 

ベニートは半ば開いたままの瞳を指でとじ、再び中断していた祈りを唱え始めた。 

これで同日に、モレノ夫妻は息子と娘の二人を失ったことになる。 

カミーラの死によって、にわかにモレノ邸は慌ただしい状況に陥った。 

二人の葬儀である。ドン・モレノは、即日 Lamay（通夜）を行い、翌朝にはアリーナ共同墓地へ

二人を埋葬することに決めた。 

ドン・モレノは休む間もなく、ベニートを書斎に招じ入れた。眠れぬ夜を過ごしたらしく、充血し

た目で彼は話し出した。 

 

 

「パドレ（神父）、このところ余りと言えばあまりにも悲惨な事件が続いている。ヒメネスといい、

ルイスやカミーラといい、どれもこれもあの外国人ダイバーたちがパンドラの箱を引き揚げて

から起こっているじゃないか。教会では本当に異変が無いんだね？」 

「いいえ、特には。ご自身でご覧になりますか？」 

ドン・モレノは手を横に振った。「君がそう言うならいい。しかし、一連の事件はどう考えたって

尋常ではないよ。カミーラに至っては例の言い伝え通りに血を・・・吸われているようだ。まるで

三百年前の伝説の再現じゃないかね。しかし今頃になって本当にその復讐が始まっていると

考えるにはあまりにも唐突すぎやしないかね。」 



ベニートは足を組んだまま黙って聞いていた。黒い教会服がこれほどよく似合う男もいないだ

ろう。ドン・モレノはベニートがじっと黙っているので仕方なく話続けた。 

「シモン神父からは何か連絡があったかね？」 

「いえ、何も。マニラでは誰もシモン神父と連絡が取れないようです。」 

「そうか。無事なんだろうか。・・・この事と関係がなければいいんだが。」 

「もしシモン神父まで、亡くなっているとしたら、あの言い伝えの内容を知っているのは、わたし

とあなただけになりますね。」 

「まったくだ。わたし一人はもうどうなっても構わんが、クリスやジェイミーのことが心配でなら

ない。」 

「わたしが申し上げたいのは、あなたにもわたしにも何も出来ないということです。こちらから

わざわざ地下の住人を起こしにいくわけにも参りますまい。」 

「冗談じゃないよ。しかし、それだってもし本当にそいつがそこに閉じ込められているなら、

だ。」 

ベニートはなにやら不満そうに首をかしげた。 

「いや、少々取り乱しているんだ。許してくれたまえ。なにも君を疑っているわけじゃない。確か

に教会の地下にそいつが閉じ込められているはずだ。しかしなんだって今頃こんなわけのわ

からない事件ばかり起こるんだろうか？」 

ドン・モレノは頭を抱えた。ベニートはベランダの萎れた養生蘭をぼんやり眺めながらつぶや

いた。 

「死は憎むべきにあらず。・・・」 

「え？」 

ドン・モレノはふと頭を上げた。ベニートは無表情のまま言葉をつづけた。 

「死を、眠りや忘却という言葉で表現する人が多いのですが、実はそうではない。死は目覚め

です。死によって人は過去や前世の一切を思い出す。それを教会は最後の審判と呼んでい



ます。しかしわたしは別の考えを持っている。それこそが復活だと。生命が肉体という限定的

な世界から放たれて、本来の姿を取り戻すのですから。肉体の崩壊と引き換えに、やがて生

命は彼らの自身の唄をうたいだす。生命は何でも覚えているんです。そうは思いません

か？・・・朽ちることは決してない。・・・」 

ドン・モレノはベニートという男がますます薄気味悪くなった。そして話題を変えた。 

「ときに神父・・・カミーラは最期に何を言ったのかね？ よく聞き取れなかったが。」 

ベニートは少し躊躇していった。 

「Halikan mo ako（キスして）と。・・・」 

「そうか。・・・」 

ドン・モレノはため息をついてがっくりと肩を落とした。 

 

（四十）交霊（四十）交霊（四十）交霊（四十）交霊  

 

レイチェルの部屋には丈とミシェル、ジェイミー、そしてラモン教授とドクトーラ・モニカがいた。 

西向きのベランダから溢れるばかりの陽ざしが入り込んでいるというのに、あたりには重苦し

い空気が流れていた。 

連続して起こった遭難死に誰もが言いようのない虚脱感を覚えていた。年寄りのメイドがコー

ヒーを出してくれた。そのコーヒーを一口飲んでラモンがまず切り出した。 



「この一連の事件だが、モニカは科学というより超心理学的なアプローチで解決の糸口を見

つけようというんだね？」 

「科学というのは未知の世界に寛容なはず。公式で割り切れないものを非科学的だといって

片づけるようなことはしません。それこそ野蛮だわ。」 

ミシェルが呼応した。「たしかに文化っていつも病的なものだと思うわ。健康的な文化はいつも

人間の生活のタテマエの部分だもの。」 

モニカが続けた。 

「とにかく実行犯は、人間ではないか、人間であっても特殊な体質な持ち主よ。何も化け物だ

と言っているんじゃないの。もしかしたら、悪性の血液細胞を持っているために、新鮮な血を

吸わなければ生きていけないような異常体質かもしれないでしょう？ あるいは一種の精神

異常者か。それからこの事件にはまだ未確認要素として、犯人の動機が残っているわ。島全

体に災厄を及ぼそうとしているのか、それともモレノ家に対するものか？ もしそれが怨恨だ

としたら何故なのか？ だからドン・モレノには一族に伝わる秘密を隠さず教えて欲しいとお願

いしてあるの。でもなかなか口が重いわ。気が動転していることもあるでしょうけど。」 

ラモンが尋ねた。「診療所で精を出しているあの血清のほうはどうだね？」 

「あと一両日中にはできますわ。でも誰が実験するの？ そう考えると頭が痛いわ。副作用で

も出たら責任問題だもの。しかもそれは防御用であって、犯人を確定した場合に攻撃する手

段にはならないわ。それに・・・」 

「それに？」 

「カミーラのことが気になるの。」 

「というと？」 

「まさか犯人と同じような加害者として生まれ変わるんじゃないかって・・・」 

「それは飛躍だ。」 

「でも彼女、息を引き取る間際に、ベニートに向かって『キスして』と言ったわ。家族や婚約者



には目もくれずによ。変だと思いません？ まるで恋人同士みたいだったわ。・・・」 

「しかし彼女がヴァンパイアになって甦るというのは余りにもオカルト的に過ぎなくはないか

い？ 小説や映画じゃないか、まるで。」 

「そうやっていつまでも冗談を言っていられればいいんですけどね。でもいまわたしたちが頼り

にできるのはあのベアトリスだけなんですから。」 

「あの女の子の幽霊ってやつかね？」 

「ええ、そうです。」 

モニカはそこで急にジェイミーのほうを見た。 

「ねえ、ジェイミー。ベアトリスに会えないかしら？ 彼女に教えてもらいたいことが山ほどある

の。」 

丈やミシェルは驚いたが、当のジェイミーも途端に困った表情になった。 

「いつも彼女の方から突然やってくるから。・・・」 

「大丈夫よ。自信もって。いつも彼女はあなたのそばにいるはずよ。」 

ジェイミーはしばらく思案していたが、やがて天井の方を見上げてベアトリスの名を呼び始め

た。 

「Beatris・・・Nasaan ka na?（ベアトリス、ここにいるんでしょ？） いるなら返事をして。みんな

友達なんだ。」 

ジェイミーはもう一度「ベアトリス」と呼んだ。 

そのときベランダの小窓が音もなく開き、カーテンがゆっくり揺れた。 

湿気の多い潮風が部屋に流れこむと同時に、一枚の紙と鉛筆がモニカの目の前に舞い落ち

た。一同はテーブルの上に現れたその紙と鉛筆を固唾をのんで見守った。 

ジェイミーがいたずらっぽく、「彼女はシャイなんだよ。」と言った。 

モニカは皆を見回してから鉛筆を手に取ってみた。すると彼女の手は自然に動き出して紙に



何かを勝手に掻き出したのである。モニカは『あっ』と思わず声を上げた。モニカの手は短い

文章を記した。 

 

     彼は死なない。 

     もう死んでるから。 

 

モニカの手の中にある鉛筆はそこまで書くと止まった。 

 

 

ラモンはその紙を取り上げた。 

「いったい何だ？ タガログ語だな。この『彼』って誰のことだ？」 

モニカは静かに言った。「ベニート神父のことでしょう。」 

「ベニート？」 

「彼はあのパーティの夜、鏡に映らなかったんです。それを見たのはあのときわたし一人。ベ

ニートはもうわたしが彼を疑っているのを知っているはずだわ・・・」 

ラモンは目をしばたきながら、モニカの顔をまじまじと見た。「それじゃまるでヴァンパイアじゃ

ないか。」 

「だから、ずっとヴァンパイアだと言っているじゃないですか。しかも、十字架やニンニクなど何

も効き目が無いんです。ドラキュラはブレム・ストーカーの小説の上での話よ。ベニートの場



合、せいぜい赤唐辛子くらいのものかしら、嫌がるのは。」 

「さすがに南方系のヴァンパイアだね。」 

ラモンが大真面目にいったところ、周囲の失笑を買った。 

モニカはといえば、鉛筆が一向に動き出さないので不安になった。 

「ジェイミー。ベアトリスはまだいるかしら？」 

モニカは、誰かそこにいる者に向かって声をかけた。「ベアトリス。まだいるの？ いたら返事

をして。」 

すると鉛筆を持ったモニカの手が再び動きだした。 

 

  誰もわたしの言うことを信じなかった。 

 

モニカは心がはやった。 

ジェイミーが、「やっぱり彼女、怒ってるんだ。」と言った。 

モニカの声は大きくなった。「ベアトリス、教えて。誰がカミーラを殺したの？ 犯人はいったい

誰なの？」 

六人はみな息を呑んでモニカの鉛筆を注視していた。しかし、鉛筆は一向に動く気配が無か

った。 

モニカは慌てた。 

「ベアトリス、返事をして。お願いだから。犯人はベニートなのね？」 

ベニートという一言を口にした瞬間だった。モニカの手の中の鉛筆が突然音をたてて折れた。 

モニカは痛みと驚きで思わず鉛筆を放した。彼女の指からは血が滲んでいた。ベアトリスはも

う何の反応もしなくなった。 

モニカはベアトリスがベニートに対抗できる決め手を握っていると、本能的に信じた。だからこ

のときベアトリスの機嫌を損じたことが、彼女に大きな不安をもたらした。 



 

（四十一）レイチェルの処遇（四十一）レイチェルの処遇（四十一）レイチェルの処遇（四十一）レイチェルの処遇  

カミーラとルイスの遺体は本来ならモレノ邸で Lamay（通夜）を行うところだが、一度に息子と

娘を失った精神的ショックの大きさから、ドン・モレノが老妻を慮り、日中のうちにシリ教会へ

安置することにした。 

それに遭難の内容が尋常でなかったこともあり、これが島民の感情を著しく動揺させるのでは

ないかという危惧も手伝っていた。 

ドン・モレノはできるだけ隠密裏に葬儀を済ませようと考えたのだ。そうは言ってもわずか二千

人の小さなサンタアナである。人づてにこの二つの事件のことが広まっていかざるを得ない事

は避けようもなかったが。 

ちょうど二つの柩が馬車に乗せられているころ、ボビーがモレノ邸へやってきた。 

彼はサラの葬儀のあと、いったん母親の実家まで足を運んだ。再び貧血を起こしたレイチェル

のことが気がかりだったが、この間思うにまかせずかなり気が急いていた。 

まず丈とミシェルがレイチェルを連れて行ったシリ教会へ走ったが、そこにはもう誰もいなかっ

たため、バンガローへ戻った。ここにもいないとわかると、慌ててモレノ邸宅へ駆けつけたので

ある。 

ボビーにしてみれば、恐怖に駆られてモレノ邸を飛び出したレイチェルを、丈やミシェルがまた

してもモレノ邸に連れ戻すとは思ってもみなかったのだ。 

はたしてモレノ邸にいることがわかったときには、あちこち走り回ったあとだけに、ボビーはえ

らい剣幕で丈とミシェルに食ってかかった。 

「いったいどういうつもりなんだ！ どうしてこんな呪われた屋敷にレイチェルを連れ戻したりし

た！ 本人だって嫌がっているじゃないか！」 

「ここを出てどこに連れてくっていうんだ？」 



「俺のバンガローだっていい。」 

「レイチェルが同意するかな？」 

「ふざけてんのか、お前。俺は何も変なことを考えてるんじゃない。レイチェルが心配なんだ。」 

ボビーと丈のやりとりを、まだ部屋に残っていたレイチェルやラモン、そしてモニカ、ジェイミー

がハラハラしながら見守っていた。丈が落ち着いた声で言った。 

「仮にバンガローへ連れて行ったとしよう。それでここより安全だっていうのかい？ そりゃここ

だって危ないさ。だけどバンガローはもっと無防備だぜ。君がそばにいれば、君自身が安心し

ていられるという自己満足なんじゃないのか。ジェイミーはどうなる？ 二人もいっぺんに子供

を亡くしたモレノ夫妻は、いったいどうするんだ？ とにかくレイチェルはここへ残す。それだけ

だ。ほかに選択肢はない。せっかく来たんだ。ゆっくり話でもしていけよ。俺たちはいったん帰

る。」 

丈は喋っているうち、ほとほと単細胞なアメリカ人気質が嫌になっていた。ボビーはドアのノブ

に手をかけた丈の肩を掴んだ。 

「待てよ。まだ話が終わってない！」 

レイチェルが叫んだ。「お願い、喧嘩は止めて！」 

その瞬間、丈は持ち歩いていた木刀の柄でボビーの手をしたたかにはたいた。ボビーは思わ

ず手を引っ込めて苦痛に顔が歪んだ。 

「触るな！ 話すことはもう何もない！」 

丈はさっさと出ていった。ミシェルがボビーにウィンクして、丈の後を追いかけていった。レイチ

ェルはもう涙ぐんでいた。 

ちょうど入れ替わりに、テオが飛び込んで来た。 

モニカは、テオがエンジェルと一緒でないのに気づき、冷やかし半分に問いただした。テオは

赤毛を掻きながら、『その話は触れて欲しくない』というような顔をしたので、モニカも口をつぐ

んでしまった。テオはその場を取り繕うように切り出した。 



「いや驚いたな。カミーラがとうとう亡くなったなんて。今しがた知ったんだけど。一昨日の晩の

パーティでウェディング・ドレスまで披露して、あんなに楽しそうだったのに。さっきこの屋敷に

来たらドン・モレノが一人でビリヤードをしていたよ。」 

「どうしてこんな時に」ラモンが訝（いぶか）った。 

「こんなときだから、落ち着こうとしているんじゃないですか？」 

「そうね。気の毒に。」とモニカが言った。モニカはそう言いながら、積極的に自分に協力をす

る姿勢を見せないドン・モレノに少々腹を立てていた。『いったい誰の問題だと思ってるのかし

ら。ご自身の一族のことなのに。・・・』 

テオは話を続けた。 

「それで僕が相手をしたんだけど、やってる最中で彼氏、急に声をあげて泣き出してね。とても

見てられなかったよ。奥さんの方はもう部屋に閉じこもりきりらしい・・・」 

午後の暑い陽ざしがようやく峠を越した。 

まだ陽は高く感じられたが、気温は確実に下がってきていた。 

バイード（めまい）の壁に連なる尾根の上に真っ黒な雨雲が見え始めていた。今夜は驟雨（ス

コール）がありそうだった。 

レイチェルはベランダの小窓を閉じた。誰もが次に起こる事件を思い悩んでいた。そしてそれ

が起これば、きっとこれまでにも増しておぞましい結果になるのではないかという不安で、一

様に胸騒ぎを覚えるのだった。 

 

（四十二）翌日の約束（四十二）翌日の約束（四十二）翌日の約束（四十二）翌日の約束  



 

カミーラとルイスの柩が一台の馬車に載せられてモレノ邸を出た。 

ベニートが自ら馬車を駆っていた。 

馬車はテソロ（宝）通りを海岸にむけてまっすぐ下り、ビーチロードとの交差点に差しかかった

ところで速度を緩めた。ちょうどそのとき、エンジェルに出くわした。 

エンジェルは、サラの埋葬の後、一人でバンガローに戻ってきていた。 

しばらくバンガローにいたのだが、なかなか仲間たちが帰って来ず、バッカスのバーで冷たい

ものを頼んだりして待っていた。 

しかしどうにも我慢ができなくなり、おそらくみんなはモレノ邸に集まっているのだろうと、出か

けることにしたのだ。 

ベニートはエンジェルの姿を認めると、交差点で馬車を止めた。そしていつものようにスペイ

ン語で声をかけた。 

「Buenos dias, Angelina!」 

「Benito・・・」 

エンジェルは、荷台に載せられているのが柩だとすぐわかり、挨拶もそこそこに慌てて、膝を

屈しながらクロス（十字）を切った。 

「ルイスの柩ね。もう一つは？」 

「カミーラだよ。」 

「カミーラ？」 



エンジェルは急に眉をひそめた。 

「残念なことだった。力尽きたようだ。」 

「そう・・・・」 

エンジェルは声を落とした。 

「アンへリーナ、明日良かったらマルベーリャ岬へ一緒に行かないか？ ローコ（阿呆）灯台っ

ていうのがあってね。それは景色のいいところだ。もし良ければだけど。」 

「ローコ（阿呆）なんて、変な名前ね。」 

エンジェルは初めて笑った。 

「せっかく岬の先に灯台をつくったのに、昔からたくさんの船が八月湾のリーフに座礁したんで

ね、役立たずってことなんだろう。どうだい？ 一緒に行ってみない？」 

エンジェルは黙ってにっこりと笑った。ベニートは「黙っていてはわからないよ。ちゃんと返事を

して。」 

「本当にわからないの？」 

「どうして？」 

「あなたは何でもお見通しかと思ったの。なにも言わなくても・・・」 

ベニートは黙っていた。エンジェルはとうとうケラケラと笑い出し、「いいわ、お昼過ぎはどうか

しら？ お食事は？」と馭者台に座っているベニートを見上げながら言った。 

「結構。済ませていくから。君のその服を見るのは初めてだが、なかなかいいものだね。」 

エンジェルは、男物の大きな膝頭くらいまで長い T シャツをひっかけていた。下は短パンだっ

たが、まるで素っ裸に大きな T シャツだけを引っかけているように見えた。 

「これ？」 

エンジェルは指先で T シャツの裾を焦らすようにゆっくりと持ち上げた。真っ白な太腿が露わ

になっていく。上目づかいにベニートの顔を覗き込むエンジェルは、まるで小悪魔のような色

気を発散しているようだった。ちらっと下の短パンの裾を見せると、「残念でした！ ちゃあんと



穿いています！」ベニートは彼女の悪戯っぽい仕草に笑いながら手綱を再び握り、馬車をす

すめた。 

「また、明日。アンへリーナ。」 

「アスタ・マニャーナ、パドレ・・・」 

エンジェルは砂煙をあげて走り去る馬車を見送った。 

彼女はカミーラと特に口をきいたわけでもなく、今ひとつその死に実感がわかなかった。ただ

柩を載せた馬車が教会へ続くビーチロードを行き、だんだんとそれが小さくなっていくにつれ

て、二日前の晩にカミーラが幸せそうにパーティで花嫁衣裳を披露していたのを思い出し、急

に切なくなってきた。 

『ああ、この風景をこんなに哀しく見ていたらいけない・・・』 

エンジェルは、生きている者が悲しんだら、亡くなったカミーラがもっと哀しい思いをする、とそ

う思ったのだ。 

彼女はすぐに踵（きびす）を返してバンガローのある浜辺へ戻っていった。 

椰子の群落を通り抜けながら、エンジェルは自分の中で何かが急速に変わり始めている気が

していた。哀しいことを哀しいと思える自分が、なぜかまるで遥か過去のことのように思えてき

たのだ。 

八月湾の砂浜は夜の雨を予告するように、海面を慌ただしく波打たせていた。 

 

（四十三）恋人たちの夜（四十三）恋人たちの夜（四十三）恋人たちの夜（四十三）恋人たちの夜  

 



その夜、丈とミシェルは久しぶりに二人だけで夕食をとった。 

このところあまりに予想もしない事件が立て続けに起こったので、その日は気分をかえていつ

ものバッカスは避けた。 

泥棒市場の周辺にはいくつも屋台が出るので、そのうちの一つに出かけることにした。もっと

も食欲はあまりなかった。サンミゲルのビールを煽りながらせいぜいパンシット・モロ（スパイ

シーな雲吞）やクリスピーパタ（豚の唐揚げ）をつまむていどだった。 

回りを行き交う地元のフィリピン人たちが胡散臭そうに二人のことを見ていく。路上に並んで

いるあちこちのテーブルからも、二人を見ながら話しているのが聞こえた。彼らのことを噂して

いるに違いなかった。おそらく、その日モレノ邸から二つの柩が運び出されたのを見て、それ

が誰のものかということや、外国人ダイバーが来てからというもの、ヒメネス長老やサラの遭

難が相次いでいることを話しているのだろう。 

ともかくあまり居心地のいい雰囲気ではなかった。二人は早々に屋台を引き払い、バンガロ

ーへ戻った。 

部屋に閉じこもったまま冷房をかけた。 

もうじき雨が降り出すのだろう。風がやたらに湿気を含んでいた。 

丈はしばらく止めていたタバコをこのところ吸っている。ベッドに座って短パンのポケットに手

をやったが生憎（あいにく）切らしていた。そこでテーブルの灰皿にあったシケモクに手を伸ば

した。するとミシェルがポンと無造作に封の切っていないキャメル・ライトを投げて寄こした。ミ

シェルはジタンしか吸わない。彼女は窓の方をみながら美味そうに吸っている。丈はそのさり

げないミシェルの仕草に、『フランス女らしいな。』と思った。 

 



ミシェルが外を見ながら言った。 

「どうして、キャメルのオリジナル、吸わないの？」 

「きついからさ。」 

「ライトを吸うくらいなら、タバコ、止めたら。」 

ミシェルのつっけんどんな言い方がまた良かった。 

そんなミシェルがぼんやりしながらつぶやいた。「なにか、あっけないわね、人が死ぬっ

て。・・・」 

「理由はともかく、ほんとにそうだね。」 

「やっぱり吸血鬼なのかしら。」 

「モニカは執拗にその線を追っている。迷信好きというか、この国の人はやっぱり神秘主義な

のかな。」 

「神秘と科学は矛盾しないと思うわ。」 

「カミーラ、本当に生き返ってくると思う？」 

「馬鹿ね。モニカの言うこと信じてるの？」 

「ほらごらん。君だって彼女の考えていることを非科学的だと思ってるじゃないか。」 

「誘導尋問ね。そういうの嫌い。」 

ミシェルのブロンドが揺れた。 

 



「ねえ。丈、どうしてわたしと付き合うの？」 

「好奇心・・・・君は？」 

「・・・しいて言えば怖いもの見たさかしら。」 

「言ってくれるね、上等だよ。」 

丈はたばこの火を消したミシェルの手を取って頬ずりした。 

「君は夜が怖いと思ったことある？」 

「別に無いわ。どうしたの急に？」 

「僕は昔から夜が恐ろしかった。そんなとき女の人がいてくれると安心して眠れた。」 

「さしづめわたしは聖母マリアね。」 

「笑えよ。」 

「ちゃんと聞いてるわ。」 

「どうして夜が怖いかって考えたことある。永いこと答えが見つからなかった。あるとき気づい

たんだ。夜一人で寝ていると、自分自身に出会うからだった。自分はいったい誰かを否応なく

問い詰められるような気がしたんだ。そして自分を感じなくちゃいけなくなるのさ。その自分と

いうのは、言ってみれば、とてつもなく不安な存在でつかみどころがなく、静かな夜であれば

あるほどどんどん手がかりもなく沈んでいってしまう。まるで何かの罪を負っているみたいに

ね。おかしいだろ？」 

ミシェルは丈の手を撫でながらずっと頬杖をついていた。「丈らしくない。・・・」 

「そうかい？」 

丈は苦笑いした。ミシェルはベッドに座りなおして、彼の顔を両手でつつみ、キスをした。 



 

「自分のことを考えるから不安なのよ。たとえばわたしを救わなければいけないと思って。きっ

と夜はあなたを襲いに来ないわ。あなた自身はあなたのものではなくて、あなたが一番愛して

いる人のものだと考えてみて。けっして負けないと思うから。仮に滅んだとしても、あなたは絶

対に負けはしないわ。・・・」 

丈はミシェルの胸に顔をうずめた。ミシェルはジーンズを下にずらせながら次第に野生の体を

露わにしていった。 

シミや雀斑（そばかす）の目立つ胸元に丈はありったけの思いを寄せて彼女を抱きしめた。 

オレンジ色の肌か電球が丸みを帯びたミシェルの体に広がっていく。しばらくしてバターのよう

に溶け始めた二人の体は身をよじるような息苦しさに堪えていた。 

小柄だが十分に挑発的なミシェルの肢体が湿気たシーツの中で夢見るように泳いだ。我慢で

きないくらい高まって来た丈が思わず体を飛行とすると、ミシェルは必死にしがみついてきた。

丈は彼女の耳元に囁いた。 

「ミシェル、もうあぶないんだよ。・・・」 

ミシェルは目を閉じたまま苦しそうな息遣いをしていった。「いいの・・・きて。」 

「ミシェル・・・」 

二人はそのまま重力の向こう側へ落ちていった。 

冷房が潮騒を掻き消して無表情な音をたてていた。 

 



 

 

どのくらいの時間が経っただろう。 

夜は静かに天空の軌道を追いかけていた。誰にも気づかれることなく、波だけが時を刻んで

いた。 

二人が熟睡しているとき、とんでもない地響きと大きな爆発音がして、二人は思わず飛び起き

た。それもかなり近距離だ。二人は裸のままバンガローを飛び出した。すると、高い火柱を上

げて吹き飛んでいく、彼らの小型クルーザーが目に入った。 

闇の中で、桟橋の先に係留していたそのクルーザーが、ものの数十秒で跡形もなく燃え尽き

ていった。 

テオやエンジェル、そしてボビーもバンガローから出てきた。エンジェルはすぐ丈たちのところ

へ走ってきた。「誰の仕業かしら？」 

ミシェルは直観で言った。「クリスよ。明日から自分たちでレパントの財宝を引き上げるんじゃ

ないかしら。マリアノ小隊が島に戻ってくる前に、取れるだけ取ろうという魂胆よ、きっと。」 

バンガローの管理人たちや、近在の漁師たちもこの爆発音を聞いて慌てて浜辺に飛び出して

きた。みな一様に十字を切って祈りを唱えていた。 

頻発する奇怪な事件が加速度を増していることを、地元の人々も感じ始めていた。クルーザ

ーの火がようやく落ちる頃、激しい驟雨（スコール）が始まった。ひとびとは蜘蛛の子を散らす

ように浜辺を逃げ出した。 



 

 

 

 

（四十四）蘇生するカミーラ（四十四）蘇生するカミーラ（四十四）蘇生するカミーラ（四十四）蘇生するカミーラ 

 

その頃、ジェイミーは立場が逆転していると思った。 

本来レイチェルが自分の面倒を見てくれるはずのところ、今では自分が気分の滅入った彼女

の看病をしていることが多いからだ。 

実際その方がジェイミーにとっては快感だった。少し背伸びをして大人になった気がしたから

である。ただ、レイチェルにつきまといはじめたボビーのことだけが、鬱陶しかった。 

その夜も丈たちのクルーザーが大爆発を起こしたとき、ジェイミーはレイチェルの部屋にい



た。もう真夜中だったがジェイミーは全然眠たくなかったのだ。レイチェルがうとうとし始めた

頃、ちょうどその大爆発が起きたのである。モレノ邸までその音は届いた。少なくともまだ起き

ていた人ならば気がついたであろう。ジェイミーはベランダに駆け寄ってその火柱がまるで花

火のように上がるのを眺めていた。 

レイチェルには聞こえなかったのか、そのまま静かに寝息をたて始めていた。ジェイミーは火

柱を見て興奮し、ますます眠れなくなってしまった。するとたちまち驟雨（スコール）が始まり、

サンタアナの街は真っ暗闇に包まれた。 

ジェイミーはあらぬ空想に耽り出した。 

というのも、今自分はレイチェルを守っってあげなければならず、そのためにはヴァンパイア

への対処法は何だろうか、そう考える必要があった。子供心にも真剣に思い悩んでいたので

ある。 

もしモニカの言う通り、本当にベニートがヴァンパイアであるなら、テレビや映画で知っている

ドラキュラ伯爵のようなわけにはいかない。何しろベニートはれっきとしたカトリックの神父な

のだから。昼間だって出歩いているし、そもそも十字架がてんで効かないじゃないか、とジェイ

ミーは悩んでいた。 

『Mananangal だったら、上半身が獲物を探しに飛び回っている間に、下半身を隠してしまえ

ばいいんだけどなあ。』 

ビサヤ地方は、フィリピンでも指折りの伝説や怪談の宝庫である。 

怪談はその民族のデリカシーと密接に結びついている。怪談の性質が、その民族の優しさ、

繊細さ、歴史的な苦悩の複雑さなどを測る重要なバロメーターとなる。 

フィリピンの場合、怪談はともするとカトリック信仰を相いれない『裏の文化』として理解されが

ちだが、実際のところそうした文化の裏側の部分こそが、むしろカトリック信仰の隙間を補完し

たり、支えたりする血脈として重要性を持っている。 

もっと言えば、地の土着文化が、聖母マリアや聖童子（サントニーニョ）にすべて仮託され、表



現されているに過ぎないと言っても過言ではない。 

ジェイミーは雨が少し衰えをみせたのに気付いた。 

少しホッとした気分になった。夜の物音はすべて悪霊たちの動き回る音だと、年寄りのメイド

に教えてもらったことがあるからだ。 

悪霊たちは人間の魂を食って生きるために、夜になるといろいろな音をたてて人間たちの反

応を探る。彼らは人間が見えないから、人間を動かしてその気配からどこにいるかを感じとろ

うとするのだ。だから夜は静かに寝ていなければいけない。動くと悪霊に気づかれてしまう、と

そう聞かされたのである。 

 

そのとき、こまかい雨足の合間に、誰かが自分の名を呼んでいるような気がした。 

いや、確かに声が聞こえたのである。 

『ベアトリスだ。』ジェイミーはそう思った。 

彼はパジャマのまま部屋を飛び出した。灯りを落としたプール・サイドを通り、ジェイミーは花

園（ガーデン）の方へ裸足のまま歩いていった。声は丘の斜面のほうから聞こえてきた。 

『ジェイミー・・・』 

その声はしかし、ベアトリスとはどうも違うようだと、次第に思い始めた。何かとても聞きなれ

た、懐かしい響きであった。ジェイミーは逸（はや）る心をおさえて、静かに花園の土の上に踏

み出した。 

濃い霧雨があたりを覆い、極端に視界が悪くなっていた。葡萄棚の方から声が聞こえている

ようだった。ジェイミーは瞳を凝らした。 

「Sino？（誰？）・・・Sino ba nang diyan?（そこにいるのは誰なの？）」 

ジェイミーは呼び掛けた。 

やがて、葡萄棚の奥の方にぼんやりと白い衣装が表れた。 



 

ジェイミーは目を疑った。それは今朝死んだはずのカミーラだったからだ。しかも柩に納めら

れたときと同じ姿だった。 

結婚式に着るのを楽しみにして何度も試着していたあのウェディング・ドレスを身にまとい、葡

萄棚の陰に立っていたのである。 

十メートルと離れていない。カミーラは立ち止まったまま両手でこちらに下から手招きをした。 

優しそうな表情は生前よりもはるかに美しかった。ドン・モレノが娘のために仕立てさせた純絹

のドレスは、白というよりもアイボリー・ホワイトに近かった。 

月も星も出ていないというのに、タフタ（光沢）が幻影のようにドレスを包んでいた。ベールから

長いトレインに至るまで、霧のように細かい雨が流れるたびにまるで自体が妖精のようにそよ

いでいた。 

ジェイミーは不思議に恐怖感が無く、誘われるままに葡萄棚の下を歩きだした。 

と、その時である。背後に緊張した声がして、ジェイミーは振り返った。 

「ジェイミー！」 

テラコッタ煉瓦を敷き詰めたベランダにベアトリスが立っていた。「いけないわ。そっちに行って

は。」 

ジェイミーはふと我に返った。 

「ああ、ベアトリス・・・」ジェイミーは慌てて彼女のところへ走り寄った。 

「あれはもうカミーラなんかじゃないの。行っては駄目。・・・それよりわたしとお話しましょ。こっ

ちへ・・・」ベアトリスはジェイミーの手をしっかり握って反対の方へ歩き出した。ジェイミーは葡

萄棚を振り返ったが、もうそこにはカミーラの姿は無かった。 

ベアトリスはジェイミーを旧館の例の開かずの部屋に連れて行った。 

この前と同じくあぶなっかしいベランダ伝いの道順だった。再び雨が激しくなってきた。 



ベアトリスは蝋燭に火を灯した。彼女はとても上機嫌だった。ジェイミーは昼間のやりとりを気

にしていった。「ねえ、今日の昼間のことだけど、怒ってない？」 

ベアトリスはにっこり笑うばかりだった。 

「ベニート神父がやっぱり犯人なの？ モニカはそう信じているようだけど。」 

 

 

ベアトリスはやはりそれにも答えず、違う話を始めた。「ねえ、ジェイミー。わたしのこと好き？」 

唐突な質問に少し驚いたが、それでもジェイミーは意外と言葉が素直に口をついてでた。「う

ん。大好きだよ。僕はあまり友達がいないんだ。だから。・・・」そう言いかけたとき、ベアトリス

の可憐な赤い唇がジェイミーの唇に重ねられた。 

ややって、彼女はじっと彼の顔をのぞきこんだ。「怖くないの？」「ううん。ちっとも。」ベアトリス

は澄んだ瞳をしていた。「あなたをちゃんと守ってあげるわ。誰もあなたに手を触れさせない。

わたしがいる限り。・・・」 

彼らはもう恋をしていたのかも知れない。まだ未熟であったにしても。実際、恋というものはい

くつになっても、未熟なものなのだろう。 

とりわけ彼らには、初めての恋だったからなおさらである。 

ジェイミーは胸が高鳴るのを覚えた。ベアトリスは目を閉じて、じっと待っていた。 

ジェイミーはぎこちなくベアトリスの小さな肩を抱き、自分からキスをした。少女は瞳を閉じたま

ま囁いた。 



「胸、触っていいのよ・・・」 

彼女はためらうジェイミーの手を取って自分の小さな胸にあてた。十二歳同士の熱いひそや

かな恋は蝋燭の灯がゆらめく中で激しく行き先を探していた。 

 

 

 

 

 

 

（四十五）うつろなエンジェル（四十五）うつろなエンジェル（四十五）うつろなエンジェル（四十五）うつろなエンジェル 

 

翌朝はうってかわって快晴となった。 

再びビサヤ諸島の夏がサンタアナを覆った。 

朝から雨あがりのうだるような暑さが襲いかかり、潮の匂いと草いきれで街が充満した。 

夜明けとともに、二十隻ちかい漁船やバンカーボートがけたたましいエンジンの音をさせて、

八月湾のリーフを目指して行った。バンガローの管理人の話では、とうとう我慢しきれなくなっ

た漁民たちがレパントの財宝を取りに行こうとしているらしい。『スキューバ用具も持たずに、



三十メートルの水深に素潜りでいくのかい？』という丈の質問に、管理人は『さあね。』と首を

かしげた。 

丈とミシェルはガーリックライスにトマトのスライスを盛りだくさんにした朝食を管理所前のカフ

ェでとっていた。ロンガニーサ（フィリピン式チリ・ソーセージ）を頬張り、バゴオン（オキアミの

塩辛）をトマトやライスに混ぜ合わせて食べていた。お定まりの簡単な朝食だった。 

丈は、これからカミーラとルイスの葬儀があると言うのに不謹慎だとは思ったが、それでもビ

ールを飲まずにはいられなかった。 

「今日のご予定は？ 旦那さま・・・」 

ミシェルがジタンに火をつけながら、丈をからかった。 

「葬儀以外はなあんにも。もう虚脱状態だよ。本当に力が抜けちゃった。」 

「ラモン教授のところにでもいって、歴史の講義でも受けてみる？」 

「モニカが煙たがるんじゃないか？ 彼女血清づくりでやっきになってるから。」 

そこへエンジェルがバンガローを出て椰子の並木の間を抜け、二人の方へやってきた。爽や

かな黒い瞳が朝はとりわけ澄んで見えた。 

「Buenos dias, amigos!・・・」 

エンジェルは二人ににこやかにキスをした。 

「テオは？」ミシェルが聞いた。 

「口きいてない。まだ寝てるわ。大きな鼾（いびき）をかいて。」 

「あなたとベニート神父のこと、やっぱり妬いてるの？」 

エンジェルは肩をすくめてみせた。 

熱風が海を渡ってくる。彼女の表情は心なしか疲れてみえた。 

「危険な関係ね。・・・」 

ミシェルが皮肉っぽく言った。 

ボビーがバンガローを出て街のほうへ向かって歩いていくのが見えた。 



「そうね。でもそれは彼が聖職者だからじゃないわ。」エンジェルはカラマンシー・ジュースにさ

したストローを口にくわえたまま言った。 

「じゃあ、どうして？」 

「彼は、瞳がけっして瞬かないの。・・・」 

丈とミシェルは顔を見合わせた。 

「彼の瞳を見た？ 一度も瞬くのを見たことがないわ。ただの一度もよ。瞳を閉じるのを何より

も恐れているみたい。もう一度瞳を閉じたら、闇の世界へ戻るしかないってとても怖がってい

るみたいに。・・・」 

「エンジェル。あなた・・・大丈夫なの？」 

エンジェルは、ふと我にかえった。 

「え？ 何？ 大丈夫って？ わたしなんか変なこと言った？」 

丈とミシェルは、モニカが行っていた、あのパーティの夜、ベニートが鏡に映らなかったという

一件を思い出していた。二人とも朝から何やら身の毛がよだつような寒々しさを感じた。 

エンジェルはあいかわらず長い大きく波打つ黒髪を、今朝は大胆に掻き上げてピンで留めて

いた。そして頬杖をつきながらポツリと言った。 

「キスをするとき、どうするのかしら？・・・」 

漁師たちの船がマルベーリャ岬を回り、そろそろポイントに近づきつつあった。 

 

 

 



（四十六）モレノ家の葬儀（四十六）モレノ家の葬儀（四十六）モレノ家の葬儀（四十六）モレノ家の葬儀  

 

カミーラとルイスの葬儀は結局盛大なものになってしまった。 

噂が噂を呼び、サンタアナの島民が続々と弔問につめかけたからである。『モレノに恩があ

る』と思っている人々は多い。 

丈とミシェルは早めにシリ教会に来ていた。さすがにいつもの T シャツと短パンというわけに

はいかず、バロン・タガログを着込んでの参列だった。 

二人が教会へ着いたのは、思っていたよりかなり早く、まだ誰も来ていない自分だった。ただ

一人、ドクトーラ・モニカが来ていた。 

そのモニカがじっとカミーラの遺体を見つめながらつぶやいた。 

「死に化粧が落ちてるわ。・・・」 

 

 

丈とミシェルはなるほどと思った。カミーラの顔の白粉や口紅がやけに色褪せていた。 

ミシェルが言った。「何となくウェディングドレスも薄汚くなったような気がしない？」 

「そうね。それよりどうしてカミーラの方だけ、この白いレースの膝掛が足から腰のあたりまで

掛けてあるのかしら？ ルイスのほうには無いわ。」 

モニカは無造作にその膝掛をめくってみた。 



三人はあっと息を呑んだ。繻子（サテン）の靴とドレスの裾が泥だらけだったのだ。モニカはじ

っとそれを見ながら言った。 

「カミーラは、昨夜の雨の中、出歩いたっていうことね。・・・」 

丈が真顔になって聞いた。 

「いったい誰のところへ行ったって言うんだい？」 

ミシェルは胸が急に悪くなり、その場に座り込んだ。丈が慌てて彼女を抱き起しながら続け

た。「今のところ、犠牲者の報告は無いの？」 

モニカはレースの膝掛を握ったまま黙って首を横に振った。そして静かにそれを元通りカミー

ラの下半身を覆うように直した。 

「ベニート神父が掛けたのかしら？」ミシェルが口を押さえながら蒼い顔をしていった。 

モニカはキッとミシェルのほうを見て断言した。「いいこと。あれは神父なんかじゃないのよ。お

願いだからわたしを信じて。わたしに協力してちょうだい。わたしたちにまで危険がせまってい

るの。いいわね。みんなが危険なのよ。」 

丈は気がかりになっていたことを言った。 

「トニーは？ モニカ、昨日はトニーに会った？」 

「いいえ。」 

「昨日の朝、教会を探るんだと言ってここで会ったきり、あの後一度も連絡が無いんだ。まさか

カミーラに殺られたんじゃないだろうな。」 

ミシェルはもう震えていた。「心配だわ。わたし。・・・」 

そのときモレノ夫妻とホセがベニートに伴われて礼拝堂に入ってきた。 

そして四人に続いてたくさんの人々が入り始めた。 

入口のところにレイチェルの姿が見えた。彼女は丈たちに向かって手を挙げた。『こっちへ来

て。』と手招きしていた。丈とミシェルはモニカにそっと耳打ちして三人は弔問客とは反対に礼

拝堂の外に出た。 



レイチェルは三人の顔を見回しながら言った。 

「エンジェルは？ テオやボビーは？」 

「エンジェルとテオは来ないよ。ボビーはどこ行ったかな。でも今朝、街の方へ歩いていくのを

見たから。とにかくみんな無事さ。」 

「そう良かった。」レイチェルはそう言って胸をなでおろした。モニカが鋭い視線でといただし

た。「どうしたの？ 何かあったのね？」 

「夕べ、カミーラがジェイミーを襲おうとしたの。」 

三人は仰天した。 

「大丈夫。ベアトリスが現れて助けてくれたらしいの。カミーラは手も足も出なかったみた

い。・・・」 

「冗談じゃない。そんなことが本当に起こるのか！・・・」丈はしかめっ面をして腕を組んだ。モ

ニカのほうは冷静だった。 

「わたし、とにかく昨夜だれか犠牲者が出てるか警察へ行ってみるわ。蒸発とか失踪とかも含

めてね。それから今夜、夕食のとき診療所へ来てちょうだい。今夜またカミーラが蘇ってくるに

違いないわ。それまでに何とか退治しなくては。」 

丈は正直言って怖気づいていた。「死体を、あやめるなんて、とてもできないよ。」 

「動いていたら、もっと出来ないわよ。」 

「ねえモニカ。はっきり言わせてもらうけど、僕はあなたの言うことを百パーセント信じているわ

けじゃないんだ。」 

「今夜二百パーセント信じることになるわ。いいわね。必ず来て。」 

「ねえ、どうして明るいうちじゃいけないんだい？ なにもわざわざ夜に。・・・」 

「昼間は人目につくし、第一ドン・モレノが許さないわ、そんなこと。わたしたちだけでカミーラを

退治するの。いいこと？」 



 

 

モニカはそれだけ念を押すと、葬儀にも出ず、さっさと丘を下って行った。丈とミシェルはただ

茫然とその後ろ姿を見送っていた。 

カミーラとルイスの葬儀は滞りなく終わり、二つの柩はアリーナ共同墓地に安置された。 

この日もクリスは公に姿を見せなかった。家人の話では昨日の午後から行方がわからないと

いうことだった。これで昨夜消息がつかめないのは、トニーとクリスの二人になった。丈は気を

揉んだ。 

アリーナ共同墓地は先述の通り、マルベーリャ岬の突端（ローコ灯台）に向かう途中にあり、

まるで蟻地獄のような窪地だった。 

円周状の斜面に墓石が立ち並んでいるのだが、モレノ家はその一番中央部の深いところに

石造りの墓屋を持っていた。 

 

 

墓屋は二棟あり、一棟は相当古いものだった。もう一棟は三代前に立てられたもので新しい。 



これだけでもモレノ一族がこの島で圧倒的な威勢を誇っていたことがうかがわれた。 

二人の柩は新しい墓屋に運び入れられた。中は階段で地下墓地へとつづいており、学校の

教室三つ分は十分あった。そして三段組みの石棚がしつらえてあり、奥の祭壇のあたりから

幾つか柩が安置されていた。この島には墓泥棒などはいないので、墓屋の入り口の鉄格子

の扉もただそのまま閉じたのみで、錠や鎖は一切使われていなかった。このことが丈やミシェ

ルを一層不安にさせた。 

二人が葬儀の後バンガローへ戻ってきたのはちょうど昼ちょっと前だったが、八月湾の浜辺で

はもう漁師たちが船を砂浜に引き上げて大勢の人がなにやら騒いでいた。話を聞いてみる

と、仲間の漁師たちの船が沖合のリーフの外に着き、素潜りで何とか財宝を手に入れようと

やっきになっていると、三隻のモーターボートがどこからともなく現れて、ライフルやショットガ

ンで威嚇射撃を始めたというのである。 

慌てた漁師たちは逃げ帰ってきたが、その三隻のモーターボートはお沖合に居座り、スキュ

ーバの装備で財宝の引き揚げ作業を始めたというのだ。 

漁師たちは口々に、『あれは、バラクーダだ。』と言って悔しがった。それは『海賊』という意味

の隠語である。 

丈とミシェルは三隻の連中がクリスの配下の者だと確信していた。そして彼らが昨夜、丈たち

の借りていた小型クルーザーを爆破したのだということも。 

漁師たちは誰も、その海賊たちの顔を見知っていなかったことからすると、島の人間ではな

い。おそらく近隣の島からかき集めた、『にわか海賊』に違いなかった。 

昼過ぎから天候が不順になった。 

降りそうで降らない雨雲が島の西側半分を覆い、太陽の隠れることが多くなった。気温の上で

は、この方がはるかに凌ぎやすいのだが、風の向きや巡りによってはムッとする湿気にあてら

れるのが難だった。 

二人がバッカスでランチをとった後、バンガローへ戻ったときには、エンジェルがもうベニート



の差し回しの馬車で出かけたあとだった。 

テオも午前中のセブ島往きの船ですでにサンタアナ島を後にしたと管理人が教えてくれた。 

なにしろボビーとは喧嘩別れしているのだ。今さらカミーラ退治に協力してくれとは言い出せ

ない。 

このとき丈はエンジェルというスペイン女の火がついたような突拍子もない情動にむやみに腹

が立ってきた。 

「情熱だ、恋だと結構だけど、こっちの身にもなって欲しいよ。痴話喧嘩のおかげでテオが出

奔しちゃうし、戦力が激減だ。」 

「あなたもはやいところボビーと仲直りしたら？」 

「冗談じゃない。向こうが間違ってるのに。」 

丈の文句にはキリが無かった。 

「第一今夜僕たちがやることは、いわゆる死体損壊だぞ。モニカはどういうつもりなんだろう。

頭がパニクってるだけじゃないのかなあ。」 

ミシェルが茶化した。「大丈夫よ。バレても変質者の仕業だということで不問に付されるわ、き

っと。」 

丈が脈絡のない文句を言っているところに、管理所から使いが来て、長距離電話だと言った。

丈が管理所まで行くと、それはトニーからの長距離電話だった。 

「トニー、いったいどこからなんだ？ 心配したんだぞ。」 

トニーの声は遠かった。雑音も多い。 

「いやあごめんごめん。実はいまセブ島にいるんだ。」 

「セブ？」 

「そうなんだ。昨日の午後そっちを船で出たんだよ。というのはシリ教会の前任神父だったシ

モン何某（なにがし）の件でね。どうしても裏を取りたかったものだからさ。あの教会はマニラ

管轄かとばっかり思っていたら、セブのマジェラン教会が管理しているそうなんだ。それでビッ



グ・ニュース。今からそっちへ帰るから、夜はどこへも行かないで待っていて欲しいんだ。それ

からベニート神父には決して近づかないこと。あいつは完全に『黒』だよ。危険きわまりない。

それだけを言おうと思ってね。もう船が出るんだ。モニカや君の友人たちにもそのことは徹底

しておいてくれ。詳しくは夜説明するよ。じゃあね。」 

トニーは一方的に電話を切った。 

丈は管理人にセブ島発サンタアナ着の船の予定時間を尋ねた。『今から出る』ということから

して到着は夜の十時ごろのはずだ。丈はすぐモニカに電話を入れて、トニーのことを話した。 

モニカは非常に興味を示したが、カミーラの件については一言で済まされた。 

「それまでにカミーラを片づけてしまいましょう。」 

丈はがっくり肩を落とした。「ついてない。・・・」 

ミシェルがふざけて真面目な顔で丈の顔を覗き込んだ。「ツキは自分で呼ばなくちゃ・・・ね。」 

・・・ 

 

 

（四十七）逢引き（四十七）逢引き（四十七）逢引き（四十七）逢引き 

 

午後、ベニートとエンジェルを乗せた馬車がマルベーリャ岬沿いのビーチロードをたどってい

た。 

雨雲が切れている西南の海は眩しい陽光が照り返しを誘っていた。ガタガタのビーチロード



の途中、右側に隘路（あいろ）がのぞいていた。樹木の生い茂る中をその隘路に沿って行け

ば、例のアリーナ共同墓地へ至る。 

馬車はそのときただ真っすぐにビーチロードを突端のローコ（阿呆）灯台へ向かっていった。 

幾たびか細かい入り江と磯を過ぎ越していく間、二人はほとんど口をきかなかった。それがま

るで自然であるようにエンジェルには思えて、かえって居心地が良いくらいだった。 

八月湾は目の覚めるような太陽のスポットライトが雨雲の切れ目から淡いコバルト・ブルーの

遠浅の海を際立たせていた。雲と空の間は乳白色に変わり、それが刻刻と移ろいでいく。 

馬車は八月湾をはさんで対面する猫岩岬でさえとっくに左後方に過ぎ越していた。 

やがて最後の小さな屈曲を経て、ローコ灯台が樹木の間からその姿をみせた。ベニートとエ

ンジェルは思わず顔を見合わせて微笑んだ。馬車は細かくて白い砂地を巻き上げながら岬の

突端に躍り出た。崩れた砦が見えてきた。 

ローコ灯台の手前には砲塁とそれを守った城壁があるのだ。外側は一部残っているが、中は

廃墟そのものだ。その中に掘っ立て小屋があり、灯台守が棲んでいた。 

 

真っ黒な顔をした五十代の男が馬車の音を聞いて小屋から出てきた。「パドレ（神父）。今日

はまたえらくべっぴんさんをつれて。・・・逢引きですかい。隅におけねえなあ。」 

「そんなところだ。」 

「神父も、一丁前に私服でいるとずいぶん Guapo（色男）だねえ。まったく隅におけねえ。」 

その日ベニートは珍しく私服だった。 



真っ白でラフな綿シャツで、丸首の長袖だった。下はあいかわらず黒の麻物だったが、裸足に

革製の固定式サンダルを履いていた。 

ベニートは灯台に下りていく岬の尾根道を歩きながら、砲塁跡を説明した。 

「この島の連中は昔、スペイン統治時代に対イスラム教徒の要塞陣地の兵員としてマニラか

ら送り込まれた人間の末裔なんだよ。だからビサヤ地方なのに、マニラ周辺のタガログ語が

話されている。もっともその後スペイン人たちは、この島の軍事上の価値を認めなくなって引

き上げてしまい、置き去りにされたフィリピン人たちは半ば漁民、半ば海賊化して生き残ったら

しい。永い年月の間にまわりのビサヤ諸島の人やすぐ南にあるミンダナオの人も入ってきて、

かなり混じってしまっただろうけどね。この砲塁もスペイン統治時代のものだが、スペイン人が

つくったものではない。土着化した海賊たちのものさ。」 

「あのバラクーダと一緒ね。・・・」 

エンジェルは灯台のすぐ沖で、レパントの財宝の引き揚げ作業をしている三隻のボートを見て

言った。 

「バラクーダ？」 

「海賊のことをみんなそう呼んでるわ。隠語よ。『鬼カマス』のこと。」 

ベニートは変わった呼び方だといって笑った。 

二人は小さな灯台の螺旋（らせん）階段を上がって発光板のところまで登りつめた。手摺（て

すり）につかまって海を臨むと、このあたりは気持ちの良い風が吹いていた。 

「ご家族は？」 

「さあ、もうわからない。どうしたことか。あれからずいぶん永い年月がたってしまったから。そ

れに・・・形振（なりふ）り構わず飛び出してきたようなものだからね。」 

エンジェルは何やら急に胸がしめつけられるような気がした。男の褐色系の肌が彫刻のよう

な美しい顔立ちを際立たせていた。陽の影が濃く男の横顔を覆い、見ているだけで消え入り

そうな哀愁を覚えた。 



こんどはベニートが聞いた。「スペインはいいところかい？」 

「ええ・・・わたしは好き。あなたはまだ行ったことが無いんでしょう？」 

「そう。わたしたちは棄てられた人間だ。とくに混血はね。それにユダヤも。バスク地方の人間

も数多く植民地に追いやられた。コロン（コロンブス）だってユダヤだったらしい。スペインでは

ユダヤはユダヤだというだけで宗教裁判にかけられて、首を絞め殺された。カトリックに改宗

にしても、いつ異端の濡れ衣を着せられるかわかったものじゃなかった。みんな本国で追い詰

められ、逃げるようにして新天地を探しに海を渡ったのさ。しかし、植民地も決して Paraiso（楽

園）じゃなかった。スペイン本国は搾取の限りを尽くし、わたしのようなメスティソはマニラのイ

ントラムロス（旧市街）でも差別された。そしてユダヤはここでも生き残りをかけて、純粋なスペ

イン人貴族たちの閨閥になろうと必死だった。・・・」 

「あなたにもユダヤの血が混じっているの？」 

「いや、スペイン人とフィリピン人のメスティソだ。よそう。後ろ向きの話になってしまった。」 

「いいの。あなたのことは何でも知りたいから？」 

「Todos（なんでも）？」 

「そう。久しぶりにスペイン語で話ができるからじゃないのよ。わたしがあなたに近づくのを、危

ないって言ったりするの。あなたは普通の人間じゃないのに、わからないの、って言ったりす

るの。」 

「Diablo（悪魔）だとでも？」 

エンジェルは調子に乗って喋り出した。 

「そうそう。それに近いわ。モニカなんて、あなたが鏡に映らなかったって言うし、新聞記者のト

ニーも、前任のシモン神父がいなくなったのはあなたが何かしたんじゃないかって疑ってる

わ。カミーラの事件だって、ヴァンパイアの仕業だって話をして、それも容疑者はあなたよ。あ

なたは、いまとっても危険人物だわ。わたしだったら、あなたみたいなヴァンパイアなら体中の

血を吸われてもいいな。」 



エンジェルは一人ではしゃぎすぎているのに気がついた。ベニートはじっと自分を見ていたの

だ。彼女は口ごもって表情をこわばらせた。 

「ご免なさい。気を悪くした？」 

ベニートは黙っていた。そしてふと死にそうなくらい青い海に瞳の先を投じた。 

『わたしがこんなにお喋りなのは・・・』エンジェルは心の中で思った。『・・・それはあなたが好き

だからよ。』 

エンジェルは声に出して言いたかったが、やはり口に出せなかった。そしてその一言を旨にし

まうように呑み込んだ。そのときベニートが彼女の方を向いて言った。「わたしも、君が好き

だ。・・・」 

エンジェルはまるで心の中を読まれたかのようなきがして目を丸くした。 

「どうしてわかったの？ 今わたしが思ったこと。・・・」 

「どうしても。・・・きっと、わたしも、Loco por ti(君に夢中)だからかも知れない。」 

エンジェルは微笑んだ。 

「この灯台（Loco、阿呆）みたいね。」 

「そうこのローコ灯台みたいだ。」 

エンジェルはベニートの灰色の瞳に体が吸い込まれそうな気がした。男の手がワンピースを

通して下着をつけていない胸に直接触れた。エンジェルは声にならないため息を漏らし、唇が

少し開いた。自然に二人の体は寄り添い合い、ベニートは彼女の締まった腰を抱いた。 

エンジェルはベニートの首に腕をからめて、激しく鼓動を続ける胸を必死で抑えながら男の顔

をじっと見つめた。 

「目を閉じて。」ベニートは静かに言った。 

「わたし・・・あなたがどうやってキスするのかなって・・・思ったから。」 

「どうして？」 

「だって・・・あなたの瞳っていつも瞬きしないんだもの。・・・まるで目を閉じるのを怖がっている



みたい。二度と暗闇に戻りたくないって言ってるみたい。・・・」 

ベニートはにっこり笑って瞳を閉じた。男の冷たい唇に、エンジェルのうっすらと開いた熱い唇

が重ねられた。 

エンジェルは息の音が止まりそうなほど長いキスをした。彼女は素裸に、洗いざらしたような

薄い飴色の麻のワンピースを着ていたが、その背中から腰にかけて、まるでシャワーを浴び

たように汗が滲んでいた。 

雨雲は岬を外れて、ひときわ激しい直射日光がローコ灯台に襲いかかった。木小野遠くなる

ような眩暈（めまい）がする中で、エンジェルは心の中で叫んだ。 

『もうどうなってもいい。・・・』 

やがて沖合のバラクーダは午後の航跡を残してリーフを後にした。 

 

（四十八）アリーナ共同墓地（四十八）アリーナ共同墓地（四十八）アリーナ共同墓地（四十八）アリーナ共同墓地  

 

夜がおとずれた。丈とミシェルはモニカの診療所へ向かった。二階にある亡父の書斎にはラ

モン教授とモニカ、それにモニカの従兄のレイという男がいた。さらにセブ島へ演習に行って

いるマリアノ少佐の末弟でラミールと名乗る青年もいた。レイはモニカと一番仲の良い従兄ら

しく、サンタアナでは土建業を請け負っていた。ふだんは、セブ島で工事を請け負うことが多

いようだ。さすがに外の仕事であるから、黒光りするほど日焼けしていた。一方ラミールは、マ



ニラの大学へ通っていたが、夏休みで戻ってきたところを、マリアノに頼まれて、モニカを助け

にきたのだ。愛想のよい好青年だった。 

四人はレパントの財宝引き揚げの GHQ となっているその部屋で、財宝や海図や資料そっち

のけで危ない凶器の手入れをしていた。竹を切ってつくった鋭い杭、銅ハンマー、漁師用の荒

縄、ライフル一挺、夜間工事作業用のカンテラが四つ、そして丈に手渡されたのはフィリピン

独立戦争当時のサーベルだった。 

 

レイが真っ白い歯を見せて笑った。「もともと状態のいいサーベルだ。ちゃんと研いだし、大丈

夫だ。たのむよ・・・あんたがそれでとどめを刺すんだからな。もっとも戦後半世紀近く経って、

日本人も首の切り方を忘れちまったかもしれないな！」 皆がげらげら笑いだした。丈は蒼い

顔でぼそっとつぶやいた。 「なかなか気の利いたジョークだね・・・」 

夜九時、六人は診療所を出た。フィリピン人たちは出がけにサントニーニョ（聖童子）に十字を

切っていった。六人は各々二人乗りのカレッサに分乗して、アリーナ共同墓地を目指した。馭

者は、レイが土建作業用の資材を運ぶ筋から信頼出来る者を集めてきた。 

夜は恐ろしく静かだった。サンタアナの街の西のはずれはこの時分になると一通りもほとんど

無く、駆け抜ける椰子の並木の間に月の光が零れるばかりだった。そのたびに海は氷のよう

な微笑をたたえていた。 

丈はカレッサの中で一人で愚痴をこぼしていた。「冗談じゃない。まったく冗談じゃない！」 カ



レッサの往く右手には岬の低い尾根に広がる樹海がぽっかりと暗黒の口を開けて一行を見

送っていた。 

丈はボビーと喧嘩したことを今になって後悔していた。『こういうときあいつなら海兵あがりの

鉄のような心臓を持っているからな。』・・・おそらくこうした薄気味悪いことも、思い切り冗談を

飛ばしながら平気でやってのける豪胆さがあるだろう。そういうアメリカ人気質は好きだった

が、あのときは実際腹が立っていたのだから仕方がない。・・・そう丈はあきらめるよりほかな

かった。 

第一この島へ宝を探しに行こうと言ったのはボビーであったし、それが何の因果か自分がモ

ニカに見込まれて今夜の吐きそうな『仕事』に駆り出される羽目になったのだ。我ながら、情け

ないというか、不愉快で仕方なかった。 

 

三台のカレッサはやがてローコ灯台に続くビーチロードから外れて、尾根道を上り出した。と、

そのときカレッサがあいついで止まった。先頭からモニカが降りてきて、ビーチロードのほうへ

戻っていった。真っ暗闇の樹海に囲まれて、一段と鬼の領域へ足をふみこんだような気がし

た。丈はますます落ち着かなくなり、自分もビーチロードまで歩いて戻ることにした。ミシェル

が「置いていかないで」と泣きそうな声でカレッサから飛び降り、丈の背中にしがみついて来

た。ビーチロードまで行くと、モニカがローコ灯台の方に歩いていくのが見えた。さらにそのず

っと先にカンテラの灯が一つ揺れていた。誰かいるらしい。 



丈はその様子を見ながらタバコに火をつけて一服した。ミシェルがそれをすぐに指でつまみ取

り、自分も一口吸って深呼吸した。 

「ジタンじゃないよ。」  

「いいの。強いのは体に悪いから。」 

そのうちカンテラは次第に小さくなっていった。ちょうどビーチロード沿いに続く静かな海は月

明かりできらきらと光りをちりばめていた。その先のほうにはローコ灯台が岬の突端に頭をの

ぞかせていた。 

 

やがてモニカが戻って来た。息を切らしていた。 

「大変だわ。ベニートが来たらしいの。」 

「いつ？」 

「ついさっきよ。あれはローコ灯台守なんだけど、墓守も兼ねているの。ベニートに、今夜は墓

地の見張りは必要無いっていわれたらしいのよ。本当はモレノに雇われているのよ。でも、教

会の神父に言われれば誰だってああそうですかと思うでしょ。とにかく急がなくちゃね。」 

 



 

丈は心細くなった。 

ベニートがこの時分に共同墓地に来ること自体、異常に思えたからだ。『これじゃあ逆に返り

討ちに遭う。』 丈はカレッサに戻ると、サーベルを抜いてみた。大学の専門研究が森林学だ

ったから、山に入ることも多く、しょっちゅう野生動物に悩まされた。熊がとくに危険だった。そ

れで居合を習ったのだが、その頃、真剣を用いて型の稽古をしていた。畳や、藁束を試し切り

したこともある。それに比べると、かなり軽いものであった。日本刀と違って妙な湾曲をしてい

るので、相手に致命傷を与えるには突きしかないと思われたが、モニカはこれでカミーラの首

を刎ねろと言うのだ。居合は、限りなく直線運動だが、サーベルの扱い方は、完全に円運動で

ある。丈は自信がなくなり気落ちしてしまった。 

 

三台のカレッサは再び走り出し、やがてアリーナ共同墓地に着いた。 

六人はバラバラと降り立った。カンテラの灯を頼りに、蟻地獄の一番深い地点にあるモレノ家

の墓屋へと斜面を下って行った。まるであたり一帯に青白い雪が降り積もったようにおびただ

しい墓標が立ち並んでいた。 

 

 

レイがカンテラを持って先頭を歩いていた。彼はライフルを持っていた。モニカは拳銃とカンテ

ラ。ラモン教授は柄の長い銅ハンマーを肩に担ぎ、ラミールはカンテラと荒縄を持っていた。 



六人は新しい墓屋の前までたどり着くと顔を見合わせた。ささやくようにレイが言った。 

「ベニート神父がいたらどうする？」 

「相手次第だわ。そのために二本杭を用意したのよ。」 

レイが驚いた。「何だって？ あのもう一本は、万一折れたりして失敗したときのためじゃない

のかい？」 

「違うわ。わざわざ竹を選んだのは折れにくいから。二本用意したのは、万一ベニートがいて、

向かって来たときのためよ。ちゃんと先を読んでるんだから。」 

丈はその会話を聞いているうちに、モニカのことがカラフルなアロハとバミューダを着た鬼婆

のように思えてウンザリした。 

レイが執拗に食い下がった。 

「しかし、ベニートまでやるとなったら、相手は人間だぜ。人殺しになっちまうぞ。」 

「だから言ってるじゃない。相手次第だって。それにあれは人間じゃないんだから、あなたに今

説明している暇はないわ。あとでゆっくりしてあげるから、さあ行くのよ。」 

 

六人は一斉に墓屋の鉄の扉を開けて石段を駆け下りた。もう一つそこに鉄格子の扉がある。

これをガラガラと横滑りさせて押し開いた。 

柩の数は空間の大きさや三段組の石棚の数に比べてずっと少なかったが、ほとんどの棺材

が腐っていて屍体が見え隠れするものも散見された。生臭い匂いが奥へ行くほど強くなった。



死後二日を経過した二人の遺体が、熱帯の気候の下で腐乱していたのであろうか。 

「ベニートがいないわね。・・・」 

モニカがぽつりと言った。レイがテキパキと石壁に何本も置かれている蝋燭に火を点（とも）し

た。墓屋の内部がぼうっと明るく照らし出された。各々がカミーラの柩を囲んで段取り通りに身

構えた。丈もとうとう観念した。バンダナを額に巻きつけて、したたる冷や汗を止めた。そして

ようやくサーベルを抜いた。 

レイがラモンにライフルを預け、代わりに自分が銅ハンマーを手に取った。彼は柩の蓋に手を

かけ、モニカと丈、そしてラミールの顔を一人ずつ確認するように見回した。ミシェルは極度に

緊張して、自分の歯が震えて音を立てるのが聞こえた。 

「開けよう。・・・」 

レイはゆっくり柩を開けた。 

一同は思わずあっと大きな声を上げた。そこにはカミーラがいなかったのである。六人は茫然

とその場に立ちすくんだ。 

 

 

「遅すぎたわ。もう出歩いている。・・・」モニカがそう言った。 

レイが慎重な声で言った。「いや、ベニート神父がどこかへ運んだのかもしれない。」 

「もうわたしたちのことに感づいているんだわ、きっと。」 

ラモンはいつになく緊張した声で促した。 



「モニカ。まずい。早くここを出よう。」 

六人は慌てて外に駆け上がった。そして墓地の斜面を出口まで走りつめるとカレッサに分乗

して一目散に街へ舞い戻った。 

レイが診療所の前で降りると皆に言った。「考えたんだが、今夜われわれは離ればなれにな

らない方がいい。とにかくここで一緒に寝よう。一人は危険だ。ここなら敷地内や出入口に兵

隊が見張っている。カミーラの件は明日出直そう。」 

モニカも同意した。そうね。その方が安全だわ。 

丈が遮った。「ちょっと待ってくれ。トニーがセブから帰ってきているはずなんだ。あいつがベニ

ート神父のことで、決定的な証拠をつかんだって言ってたから、会って話を聞きたいんだ。」 

ミシェルが丈に、今ここからバンガローに電話したら、と勧めた。丈はすぐ診療所にはいり、ト

ニーをつかまえようとバンガローの管理所に電話を入れた。バンガローの管理人は、一時間

前にトニーは着いたが、すぐまた出かけていったと告げた。 

時計は十二時近くになっていたが、丈は思い当たるところに片っ端から電話をかけてみた。モ

レノ邸、バッカス、警察、軍の駐屯所。 

念のため、港務所にも電話を入れたが消息はつかめなかった。丈は無性に胸騒ぎがした。 

とにかく六人はモニカの診療所の二階にある書斎と続き部屋で各々椅子やソファ、ベッドに横

になった。 

なかなか寝つかれない夜だった。暗闇を恐れて誰も電気を消す者がいなかった。寝返りをう

つたびに、時折近くの海岸から静かな波の音が聞こえてきた。 

 

（四十九）トニーの遭難（四十九）トニーの遭難（四十九）トニーの遭難（四十九）トニーの遭難  



 

明けて翌朝六時半頃、ミシェルが診療所からバンガローの管理人に電話をかけた。 

管理人によると、あの後トニーは遅くなってから戻って来たということだった。たぶん泥棒通り

脇の屋台で食事でもしてたのではないかと言うことだった。 

管理人はそのとき戻って来たトニーに、丈のメッセージを伝え、モニカの診療所へ行くように

と、確かに告げたそうである。 

ミシェルは嫌な感じがした。丈はそれを聞くとすぐ診療所を飛び出した。 

走りに走ってバンガローに着くと、トニーのバンガローをドンドンと叩いた。しかし応答が無か

った。丈はすぐ管理人を呼んでドアを開けさせた。 

ミシェルと管理人も一緒に部屋に飛び込んだ。丈はそこで信じられない光景に出くわして絶句

した。 

血塗れのトニーが床に倒れていたのである。すでにこと切れていた。・・・ 

警察からダニエル所長がやってきて調べた結果、頸動脈を咬み切られての失血死であった。

血の三分の一を失えば致命傷となるが、トニーの場合はほとんど血が体内に残っていなかっ

た。 

なるほど床からベッドに至るまでかなりの血液が飛び散ってはいたものの、トニーの血液のご

く一部でしかない。しかも犯人はどこから侵入したかも解明されずじまいだった。部屋の中は

特別荒らされた形跡も無く、身の回り品は現金など何も盗まれてはいなかった。 

モニカが検死をした後、診療所に戻って意気消沈している丈に言った。「カミーラのときみたい

にあの得体の知れない血液がわずかに体内に残っていたわ。」 



丈はぼんやり聞いているだけで反応が無かった。そしてポツリと言うのだった。「トニーは奥さ

んと二人の子供が居るって言ってた。」 

ミシェルが丈の肩を抱いて頬を寄せた。 

モニカが続けた。「マニラ・スクープの方には警察のダニエルが連絡してくれたわ。マニラから

今日中に遺族と会社の人が来るそうよ。ドン・モレノに掛け合ったら、飛行機の手配と、セブか

らここまでの高速船を都合つけてくれたんですって。今日の夜には到着するらしいわ。」 

ラモン教授が銀縁の眼鏡の下からモニカを覗き込むようにして言った。 

「トニーの遺体をマニラに持っていくつもりかね、遺族は？」 

「カミーラのようになることは間違いないわね。・・・」 

その時丈がまたつぶやいた。「トニーを焼くしかない。灰にしてしまう。僕は嫌なんだ。そんな

カミーラみたいに蘇るトニーを絶対に見たくはないんだ。・・・あいつ、きっとベニートの件に深

入りしすぎたんだよ。知ってはいけないことまで、きっと知ってしまったんだ。・・・」 

一同は語る言葉を失っていた。 

 

 

 

（五十）神は沈黙する（五十）神は沈黙する（五十）神は沈黙する（五十）神は沈黙する 



 

丈とミシェルはボビーやエンジェルに事態の経過を話そうと思った。しかしエンジェルはもうと

っくに朝から出かけていた。 

「またベニートとデートかな？」 

「ベニートがヴァンパイアだとしても、エンジェルを襲いはしないわ。」 

「どうして？」 

「襲う気ならもうとっくに襲われているはずよ。」 

たしかにその通りだった。だから逆にエンジェルについては妙に安心していられたのである。

理由のないものだったが、そのためにベニートという男をモニカが言うほど一連の凶行の張

本人であるとはにわかに信じがたいものがあった。 

一方ボビーのほうも不在だった。結局、二人は午前中何をすることもなく、バンガローのテラ

スに渡したハンモックにひっくり返っていた。 

じっとり滲む汗に潮風が絡みつく。ときおりミシェルが眼鏡を掛けて小説を一枚一枚めくる乾

いた音がして心地よい。ミシェルは遠視だったから、モノを読むときにはいつも眼鏡をしている

のだった。 

丈は急に思い立ったようにハンモックから跳ね起きた。 

「レイチェルに会ってくる。例のブードゥー（黒魔術）の巫女に会いたいんだ。行くかい？」 

ミシェルは本を広げたまま眼鏡越しに丈を見た。 

「ううん、いいわ、わたし。ここで待ってる。またあなたがボビーと喧嘩するの、見たくないも



の。・・・キスして。」 

丈は身を屈めてミシェルの小ぶりの唇にキスをした。・・・ 

 

モレノ邸はすっかり人気が無くなっていた。 

使用人が八人から三人に減っていたのである。 

暗色の蝋結染（ろうけつぞめ）をしたアロハに短パン、サングラスといういで立ちで丈は、木刀

をクルクルと振り回しながら大きなホールに入った。 

ちょうど階段の上からジェイミーが声をかけた。 

「やあ、ジェミー。元気そうだな。」 

「まあままだね。」 

丈はジェイミーのいやに大人びた受け答えがおかしく思った。ジェイミーが丈たちと話をすると

きはいつも英語なので、それだけでもませた印象が強かったが、このところレイチェルの面倒

を見ているという意識が、なおさらジェイミーを背伸びさせていたのかもしれない。 

「どうした？ 男の匂いがぷんぷんするなあ。さては恋をしているとみた。誰だ？ ベアトリス

か？ 当たりだろ？」 

ジェイミーは答えず、澄ましていたが、耳まで真っ赤になっていた。 

「それよりさ、記者のトニーがやられたんだって？」 

「ああ、よく知ってるな。昨夜な。」 

「そして、誰もいなくなるんだ・・・」 



「そうはさせない。必ずどこかで止める。」 

「ねえ、神様はいったい何をしているんだろうね？ 最近ほんとうにそう思うんだ。おまけにベ

ニート神父がもし悪魔の手先だったら、十字架も聖書も全然だらしないってことだよね。だって

神父様に化けているわけでしょ。それにみんながベニート神父を怪しいって思っているみたい

だけと、どうしてそれならすぐ捕まえないんだろう。」 

「神さまが何かしてくれるのを待っているのかな。 それともベニートがもし人間じゃなくて、本

当に悪魔だったら、下手に手を出せないって用心しているのかもね。」 

「ずいぶん、理論的だね。」 

丈はサングラスを取った。「ジェイミー、人間には善いことや悪いことを感じる心がある。それ

は神さまの領域だ。神さまの力で僕たちが感じ取る世界だ。だけどね、人間にはもう一つ別の

心がある。」 

「もう一つの心？」 

「そう。それは何かを信じてしまう心さ。」 

「そうだ。善でも悪でもなくて、その人が自分の命よりも大切にしているものだ。野生とか欲望

とか言ってもいい。その人にとってはそれが善でも悪でもどうでもいいことなんだ。信じている

からさ。そうなるともう神さまの手におえる領域じゃないんだ。わかるかなあ。」 

「わかるよ。」 

 



 

二人はそぞろ歩きでパティオを抜け、花園のほうへ抜けた。眩い熱帯の光が葡萄棚の葉の間

から差し込んで湿った遊歩道をキラキラさせていた。 

ジェイミーは丈の言ったことをしばらく反芻していたようだ。 

「じゃあ、神さまがいないわけじゃないんだね？」 

「そうさ。ただ誰にも神さまの声が聞こえないんだ。どんなに近くにいてもね。」 

「神さまは助けてくれないのかなあ。」 

ジェイミーは急に声を落とした。 

「ベアトリスが君を助けてくれたじゃないか。」 

「でも、カミーラやトニーの場合はどうなるの？ 神さまは助けてくれなかったよね。」 

「神さまはね、ジェイミー。何もしてくれないんだよ。僕たちの心に語りかけることさえしないん

だ。そしてじっと見守っているだけなんだよ。いいかい？ よく覚えておくんだ。いつか君も善

悪の壁を越えて、何かを信じてそのためにはどんな犠牲も代償もいとわないと思うときがくる

かも知れない。そしてその思いが微塵に砕け散ってしまうとき、そしてその信じたものを自分

の手から放さなくてはいけないとき、どうしてそれまでずっと神さまが黙っていて何も教えてく

れなかったのかがやっとわかるんだ。それだけを覚えていればいいんだよ。」 

「うーん。何かよくわからないなあ。」 

丈は真夏の果樹園を飛び交う虻（あぶ）や蜂の群れをぼんやり見ていた。そして独り言をつぶ

やいた。 

「つまりそれが、僕たちの罪と罰ってやつだ。救いは後悔したときにしかない。ただ後悔する勇

気をそのときに人間が持てるかどうか、だな。・・・」 

ジェイミーは大人びて見せていたことを後悔していた。 

そして丈がこんなに深刻な表情をみせたのもこのときが初めてだった。 

蘭の花壇のベンチにレイチェルの姿が見えた。ボビーも一緒だった。 



ジェイミーはボビーの姿をみとめると気まずそうに屋敷へ戻っていった。 

丈は二人につとめて明るく声をあっけた。レイチェルはうっすらと笑って応えただけで表情はき

わめて暗かった。 

ボビーが言った。「今日もバラクーダが海に出てるらしいな。」 

丈は知らなかった。「そうか。明日、ラモン教授の要請したマニラの調査隊が来るらしいけど、

それまでにかなりバラクーダに食われちまいそうだね。」 

「まあ、もっとも今はそれどころじゃないがな。」 

「うん。」丈も黙ってしまった。レイチェルは聞いているんだかいないんだか、まるで反応がな

かった。眼つきも何となく虚ろで視点が定まっていなかった。ボビーは一言一言に気を使って

しゃべっていた。 

丈は単刀直入に聞いた。「レイチェル、教えてくれないか。君が言ってた黒魔術（ブードゥー）

の巫女のことだけど。」 

「・・・ああ・・・エヴァンジェリンのことね。」 

「そうか、エヴァンジェリンっていうのか。僕は行ってみようと思うんだ。トニーがいったい誰に

やられたのかわかるものなら確かめたいんだ。」 

「カミーラだって話でしょう？」 

「モニカはそう確信している。ただ僕は何についても自信が無いんだ。どうしたらいいのかわ

からないんだよ。」 

「エヴァンジェリンのところへ行けば、すべて明らかになるわ。彼女、決して間違えないから。

わたしは・・・だから、・・・むしろ怖くて行けないわ。本当のことを知るのが怖いの。」 

「エヴァンジェリンはどこにいる？」 

丈は立ち上がった。 

「学校のすぐ裏に一人で棲んでるわ。身寄りが無いの。平屋のコンクリートの家はあの路地に

一軒だけしかないの。だからするわかるわ。」 



丈は礼を言うと歩き出した。そこへ後ろからレイチェルが声をかけた。「丈・・・」 

「なに？」 

「一人で行くの？」 

「そうだよ。」 

「ミシェルは？」 

「バンガローで待ってる。」 

「そう。ならいいわ。ミシェルは連れていかないでね。」 

「どうして？」 

「行けばわかるわ。・・・」 

レイチェルは意味深長なニュアンスを残した。丈はボビーと目が合った。二人ともなんとなく目

で頷いた。 

 

（五十一）巫女（五十一）巫女（五十一）巫女（五十一）巫女  

 

エヴァンジェリンの家はすぐわかった。学校の裏の路地といってもいったいそれが道なのかど

うかさえ不分明なくらいだった。 

彼女の家は周囲の伝統的な木造高床式のものと違い、コンクリートの何の変哲もない殺風景



な造りだった。しかし、小綺麗にはしていた。 

間取りは三つの部屋があるだけだ。玄関のドアも開けっ放しで、中に入ったところにある応接

間も飾り気が無く、黒魔術の巫女という触れ込みからはとても想像もできないような簡素なし

つらえだった。 

丈は声をかけてみたが返事はなかった。奥の部屋はそのままベッドルームになっているらし

い。その続きにバスルームが見えた。表の戸口からキッチンが少し見えていた。生活感がな

いほど匂いや色彩が希薄で、呪術特有の得体の知れない飾りや道具の類が一つも置いてな

かった。 

丈はもう一度声をかけてみた。やはり返事はなかった。仕方なく玄関から外へ出て、小さな庭

の方へ向かって回り込んでみた。すると家の裏のほうから水が流れ落ちる音が聞こえた。丈

は庭づたいに裏をのぞいてみた。そこには一人の若い女性が水道の蛇口の前にしゃがみこ

んで髪を洗っていた。 

『メイドか・・・』 

丈は話しかけてみた。 

「エヴァンジェリンはいるかい？」 

若い女性は髪を水で流しながら、顔をこちらへ向けた。 

「あなたは？」 

「モレノ邸のレイチェルから紹介されてね。バンガローに泊っている、丈っていうんだ。」 

若い女はそのまましばらく気持ちよさそうに目を閉じていた。 

「ああ・・・知ってるわ。沖合から宝物を引き上げた人たちね。」 

「そう。どうもこの島じゃ不人気なようでね。」 

「そんなことないわ。エヴァンジェリンになにかご用？」 

「うん。何でもわかるっていうから。・・・友人のトニーっていうマニラ・スクープの記者が夕べ殺

されてね。いろんな噂が飛び交ってるんだが・・・」 



「それ以上言わなくていいわ。余計な事聞くと間違えるから。」 

若い女は水道を止めて、長い髪の水を切りながら立ち上がった。 

「なんだ、君がエヴァンジェリンか。」 

「そうよ。メイドなんかじゃないわ。三百歳くらいの魔女のようなの、想像していた？ レイチェ

ルやカミーラとクラスメイトだったのよ。聞いてない？」 

エヴァンジェリンは不愛想に言った。声がか細い。何となく物憂げな、あるいは投げやりな口

調だった。彼女は白いシミーズをまとっているだけで、透けた体には何の下着もつけていなか

った。 

シミーズもかなりくたびれたもので、ところどころに小さな穴が開いていた。褐色の肌はフィリ

ピン人らしい通り一遍のものだったが、目鼻立ちはどこかフィリピン人らしくなかった。何となく

エキゾチック（異国風）な気がしたのだ。 

「君は純粋のフィリピーナ？」 

エヴァンジェリンは髪に巻いたタオルを片手で押さえながら歩きだした。 

「どうして？」 

「らしくない、からさ。」 

「クオーター・ブラック（四分の一）黒人。」 

丈は、『あ、なるほど。雰囲気が違うわけだ』と思った。 

「祖父が黒人米兵・・・らしいわ。わたしはそう聞かされたけど。」 

家に入ると彼女は髪をタオルで乾かし始めた。 

「丈、って言ったわね？」 

「ああ。」 

「恋人は？」 

「いるよ。」 

「あなたは幾つ？」 



「二十六。」 

「わたしよりおにいさんね。」 

「そりゃ光栄。」 

「日本人らしくないわね。」 

エヴァンジェリンは、若干好意をもってくれたようだ。あるいは丈が勝手にそう思っただけかも

しれない。 

「夢を見る人？」 

「将来のこと？」 

「違うわ。夜、よく夢は見るの？」 

「ああ、その夢。そうだね。たまにね。このところ憑かれているせいか、みないね。死んだよう

に寝てるよ。」 

「そう。ならちょうどいいわね。普通の夢は眠りが浅いときにみるものだから。これからあなた

の見る夢は種類が違うの。」 

タオルを開いたとき、プーンとココナツオイルの甘い匂いがした。 

「夢でその・・・何かわかるの？」 

「そう。」 

「Magkano?（いくら？）」 

「外国人の男だから三千ペソ。」 

「へえ、外人料金なんだ。いろいろ差があるってわけだな。」 

「ごめんなさい。」 

「いや、いいんだ。」 

「外人の女性なら、四千ペソ。」 

「女だとどうして高いの？」 

「多少・・・抵抗があるから。」 



エヴァンジェリンはタオルを椅子に掛けると玄関のドアをロックした。そしてベッドルームに行

き、開けっ放しにしたまま古臭いブラインドを閉じた。 

「こっちへ来て・・・」 

彼女はベッドルームから丈を呼んだ。そして蝋燭に火を点した。 

部屋は仄かにオレンジ色に浮き上がった。しばらくして目が馴れてくるころには、風通しが悪く

てじっとり汗ばんできた。 

エヴァンジェリンは丈の手を取ってベッドに座らせた。彼女はごく自然に丈の耳元にキスをし

た。柔らかい唇が首筋からうなじ、そして顔を滑らかに這っていった。やがて唇を合わせると

濃厚なキスが始まった。丈は身を固くして何かを言おうとした。 

「怖がらないで。・・・子供じゃないんだから。・・・」 

エヴァンジェリンはシミーズを脱ぎ捨てると、丈のシャツのボタンを一つ一つ外した。そして彼

の乳首に舌を這わせながら短パンを下着ごと脱がせてしまった。 

蝋燭の火が揺れるたびにエヴァンジェリンの痩せた背中にガラスの破片のような汗が輝い

た。 

 

やがて丈の下半身に絡みつく彼女のねっとりとした舌がいいようのない快感をもたらした。普

通ならこれだけ上手にされたら、あっという間に終わってしまうはずなのに、極度の興奮状態

が果てしなく続いていくのだった。 

エヴァンジェリンのまだ湿った髪が丈の腹や太腿にまとわりついた。彼は思わず彼女の上体



を起こしてとがった乳房に夢中でむしゃぶりついた。 

「だめよ。あなたは何もしなくていいの。あなたが気持ちよくなれば、わたしもいいの・・・」 

エヴァンジェリンは丈の体にまたがるようにして、男の下半身を迎え入れた。 

彼女が運動を繰り返すごとに、息が止まりそうな突き上げる衝動が何度も丈の全身を襲っ

た。 

どのくらい経ったことだろう。喘ぐような行為のうちにやがて頂点の高原状態が訪れた。エヴァ

ンジェリンはほとんど半狂乱のようによがりながら髪を振り乱していた。意識は霧の中をさま

よい、肉体は感覚の領域を越えた。全身がばらばらに砕けていくような錯覚の中で丈には暗

闇のうちに一つの情景が見えてきた。 

それはトニーのバンガローだった。 

トニーはその部屋に一人でいた。彼はテープを聞きながら何かノートに書き留めていた。その

とき、誰かがノックしたようだ。トニーは何か言ったが表の声は分からない。 

トニーがやれやれといった顔をしてテープを止め、それを例の革のショルダーバッグに突っ込

んだ。そしてやおら戸口に立ってドアを開けた。誰も表にはいないようだった。ただ一匹の蛾

が飛び込んで来たのが丈には見えた。蛾は天井に泊り、もう羽ばたこうとはしなかった。 

トニーはドアを閉め、また机に向かった。するとトニーの背後に人影が写った。女だ。トニーは

驚いたように振り向くと蒼白になって立ちすくんだ。そして女の思うがままに床に押し倒され、

組み敷かれた。必死でトニーは手足をもがいたが、女は彼の頸部を食いちぎり、貪るように血

を吸い始めた。 

やがてトニーの手足はぐったりとし、時折痙攣するだけだった。女は何度かトニーの頭を玩具

（おもちゃ）のように押したり引いたりしていたが、おもむろに立ち上がると惚（うっと）りしたよう

にこちらを向いた。・・・カミーラだった。そうだ、カミーラだ。血の気の失せた土色の肌に蒼い

目の下の影、爪が長く伸びてしまい、絹のウェディング・ドレスは胸のあたりから血で汚れてい

た。 



カミーラはトニーの書いていたノートを手に取るとケラケラと笑い出した。そして手の上でふう

っと息を吹きかけ、一瞬にして燃やしてしまった。 

カミーラは高笑いしていた。おかしくてたまらないというように笑いころげていた。その笑い声

が次第に大きく聞こえてきた。それはもはやカミーラの声ではなく、悩ましいほど無機質な笑

い声であった。その声がいつまでも部屋に響き渡り、そのたびに血の匂いが漂うのだった・・・ 

ブラインドが開いていた。 

表の陽の光はつかみきれないほど部屋の中に溢れていた。エヴァンジェリンは裸のままで、

横に添い寝していた。丈は汗びっしょりだった。異常な疲労を覚えていた。 

さっきまで横にいる女とまじわっていたはずだった。ふと気づくと下半身はべとつき、一応イッ

たらしいと丈は思った。 

エヴァンジェリンは額の汗を拭いながらベッドに起き上がった。そして哀愁をふくんだ瞳で丈に

話かけた。 

「大丈夫？ お水は？」 

「ああ・・・頼むよ。・・・」 

エヴァンジェリンはゆっくりとベッドから降り立ち、キッチンの方へ行き、コップに水を汲んで来

た。丈は一気にそれを飲み干した。 

「何か見た？」 

丈は言葉が出ないほどの脱力感にまだ見舞われていた。ただ何度も頷くばかりだった。 

「カミーラでしょ？」 

丈はまた頷いた。彼は呼吸が元に戻るまでベッドに横になっていた。 

エヴァンジェリン はシャワーを浴び、タオルで体を拭いた。そしてシミーズを着て髪を梳（と）

かし始めた。 

丈は自分が素っ裸になったままなのに改めて気づき、シャワーを浴びた。 

レイチェルが『ミシェルを連れていくな』と言った意味がこれでわかった。丈はタオルで体を拭



きながらエヴァンジェリンに聞いた。 

「君は、女性から依頼があっても受けるのか？」 

エヴァンジェリンは例の物憂げな口調で鏡に向かいながら答えた。「だから四千ペソだって言

ったでしょう。・・・」 

「しかし女の依頼人は・・・その、気持ちよくなれるのかい？」 

エヴァンジェリンの顔には、はっきりと軽蔑的な笑いが浮かんだ。「女を満足させるのはアレを

持っている男だけだなんて、男の勝手な妄想よ。・・・」 

丈は『なるほど。』と頷きながら服を着た。 

そして三千ペソを取り出し、ベッドの上に置こうとした。かなりの札束だ。するとエヴァンジェリ

ンが鏡を見ながら強い口調で言った。 

「ベッドの上に置かないで！」 

丈はビクっとしたが、『そうか・・・娼婦じゃないってわけか。』と思い、テーブルの上に置いた。 

丈はためらいながら聞いた。 

「今の夢は本当に・・・本当なのかな？」 

エヴァンジェリンはうすら笑いを浮かべた。 

「もう一度してみる？ まったく同じ夢を何度でもみることができるわ。どんな細かいところまで

も。・・・」 

丈は「わかった、もういい。」と言い残し、そのまま玄関の方へ歩いていった。まだ頭がふらふ

らしていた。ドアを開けるとき、ベッドルームからエヴァンジェリンが声をかけてきた。彼女は壁

に寄りかかっていた。「あの・・・トニーっていう記者が慌ててテープを革のショルダーバッグに

入れたでしょう？ 覚えてる？」 

「ああ、覚えてる。」 

「あのテープ、気になるわ。捜してみたら？ トニーはそれを今、あなたに伝えたかったのよ。

わかって？ 革のショルダーバッグよ。」 



「ああ、わかった。」 

エヴァンジェリンは、丈の後ろ姿を見送りながら初めて寂しそうな目をした。 

「Alis ka na(もう行くの？)」 

丈は疲れた表情でエヴァンジェリンの方を見た。そして何かに飢えたような清冽な彼女の瞳を

見つめながら、フッと微笑みが零れた。 

「君は・・・本当は Mahiyainn（寂しがり屋）なんだな。・・・」 

エヴァンジェリンは軽く首をかしげてほんの少し笑みを浮かべた。 

丈は眩暈（めまい）のするような午後の光の中へ出た。 

学校裏の路地とはいえ、真夏の太陽が頭の上から襲い掛かってくる。吐き気がした。 

テソロ（宝）通りへたどりつくほんの三十メートルくらいの間に、二度もしゃがみこんでしまっ

た。 

ようやくバンガローへ戻るのに、ふだんなら二十分とかからないところを、三十分もかかってし

まった。時刻はもう三時近くになっていた。 

『そうだ。昼飯も食ってなかったんだ。・・・』 

丈はやっとの思いでバンガローのテラスに思い体を運んだ。テラスでウォーク・マンを聞いて

いたミシェルが、丈の顔色を見て慌てて冷たい缶ジュースを持って来た。 

丈の気分は多少回復したものの、頭がまだぼんやりしていた。 

ミシェルが乾いた口調で言った。 

「どうだった？」 

丈は言いようがなかった。そして結論だけをとりあえず言ってみた。 

「やっぱり・・・カミーラだ。」 

ミシェルは黙って丈の様子を見つめていた。「もしトニーがいつも持ち歩いていたショルダーバ

ッグが見つかって、中に裸のカセット・テープが入っていれば、このことは間違いないと思う。

エヴァンジェリンがこのテープのことを僕に言ったんだ。僕が夢の中でほとんど気にもかけて



いなかったところなんだけど、彼女がちゃんと大事なポイントだって指摘してくれたのさ。信じ

がたいけど、本当らしい。」 

ミシェルは浮かない顔をしていた。「午後になってすぐ、ジェイミーが来たの。」 

「へえ？」 

「ボビーがレイチェルを連れて、とうとうモレノ邸を出たって。」 

丈は反応する元気が無かった。 

「そのときジェイミーが聞いたの。あなたはどこって。だから言ったわ、レイチェルに黒魔術（ブ

ードゥー）の巫女を紹介してもらうって言ってたわよって。そしたらあの子、何て言ったと思う？ 

『ああ、バンジー（エヴァンジェリン）だ。あの Whore（売女）のことでしょ。みんなあの娘と姦

（ファック）するんだよ。』ですって。いやあね。あの子、どこでそんな言葉覚えたのかしら・・・」 

ミシェルの言葉には元気が無かった。 

『バレてる・・・』 

丈は気まずかった。そしてテラスの長椅子に横になったまま「そう。・・・」と一言だけ言った。 

ミシェルは黙って海を見ていた。顔は見えなかったが、頬杖をついたまま時間だけが過ぎてい

った。 

 

 

 



（五十二）精霊たちの夏（五十二）精霊たちの夏（五十二）精霊たちの夏（五十二）精霊たちの夏  

 

丈が目を醒ましたのは夜七時過ぎだった。 

ぐっすり眠れたようだ。体もずいぶん軽くなっている。 

すっかり海は暗くなっていた。テラスの長椅子から起き上がって砂浜に出ると今にも音を立て

そうな星々が目に飛び込んできた。 

タバコを吸ってみたが実にまずかった。腹が減っているのだ。ミシェルが物音に気づいてバン

ガローから出て来た。『服が歩いている』と思えるくらい大きな男物のシャツを着ていた。下着

はパンティ一枚だけである。 

「Bon soir, mon cheri・・・」 

ミシェルが母国語を口にするときは、決まって機嫌がいいときか、気分が立ち直りつつあると

きだった。 

彼女はさっと丈の唇にキスをした。 

丈は英語で尋ねた。「まだ、怒ってる？」 

ミシェルは丈の腰に回し海の方を見たまま肩をすくめた。 

「Non・・・C’est la vie（ううん・・・仕方ないもの）」 

丈が優しく小柄なミシェルの肩を抱くと、彼女は素直に胸の中に顔を埋めてきた。 

潮騒の音はいつも懐かしく響いた。 

いつの日も、移り変わる時代にあって、決して変わることのないノスタルジア（郷愁）を演じて



みせるからだろう。夜、海と空は一つになっていた。砂浜の向こうには波があり、珊瑚礁（コー

ラル・リーフ）があった。さらにその向こう側には潮流があり、そして天体の軌道があった。いく

つもの軌道は誰にも知り得ないだろう。なぜなら、そこには果てしない神の沈黙が存在するか

らである。 

流れ星が暗黒の水平線の上を過（よぎ）っていった。土地の人が『あれは精霊（Ispiritu）だ。』

と言う。ここには精霊崇拝だけではない。先祖崇拝もある。アジアはどこもそうだ。神は単体で

はないからだ。しかもフィリピンでは、スペイン統治時代のカトリック信仰がこれらと矛盾するこ

となく人々の心の中に生きている。彼らの心の中には唯一の主体など存在しない。逆に言え

ば、妖怪でさえここでは宇宙の重要な一部を構成している。すべての生命は相関していて、

決して明らかにされない各々の無限の軌道を流れ続けていく。 

地元の人々は言う。『あの流れ星の精霊（Ispiritu）は預言者ではない。神の言葉を預かる天

使ではないのだ。別の新しい世界を求めて流れ続けるのだ。』と。 

丈は計り知れない天体の奇跡を眺めているうちに、ふと哀しくなった。 

きっとあの流れ星も、このように哀しい思いをしているに違いないと、そう思えたのだ。 

病んだ人間の魂と悩める肉体は、逆に言えばあの流星のように淋しく、美しいのかも知れな

い。丈はこの一両日の間に、善悪の彼岸を流れ続ける人間の罪と罰を感じていた。 

仰ぎ見ればそこには、あらゆる地上の神々が沈黙を守る中で、無数の軌道が音もなく夜空を

横切っていく。その夜もまた、ケンタウルスが輝き始めていた。 

 



 

（五十三）マリアノ少佐の帰還（五十三）マリアノ少佐の帰還（五十三）マリアノ少佐の帰還（五十三）マリアノ少佐の帰還  

 

丈とミシェルがバッカスで遅い夕食をとっていると、モニカからカウンター・バーに電話が入っ

た。二人に召集がかかったのである。出て来たばかりのギサード（一般的なスープ）もそこそ

こに二人は診療所へ飛んで行った。 

診療所は見張りの兵隊が増え、見馴れない顔が三人もいた。マリアノ少佐がレイテ島から戻

っていたのである。 

トニーの柩は待合室に置かれていた。トニーの遺族だという若い妻がいた。子供たちはマニラ

の親類に預けて来たらしい。トニーの同僚でマニラ・スクープの男が付き添いで来ていた。ど

ういうわけかホセも呼ばれていた。モニカの発案でホセを囮（おとり）にカミーラをおびき寄せ

るつもりらしい。二階にはモニカの従兄のレイ、そしてマリアノ少佐の弟ラミールも来ていた。 

モニカとラモン教授がトニーの妻やマニラ・スクープの記者に島内の事情を説明した。警察か

らもダニエル所長がやって来て、殺害状況を話した。 

その間、丈はテーブルの上に置かれているトニーの遺品を検（あらた）めた。夢で見た飴色の

ショルダーバッグはすぐわかった。彼はそれを取り上げて中を調べてみた。 

タオルやらウォークマンやら、例の隠しマイク、書類、パンフレット、地図、財布などを掻き分け

ているうちに、一本の裸のカセット・テープを見つけた。 



モニカたちがどういう話をしたかわからないが、トニーの未亡人は説得に応じ、マニラまで遺

体を運ぶのを断念し、サンタアナで荼毘（だび）に付すことにした。 

マリアノ少佐はダニエルの同意を得て、間髪入れず兵隊に下知した。兵士たちは柩を閉じて

診療所から八月湾の砂浜に運び出した。バンガローにほど近い辺りである。軍属の神父がこ

れに同伴した。 

丈は二階に上がり、さっそくトニーのテープを巻き戻して聴いてみた。 

どうでもいいことが多かったが、要するにトニーは調べたことや考えたことをメモがわりにテー

プに録音していたのである。そして毎晩それを聞き直しながらノートに整理していたらしい。 

かなりの部分は、盗聴の記録だった。とくに丈とミシェルの激しい野生の夜や、ボビーとサラ

の痴話喧嘩の下りでは、それをこっそり聞いて興奮していた無邪気なトニーの姿が思い出さ

れ、思わず眼頭が熱くなるのだった。 

やがて昨夜のところまでテープは進んだ。トニーのはつらつとした声が響く。 

『・・・この壁はごく最近塗り直されている。中に何かが隠されていると思うのが自然だ。ベニー

トが一体何を隠しているのか？ 直観ではこれは行方不明のシモン神父だという気がする。

では一体シモン神父の屍体をここへ隠したとして、それじゃその前は何が納められていたの

か、こいつがわからない。』 

『やっぱりセブに来てわかったが、ベニートの素性がやたら怪しい。シリ教会の神父は、セブ

のマジェラン教会の管轄だ。シモン神父はマニラ出身だが、長いことセブにいた。この七年ほ

どはサンタアナに派遣されて来ていたのだ。とにかくここマジェラン教会では、シモン神父の交

替手続きが一切なされていない。僕の勝手な憶測だが、ベニートは神父になりすます為にシ

モン神父を殺害してあのシリ教会地下室の壁の向こう側に塗りこめたという仮定はどうだろ

う？ この辺だなポイントは。・・・』 

丈とミシェルは黙り込んだ。昨夜の武器を点検していたレイやラミールもじっと聞き耳をたてて

いた。トニーの推理はベニートをあくまでも不利なものに考えていた。 



マリアノが軍服のまま上がって来た。モニカとラモン教授も後から上がって来た。 

「トニーは？」丈が聞いた。 

「部下に浜辺で焼かせている。遺族と同僚、それに警察のダニエルが立ち会っている。」マリ

アノが説明した。「それから・・・兵隊を二名エンジェルの見張りに立てた。わからんようにな。

まだベニートは迎えに来ていないようだ。」 

モニカが言った。「ベニートがエンジェルを連れ出すのを待つしかないわ。」 

「診療所の見張りも三名増やしたし、大丈夫だろう。今日レイテから一緒に連れ帰ったのは半

数だ。これ以上は兵隊を割けない。」マリアノは釈明した。 

「今日、沖合のレパントのほうがどうだったんですか？ バラクーダはまた来ていたのかし

ら？」ミシェルが聞いた。 

「ああ、来ていたらしい。ただわれわれの一隊が到着したんで、慌てて退散したらしい。」 

「漁民は？」 

「帰島した小隊が警察を助けて、船を押さえた。漁民を説得して、ともかく漁はしても海には潜

らないということで、何とか合意をとりつけた。」 

「少佐、明日わしの調査隊がマニラから到着する。しかし船が無いんだ。」 

「わたしたちのクルーザーはこの前爆破されてしまったわ。」ミシェルが補足した。「俺がレイテ

から戻るのに使った高速艇を使ってくれ。」 

「全小隊はいつ戻るんだね？」 

マリアノは両手を広げて困った顔をした。 

「四日後ですよ。教授。」 

そのとき階下から一人の兵隊が駆け上がってきてマリアノに報告した。「あのスペイン女が、

ベニート神父の馬車でバンガローを出ました。」 

「ベニートも一緒か？」 

「はい。神父が自分で馬車を駆って来たとのことです。」 



「引き続き二人を遠目で見張るように伝えるんだ。同じくアメリカ人のバンガロー、それからモ

レノ邸、各々指示通り二名ずつ警戒を続けるように。あとの五名は俺たちと来るんだ。」 

モニカが立ち上がった。「さあ、行きましょう。」 

「どこへ？」丈がわかりきった質問をした。 

「アリーナの共同墓地よ。」 

 

 

（五十四）猫岩（キャットロック）岬へ（五十四）猫岩（キャットロック）岬へ（五十四）猫岩（キャットロック）岬へ（五十四）猫岩（キャットロック）岬へ 

 

エンジェルとベニートは八月湾の東端にある波止場まで場所を走らせた。一つしかない突堤

に馬車を乗り捨てて、二人は猫岩岬まで歩き出した。突堤から岩場に下りてしばらく行くと、次

第にごくわずかな砂浜が始まった。二人は狭い浜伝いに猫岩を目指した。 

二人とも裸足だった。ときおりさざ波が足を洗う。 

エンジェルがふと漏らした。「気持ちがいいわ。・・・」 

ベニートはエンジェルの手を引いていた。 

八月湾沿いに続くサンタアナの街はところどころまだ灯りが見えた。星空の下で真っ黒にうず

くまっているマルベーリャ岬が左の方へ伸びていた。ローコ灯台が沖へ光を放っている。回転



するたびに小さな灰色のちぎれ雲が、低いところで乱反射していた。海はひたひたと寄せる刻

（とき）のように静まり返っていた。 

猫岩はエンジェルが思っていたほど険しい岩山ではなかった。まるで猫が沖へ向かって両足

を挙げながら威嚇しているような形なのでその名がついたらしい 

岩場の周囲は引き続き狭い砂浜になっていた。 

二人とも口にする言葉が見つからなかった。なにか喋ろうとしても言葉が続かないのだ。エン

ジェルがとうとう思い切って話だした。 

「今日もこれで二度目。ほとんど一日中一緒だったわね。・・・」 

ベニートは微笑んでチラッと彼女を見た。 

 

 

「何も話さないのね。」 

エンジェルはつまらなそうに俯（うつむ）いた。ふと顔を上げると、さっとベニートに唇を盗まれ

た。エンジェルの腕は迷うことなく男の首に絡みつき激しくその唇を求めた。長い長いキスの

あと、ベニートは突然エンジェルの肩を鷲掴みにして上体を引き離し、やにわに彼女のブラウ

スを引き裂いた。 

エンジェルは思わず腰がくだけて砂浜に座り込んでしまった。ベニートは子供のように彼女の

豊かな胸に顔を埋めた。後ろに両手をついたままエンジェルは首をのけ反らせ、哀しそうな息



づかいになっていった。 

ベニートは血に飢えていた。それでもエンジェルには手を下さなかったのは理由があったから

だった。しかしその理由も、もはや限界に近づきつつあった。新鮮な血が欠乏してきているこ

とに、ベニート自身気づいていたのである。彼の心の中では激しく恋と生存への執着が闘って

いた。 

ベニートは急に体を離して波間に膝をついた。指を組み、空を仰ぎ、激しく肩を震わせながら

祈り始めた。エンジェルは、はだけた胸を直しながら言った。「わたし・・・」 

ベニートは黙っていた。まだ肩が震えていた 

「誰にお祈りしているの？・・・」 

「神に。・・・」 

「どの神？」 

「どれでも。・・・わたしを知っている神なら。・・・」 

「信じているの？」 

「いや。」 

「じゃあ、どうして？」 

「あって欲しいから、・・・かな。・・・」 

「永久に答えてくれないわ。」 

エンジェルはそんな気がした。 

「救いはないの？」 

「わからない。でもいつか神の沈黙が破れるときがあるはずだ。」 

「結果は？」 

「考えたくない。」 

「わたしは知ってるわ。」 

ベニートは初めて彼女を振り返り、瞳を見つめた。月明かりでひときわエンジェルの瞳が輝い



た。 

「あなたに永遠の命を下さるわ。」 

「もう沢山だ。・・・」 

「え？」 

「なんでもない。もう疲れてしまったんだ。ただこの汚れた肉体に、今わたしの病んだ魂が復

讐を始めている。」 

「あきらめないで。わたしがいつもそばにいてあげるから。」 

「ああ、アンへリーナ。・・・君にはわかっていないんだ。わたしが一体誰なのかを。どんなに永

いこと一つの事だけを胸にしまい込んで来たかを。そして今そのむなしさが、氷のような痛み

をわたしの全身にもたらしていることを。」 

「堪えることはないわ。気の済むようにしたらいいの。」 

「止すんだ、アンへリーナ。君は自分の言っていることがわかっていないんだ。それとも・・・い

や、そんな筈はない。きっとわたしの思い違いだ。きっとそうだ。」 

エンジェルは水や砂に塗れたベニートの手を取った。 

「きっと神さまがあなたを許して下さるわ。」 

ベニートは首を横に振って否定した。 

「神はいつも残酷だ。神の優しさはいつも。・・・いたんだ葦（あし）を折ることもなく、くすぶる燈

心を消すこともない。（新約・マタイ・12・20）・・・知ってるかい？ いたんだ葦はいたんだまま

に朽ちさせ、くすぶる燈心を火が消えるまでいつまでもくすぶらせる。」 

エンジェルはにっこり笑って言った。 

「彼はあなたの右手を覆う陰。昼も、陽があなたを打つことは無く、夜も、月があなたを打つこ

とは無い（旧約・詩編・121・5・8）。・・・」 

ベニートはつぶやいた。「君は理想主義者だ。」そういうと、崩れるようにエンジェルの腕の中

に身を投げ出した。エンジェルは優しくベニートの髪を撫でつけながらささやいた。 



「百匹の子羊の話が新約聖書にあるでしょう。牧童は毎日子羊たちを野原につれてゆき、草

を食べさせたり運動させたりするの。そして夕方またみんなを牧場につれ帰ってくる。でもそ

の百匹の子羊のうち、九十九匹は、べつにその牧童がいなくてもちゃんと帰ってこれるわ。た

だ残り一匹は、牧童がいないと迷子になってしまう。・・・聞いてる？」 

ベニートは顔をエンジェルの胸にうずめながら黙って頷いた。 

「牧童は迷子になってしまうその一匹のためにいるのよ。あとの九十九匹のためにではない

わ。・・・可哀相な人。あなたは本当は神さまに一番近いところにいるって、自分で気づいてな

いのね。・・・」 

潮が二人の腰まで洗いだした。ふとエンジェルは空を見上げた。 

「あら・・・流星（Aerolito）。」 

ベニートは小さな声でつぶやいた。 

「あれは Ispiritu（精霊）だ。」 

「カトリックの？」 

「いや。土着の信仰だよ。本当はどちらでもいいことなんだ。結果に何の違いも無いことなん

だよ。・・・」 

その夜ほど弱い自分自身をベニートが見せたことは無かった。 

エンジェルはベニートに頬ずりをした。そしてぼんやりと星のざわめきに耳を澄ましていた。 

精霊たちの声が遠くで聞こえたような気がした。 

 

（五十五）捕り物（五十五）捕り物（五十五）捕り物（五十五）捕り物  



 

アリーナ共同墓地のモレノ家墓屋の前に、ホセは一人でカンテラを置いたまま座り込んでい

た。 

カミーラが惨死を遂げて以来、ほとんど実家から姿を見せなかったホセだが、モニカの要請に

特別の反応も示さず、何となくこの日の捕り物に参加した。実際ホセは感情が著しく鈍感にな

っていた。言葉数もめっきり減ってしまい、ひところの爽やかな青年というイメージはすっかり

失せていた。 

カンテラを目の前に置いていたので、少し遠くの方はもう暗闇に呑み込まれていた。蟻地獄の

形をした共同墓地の斜面には、モニカをはじめ各々が二人ずつ組になってあちこちに身を寄

せていた。 

丈とミシェルは一番ゲートに近いサラの墓石に体を寄せながら隠れていた。丈は例のサーベ

ルの柄で墓石をコツンと鳴らした。 

「頼むよ、サラ。力を貸しておくれ。」 

ミシェルが小さな声で起こった。「やめてよ、怖いじゃないの。」 

一方マリアノとモニカはちょうどその反対側の高所にいた。マリアノが訝（いぶか）った。「な

あ、モニカ。決して君のことを信じてないわけじゃないんだが。」 

「ずいぶん遠回しな言い方ね。」 

「実際こんな大捕り物をして、その化け物とやらが出て来るものかね。」 

「今ベニートはエンジェルに心を奪われている真っ最中よ。どこに隠れているか知らないけ

ど、カミーラが操られていないのは今だけよ。生きていたときの本能で、ホセを求めてくること



だけは確かだわ。」 

「何かに変身しているのかな？」 

「映画の見過ぎよ。仮に変身できたとしても、それはベニートが神経を集中してカミーラを操っ

ているときだけだと思うの。だから今ならカミーラは、血に飢えたただの木偶（でく）の坊だ

わ。」 

「なんだか、気味悪いよ。」 

「当り前よ。お墓ですもの。」 

「俺は革命をやっている方がまだいい。」 

 

 

ほかにはラモン教授と兵士一人、レイはラミールと、そして残りの兵士は二人ずつ、みな窪地

の真ん中に建っているモレノ家の墓屋を遠巻きにして見下ろしていた。 

夜も十二時を回った。モニカが心配そうな声で言った。 

「困ったわ。・・・ベニートがエンジェルと別れたら・・・カミーラはどこへ行ったのかしら？」 

「まだ無線に連絡が無いんだ。ベニート神父はエンジェルと一緒のはずだ。」 

モニカがため息をついたときだった。鉄の鎖が音を立てるのが微かに聞こえた。モニカは耳を

そばだてた。 

「墓屋の中だわ。・・・」 

『そんなはずはない！』と皆が思った。昨夜、柩はからっぽだったからだ。おまけにその日の



昼間にも、ダニエル所長が調査に乗り出してやはり柩からカミーラの遺体が消えていたのを

あらためて確認済みだったのだ。 

しかし今、皆のいるところからは、確かに墓屋の中からそのガシャガシャという音が聞こえてく

るようだった。一同はじっとホセの動きを見守った。ホセは立ち上がり、立てかけてあった斧を

手に取った。皆、一瞬息を呑んだ。ホセはそのまま夢遊病者のように、古い墓屋の鉄扉を開

けて、石造りの階段を下りていった。そして斧で錠前の壊すような大きな音が何度か聞こえて

来たのだ。 

「まずいわ！ 古い墓屋の中にベニートが閉じ込めていたんだわ、きっと！」 

マリアノは興奮していた。「どうする？」 

モニカはカンテラに火をつけて大きく振った。それが合図だった。ばらばらに身を隠していた十

二人は一斉に共同墓地の斜面を駆け下りていった。そして古い墓屋の中へ飛び込んだ。石

段を下り切ったところで、鉄の格子扉はすでに開いていた。石床にはホセが斧で叩き壊した

錠が転がっていた。 

誰かがそれまでこの古い墓屋を封じていたのだ。普段はこうした鉄鎖や錠を使って墓屋を締

め切る習慣などこの島には無かった。カミーラが出ないようにするためではなく、きっと誰も中

に入ってカミーラを発見することが出来ないようにするためだろう。 

一同は真っ暗な地下墓室に突入した。 

 



まだ目が馴れない。カンテラが広い墓室をぼんやり照らし出した。朽ち果てた柩と屍体がおび

ただしく積み重ねられていた。まるでそれらは図書館の書斎のように何列も並べられ、奥まで

通路を三本つくっていた。一番奥には祭壇が設けられていて、そのあたりだけが空間に余裕

があった。 

先頭を行くマリアノはその祭壇のところにぼうっと蝋燭の灯を認めた。マリアノが叫んだ。 

「ホセ！ どくんだ！」 

びくっとしたホセは一瞬目が醒めたようにこちらを見た。カミーラがホセを愛おしそうに抱擁し

ていたのである。モニカも叫んだ。「早く、こっちへ！」 

ホセは慌ててカミーラを突き放して身を引いた。カミーラは泥や血、埃に塗れたウェディングド

レスを引き摺っていた。片方の肩はドレスが破れて胸元が大きくはだけていた。カミーラは両

手を差し伸べながら、まるで物乞いをするような哀れな声を出した。 

「ホセ・・・どうしたの？・・・もう愛してないの？」 

カンテラの先に浮かび上がるカミーラの肌が病的な濁った黄色に見えた。 

皮膚にはかなりの量の死斑が現れていた。饐（す）えたような臭いと埃がモニカたちの胸に絡

みついた。 

「カミーラ、動くな。」 

屈強なレイが荒縄の輪束を握ったままにじり寄った。カミーラはこちらを見ると、その表情に突

然恐怖と憎悪が走った。そして威嚇するように鋭い歯をたてて見せた。 

その途端、カミーラは猫のように素早く一番右側の通路沿いに出口へ向かって走り出した。 

マリアノは最後尾にいた兵士に下知した。「出口を固めろ！」 

三人の兵士が脱兎のごとく出口へ突進し、鉄の格子扉を閉じた。カミーラが狂ったように飛び

かかる構えを見せたとき、三挺のライフルが火を噴いた。カミーラは壁際に積み重ねられた柩

の山にもんどりうってたたきつけられた。 

三人の兵士がさらにカミーラに向かってライフルを構えると、彼女は恐ろしい悲鳴をあげなが



ら、再び奥の祭壇の方へ走り出した。手や足に被弾していたらしく、体が思うように動かない

様子だった。 

祭壇のところで待ち構えていた兵士の一人が積み重なる柩越しにショットガンを撃った。 

硝煙と埃が舞い上がる中、カミーラは金切り声を上げて祭壇の隅にうずくまった。一同が彼女

を追いつめると、彼女は大きく肩で喘ぎながら胸を押さえていた。ショットガンが右胸から肩に

かけてか細い体を大きくえぐっていた。みるみるカミーラの両手と胸がどす黒い血で汚れてい

った。 

レイは手際よく荒縄を彼女にかけた。カミーラの首は荒縄でぐいと締め上げられた。レイが力

一杯引っ張ると、カミーラはぜえぜえ息をしながら石床に引き倒された。 

兵士の一人が石造りの祭壇の上に飾ってあった埃だらけのサントニーニョや聖具をライフル

の銃架ではたき落とした。 

マリアノが叫んだ。「祭壇に押さえつけろ！」 

兵士たちは、酔ってたかってカミーラの体を持ち上げ、その祭壇の上に仰向けに押さえつけ

た。 

蒼い顔をしたまま突っ立っていたラミールが怯えたように杭を差し出した。モニカがイライラし

ていた。「何してるの！ 早く突くのよ！」 

マリアノが杭をラミールから奪い、そのままカミーラの左胸に突き刺した。死者の悲鳴が地下

墓室に響き渡り、長く尾を引いた。 

ラモン教授は銅ハンマーを振り上げて思いきり杭を打った。杭は深く肋骨を貫き、重苦しい悲

鳴が再び襲ってきた。 

ラモンはさらに二度銅ハンマーを振り下ろした。そのたびに、痛みをこらえるようなカミーラの

深い呻き声があたりに立ち込めた。 

カミーラはもう歩けなかったが、それでもまだ肩で大きく息をしていた。 

レイが丈の肩に手を置いた。「さあ、あんたの出番だ。・・・」丈はその光景に堪えられなかっ



た。カミーラはボロ屑のようになった体を引き摺るように祭壇からゆっくり降り立ち、それに凭

（もた）れ掛かりながらホセを捜していた。額には血が混じり、もう視覚を失っていた。 

「ホセ・・・Saan ka na?（どこにいるの？）」 

ホセは泣き出してしまった。そして壁際にうずくまりながら言った。 

「これはカミーラだよ。本物のカミーラなんだ。・・・」 

カミーラがよろけて倒れそうになると、ホセは思わず彼女を抱き支えようとしたが、すぐモニカ

に止められた。 

「死んだ肉体が記憶を取り戻そうとしているだけよ。」 

カミーラは石の祭壇にしがみついたまま、あらぬ方向に手を差し伸べてホセを求めた。 

「お願い、はやくしてあげて。可哀相で見てられないわ。・・・」 

ミシェルがつらそうに丈に囁いた。丈はサーベルを抜いた。そしてそれをカミーラの首に宛て、

一度大きく横に振りかぶった。そのときカンテラの光に一瞬サーベルがきらめいた。 

カミーラは視覚を失っていても、そのきらめきだけは感じ取ることができたようだ。彼女は思わ

ず微笑んだ。 

「ホセね。・・・」 

丈はサーベルを横に振りかぶったまま答えた。 

「O-o,・・・Nandito ako（ああ、ここにいるよ。）」 

カミーラは胸をときめかすように両手を握りしめ、虚空を見つめながらつぶやいた。 

「Dibat ngayon ang araw ng kasal natin・・・（今日、結婚するのね・・・）」 

そうだった。八月十五日。予定では今日二人の結婚式が行われるはずだった。丈はそのまま

の姿勢で目を閉じ、じっとカミーラのつぶやきを聞いていた。 

「Mahal mo ako？（愛してる？）・・・」 

丈は静かに答えた。 

「Sienpre（もちろん）・・・Mahal kita （愛してるさ）・・・」 



カミーラは会心の笑みを顔中に浮かべた。 

丈は目を開き、サーベルを一気に薙（な）いだ。 

カミーラの首がにぶい音をたてて飛んだ。首は墓室の隅に転がり、胴体はゆっくりと石床に崩

れ落ちた。・・・ 

 

（五十六）夜明け（五十六）夜明け（五十六）夜明け（五十六）夜明け 

 

丈とミシェルは明け方の海を見ていた。 

バンガロー前の桟橋の先に腰を下ろしていると、うっすらとバイード（めまい）の壁がある東側

の尾根からだんだん夜が白んでくる。 

星が一つ一つ真っ白の光の渦の中に消えてゆき、海が暗闇の中から命を取り戻す。 

ミシェルが独り言のように言った。 

「いい夜明けだったわね。・・・」 

丈も何の抵抗も無く言えた。 

「そうだね。本当にいい夜明けだった。」 

今頃はドン・モレノが軍の連絡を受けてアリーナ共同墓地へ駆けつけているはずだ。 

八月湾の砂浜をずっと東へ目で追っていくと、向こうに焼け焦げた木や石が散らかっていた。

トニーの遺体が荼毘に付された後だろう。 

  



エンジェルはまだ眠っていた。ベニートと夜更かしをしたせいできっと朝が遅いに違い無い。 

ボビーはレイチェルを自分のバンガローまで連れ出したものの、自分は一人でテラスの籐の

長椅子で夜を過ごしたようだった。タオルケット一枚を被ったまま寝ていた。 

レイチェルは中でゆっくり憩（やす）んでいるはずだ。 

  

静寂な朝が桟橋に腰掛けた二人の若者たちの体に染みわたっていく。 

微風が優しい潮の匂いを髪に絡みついていった。二人はあのカミーラが見せた最後の笑顔を

思い出していた。 

一方診療所ではモニカとラモン教授の忙しい一日が始まっていた。 

結局徹夜同然となり、睡眠不足で目を赤くしながらも、それをものともせずに立ち働いてい

た。 

マリアノの駐屯小隊がわずか二十名そこそことはいいながら、一部でもサンタアナに帰島した

ことが二人に何よりの心の支えを与えたようだ。 

さらにこの朝、ラモン教授には狂喜するような報せが入った。セブからの便で、レパント号調

査隊一行が到着したのである。しかも彼らは大型クルーザーをセブで調達してきたのである。

大学、政府関係者、さらに専門のダイバーたちによって構成された総勢三十名にも及ぶ陣容

だった。ラモン教授は大張り切りで飛び回っていた。 

まず宿舎が問題だった。ダイバーチームにはとりあえず丈やミシェルと同じバンガローが用意

された。ただ大学や政府関係者の分が頭の痛い問題だったのである。幸いドン・モレノが邸内

を提供すると申し入れてくれたのでその問題も一挙に解決した。モレノ邸もここ数日の鎮痛な

雰囲気から一挙に騒々しい人の出入りにうって変わった。引き揚げは財宝の鑑定と並行して

進められ、午前中から早速再開された。マリアノが残っている海上警備用の高速艇を一隻

と、残存兵力の半分にあたる十名を出して引き揚げ作業を援助した。 

慌ただしい一日が始まるなか、モニカは血清の完成を終えていた。 



日中の診療所は三人の兵士が見張りにあたるだけとなった。海賊の標的はむしろ海上の引

き揚げ作業に移ったと考えられたからだ。ときおり、赤ん坊を連れた女たちや、老人の患者が

診療所を訪れるくらいで人気（ひとけ）は少なかった。 

モニカはある重大な決意のもとに、その血清を自分に試すことにした。他人にこれを施すこと

には、とても責任が持てないからだった。またベニートの次の攻撃対象が自分に向けられる

であろうという直観も手伝っていた。彼女の予想ではカミーラの血で作られたこの血清による

抗体は異常な短期間で体内に形成されるはずだった。それはハツカネズミの実験で確証を得

ていたのだ。 

 

 

もしモニカ自身が血清に負けてしまい、ヴァンパイアになってしまうのか、あるいは別の有害

な副作用が発生するのかという危惧は残っていたものの、ほとんど宿命的な意志の強さがこ

の冒険に敢えて挑むことにしたのだ。 

午前中一杯彼女は診療所にとどまり、体に起こる変化を待ったが当面何の変化も見られなか

った。それでもう一つの重要な懸案を片づけるためにモレノ邸へ向かった。 

モニカがモレノ邸に着くと、すぐにジェイミーを探した。 

ジェイミーはここ数日まったくの独りぼっちだった。昨日からレイチェルもボビーに連れて行か

れてしまった。両親は精神的衝撃が大きすぎ、とりわけ昨夜起こった事件の全容を知るに及

んで、とうとう老妻は寝込んでしまう始末だった。 



ただこの日から十数名に及ぶ調査隊の有識者が邸内に間借りするに至って、これまでの恐ろ

しさから暇を取っていた使用人たちが、例のマリルーを除いて続々と戻ってきていた。目の回

るような忙しさとともに、人の声が絶えなくなったことはとりわけジェイミーにとっては好ましい

ことだった。 

モニカは一人でテレビゲームをしていたジェイミーを見つけた。 

「やあ、ドクトーラ！」 

「Hi・・・元気そうね、ジェイミー。何よりだわ。」 

「僕は元気さ。」 

「クリスはずっと戻って来ないの？」 

「知らない。たぶんそうだと思う。」 

「カミーラのこと聞いた？」 

「うん。」 

「何ともないの？」 

「何とも。あれはカミーラじゃないもの。・・・それよりレイチェルがこれで戻って来てくれるか

な？ その方が僕にとっては重大な問題だよ。昨日はとくに彼女、取り乱してたんだ。」 

子供はいつも自分勝手でときに残酷な生き物だが、邪気のないその感覚は大人顔負けの事

実認識を見せることがある。 

「カミーラが退治されても、本当の犯人はまだ捕まっていないのよ。怖くないの？」 

「ベアトリスがいるからね。最近は何も予言しないよ。いつも二人で話をしているんだけど。」 

ベアトリスは引き続き現れているようだ。予言をしなくなったということは、もう事件が起こらな

いということなのか？ 

「ねえ、ジェイミー。ベアトリスは昼間は出て来ないの？」 

「昼でも夜でも好きなときに出て来る。ここんところひどいんだ。悪戯ばかりしてさ。昨日だって

僕、頭に来ちゃった。」 



ジェイミーはまるで生きた少女と付き合っているようなものの言い方をする。モニカはなんとは

なしに愉快な気持ちになった。 

「どんな悪戯？」 

「たとえばね、僕が一人で下のあの大きなダイニングで食事をしていたんだ。そしたら姿を見

せないまま生クリームを顔に塗りつけたりするんだよ。それとか水を飲もうとしてコップを手に

取ろうとしたら、サッとそのコップを取り上げたり、さっきだってさ、テレビでドラマを見ていた

ら、スイッチをいきなり切っちゃうんだよ。」 

モニカはおかしくなった。 

「何を見てたの？」 

「男と女が抱き合ってキスしている場面だったんだ。・・・本当に子どもみたいで困ってるん

だ。」 

「彼女のこと好き？」 

ジェイミーはうろたえた。 

「別に。・・・」 

その瞬間、子供用の雑誌が一冊、ジェイミーの頭をはたくように落ちて来た。 

「Masakit!（痛っ！）」 

モニカはベアトリスがそこにいるのがわかった。 

ジェイミーは雑誌を手にとって、「ね、こんなふうなんだよ」と言いながら肩をすくめてみせた。 

 

モニカはジェイミーに頼み事があった。 

「ねえ、ジェイミー。旧館の開かずの部屋に連れていってくれない？」 

「いいよ。ベアトリス！ 君も来るかい？」 

何の反応もあたりに無かった。二人は顔を見合わせた。ジェイミーはモニカに言った。 

「来るってさ。」 



ジェイミーはさっさと部屋を後にした。 

モニカはたまらなく愉快だった。 

 

 

 

（五十七）開かずの部屋（五十七）開かずの部屋（五十七）開かずの部屋（五十七）開かずの部屋  

 

モレノ邸は全くどこもかしこもがらんどうの廃墟だった。三百年以上もの間、修復と改装を繰り

返してきたものの、その基礎となっていた石積みの痛みがひどく、あちこちで崩落が生じてい

たのだ。それでも中へ入ると昼間にもかかわらず仄暗く、ひんやりとした冷気さえ感じられた。 

ジェイミーの後についてモニカはおぼつかない足元に注意しながら迷路のような石の回廊と

階段を上がっていった。やがて東側に張り出した二階のバルコニーに出た。そこから以前レイ

チェルが通ったように、館を回り込むように北側へ向かった。ところどころ小さな窓があり、ほ

とんどはガラスも無かった。 

ジェイミーが、「この部屋だよ。」と外廊から壁を指差した。 

外から見たその部屋は驚いたことに、小さな窓二つとも鉄格子がはめられていた。 

「これじゃあ、入れないわ。・・・」 

「ここから入るんだよ。」ジェイミーはさらに北側の外廊を回りこみ、西側へ続くあたりにある大



きな石壁の崩落個所へとモニカを連れていった。 

そこは大きいといっても子供が通れるくらいの穴で、モニカはやっとの思いでくぐり抜けたのだ

った。 

中は別の部屋だったが、例の部屋との間の壁も端のほうが崩れていたので二人はそこを通っ

て入り込んだのである。 

その部屋の中は珍しく家具が散乱していたものの、ほとんどは長い年月の間に朽ち果て、金

属部分が見る影もない姿を埃塗れになって晒していた。認識できる限り、これはベッドで、あ

れは机でと、なんとか原形を想像できるというほどの荒れようだった。 

恐ろしく古い装飾とデザインから、この部屋が近世以来ずっとこのまま放置されていただろう

ことを容易に想像させた。 

モニカは木製の比較的頑丈な衣装箱の埃を払って腰掛けた。そのときジェイミーがつぶやい

た。「ああ・・・ベアトリス。」モニカはハッと振り返った。そこには髪を縦ロールにしたベアトリス

が立っていた。思った以上に小柄でとても十二歳には見えなかった。ただ憂いを含んだ黒い

瞳が年齢を上回る大人の雰囲気を醸し出しているのだった。 

少女はジェイミーのキスに応えながらも、モニカから鋭い視線を離さなかった。モニカはできる

だけ優しく話かけた。 

「わたしはモニカっていうの。・・・ここは誰のお部屋だったのかしら？」 

「Ate（お姉さん）のお部屋。」 

「あなたの本当のお姉さんなの？」 

「ううん。八月に船でやってきたスペイン人。わたしをとてもかわいがってくれたから、お姉さん

って呼んでいたの。」 

「八月に？」 

「そう。ちょうど今頃よ。嵐の夜にすぐ沖合で船が難破したの。それからずっとここに棲んでい

たお姉さん。・・・マルガリータっていうの。」 



「マルガリータ・・・」 

それはラモン教授から説明を受けたときに聞いた名前だった。そして丈たちが最初に引き上

げたあのパンドラの箱の蓋に刻まれていた名前だった。 

「マルガリータはここで何をしていたの？」 

「毎日ただ泣いていたわ。わたしだけがお話相手をしていたの。でもある日、マニラから偉い

人たちがきてから、わたしも会えなくなっちゃった。・・・お部屋に閉じこもったきりで。そのうち

いなくなって。・・・身投げして死んじゃったって、そう聞いたの。」 

「どこに身投げしたの？」 

「バイード（めまい）の壁。」 

無機質なベアトリスの話を聞いているうちに、モニカは言い知れない悲壮感を覚えていた。 

ベアトリスが急に壁づたいに歩いていき、自分の背が及ばない高さの当たりを指さしてモニカ

に言った。 

「あの石をどけてちょうだい。」 

 

モニカはどの壁石のことかわからず、一つ一つ指さしていった。それだ、とベアトリスが言った

石は大きな積み石の間に押し込まれていた比較的小さな、ちょうど拳大の石だった。モニカが

それを取り除くと、中はかなり深い空洞になっていた。モニカは手を入れてみたが、高いところ

なので奥のほうまで手が届かなかった。それで座っていた衣装箱を移動し、その上に乗って

もう一度試みた。空洞の一番奥で手が何かに触れた。懐中時計のような感触だった。取り出



してみるとそれは銀の枠に陶器を埋め込んだ開閉式のロケットだった。モニカはそれを抉じ開

けてみた。蓋の裏側には、「Mi amada Margarita, Julio（愛するマルガリータ、フリオ）」と刻ま

れてあった。そして本体には一人の男の肖像が精巧な陶器のミニチュア画で描かれていた。

モニカはその肖像を見て、あっと息を呑んだ。それはまごうことなくベニートの肖像だったから

である。モニカは思わずベアトリスに声かけながら振り返った。しかしベアトリスはもうそこにい

なかった。ジェイミーが両手を広げて、肩をすくめてみせた。 

 

（五十八）デラクルスとマルガリータ（五十八）デラクルスとマルガリータ（五十八）デラクルスとマルガリータ（五十八）デラクルスとマルガリータ 

 

モニカは飛ぶように診療所へ戻った。 

暑い日だった。診療所にたどり着いたモニカは大汗をかいていた。診療所にラモン教授が来

ていた。会うや否やモニカはマルガリータの肖像が古い書物に載っていないか興奮しながら

問いただした。ラモンは怪訝そうに言った。 

「いや、まだわしは見たことがない。」 

モニカは黙って先ほどモレノ邸旧館で手に入れたロケットを取り出し、中を開いて見せた。み

るみるラモンの表情が強張っていった。 

「そんな馬鹿な・・・」 



モニカは悪寒を覚えていた。しかし、冷房の効いた診療所に入っても、汗は引くことがなかっ

た。 

「朝から食事もしないで行ったり来たりしていたからかしら。日射病かも知れないわ。」 

ラモン教授はマニラから来ていた一人の若い研究生に、持ち込んだ資料を調べるよう指示し

た。レパント号や、キャプテン・デラクルスとマルガリータの悲恋譚に関する資料は断片的なも

のが多く、資料にも限りがあった。だから研究生がマニラから持ってきた資料といっても個人

の日記や伝承記録、植民地時代の肖像画集など周辺領域からのアプローチを余儀なくされ

た。 

研究生は山のように積み上げられてまだ整理もされていない本の中から、一冊の本を探し出

そうとしていた。 

「その本は、アカプルコ側の資料なんですが、マルガリータ・リベラが嫁ぐ予定だったメキシコ

（ヌエバ・エスパーニャ）の貴族の話が載ってましてね。そこに彼女の肖像があったような・・・

なかったような・・・どうだったかなあ。・・・」 

 

 

モニカは次第に関節が痛み出すのに気づいた。明らかに熱が出ていた。 

「どうしてマルガリータの肖像がメキシコにあったの？ マニラに残っている文献で、一つくらい

手がかりになる肖像はないの？」 

モニカは気分が悪いせいで、イライラしていた。若い研究生はようやくそのアカプルコで出版さ

れた故事集の一冊を捜し当てた。そして黄ばんだ頁を一枚一枚めくり始めた。 



「というのはですね、マルガリータを待っていたアカプルコの貴族というのは、以前マニラから

彼女のことを紹介された折に肖像画を送られていたんですよ。言わば、お見合い写真のよう

なものですね。それを人目見てあまりの美貌に腰を抜かし、ユダヤ系だろうが何だろうが構わ

ないからすぐに結婚したいと申し出たそうで。ところがレパント号がミンドロ沖の海戦で撃沈さ

れ、生存者が一人もいなかったらしいという知らせがアカプルコに伝えられると、この貴族は

気が狂（ふ）れてしまい、メキシコ中に配下の者を派遣してその肖像画にそっくりな女を手当た

り次第に手に入れるよう指示したそうなんです。・・・あ、これだ。やっぱり、ありました。」 

若い研究生が示した頁は、一枚の肖像画で占められていた。マルガリータ・リベラ・・・そのと

きラモンもモニカも新しい事実を目の当たりにして体が震えた。マルガリータの顔は、あまりに

もエンジェルに酷似していたからである。くっきりとした情熱的な眉、清楚な鼻から唇や顎にか

けての輪郭、そして透き通るような深く黒い瞳。・・・ 

「大丈夫かい、モニカ？ 顔色が悪いぞ。」 

「それで、その貴族はどうしたの？ 結局エンジェルのような、違うわ・・・マルガリータのような

女性を手に入れることが出来たの？」 

 

「この記録によると、ダメだったようですね。それで別に肖像そっくりに石膏の仮面をつくらせ

たそうです。そして使用人の女といい、部下が無理やり拉致してきた女といい、顔にその石膏

の仮面を押しつけて、毎夜のように愛したそうです。」 



 

モニカはその後日談を聞いて、にわかに胸が悪くなった。 

「ベニートがエンジェルを特別扱いしているのはこれだったのね。昔の恋人そっくりなものだか

ら、気持ちが優しくなれるんだわ、きっと。・・・」 

モニカはふと意識が混濁した。 

そしてわずかによろめき、テーブルに手をついた。ラモン教授と研究生が彼女を支えようとし

たが、彼女はそのまま床に倒れて気を失った。 

モニカは完全に昏睡状態に陥った。血清が抗体をつくるために体内に根を張りつつあったの

である。発熱と譫言（うわごと）が断続的にモニカを襲った。 

マリアノ少佐が駐屯軍の軍医を派遣してきたが手の施しようがなかった。せいぜい解熱剤を

打つのがせいぜいだった。何といっても誰もこの原因がわからなかったからである。 

 

（五十九）哀しき熱帯（五十九）哀しき熱帯（五十九）哀しき熱帯（五十九）哀しき熱帯  

 



ボビーはこのところ丈やミシェルと別行動をとっていた。 

レイチェルにいたっては、ほとんど一日中なにも喋らずに寝ていた。当然食事もほとんどとっ

ていない。せいぜいコーヒーとクッキー、チョコレートを口にする程度だった。 

その日はレイチェルがモレノ邸を飛び出して以来、初めて自分からボビーに話しかけた。ボビ

ーは飛び上がるほど嬉しかった。 

「モレノ邸はどうなってるのかしら？ ジェイミー、どうしてるかしら？」 

「もう何も起こらないさ。安心するんだ、レイチェル。」 

「わたし丸一日ここにいたのね。」 

「そうだね。もう帰りたくなったのかい？」 

「ここにはいつまでもいられないわ。」 

「どうして？ ぼくはなんでもケアしてあげられるのに。」 

レイチェルはベッドに起き上がったままわずかに微笑んで首を横に振った。 

「ねえ、散歩にいかない？」 

ボビーは二つ返事で OK した。 

熱帯の陽ざしはこの日のレイチェルにとって実に新鮮な眩しさだった。 

久しぶりに見るような気すらした。サンタアナの街は何も変わることがなく、いつものように人

の往来があった。もちろん混雑しているのは泥棒通りくらいのもので、ほかの通りはまばらな

のが常だった。 

表の椰子の木陰で昼食をとっている家族が多い。大きなバナナの葉に炊きたての米を盛り、

ココナツミルクをかけて、揚げた魚を手づかみで食べている。 

裸足の子供たちが時折追いかけっこをして高床式の木造やの下へ潜りこんだりしている。 

街自体に緑が多い。家々の境に太いナラの木が立ち、大きく枝を広げて深い木陰をあちこち

につくっていた。 



舗装など一本も無い。みな珊瑚と砂で固めた道で、カレッサが往来するごとに細かい砂ぼこり

をあげているのだ。 

熱帯はいつも哀しい表情をしている。明るく楽天的に見えるのは、光の量と色彩のせいだ。本

当はいつも哀しい。 

貧しいからではない。むしろ彼らは北方の先進国よりはるかに豊かだ。その哀しさは光と陰影

の強弱が激しいからだった。 

昼と夜、炎熱と驟雨（スコール）、生と死、愛と憎、聖徳と魔性、笑いと涙・・・その光と影が他

のどの土地よりも甚だしい懸隔を以て現れるからだ。 

その間で人々は大きく魂と肉体を揺さぶられる。その不安定さは、ここでは常態の哀しさだと

言っていい。生き残るためには、すべてをありのままに受け入れることでしかない。これ以上

白いものは無いと言えるくらいの熱帯の陽ざしは、そのために人々が闇の世界を信じるため

の糧（かて）であった。 

悪霊の存在が信じられるからこそ、天使は初めて意味を持った。教会の聖母マリアでさえ、決

して聖母なのではなく、あらゆる価値から自由な存在であった。光だけの代表者ではない。光

と影は同じようにマリアを慕い、マリアも光と影の両方を愛するのである。マリアはそこで聖母

を越えて、神とほぼ同義語に成長した。熱帯にはそういう情念があった。 

 

レイチェルはふと学校に足を踏み入れた。 

夏休みで生徒たちは一人もいなかった。街の四十歳以上のほとんどが一度はここへ通ったこ

とがある筈だ。レイチェルも、カミーラやエヴァンジェリンもそうだった。 



レイチェルはあちこちで壁の色が剥げ落ちた質素な平屋の校舎へ入っていった。ボビーはた

だ彼女の後を付いていくばかりだった。 

懐かしい情景が次から次へと枯れた校内に現れては消えていく。レイチェルはある教室に入

って、窓際から二番目の最前列に座ってみた。 

「わたしね、先生になりたかったの。・・・」 

レイチェルは思い出すようにつぶやいた。 

「両親が死んで、一番仲のいいカミーラがドン・モレノに頼んで、わたしを引き取ってくれたの

よ。マニラの学校にもカミーラと一緒に行ったわ。本当に仲が良かった。わたしがここで、カミ

ーラはすぐ後ろの席。」 

ボビーは黒板に寄りかかりながら黙ってレイチェルの言うことを聞いていた。 

「ジェイミーのことがあって・・・あの子、友達がなかなか出来ないの。それで卒業したわたしは

ドンに呼ばれて帰ってきたんだけど。わたし、まだ勉強が足りないのね。ジェイミーはよくわた

しの言うことをきくようになったけど、やっぱり友達は出来ないんだもの。」 

ボビーが聞いた。 

「先生に、やっぱりなりたいの？」 

「そう。決めたわ。それも孤児院の先生。振り返ってみてわかるのよ。愛されたことがないと、

人を愛することはなかなか覚えられないって。仮になにかが起こって、憎しみや殺意を抱くよ

うなことがあっても、小さい頃愛された記憶がこころのどこかにあれば、きっとそれで終わるこ

とがないって今そう信じているの。わたしはそれを孤児たちにしたいの。わたしがしてもらった

ように。」 

ボビーは黙っていた。 



 

 

「ご免なさい。・・・アメリカにはわたし、・・・行けないわ。」 

ボビーはにっこりして頷いた。 

「僕がこの国に何かできること、あるかな？」 

「それはあなたがこの国で生きようと思うかどうか次第だわ。愛情は感性じゃないと思うの。と

ても理性的な冒険よ。鏡に愛を押し当ててみると、きっとそこには勇気が映っているはずだ

わ。・・・」 

ボビーはレイチェルを見つめながら言った。 

「サンタアナに残るの？」 

レイチェルは頷いた。 

ボビーは頷いた。 

「いつか帰ってくる。君を迎えにこれるようになったらね。マニラで俺が多少ともまともに生きて

いける自信がついたら。」 

レイチェルが笑った。 

「まず、タガログ語の勉強からね。」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（六十）惚れ薬（六十）惚れ薬（六十）惚れ薬（六十）惚れ薬  

 

昼下がり、エヴァンジェリンはいつものように裏で水浴びをした。 

ほてるような感じがかえって気持ちいい。彼女は日に三、四度水浴びをしていたが、髪を洗う



のはそれより多く五度や六度のときもあった。 

裸にタオルを巻いたままエヴァンジェリンは部屋に入り、タバコを吸っていた。 

ドアに括り付けた鈴が鳴った。網戸が開いて一人の若いフィリピーナが入ってきた。それはモ

レノ邸から暇を出されたあのマリルーだった。 

マリルーはカミーラとルイスが三日前の夜に遭難したとき、レイチェルの仕業だと騒いで実家

に帰されていたのだった。 

あの朝、二人が発見された現場では、二人は全裸に近い状態で、とりわけルイスの精液が分

泌されていたこともあって、兄妹の近親相姦から発展した猟奇的な殺人事件の様相を呈して

いた。ルイスにそれまで愛されていたマリルーは、警察関係者からも嫉妬に狂う可能性がもっ

とも高いということで要注意人物に指定されていた。 

そのマリルーが Klan（呪術）をあやつるエヴァンジェリンのところへやって来たのだ。 

マリルーは思いつめたような顔つきをしていた。 

厚化粧をして、白い洗いざらしのワンピースを着ていた。もともと顔たちは悪くないのだが、か

なり鋭い顔の表情をしているので、厚化粧で余計攻撃的な印象を与えた。とても十五歳には

見えなかったろう。 

「ルイスを殺したのは誰か教えてほしいの・・・」 

エヴァンジェリンはふうっとタバコを吹き出しながら言った。 

「千五百ペソ。」 

「そんなに？」 

エヴァンジェリンは頷きもしなかった。 

「男の人は千ペソだって聞いたわ。」 

「女は別よ。わたしにはその気（け）が無いから。ちょっと工夫しないといけないのよ。・・・いい

わよ。払いはあとで。半分でもいいから置いていきなさいな。」 

エヴァンジェリンは表戸をロックし、部屋を暗くした。蝋燭があたりをぼんやりと照らし始めた。



マリルーはにわかに緊張した 

エヴァンジェリンは彼女に優しくキスをした。 

「平気よ。すぐに気持ちよくしてあげるから。男よりいいはずよ。・・・」 

エヴァンジェリンはタオルを解くとベッドに座って股を大きく開いた。そして白い小瓶からゼリー

状のものを指ですくい取り、自分の中に塗り込んだ。マリルーはワンピースを脱ぎながらその

様子をじっと見ていた。 

「Gayuma（惚れ薬）？」 

「一種のね。ガラナって知ってる？ それに少し『危ないの』を混ぜてあるの。」 

マリルーは輪ゴムでとめていた髪をほどいたベッドに体を横たえた。 

エヴァンジェリンがもう一度濃厚にキスをし、体を絡めてきた。マリルーは思わず、顔を背（そ

む）けた。心臓が高鳴り、今すぐにでも部屋を飛び出したくなったのだ。 

エヴァンジェリンはそのままマリルーの喉元から舌を這わせて、胸、そして固くなった乳首を弄

（もてあそ）んだ。下腹のほうへ顔を埋めていくとマリルーはかたくなに拒んだ。 

「いや・・・こんなのいやよ。女同士なんて。・・・」 

エヴァンジェリンは固く閉じたマリルーの太股の内側をていねいに舌で愛撫しながらゆっくりと

押し開いた。やがてマリルーが一番嫌がった部分がほぐされ、知らず知らずのうちに官能の

淵へ沈んでいった。 

蝋燭の火が揺らめく中で蛍光色のような肌が汗で輝いた。マリルーは目を閉じたまま自分で

胸をしっかり握りしめるのだった。まるで氷が融けていくようにマリルーの神経は分解して行っ

た。 

 

（六十一）エンジェルの孤独（六十一）エンジェルの孤独（六十一）エンジェルの孤独（六十一）エンジェルの孤独  



 

エンジェルが起きたのは、丈やミシェルと同じ頃、やはり昼過ぎだった。 

エンジェルは日に日にその美貌にある種の悩ましさを加えていった。ミシェルなどは、時折エ

ンジェルが視線を横に流していくときのふとした表情にゾッとする艶っぽさを感じることさえあ

った。 

「どう彼氏？ どこまでしたの？」 

ミシェルはこういうことを平気で聞く。 

「馬鹿ね。相手は聖職者よ。」 

「気にしてもいない癖に。」 

「まあね。・・・でもまだよ。」 

「彼、触らない？」 

「もちろん触るわ。」 

「でもしないの？」 

「そう。しないの。」 

「したい？」 

「うん。」 

丈はあきれた。「いったい君たちは何て会話をしてるんだ？」 

「丈は興味ないの？」ミシェルが意地悪そうに聞いた。 

「何が？」 

「だからエンジェルとベニートのことよ。」 

「大ありだよ。いつベニートがエンジェルを食い殺そうとするのかってね。」 

ミシェルがテーブルの下で丈の膝がしらをつついた。丈は口がすべったと思った。 

「何のこと？」 



「何でもない。ああいう色男はさ、神父だろうと何だろうと女の一人や二人はいるもんだから

さ。」 

丈はしどろもどろになっていた。 

エンジェルはその話に興味を持った。「あまり戒律に厳しくないのかしら？」 

「スペイン人ほどではないと思うね。もちろんブラジルみたいに神父が恋人を争って恋敵の男

を射殺するなんて事件は起きないだろうけどね。でも僕の知ってるこの国の神父さんたちでも

信者たちの暗黙の了解のもとに付き合っている恋人がいたり、中には子供までいたりするこ

とはいっぱいある。」 

「いいじゃない。人間的で。」ミシェルが話を合わせた。 

エンジェルは両手を伸ばして大きく伸びをした。「うーん。彼、そんなんじゃないなあ・・・」 

丈とミシェルはこの一両日に起こった強烈な出来事をエンジェルにはまだ話していなかった。 

そしてベニートがシモン神父失踪に絡んでほとんど最重要容疑者になっていることも。 

 

 

三人がテラスでくつろいでいると、モニカの従兄のレイがやってきた。いかついが愛嬌のある

口髭が笑った。 

「よう、よく寝たようだな。」 

「ぐっすりさ。それよりどうしたの。今頃こんなところで？」 

「いやあ例のレパント号の引き揚げだがね。今日から再開されてるだろう？ ラモン教授の話



だと、この作業が思ったよりはかどっているらしい。ラジオで通信しているんだが、沖で警戒に

あたっている軍の連絡では、今日一日で金銀合わせて四百枚くらい引き揚げたそうだ。 

三人は思わず声をあげた。 

「ただこうなると例の海賊の一件が気になる。軍隊がまだこの島に駐屯していなかった頃、よ

く海賊にやられてねえ。もうずいぶん昔のことだがね。ただこういうのは純粋の海賊か一般の

漁民か、あるいは街の食い詰め者か見分けのつかないことが多い。今回の件についてはレ

パント号の財宝の話がもう近隣の島に出回っているらしいし、海賊がいつサンタアナの島民

に紛れて調査船や診療所を襲うかわからない。そうなるとこの島の一般人も危険なわけさ。

それで俺をはじめ島民が自警団をつくろうというのさ。マリアノ少佐や警察のダニエルとも合

同でレパント号の引き揚げには協力するつもりだ。そこでだ。これからその打ち合わせをしよ

うってんだが、とくに海賊が襲来た場合の島民の保護とかな。」 

「どこで？」 

「軍の駐屯所でだ。マリアノ少佐や警察が君をどうしても連れて来いっていうんだ。」 

「僕は外人だよ。」 

「レパント号の発見者の代表として来い。」 

「そいつはボビーなんだけどな。」 

「いいから来いよ。ミシェル、君も来ないか？」 

「いいわ。」 

レイは口髭をさすりながらエンジェルの方を見た。 

「あんたは？」 

ミシェルが慌てて紹介した。 

「あ、この娘、エンジェル。スペインから来てるの。」 

「スペイン女って、この娘か？」 

エンジェルは愛想よく手を差し伸べた。しかしレイは手を出さず、表情が強張っていた。 



「へえ。・・・」 

レイは挨拶もせず冷たい一瞥をするなり相手にしなくなった。気まずい雰囲気が漂った。レイ

は、「駐屯所で待ってる。」と言い残して立ち去った。 

エンジェルは気を取り直して、ぎこちなく笑った。 

「わたし、歓迎されてないみたいね。・・・」 

ミシェルはエンジェルの手を黙って握った。 

 

 

 

 

（六十二）エヴァンジェリンの災難（六十二）エヴァンジェリンの災難（六十二）エヴァンジェリンの災難（六十二）エヴァンジェリンの災難  

 

仄かな蝋燭の火はもうとっくに消えていた。 

二人ともベッドから起き上がることなく、部屋はわずかなブラインドの隙間を通して、ごくわず

かな外の光をかいま見る程度だった。 

マリルーは汗にまみれた上体をやおら起こしてぼんやりしていた。エヴァンジェリンは、ガラナ

に他の麻薬を混ぜたゼリーがまだずっと効いているらしく、ベッドに身を投げ出したまま、ぴく



りとも動かずにいた。 

「嘘よ。・・・」 

 

 

マリルーは気が抜けたようにつぶやいた。そしてうっすら笑いを浮かべた。 

「何なのよ・・・いったい。妹と乳くりあうなんてさ。・・・」 

エヴァンジェリンが目を閉じたまま、か細い声で言った。 

「夢で見た通りよ。・・・信じない？」 

マリルーは答えなかった。そしてふらふらと浴室の方へ歩いていった。エヴァンジェリンは体

が麻痺していた。女と寝ると自分だけ薬を使わなければならないから、いつもこうなるのだ。

あと二、三十分はほとんど体の自由が利かない。シーツに転がったまま浴室にいるマリルー

に声をかけた。 

「ねえ、ブラインド開けてくれない？ 体がなかなか醒めないから。・・・」 

返事が無かった。 

やがてマリルーがよろめきながら戻って来た。彼女の右手の先がキラッと細い日光に反射し

た。 

エヴァンジェリンは、自分が普段つかっている髪を切りそろえるための剃刀（かみそり）だと気

づいた。マリルーはベッドの横に座った。そして身動きできないエヴァンジェリンの髪を撫では

じめた。 



「本当に綺麗な髪・・・いつもお手入れしてるんでしょ？」 

エヴァンジェリンは身の毛がよだつ思いがした。 

 

「でもあんたは嘘つきだわ。・・・いかさまよ。・・・」 

マリルーはまるで子供をあやすようにそう独り言をつぶやいた。 

「こんな綺麗な髪・・・あんたみたいないかさま女にはもったいないわねえ。・・・」 

エヴァンジェリンは震えながら哀願した。 

「お願い、止めて。・・・髪だけは切らないで。」 

「そうよ。髪を切ってあげるのよ。あんたはただの売女なんだ。ルイスがあたしより自分の妹の

ほうがいいと思ってたっていうの？・・・あんた狂ってるわよ。よくもそんなでたらめで千五百ペ

ソも取ろうとしたわね。・・・わたしが罰を与えてやるから。・・・大丈夫、わたしも理容の心得が

少しはあるんだ。・・・だから綺麗につるつるにしてあげるから。安心しなさいな。・・・」 

マリルーは、エヴァンジェリンの胸に馬乗りになって髪をわしづかみにした。そして彼女の悲

鳴や怒号を楽しそうに聞きながら、剃刀をその額にあてた。仄暗い部屋に、なきじゃくる悲鳴

と、楽しそうな笑い声がいつまでも響き渡っていた。 

 

（六十三）レイチェルの災難（六十三）レイチェルの災難（六十三）レイチェルの災難（六十三）レイチェルの災難  



 

ボビーとレイチェルは学校を出ると泥棒通りを散歩していた。 

ここはいつも大勢の人でにぎわっている。物資は主にセブ、レイテ、そしてミンダナオから入っ

てくる。小さなトタンを葺（ふ）いた市場もある。豚、牛、鶏などが捌（さば）かれている隣では、

その日に揚がった魚が並べられ、入り口を出たあたりには一日中、トゥルトゥーロ（露店食堂）

があり、フィッシュソースやココナツミルクの匂いをあたりにまき散らしていた。 

ボビーはもうマニラに二年もいるのに、フィリピンの言葉がほとんど話せなかった。ごく簡単な

日常の単語を知っている程度なのである。本人は学ぼうという気も無かったのだ。湾岸戦争

が終わってからも、アメリカに帰ろうとしなかったのは、アメリカには自分の場所を見いだせな

いと覚悟していたからだ。しかしそれが大きな間違いであることを今までずっと気づかずにい

た。自分の国で生きることの出来ない者が、他人（よそ）の国で尊敬されるはずも無かった。 

もともと所属していたフィリピンの米軍基地に戻って除隊した後、とりあえずこの国では英語が

通じる気安さもあっていすわったのである。 

フィリピンの言葉を一つ一つあきらめることなく覚えていく途方もない作業を通じてでなけれ

ば、その言葉で語り、聞き、苦しみ、痛み、祈り、そして愛し合う人々の心の血脈に触れること

は決してできないはずだった。 

今ボビーはレイチェルという一人のフィリピーナに出会ってその辺のところがおぼろげに見え

てきたような気がした。 

レイチェルは一つ一つ名前を呼んでいった。 

「Alimasag（青蟹）、Salaysalay（アジ）、Pusit（イカ）、・・・あら今日は Bangus(鯖、サバ)がある

わ。・・・果物は・・・Sagin（バナナ）、Pina（パイナップル）、Pakwan（スイカ）、Ubas（葡萄）・・・



たくさんあるでしょう？」 

レイチェルは楽しそうだった。 

体の調子も回復してきたようだ。涼し気なレイチェルの目元がボビーにはとても素敵に思え

た。一つ一つの単語の響きをきいているだけでも愉快だった。買い出し客を掻き分けるように

入り口のところまで戻ってきたとき、ふとレイチェルの前に立ちはだかる者がいた。 

「あら、マリルー・・・」 

 

 

マリルーははだけたワンピースを着て、その場に突っ立っていた。レイチェルの驚いた声にも

まるでうわの空でつぶやいた。 

「人殺しよ・・・あんた・・・」 

「え？」 

レイチェルはその瞬間、腹部に衝撃を覚えた。マリルーが果物ナイフで刺したのだ。周囲の女

たちが一斉に悲鳴をあげた。マリルーがさらにもう一度刺そうとすると、後ろにいたボビーがと

っさに手を押さえつけ、したたかにマリルーの横っ面を殴りつけた。マリルーは地べたに這い

つくばりながら叫び続けた。 

「あの女だよ！ ルイスをたぶらかした挙句に殺したのは！ あたしは見たんだ。この目で見

たんだよ！ どんな男のモノでも股ぐらに銜（くわ）え込むんだ。売女め！」 

マリルーはその場で取り押さえられた。 

レイチェルは血がにじむ腹部を両手でおさえながら、みるみる顔面蒼白になっていった。そし



てゆっくりと膝をつき、倒れた。 

屋台で食事をしていた人たちが慌てて椀を投げ出して駆け寄ってきた。 

 

（六十四）暴かれた地下回廊（六十四）暴かれた地下回廊（六十四）暴かれた地下回廊（六十四）暴かれた地下回廊  

 

軍の駐屯所では丈とミシェル、そして島民の自警団代表としてレイのほか二人がいた。 

軍からはマリアノ少佐とその副官、警察からはダニエル、調査隊からはラモン教授の代わり

に大学関係者二人が同席していた。 

焦点は、海賊が一体総勢何人かということだった。 

そもそもサラが遭難した折は、高速艇三隻、総勢十名余りであったが、その後トニーの書き残

した記録によると近隣の島々からかなりにわか海賊の参加者が出ているらしかった。船の調

達も考えられた。なぜなら一日二日とはいえ、沖合である程度の財宝を引き上げたはずだか

ら、軍資金として銃火器や船、そして人員の拡充が一段と進んだとみてよかったからだ。 

 

この日は防衛策の大枠を決めることになった。たとえば、避難警報の設置と島民の避難。こ

れは結局ドン・モレノに要請し、警報発令と同時にサンタアナの住民は全員モレノ邸の丘へ避

難することで意見が一致した。 

また襲撃経路は海路陸路の両方が考えられたが、防衛陣地と防衛線をどこに敷くかというこ



とで議論が分かれた。 

当初マリアノ少佐の駐屯所へ財宝を移し、そこを防衛線とするのはどうかという案が出たが、

あいにく守備隊本部のある駐屯所は、周囲に好都合な遮蔽物がなく包囲された場合、丸裸同

然のコンクリートの建物だけとなるところから採択されなかった。 

結局、今のモニカの診療所をそのまま防衛陣地にすることで決まった。 

あのあたりは石造りやコンクリートの比較的裕福な世帯住宅がたてこみ、診療所の北側と西

側が高い塀で隣家と接しており、少数の兵力で海賊を市街戦に引きずり込むには有利と考え

られたからである。 

また海岸にも近く、海路からの正面攻撃にも波打ち際で殲滅できる可能性があった。 

財宝についてはひそかに診療所から別のところへ移す案が出たものの、島民の誰が海賊と

通じていて密告するかもわからないため、敢えて移動もしないことになった。 

 

明朝は今日の決定に基づいて、諸々の手配を開始することとなったが、海賊の襲来は十中

八九夜間に行われると考えられたので、マルベーリャ岬のローコ灯台、猫岩岬、モレノ邸の屋

上、そしてバイード（めまい）の壁にそれぞれ一名ずつ、都合四名の兵士が今夜から歩哨に

立ち、相互に無線ラジオで連絡を取り合うことにした。これには自警団から民間の有志が一

人ずつ兵士に同伴するはずである。 

 



 

会議が終わって丈とミシェルが帰ろうとするとマリアノが呼び止めた。 

「Trabajo(仕事)だ。一緒に立ち会ってくれ。」 

マリアノは副官に軍の手配は任せて、警察のダニエルと一緒に二人を急かしながら表へ出

た。丈がたずねた。 

「仕事って、何をするんだい？」 

「シリ教会へ行くんだ。」 

「トニーのテープにあった地下室を調べる気なの？」 

「そうだ。朝からモニカがうるさくてな。ただ、ベニートの不在時間がなかなかつかめずに困っ

ていたんだ。そこで俺は無い脳みそを絞って考えた。ヒメネス長老の家の裏に身体障碍者の

施設があるんだがね。」 

「へえ。」 

丈は驚いた。こんな小さな島にそんな立派なものがあるとは思えなかったのだ。これもドン・モ

レノの社会事業の一環らしい。 

「そこへ頼んで、家族を交えたパーティをやってもらおうというわけさ。急なことで施設のほうは

面食らったが、ドン・モレノが饗応手配の一切を持つと言ってくれたんで、急遽決定となったわ

けだ。」 

「いつ？」 

「それがもう始まっているんだ。しかもベニートを主席来賓に呼んである。」 

マリアノはにっこり笑ってウィンクした。駐屯所を出るとラミールとレイがジープ三台を伴って待

っていた。鉄棒やツルハシを積み込んであった。兵士の一人が駆け寄って来て、ベニート神

父が施設に入ったと告げた。 

「さあ、行こうか。」 

一同はジープに分乗してシリ教会へと急いだ。 



礼拝堂には人がいなかった。先に来ていた兵士たちが人払いをした後だったのだ。 

トニーのテープに吹き込まれていた地下室の入り口は突き当り右手の祭壇に模して造られて

いたが、すぐに見つけることができた。地下の階段は下るごとに染み出る地下水の湿気が多

くなっていった。 

一番下まで降り立った一同の行く手を阻む煉瓦の壁は、確かに近頃になって積み直された部

分が歴然としていた。石灰はもうかなり固まっていたものの、やはり爪で押すと容易に傷がつ

いた。湿気が多すぎるのだ。 

レイとラミールが道具を使ってその部分の突き崩しにかかった。交替でマリアノとダニエルも

行い、丈も手伝った。 

案外簡単に壁は破壊することが出来た。一同はライトを手にして中へ入り込んだがその異様

な酸性の臭気に思わず足がすくんだ。 

「ひどい臭いだ！」 

ハンカチや手ぬぐいで鼻を覆ってはみたが、全く効き目が無い。 

悪臭に耐えて、しばらく暗がりの中で目を凝らしていると三十メートル四方ほどの地下室のち

ょうど中央に鉄枠に支えられた木製のかなり頑丈な柩が浮かび上がってきた。 

回りには非常に太い鉄鎖がちぎれて石床に転がっていた。一同は悪臭の元凶がこの中の内

容物であることを確信していた。マリアノがツルハシの先を蓋の隙間にねじ込み、少し蓋を浮

かせた。 

「レイ、鉄棒をそっち側から突っ込んでくれ。」 

レイは言われた通りにした。二人は合図をして一気に蓋を持ち上げて柩を開けた。 

蓋は埃をまき散らしながら石床の反対側に落ちた。腐った蝶番（ちょうつがい）が音を立てて

吹き飛んだ。その悪臭は想像以上のひどさで一同を襲い、ミシェルはその場でしゃがみこん

で思わず吐いた。 

柩の中には相当腐乱の進んだ屍体が納められていたのである。屍は神父の服を着ていたも



のの、顔は完全に崩れてしまい見分けがつかなかった。警察のダニエルが注意深くライトを

当ててみた。 

「シモン神父だ。・・・」 

マリアノが悪臭に眉をしかめながら聞いた。 

「わかるか？」 

「眼鏡さ。・・・」 

一同は取り合えず柩の蓋を元通りに戻して表へ出た。 

新鮮な空気をとにかく吸いたかったのだ。 

ミシェルはまだ蒼い顔をしていた。そして礼拝堂の椅子に腰をおろした。 

ダニエルが言った。 

「これでベニートをシモン神父の殺害容疑者として逮捕できるな。」 

丈がそれをさえぎった。「待ってくれ。まだ早い。」 

「どうしてだ？ このままじゃ犠牲者が増えるかも知れん。カミーラやルイス、そしてトニーと三

人が謎の死を遂げてるんだ。これだけ証拠が地下室にあるんだぞ。なんだってまだ早いって

言うんだ。」 

丈は何とも言いようがなかった。なるほどダニエルは、昼間カミーラの柩が空だったことを確

認している。しかし、カミーラが蘇ったあの現場にはいなかった。そして、ベアトリスの亡霊のこ

となどましてや信じてくれるはずもなかった。ベニートが変幻自在のヴァンパイアであることに

至っては、おそらく一笑に付されてしまうだけだろう。 

丈の声は急に元気が無くなった。 

「いや、なんとなく・・・」 

ダニエルは大笑いした。 

「それじゃ理由にならん。」 

マリアノやレイ、ラミールには丈の考えていることがわかっていた。相手は人間ではないこと。



だからまともな捕り物で片付くはずはなく、失敗した場合どのような報復があるかも想像でき

ないということも。 

「とにかく我々はこれから身体障碍者施設へ急行し、ベニートを逮捕する。いいね。」 

「いかん、ダニー。」 

マリアノが彼の肩をつかんだ。ダニエルは目を丸くした。 

「何だ、あんたまでか、マリアノ。」 

ラミールもレイも、黙ってダニエルを見つめていた。 

「一体みんなどうしたっていうんだ？」 

マリアノが真面目な顔をしてダニエルに言った。 

「ベニートは悪性の病原菌を持っているんだよ。」 

「何だって？」 

「カミーラやトニーの体内から発見されているんだ。こいつにやられると精神障害を起こして狂

っちまう。」 

ダニエルは身を固くした。 

「普通に接している分には他人にうつることはないが、捕り物になって相互に怪我をしたら、非

常に危険だ。モニカがいま血清をつくっている。それを待つんだ、ダニー。」 

「わかった。そうなのか。で、モニカの血清はいつできる？」 

「この一両日とは言ってたが。・・・」 

そのときマリアノのラジオに連絡が入った。それはモニカが倒れたという件と、泥棒市場でレ

イチェルが女に刺されたという件だった。報告によると、レイチェルはとにかく軍医が応急処置

を行い、急所をはずれていたこともあって命に別状はないということだった。モニカの方は、軍

医にも全く原因がわからず手の施しようもないとのことだった。 

マリアノは狼狽した。一同は飛ぶようにジープに駆け込み、シリ教会を後にした。 



レイチェルはその後、結局モレノ邸へ運ばれて介護されることになった。 

一方モニカは夜までずっと意識不明が続いた。 

 

（六十五）レイチェルの容態（六十五）レイチェルの容態（六十五）レイチェルの容態（六十五）レイチェルの容態  

 

マリアノは診療所へ向かったが、丈とミシェルは意識のあるレイチェルが運ばれたモレノ邸へ

まず駆けつけた。 

レイチェルはもう枕を二つ重ねて上体を起こしていた。声に力が無く唇もまた蒼ざめていた

が、丈たちを見ると多少とも心の余裕を取り戻したようだ。部屋にはドン・モレノ夫妻やジェイミ

ー、そしてボビーもいた。ボビーは可哀相なほど落ち込んでいた。責任を感じていたのだ。 

ドン・モレノが眼に涙をためていた。 

「レイチェル。わたしたちにはおまえとジェイミーの二人しか残っていないんだよ。おまえは娘

も同然なんだ。クリスはどこへ行ってしまったものか。・・・ろくでもないことをしでかそうとしてい

るに違いない。・・・おまえまでがどうしてこんな目に。・・・」 

レイチェルはドンの手を取って言った。 

「どんなに善いことをしていても、悪いことはきっと起こるものです。わたしたちが気がつかな

い、知らないところでも、人々が苦しみや痛みを覚えていることを決して忘れないように、神さ

まがときどきこうしてわたしたちにも身を以て教えてくれるんでしょう。とても賢いご配慮だとお



思いになりません？」 

ドン・モレノは大きく頷いた。 

「わたしはむしろ感謝しなくてはいけないんだわ。・・・生きていただけでも。きっとどこかに慢心

があったのね。・・・」 

丈が言った。「マリルーは君がルイスを殺ったと本当に信じているんだね。」 

ボビーが小さな声で言った。 

「狙ってたよ、完全に。・・・ものすごい表情だった。口から泡を吹いてわめきちらしていたん

だ。」 

レイチェルは、日が傾き始めた窓外に目をやってポツリと独り言をつぶやいた。 

「可哀相なマリルー。本当にルイスを愛していたのね。」 

・・・ 

 

丈とミシェルがモレノ邸を出ようとするとボビーが戸口までついてきた。ボビーはぎごちなく何

か言おうとしたが言葉が出てこなかった。丈は笑って言った。 

「クライマックス（大詰め）が近づいているんだよ。キャプテン（大尉）！」 

それはボビーが退役したときの最終階級だった。 

ボビーは、何かを思い出したかのように、真顔で言った。 

「Barracuda?(海賊か？)」 

丈が頷いた。 

ミシェルもボビーを励ました。「ショウタイムだよ。ボビー。」 

ボビーは二人の肩を抱いた。 

「Why not（わかった）・・・Rock'n'Roll（やっちまおうぜ）・・・」 

診療所に意識不明のモニカを見舞った後、バンガローへ歩いていた丈とミシェルはモニカのこ

とを話し合っていた。 



「いったいだれがやったんだろう？ まさかベニートが呪術をかけたんじゃないだろうなあ。首

には外傷も無かったし。」 

「ベニートが襲ったはずないわ。ラモン教授や研究生の人たちの目の前で倒れたって言って

たじゃない。疲れすぎかしら？」 

「どうやって調べたものかなあ？」 

「もうエヴァンジェリンのところへは行かないでね。」 

「まだ怒ってるのか？」 

「さあ、どうだか。」 

 

 

「愛してる。」 

「口だけよ。嘘つき。」 

「もう時効にしてくれ。」 

「まだ百年経ってないわ。」 

「百年も必要なのか。その頃には僕はもう生きていない。」 

「こういうのに、時効はないの。」 

「もういいじゃないか。勘弁してくれよ。僕だってそういうことをするとは知らなかったんだ。」 

「でも結局したんでしょ？」 



「ああ。」 

「よかったの？」 

「どうかな。」 

「よかったんだ。きっと。」 

「もうよせよ。」 

「男はみんな一緒だわ。」 

「僕のこと嫌い？」 

「好きよ。あなたが何をしても好き。」 

「キスしてくれ。」 

「お断り。罰よ。」 

ミシェルはそう言って自分で笑い出した。 

丈が無理やり顔を押さえてキスをしようとした。ミシェルは思いきり丈の顔をはたいた。そして

丈がひるんだ隙にビーチロードの方へ路地を走り出した。丈はミシェルの名を呼びながら、慌

てて追いかけた。ミシェルは、「しばらく、おあずけ。・・・ね？・・・」と大笑いしながら丈の手を逃

れて逃げ回っていた。 

 

（六十六）傭兵（六十六）傭兵（六十六）傭兵（六十六）傭兵  

 



診療所からひとまず軍の駐屯所に戻ったマリアノは、モニカの容態が気になっていたものの、

一方で防衛戦の準備に行き詰まりを覚えて焦っていた。 

総勢二十名にも満たない兵力では、ほとんど防衛戦は無理だと思われたからだ。せっかくレ

イが民間人を駆り集めたところで銃火器が行き渡らないからである。 

一方有刺鉄線や土嚢を始めとするバリケード物資はどんどん診療所の近辺に運ばれ、いつ

でも陣地構築ができるようになっていた。 

町民の家々でも警報に備えて身の回り品の整理が始まっていた。 

ローコ灯台、猫岩岬、モレノ邸屋上、そして島の裏側にある断崖絶壁のバイードに配置された

歩哨からは、海賊たちの動きがまったく連絡されてこなかった。 

一体どこに潜んでいてどこからいつ襲ってくるのか？ マリアノには情報が余りにも不足して

いた。 

近隣の島の駐屯部隊に連絡をとって見ても、どこもレイテ島での大掛かりな演習に兵員をとら

れていてまったく頼りにならなかった。 

一方海賊たちは防衛側の動きをおそらく内部の人間から聞いて十分に把握しているに違いな

かった。 

それを思うとマリアノの苛々はますますつのるばかりだった。 

 



 

駐屯所で島の地図を眺めていたマリアノは悲壮な面持ちをしていた。 

そして窮余の一策に出た。彼は一人でジープに乗り、サンタアナ街の西区にある住宅地へ向

かった。診療所よりずっと先、ほとんどパンの山に連なる尾根の麓に近かった。 

もうすっかり陽が傾き、夕焼けがあたりを朱に染めていた。 

一戸建ての家の間の路地をジープで通り過ぎ、一軒のこじんまりした家の前まで来た。 

軍服の背中は汗でびっしょりになっていた。 

マリアノはためらうことなくその小さな家の門に入った。使用人の女性がマリアノを見ると緊張

した面持ちで急いで家の中に走っていった。 

やがてランニングとジーンズを着た男が太い葉巻をくわえながら出て来た。家人が部屋の中

から戸口に顔をのぞかせていた。 

男は浅黒く、野性的な顔をしていた。マリアノと同年配のようだが、ちりぢりの髪を後ろに掻き

上げて、額は大きく後退していた。口髭はなく、体はかもしかのように引き締まっていた。 

男はドスの効いた声で言った。 

「よう。マリアノ。久し振りだな。」 

「久し振りだ、ベンジャミン。」 

「どうした？ 珍しいじゃないか、俺に何の用だ？ 今頃になって逮捕でもあるまい？ え？」 

マリアノは笑った。 

「馬鹿言え。実は頼みがある。」 

「へえ。お前が俺に頼み事とはな。 俺は NPA(左翼武装集団、新人民軍)を引退したとは言

え、国軍や政府に協力する気など無い。悪いが帰ってくれ。」 

男はそのまま家に入り、ドアを閉じようとした。マリアノは片足のブーツを突っ込んでそれを阻

んだ。 

「俺を助けるんじゃない。島の人間と文化遺産だ。」 



「大きく出たね。」 

「ベンジャミン、頼む。」 

男はしばらくマリアノの顔を見ていたが、やがて黙ってドアを開いた。男がビールを出してマリ

アノに放ってよこした。マリアノはテーブルに転がっていたオープナーで瓶の蓋を開けると美

味そうに一気に飲み干した。 

「もう一本飲むか？」 

「いや結構。」 

 

 

男は殺風景な部屋にある籐椅子に腰を下ろした。 

「それで？・・・何をやれってんだ？」 

「海賊が来る。」 

「噂の財宝を横取りしようってのか？」 

「そうだ。ところが敵の勢力が把握できずに困ってる。」 

「お前の方では何人そろってる？」 

島に残っている俺の兵士たちは十五名ほど。民間から五名。外人部隊が二名。警察からはダ

ニエルを始め、せいぜい四人くらいが参加できるかどうかだ。合計で二十六人前後。しかし、

島の四か所に歩哨を立てているし、二人は駐屯所に残して、レイテや他島に連絡を取るのに

割かないといけない。結局純粋の戦闘要員は十六人前後という恐ろしい状況だよ。」 



「ご苦労なこった。」 

男は葉巻を気持ち良さそうにくゆらしていた。 

「それで俺は海賊の兵力を確認してやればいいのか？」 

「そうだ。それでその人数がこちらをはるかに上回るようならお前の助けも欲しい。」 

男は黙って聞いていた。マリアノはじっと男の顔を見つめていた。 

「海賊はいつ来る？」 

「今日明日、夜襲しか考えられん。」 

「人数をある程度確認できてもそんなに急じゃあこっちの人数もそろわないぜ。」 

「一人でも二人でも欲しいんだ。」 

「なるほど。傭兵が欲しいってんだな？ なあマリアノ。俺はもう NPA じゃないんだ。」 

「共産主義は流行（はや）らんからな。」 

「そういう言い方は止してくれ。イデオロギーはファッションじゃないんだ。」 

「じゃあ何だって言うんだ。」 

「戦略だよ。ソ連の崩壊を見ろ。ぶざまなものさ。そりゃあソ連の解体が計画経済の破綻や複

合民族国家の矛盾といったことに根ざしているという見方はある。しかしな、それだけじゃな

い。本質はもっと根本的なイデオロギーの欠陥だ。」 

「共産主義の欠陥か？」 

「そうだ。俺はまだゲリラをやってた頃、バクーニンを読んだんだ。」 

「アナーキスト（無政府主義者）じゃないか。共産主義とは水と油だ。」 

「よく知ってるな。さすがは国軍の中で改革を志した国家社会主義者だ。」 

「茶化すな。それで？」 

「バクーニンが言ったんだ。昔、マルクスと革命論争で大喧嘩したときのことだが、どんなに革

命の指導者たちが労働者出身であろうと、革命が成功した瞬間から労働者ではなくなるって

な。そして国民よりも国民の幸せが何かをよく知っていると勝手に自称する革命エリートたち



による、一方的な支配が出来上がるってな。・・・バクーニンの予言通りだ。これでソ連は体制

そのものが金属疲労や動脈硬化を起こしてパンクしたのさ。」 

「それでお前は共産主義者から無政府主義者に宗旨替えしたってわけか？」 

「とんでもない。バクーニンみたいにおめでたくはないぜ。大衆が無謬で純粋で、いつも正しい

なんてこれっぽっちも思っちゃいないよ。むしろ衆愚だね。民衆は愚鈍で、ずるい。俺はもうや

めた、と言ったろ？ 馬鹿馬鹿しいんだよ。それだけさ。一方じゃあモレノみたいな支配階級

の人間が恵まれない民衆におこぼれをバラまいて、欺瞞の慈善事業をやることにも賛成でき

ん。突き放せばいい。もっと民衆が苦しめばいいのさ。搾取されるだけされて、どん底まで落

ちればいいんだ。死のぎりぎりまで追い詰められないと奴らは目覚めない。まず連中の自覚

が必要なんだ。だからそれまで俺は、や・め・た。」 

マリアノはため息をついた。 

「立派な理論だな。」 

「戦略と呼んでくれ。」 

マリアノは膝をポンと叩くと立ち上がった。「助けてくれないんだな。」 

「冗談じゃねえ。」 

マリアノは空になったサンミゲルの瓶をベンジャミンに放って返した。そして戸口まで歩きかけ

てふと振り返った。 

「民衆を蔑視した思想では、最後の土壇場でおまえたちは見捨てられる。そのつもりでせいぜ

い民衆を馬鹿にすることだな。おまえの言うとおり、民衆はずるくて意気地なしだ。しかしおま

えが思っているほどお人好しでもない。覚えておくんだな。」 

マリアノが帰ったあと、心配そうに女房らしい女がベンジャミンに身を寄せて来た。 

「大丈夫かしら？」 

ベンジャミンはぼんやりと籐椅子に引っくり返ったままだった。 

「何が？ 俺がか？」 



「協力しないとあとで捕らえられたり、殺されたりするんじゃないかしら？」 

「あいつはそういう奴じゃない。」 

 

 

（六十七）待ち人来たらず（六十七）待ち人来たらず（六十七）待ち人来たらず（六十七）待ち人来たらず 

 

夜八時頃、モニカが意識を取り戻したというので、丈とミシェルがボビーと一緒に診療所へ向

かった。バンガローを出ると、近くのバンガロー・テラスでエンジェルがぼんやり座っていた 

ミシェルが声をかけると、ベニートを待っているんだと答えた。「ちょっと遅れているみた

い。」・・・そう言ってエンジェルはかすかに笑った。 

診療所にはラモン教授が来ていた。 

モニカはベッドに起き上がっていたが、まだ汗をびっしょりかいていた。やつれた顔は痛々し

いほどだったが、牛乳を浴びるように飲んでいた。 

ラモン教授のほうは上機嫌だった。 

「もう鑑定が終わって調査隊はモレノ邸へ引き上げたがね。今、向こうで今日までの報告書を

整理しているところさ。何しろ金が全部で二百四十枚、銀が三百奈々十枚も引き揚げられた

んだ。」 

そう言って書斎の方に山と積まれた財宝をアゴで指した。 

「よく海賊が横取りしなかったわね？」 



ミシェルが不思議そうな顔をした。 

「護衛艇と調査艇の両方に兵隊が乗り込んで全部で六本のバズーカを持ってたからなあ。そ

りゃあ容易には近寄れんさ。」 

「一体連中どこに潜んでいるのかしら？」 

ボビーがおどけて見せた。 

「空から来ないことを祈るね。」 

モニカも少し元気が出てきたがまだ歩くことはおぼつかなかった。 

モニカは、午前中血清を自分に試したことを皆に告げた。一同は驚いたが、モニカはきっとう

まくいくと言って笑った。 

丈が午後にシリ教会地下室での顛末を話た。モニカの方でも、モレノ邸旧宅から持ち帰ったロ

ケットと、アカプルコで出版された故事本のマルガリータの肖像を取り出して二人に見せた。 

丈とミシェルは顔を見合わせたまま何も言うことが出来なかった。 

ラモン教授が感慨深げに言った。 

「ただの偶然というのか、それとも因縁というべきか・・・」 

「彼女、今夜も彼を待ってるわ。バンガローのテラスで。」 

ミシェルも寂しそうにそう言った。 

 

 



 

モニカはほとんどベニートの正体を追い詰めつつあった。しかし人間ではない存在への致命

的な対処方法がどうしても見つからなかった。エンジェルにマルガリータの面影を見たベニー

ト（デラクルス）は、エンジェルと会っている限り、その闇の世界に潜む野生を剥（む）き出しに

することは無いと予想されたものの、それとて三百年の時空を超えた錯綜する愛の幻でしか

なかった。エンジェルがきわめて危険な淵に立っていることは誰にも否定できない事実だっ

た。 

 

 

そのときドン・モレノが診療所を訪れた。疲れた表情をしていたが、ある決意のもとにこの時間

にわざわざやって来たことは明らかだった。おもむろにモニカのベッドに座るとドン・モレノはハ

ンカチで額の汗を脱ぎながらモニカの容態を聞いた。 

「おかげさまで明日の朝にはもう平常通りに戻れますわ。」 

「無理はいけないよ、モニカ。まったく自分に血清を試すなんて無茶をしたものだ。」 

「それよりどうなすったの？ こんな時分にわざわざいらして。わたしの見舞いのためだけとは

思えませんけど。・・・」 

ドン・モレノはまた汗を拭いた。 

「カミーラの刎ねられた首を見てから、わたしもずいぶん悩んだんだ。かなり前から、実はヒメ

ネスが野犬に食い殺されたときからわたしは何か異常な事が起こり始めているとそんな気が

していた。しかしどうしてもそれを認めたくなかったんだよ。そんなことはないと自分に言い聞



かせていたんだな。・・・あのカミーラの一件で・・・」 

ドン・モレノは目頭をおさえた。 

「そして・・・今日、シモン神父の遺体が見つかったと内々で警察から連絡があって、もうこれま

でだと思った。・・・遅すぎたかも知れん。わたしの頑迷さを許してくれ。」 

ドン・モレノは手に持っていた恐ろしく紙質のいたんだ古文書をモニカに手渡した。 

「これは、二代目のモレノのときから伝わっているものでね。当時シリ教会のディアスというス

ペイン人神父の記録だ。この内容は代々モレノの当主とシリ教会の神父、そしてサンタアナの

町長（ヒメネス家が世襲）の三人だけが知っているものだがね。」 

 

モニカはその古文書をパラパラとめくってみた。 

羊皮紙のようなものに几帳面なスペイン語で書かれていた。そんな大部ではなかったが一枚

一枚が厚いのでかなり重いものだった。 

「わたしがいつの日か、彼に倒されるのは一向に構わん。ただジェイミーだけは救いたい。あ

の子に罪はない。」 

モニカは静かに話し始めた。 

「ドン・モレノ。わたしは過去に何があったか存じません。でも、彼も今の世に生きているあな

たたちに罪があるなどとは思ってないんじゃないでしょうか？」 

「それなら何が・・・」 

「その病んだ魂が癒されることなく葬られたからではないでしょうか。そんな気がしてならない



んですの。なにかのきっかけで眠りを醒ましたその魂がほとんど本能的に殺人を行っている

のではないかしら。そこにはもう公平な判断力が無いわ。たとえば、動機が憎しみだとして彼

の中には憎しみの記憶だけが生きている。そんな気がするんです。違うでしょうか。」 

「何が彼の病んだ魂を癒すんだね？」 

モニカはちょっと黙って言った。 

「愛の記憶かしら・・・」 

ラモンが古文書を手に取ってみた。 

「わたしがざっと今から読んでみよう。辞書をひきながらになるが、今夜ここで読んでみるよ。

少し時間をくれないかね、諸君。解読次第、すぐに連絡するから。またご足労願う。モニカもそ

れまでまた一休みしたらいい。」 

一同は各々診療所を後にした。 

ラモンは二階の書斎で古文書に首っ引きとなった。診療所ではその夜、兵隊が一人、警察が

一人、警護に当たっていた。すぐ目の前の泥棒通りではバリケード資材や弾薬の集積に軍と

自警団が行き交っていた。 

丈とミシェルとボビーの三人がバンガローに戻ったとき、エンジェルはまだ自分のテラスにぼ

んやりと座っていた。 

月明かりが哀しいほど蒼く揺れる夜だった。 

 

（六十八）海賊たち（六十八）海賊たち（六十八）海賊たち（六十八）海賊たち 

 



サンタアナの東区にある学校の裏手は、夜ともなると街灯も無く人通りも全くない。 

星空を覆うように木立がそびえている。 

エヴァンジェリンの家もその夜わずかに裸電球が一つついているだけでひっそりとしていた。

とくにその日の午後マリルーに襲われ、縮れ毛とはいえ大切にしていた長い髪を一本残らず

綺麗に剃り落とされてしまった。エヴァンジェリンが薬のせいでまったく身動きが取れないのを

良いことに、マリルーは理容の心得もあったことから、ご丁寧にも頭皮がつるつるになるまで

髪を剃り落とし、高笑いして立ち去ったのだ。 

『もう女の客はこりごりだわ。これじゃあしばらく商売にもなりゃしない。』 

エヴァンジェリンは白い麻の布をターバンのように頭に巻いていたが、時折気になってみては

鏡に向かい、麻布をはらりと取ってみるのだが、裸電球の光にむき出しになった醜悪な自分

の容姿に目を覆ってはためいきをつくのだった。 

 

しばらくして戸口の呼び鈴が鳴った。 

エヴァンジェリンは慌てて麻布を巻いて後ろに留めた。 

行くと二人の男が、それも胡散臭そうな連中が入って来た。二人とも真っ黒に日焼けして汗と

潮の匂いがぷーんと漂ってきた。頭には汚れたバンダナを巻き、小銃を携帯していた。 

「しばらく客は取らないわ。」 

男たちはそれに答えず銃で『表へ出ろ』と合図した。 

「お前に会いたがっている人がいる。」 

「誰？」 

「会えばわかる。」 

男たちはシミーズを通して透けて丸見えになっているエヴァンジェリンのとがった乳房を見て

嫌らしそうに笑った。 

「断ったら？」 



男の一人が笑いながら指で首を引き裂く真似をして、舌を鳴らした。エヴァンジェリンは服を取

ろうとしたが、男に手首をつかまれた。 

「そのままでいい。出ろ。」 

男は黄色い歯を見せて、またニヤリと笑った。 

エヴァンジェリンは二人の男に馬車に載せられた。馬車はビーチ・ロードに出てバンガローの

方へ一路走り出した。 

 

途中検問では、誰何した兵士がレイの組織する自警団と勘違いして馬車を通した。 

やがて椰子の群落とバンガローを左手に身ながら馬車はそのままマルベーリャ岬の切通を

越えて二日酔いビーチに入った。 

濃紺の海が広がっている。静かな浜が白く細い千で緩やかな弧を描きながらずっと向うまで

続いていた。 

馬車はガタガタの道をひたすら進み、結局二日酔いビーチが終わるところまで来てしまった。 

ちょうど島を左からぐるりと回って、ほぼ反対側まで来てしまったことになる。ここから東は急

峻なバイードの壁が、ずっと断崖を形成して最終的には猫岩岬まで続いている。そこへは陸

路からはほぼ入れない。 

そこに小さな漁師小屋があって、竹竿が何本も立てかけてあった。漁師たちがこの辺で網漁

をするのだが、ただ、地引をやるには季節があり、この時節は使われることのない小屋だっ

た。 

この二日酔いビーチとバイードの壁の間は、葦（あし）の海岸と呼ばれていて、非常に遠浅

の、ほとんど湿地帯とも潮間帯ともつかないような地域で、海水性の葦に似た背の高い雑草

が茂っているところからそう呼ばれたのである。 

 

エヴァンジェリンは小屋の前で下ろされた。 



たくさんの男たちが屯（たむろ）していた。みな荒れた言葉を使う連中で、中にはタガログ語だ

けではなく、この付近一帯の主要言語であるビサヤ語、そしてミンダナオの方言さえ聞かれ

た。 

小屋の中は漁網が積み上げられており、カンテラの灯の下でモレノの長男クリスが他の二人

と雑談していた。 

もっともこのところ一張羅で熱帯夜を過ごしていたからか、すっかり麻の上下はシワと汗で汚

れていた。口調は相変わらず表情のないものだった。 

エヴァンジェリンも無機質なものの言い方をするほうだったが、それはもの憂げな印象が強か

った。クリスの場合はやたらに冷たいばかりだったのだ。 

クリスはやおら立ち上がるとエヴァンジェリンに近づいた。 

「バンジー、また会えてうれしいよ。」 

二コリともせずにクリスは言った。 

「そう？」 

エヴァンジェリンは周りでニタニタしている野蛮な男たちをチラチラ見まわしながらつっけんど

んに言った。 

「どうしたんだその布切れは？ 新しい流行なのか？」 

エヴァンジェリンが手で頭の麻布を押さえようとしたとき、クリスはそれをはらって剥ぎ取った。

カンテラの灯にエヴァンジェリンの羞恥心が露わにあんった。男たちの間で驚きとも失笑とも

つかないどよめきが起こった。 

「宗旨替えか？ 仏教徒にでもなったのかい？」 

「今日マリルーが来て乱暴されたのよ。・・・で、何なの？ 用件は？ 寝たいと言われてもダメ

なの。髪が無いと感じないの。」 

「贅沢なことを言うね。」 

「もう一度言うわ。そんな気分じゃないの。わかるでしょう？」 



「誰がルイスを殺った？」 

エヴァンジェリンは呆れたような顔をした。 

「今日は何て日なの？ 本当に。同じ用件で二度目の質問よ。」 

「誰が来たって？」 

「だからマリルーよ。あの娘もそれを教えて欲しいって来たのよ。」 

「で、結果は？」 

「カミーラよ。」 

その瞬間クリスは思いきりエヴァンジェリンの横っ面を平手打ちにした。 

「正直に言え。誰だ？ あのアメ公か？ それともジャップ（日本人）か？」 

クリスの声は、冷たく落ち着いていた。クリスは、サラ殺しで遺恨を持ったアメリカ人か、助っ

人の日本人が報復でルイスをやったのではないかと思っていたのだ。 

エヴァンジェリンは切れた唇をおさえながらクリスを見た。 

「カミーラよ・・・」 

クリスはやにわに反対側の頬にも平手打ちを食らわせた。エヴァンジェリンは思わずよろめい

て柱にもたれかかった。そして唇に滲んだ血を指でなぞりながら小さな声でつぶやいた。 

「何度やっても同じよ。カミーラだわ。」 

クリスは女の肩をつかんで自分の方に向けさせると、思い切り顔面を拳で殴りつけた。 

エヴァンジェリンはもんどりうって引っくり返り、鼻から血が噴き出した。 

シミーズは倒れた拍子に裂けてしまい、上半身がはだけた。 

うんうんと唸りながら彼女は両手をついて起き上がろうとした。クリスはじっとその様子を立っ

たまま見ていた。外野はただニヤニヤしながら眺めているばかりだった。 

エヴァンジェリンは上体をやっとの思いで起こし、クリスを見上げた。軽い脳震盪をおこしてい

たが、まだ意識ははっきりしていた。鼻から口にかけて感覚が麻痺していた。歯も二三本は折

れていただろう。何か言おうとしても血が邪魔をして思うように言葉にならなかった。 



「この連中・・・海賊ね。何やらかそうっていうの？」 

エヴァンジェリンはそれだけをやっということができた。クリスはそれには答えず、表情一つ変

えずに言った。 

「役立たずめ。」 

エヴァンジェリンは腰をついたまま壁の方へ後ずさりした。壁に背中がぶつかると、両手で膝

をかかえ、クリスのほうをじっと見つめていた。 

「それどころか、誤った情報を流すとは社会の害毒だよ・・・エヴァンジェリン。二度とこういう商

売ができないようにしてやるよ。」 

エヴァンジェリンは無表情のままつぶやいた。 

「Bahalaka(お好きなように)。・・・」 

クリスは周りの連中に目で合図すると、さっさと表へ出て行った。 

表にいた連中は皆一斉に小屋の中に殺到し、先を争ってエヴァンジェリンを小屋の真ん中に

引きずり出して押さえつけ、縄で後ろ手に締め上げた。 

 

細い足は大きく開かれ、入れ替わり立ち代わり、ありったけの男たちの本能をその華奢な体

に引き受けた。 

エヴァンジェリンは休みなく突き上げる衝動に苦しそうに呻いていたが、決して悲鳴をあげる

ことはなかった。ただカンテラの灯を無表情な瞳でじっと見つめているだけだった。 

・・・ 



エヴァンジェリンの無残な死が発見されたのはこの三日後のことである。 

このあたりは、普段でも人が来ない上に、彼女の頭髪が見事なくらい剃られていたために、そ

れがエヴァンジェリンだという確認が遅れた。 

漁師小屋の前には漁網を干すための長い竹竿が一本、砂浜から空に突き出るように立って

いた。彼女はちょうど魚の串刺し焼きのように晒されていた。 

真夏の太陽に炙（あぶ）り出され、辺りに屍臭を放っていた。眼球は今にも飛び出しそうなくら

いに見開いて陽を見つめ、おびただしい蝿がブンブンうなりながら飛び回っていた。 

エヴァンジェリンはこの一連の事件がすべて解決されるまで、無益な見せしめが終わるのを

ただ待ち続けるよりほかなかった。 

 

（六十九）拉致されたモニカ（六十九）拉致されたモニカ（六十九）拉致されたモニカ（六十九）拉致されたモニカ 

 

ラモン教授はドン・モレノが置いていった古文書を読み終えた。 

大した分量ではなかったが、古い言葉づかいや知らない単語、ましてや肉筆の解読にしばし

ば時間をとられた。 

ラモンはその内容を知るに及んで深いため息を漏らさずにはいられなかった。肩の凝りや眼

の疲れなどはどこかへ行ってしまった。 

それは十七世紀中葉に起こった一つの信じられないような事件だった。もしカミーラの一件を

目の当たりにしていなかったら、とてもその内容を事実だとは考えられなかったに違いない。

ドン・モレノが最後の最後まで自分で認めたくはなかったというのも、わかるような気がした。 

遠くで雷鳴が聞こえた。 



まもなく激しい驟雨（スコール）が窓を打ち始めた。締めきって冷房をかけていたからその音で

やっと気づいたのだ。 

『台風かな。予報は無かったが。・・・』 

奥の寝室にはモニカがぐっすり寝込んでいた。 

メイドは避難準備のため実家に戻っており、この夜は留守だった。 

ラモンはレパントの引き揚げ品が足の踏み場もないほど積み上げられた部屋で、しばらく三

百年の時空の経過とその間に一時的に棚上げされていた人間の怨念というものに深い感慨

を寄せていた。 

すると階下で物音がした。無造作にドアを開くような音だった。そろそろ古文書を読み終わる

頃だと思って丈やミシェルあたりがやって来たのだろうとラモンは思った。やがて重たげな足

音が聞こえてきた。 

『あれ？』とラモンが思ったのは、それが一度階下で立ち止まったからだった。ややあって再

び歩き出し階段を一歩一歩踏みしめるように上がってくるのだ。一人の足音だ。 

ラモンは嫌な予感がした。とっさに机の引き出しからレボルバー式の拳銃を取り出して弾丸を

一つずつ込め始めた。しかし足音が次第に近づいて来れば来るほど、手が震えて思ったよう

に上手くいかなかった。やっと二つ込めたところで足音が止まった。ふと頭を上げると、部屋

の入口に何と死んだはずのルイスが立っていた。すでに死斑どころの話ではなく、腐乱が相

当すすんで眼球が崩れ、あちこちの皮膚が糜爛（びらん）し始めていた。 

ルイスはその屍臭とあいまって凄絶な魔性を放ちながら部屋の中へ踏み出した。 

ラモンは気が遠くなるような眩暈（めまい）を覚えたが、座ったままテーブルの上で銃を構え

た。決して失敗は許されなかった。ルイスはラモンには目もくれず、奥の部屋へ向かってゆっ

くりと歩きだした。 

ラモンはまず一発撃った。至近距離でルイスの胸板を斜めに貫通した。ルイスは一瞬ひるん

だものの、ラモンを見ると方向を変え、向かってきた。 



ラモンは冷や汗をかきながらさらに真正面から近づくルイスに最後の一発を発射した。 

これも腹を貫通したが、ほとんど効き目が無いようだった。 

ラモンは思わず立ち上がって後ずさりした。 

ルイスは書斎机に両手をかけると信じられないような力で本棚の方へ放り出した。本棚の嵌

（は）めガラスが飛び散り、書斎机が横倒しに転がった。 

窓際にじりじりと追い詰められたラモンは、屍蝋（しろう）化の始まったルイスの片手で胸ぐら

をつかまれ、高く吊るされた後、反対側の壁に叩きつけられた。 

モニカはその音で目を覚ました。 

「教授・・・ラモン教授。どうかしましたの？」 

 

 

モニカはまだ歩行に困難があった。その後何の物音も聞こえてこないので不審に思い、何と

かベッドから足をおろした。そして立ち上がろうとするのだが、何となくふらふらしてしまうので

あった。ベッドに手をついて足に力を入れたとき、人影が彼女の背後に覆いかぶさった。振り

返ると腐りはてたルイスがすでに後ろに立ちはだかって、吐きそうなくらいの悪臭を放ってい

た。 

モニカは今にも心臓が止まるような恐怖を覚え、一言も言葉を発することが出来なかった。 

ルイスはもう紫色に染まった口を開けてぎこちなく笑いを浮かべていた。そして左手でモニカ

の顔を思いきりはたいた。モニカはベッドの上から跳ね上がるように飛ばされ、床に転がっ



た。・・・ 

 

丈はもう待てなかった。 

ミシェルが電話連絡を待とうと言うのだが、どうしても退屈で仕方無かったのだ。外は椰子の

木が大きくしなるほど激しい雨が降り続いていた。そして雷が時折耳を轟（ろう）せんばかりに

鳴り渡るのだ。 

「すぐ止むよ。ただのスコールさ。」 

「それにしてはずいぶん凄いわ。」 

 

雨は横殴りに降り続いていた。 

二人はボビーのバンガローを叩いたが、一向に反応が無かった。ガラス窓をのぞくと、ラム酒

を食らったボビーが完全に熟睡しているのが見えた。 

エンジェルも、もうテラスには出ていなかった。 

二人は河のようになったビーチ・ロードに飛び出した。大騒ぎしながら通りを横切り、診療所の

ある泥棒通りへ路地を走り続けた。 

濡れ鼠になったお互いを見て二人は大笑いしていた。 

診療所の玄関に飛び込んで、二人はそこに見張りがいないのに気付いた。 

「どうしたのかしら？ さすがにこの雨じゃあ、中に入っていようということになったのかしら。」 

「嵐だもの。海賊だって上陸できないよ。食事にでも行ってるのかもしれないよ。表のバリケー

ド作業の兵隊だって誰もいなかったじゃない。」 



それにしても不用心だと丈は思った。 

戸口を開けると丈は思わずつまずいた。そこに兵隊と警官が二人倒れていたのだ。 

抱き起すと一方はまだ意識があった。彼は左肩の痛みを訴え、顔色が真っ青になっていた。

脱臼していたようだ。 

「化け物が来たんだ。あっというまに持ち上げられて壁に投げつけられてさ。・・・そいつがドク

トーラを連れて行ったよ。」・・・」 

 

 

丈はミシェルに駐屯所へ電話するよう頼んだ。そして自分は二階へ駆け上がると、書斎机や

書棚がひっくり返った部屋にラモンが鼻から血を出して倒れているのを見つけた。 

ラモンも気絶しただけで命に別状はなく、すぐ意識が回復した。 

ラモンは気がつくと腕や腰を押さえて唸り出した。見張りが言った通り、奥の寝室にはモニカ

がいなかった。ミシェルが二階へ上がって来た。 

「駄目よ。交換台が出ないわ。」 

「この雷雨ではな。・・・」 

「一体誰なの？」 

ラモンが唸りながら言った。 

「ルイスだ。」 



「ルイス？！」 

「ルイスはカミーラに血を吸われてたわけじゃないのに？」 

「おそらくベニートだ。黒魔術か何かで蘇らせたんだろう。カミーラにくらべ動きはえらく緩慢だ

った。ただ銃弾を受けてもビクともしなかったよ。」 

「どこへ連れて行ったんだろう？」 

「わからん。・・・」 

ラモンはそう言って顔をしかめた。 

「とにかくマリアノに連絡するんだ。」 

丈とミシェルは一階へ飛ぶように駆け下り、表へ飛び出した。雨はもう下火になっていた。泥

棒通りとテソロ（宝）通りの交差点まで来たときマリアノと四人の兵隊にぶつかった。 

「丈、診療所へ行ったか？」 

「知ってるの？ 今行って来たんだ。ルイスがモニカを連れていったらしい。」 

「やっぱりそうか。パンの山だ。行こう！」 

「パンの山？」 

「今しがたモレノ邸屋上の見張りから無線で連絡があった。」 

モレノ邸宅屋上の見張りは、山の方から雨が上がって月明かりが出て来たところで、女を抱き

かかえてパンの山を尾根伝いに上っていく男を確認していた。 

連れて行かれる女が白いパジャマを着ていたので、視認性が高く幸い発見されたらしい。し

かもパンの山にはほとんど木が生えていない。それもルイスとモニカを見つけるのに有利に

働いたようだ。 

七人はカンテラを持ってモレノ邸の西側斜面へ走り、そこからパンの山の尾根道を頂上に向

かって急いだ。 

雨はすっかり上がり、ついさっきまでの荒れ模様が嘘のようだった。しかし、尾根道は相当ぬ

かるみ、七人の登山は難航した。 



兵隊の一人が叫んだ。 

「いた！ 頂上の手前を歩いている！」 

ルイスは皓皓と照らす月明かりを浴びながらモニカを抱きかかえて頂上の数十メートル手前

あたりを上っていた。 

マリアノが叫んだ。 

「ルイス！」 

ルイスは立ち止まり、ゆっくりと振り返った。声にならなかったが、口を開けて不気味な笑いを

浮かべるのが見えた。そしてそのままルイスは最期の丘を登りつめていった。 

「ルイスはモニカを裏の谷へ落とす気だ。」 

 

 

パンの山の北側は島の西部から北部にかけて広がるサトウキビ畑に面していて、急角度な

崖をつくっていた。とくに頂上から百メートルくらい下の付近まではほとんど直立に近い崖にな

っていた。 

七人はそれがわかっていながら、どうすることも出来なかった。 

マリアノがもう一度叫んだ。 

「ルイス、待て！ モニカを降ろすんだ！」 

ルイスは頂上に立っていた。モニカはまだ気を失っているらしかった。そしてルイスは七人に

背を向けながら両手でモニカを高く持ち上げた。 



ミシェルが悲鳴をあげた。そのとき、一人の兵隊が場違いなほど不思議そうに言った。 

「ありゃなんだ？・・・あんなところに子供がいる。・・・」 

他の者もそれに気づいた。白いドレスを着た少女がルイスのすぐ隣に立っていたのだ。 

 

「ルイス。・・・モニカを降ろすのよ。」 

ルイスは高く持ち上げた両手をわずかに下げた。それでもまだ悩んでいるようだった。しばらく

して再び高くモニカを持ち上げた。 

「ルイス。あなたは操られているの。あなたを永遠に生と死の間で苦しめようとする人がいる

から。・・・モニカを降ろしてあげて。それ以上あなたが苦しむことはないわ。」 

ルイスはベアトリスの方を見て首を横に振った。明らかに取り乱していた。高くモニカを持ち上

げながら夜空を仰ぎ、懊悩する表情が醜悪な顔に広がった。マリアノがすぐ十数歩のところま

で近づいていた。 

「ルイス・・・それはわたしのフィアンセだ。頼む。・・・わたしに返してくれ。」 

ルイスはマリアノの方に向き直り、モニカをゆっくり地面に下した。そして顔を両手で覆った。 

屍体の中でルイスの生と死が激しく闘っていた。やがてルイスは感極まったように恐ろしい叫

び声をあげて北側の崖へ身を躍らせた。その狂おしい悲鳴は長く尾を引いて、やがて聞こえ

なくなった。 

マリアノはモニカを抱き起した。うっすらと目を開けたモニカはマリアノを見るとほっとしたよう

な笑顔を見せた。 



「ああ、マリアノ。」 

他の六人も頂上へ走り寄って来た。 

「大丈夫だ。それより、あの娘はどうした？」 

そこにはもうベアトリスはいなかった。丈とミシェルはあれが誰であったのか、そのときわかっ

た。 

 

 

（七十）モレノ家の古文書（七十）モレノ家の古文書（七十）モレノ家の古文書（七十）モレノ家の古文書  

 

明けて翌日、モニカが目覚めてからすべては始まった。 

彼女の左頬にはルイスにはたかれたときの内出血の跡が残っていた。肘や足を打撲してい

たが大事には至らなかった。 

ラモン教授も大切にしていた眼鏡を壊された以外、背中から腰、そして腕に打撲傷を受けた

り、ガラスで手を切ったりもしていたがいずれも重傷ではなかった。 

ボビーは、酒に酔いつぶれてしまったことを謝っていた。 

一方、軍は防備陣地の整備に追われていた。この朝、軍から二つの連絡が入った。一つは未

明にバイードの壁の上で見張りにたっていた歩哨が、三隻の高速艇を発見したことである。

報告によると、明け方島の北部海岸を回りこむように東部のバイードの壁に行き、弾劾にいく

つかある洞窟へ入っていったというのである。 

波の浸食によってできた洞窟が、バイードの壁にはいくつもあるらしい。 



これで海賊のアジトがほぼ確定できた。 

二つ目はルイスの屍体の回収だった。頭部や胴体が原形をとどめないほど破損していたらし

い。落下の檻、崖に張り出した岩などで砕けたりしたのだろう。 

街を歩く人々の足取りがせわしくなった。 

海賊の襲来は今夜あるいは明日の夜に迫っていた。サンタアナの駐屯軍の残り全部が明後

日に帰島予定となったためである。攻撃する側にとっても時間は限られていた。 

警報発令のデモンストレーション、バリケードの組み立て、人員配置に関する議論・・・軍と警

察の関係者の表情には悲壮感が漂い始めていた。 

ボビーは楽観的だった。 

「上陸側が真正面からくるなら、やつらは最低俺たちの三倍の兵力がないとまず成功しない。

今朝の報告ではバイードの壁にひそんでいるのが三隻だっていうじゃないか。一隻十人とし

たって三十人。こっちは十六人。上陸側はどうしたって不利だね。」 

マリアノが注意深そうに言った。 

「しかし、やつらが来るのは必ず夜だ。おまけにこっちの布陣は手に取るように把握している

はずだ。ましてや、バイードの壁に終結している連中だけが全部ではないかもしれん。近隣の

島から応援が寄せてくることだって考えられる。」 

マリアノは快晴の空を仰いだ。 

「また雨でも降ってくれればなあ。・・・」 

まだ日が高くなる前に、モニカの診療所にはもう皆集まっていた。 

丈やミシェル、ボビー、そして左腕をつるしたラモン教授である。 

モニカはもう熱も下がり、急速に体力を回復していた。 

本人が言うには、しばらくしたら抗体の確認のため採決するということだった。気楽な T シャツ

と短パンに着替えていたモニカは、長い髪を引っ詰めることなく垂らしたまま熱いミルクを飲ん



でいた。 

ラモン教授は例の古文書を取り出して一同の前でゆっくりとその英訳分を読んでいった。・・・ 

 

※ ※ ※ 

 

 

サンタアナに聖職を奉ずるファン・ブラスコ・ディアスは一六六二年八月より、翌年九月に至る

までに起こった恐るべき事実をここに正確に記録し、後代にわたり関係の各位人士にその戒

めを厳に申し送るものである。 

忘れ得ぬおぞましいさまざまな出来事もすべては一六六二年八月七日にはじまった。 

その日一隻のガレオン（帆船）が嵐の夜に珊瑚の群生する沖合の浅瀬で座礁した。マストは

二本ともすでに無く、戦いの跡を示す痛々しい状況だった。 

船の後ろ半分は座礁の際に砕け、珊瑚礁の外側に広がる深い淵に沈んだ。幸い乗員四十八

名が小舟で、あるいは自力で荒れ狂う海を渡ってサンタアナの入り江にたどりついた。 

 



 

島の長（おさ）は漁民を治めるバウチスタ・モレノという男だった。この島は昔、我々スペイン人

の入植者たちが近海に跳梁する海賊を沈めるために、マニラから傭兵としてフィリピン人たち

を連れて来たところである。 

アカプルコから金銀を運んでくるガレオン（帆船）の多くが、この海域で海賊に襲われることが

頻発したためである。 

 

バウチスタ・モレノはその末裔で、自らの大勢の私兵を従えていた。 

バウチスタ・モレノは指導力に優れていたものの、凶暴な性格にわたし自身しばしば恐れ抱く

ことが多かった。サンタアナ要塞はすでにスペイン人によって放棄されて久しく、フィリピン人

たちだけがここに見捨てられ、そのまま島に土着化したのである。 

彼らは半ば漁民となり、あるいはサトウキビを利用してラム酒をつくっては、ミンダナオやレイ

テ、セブあたりまで売り歩いて日々の糧を得ていたのである。 

沖合に座礁した船はレパントといった。 

マニラからアカプルコへ向かう途中、ミンドロ沖でオランダ艦隊に遭遇したらしい。他のスペイ

ン軍艦二隻が集中砲火を浴びる中、ただ１艦レパントだけが大破しながらも戦線を離脱でき

たということだった。 

ところがその後も度重なる嵐に翻弄され、ルソンと南部の島々の間に続く水道を延々と流さ



れ、このサンタアナに漂着したのである。 

舵やマストを失い大変な日数をかけてここに座礁したのだが、それもある意味では幸いなこと

だった。なぜならこの沖合をさらに東へ流されてしまえば、もう付近に島は無く、太平洋をさ迷

うことになったはずだからである。あの日、もし身も凍るような事件さえおこらなければ！ 

主よ、擁護を垂れたまえ。哀れな四十八人の魂に永遠の安息を与え給え。・・・ 

 

 

バウチスタ・モレノはレパントの生存者を皆暖かく迎え入れた。海戦の際に重い傷を負った者

も十名ほどはいた。船長のバルガスを始め、すべてスペイン人ないしはメスティソで男ばかり

だったが、中に一人だけ女性がいた。マルガリータ・リベラというユダヤ系スペイン人であっ

た。アカプルコの貴族へ嫁ぐ途中この災難に遭ったのである。マニラを出航した当初には、付

き添いの女性が二人いたらしいが、サンタアナにたどり着く前に死亡したらしい。 

マルガリータ・リベラの美しさは例えようがなく、漁色家のバウチスタはたちまちその虜となっ

た。 

バウチスタ・モレノは一族が根城にしていた丘の上の旧要塞を生存者たちにも開放し、あらゆ

る饗応でもてなした。生存者たちもこの地元のフィリピン人たちの手厚い対応に警戒心を解

き、心から感謝していたのである。 

翌八月八日。 

生存者のうち元気な者たちが干潮時を見計らい、地元民の舟を借り受けて沖合のレパントへ



向かった。そして浅瀬に散った積み荷を引き上げてはそれらが入り江に集められたのであ

る。 

それはバウチスタたちが一生見ることもないような大量の金・銀、そして中国陶器などであっ

た。 

 

島民の間では動揺が起こった。引き揚げはその翌日も行われたが、それでほぼ可能なもの

は収容し終わったようである。積み荷の大部分は不幸なことに珊瑚礁の外側の深い淵に落ち

たため、とても回収はできそうになかった。 

しかしそれでもバウチスタたちにとってみれば目も眩むほどの財宝であった。バルガス船長の

話では積み荷はマルガリータ・リベラの持参金だけではなく、むしろマニラ総督府がスペイン

本国政府へ上納する財宝が大部分を占めているとのことだったそこでバルガスはバウチス

タ・モレノに、レパント漂着の一件をマニラ総督府へ連絡する手立ての要請をした。 

バウチスタは、島には小型のガレオン（帆船）が一隻しかなく、あいにく次男のペドロ・モレノが

乗り込んでセブへ航海中だと告げた。ただ二週間もすれば戻るのでその折に生存者たちを積

み荷とともにセブへ送り届ける旨約束した。バルガス船長も乗員たちもこれを聞いて安堵し、

それまでサンタアナに逗留することを決めた。 

八月九日の夜、悲劇が起こった。 



 

夜半、バルガスたちが寝静まったのを見計らい、バウチスタ・モレノと長男のアントニオ、そし

て私兵たちは槍や鉈、剣や短銃を手に総勢八十名余りで襲った。寝込みを襲われたバルガ

スたちは、それでも要塞の内外で激しい抵抗をしたが、しょせんは多勢に無勢。むなしく短時

間のうちに全員が討ちとられた。とくに目を覆う惨状を呈したのは重傷を負って療養していた

十名あまりの乗組員たちであった。彼らも例外とならず、一人一人胸を突かれて息絶えた。 

 

血に染まった旧要塞は四十七人の屍体で溢れ、それは戦いというよりほとんど虐殺に等しい

無慈悲な行為だった。遺体はどれも無念の表情を残し、殺戮の凄まじさをまざまざと見せつ

けていた。 

ただ一人マルガリータ・リベラだけが命を救われ、バウチスタ・モレノによって旧要塞の一室に

幽閉された。四十七名の遺体は翌日ただちに運び出され、裏手の山径を抜けたところにある



シダの生い茂る谷に埋葬された。 

バウチスタ・モレノには長男のアントニオ、次男のペドロ、長女のテレサ、そして末娘のベアト

リスという四人の子供たちがいた。 

母親はメスティソであったが、すでに亡く、母親代わりになる女性はいずれもバウチスタが畜

妾していた四人の女がいるだけだった。 

バウチスタはマルガリータの美貌と教養の高さから、本妻に娶る希望を伝えた。しかしマルガ

リータがあくまで拒否したためとりあえず末娘のベアトリスのスペイン語教師にさせ、当面の

間、懐柔につとめた。 

ベアトリスは信心深い少女でしばしば教会にわたしを訪れてはマルガリータとの生活を話てく

れた。マルガリータもベアトリスのおかげで表を出歩くようになり、たまには教会へ顔を見せる

こともあった。 

八月二十日。 

次男のペドロがセブより帰島。 

不在の間に起こったレパントの事件にペドロは衝撃を受けた。そして父親のバウチスタや兄

のアントニオと激しい口論になった。 

ペドロは妹たちと同じく亡くなった母親似であったため、父親とその血を強く受けたアントニオ

とはしばしば考えを異にして争うことが多かったのである。 

また押収したレパントの財宝の処置についても双方は口論を重ねた。 

ところがそうこうしているうちに、仲間割れをしている場合ではなくなったのである。彼らの小

型ガレオンが一晩で焼失してしまったのだ。酔った水夫が誤って火を出したと思われたが、噂

では、レパントの一件に納得しないペドロを追い詰めるために、バウチスタとアントニオが謀っ

て、小型ガレオンに放火させたのではないかというのである。わたしにはそのほうが事実に近

いのではないかと思われた。 

結局ペドロも新たなガレオン船を手に入れるため、やむを得ず財宝に手をつけることに同意し



た。 

九月十四日。 

沖合にスペインの軍艦が一隻姿を現した。三本マストの巨艦で、その威容からしてかなりの

権威を代表していることがうかがわれた。 

 

珊瑚礁の内側にはレパントの前半分は依然として遺棄されたままだった。レパントの消息を

追ってマニラから航海してきたことは誰の目にも明らかだった。島内には一触即発を危惧する

不穏な空気が漂った。軍艦は沖合に二日間停泊し、三度にわたり華美な服装をした貴族や

軍人たちが兵士を伴って上陸し、モレノの旧要塞を訪れるのを確認した。 

しかしどういうことか三日後の十七日の朝、軍艦は沖合からすでに姿を消していた。夜の間に

サンタアナの入り江を発ったのである。 

一体何が両者の間で話されたのであろうか？ この一件は今でもわたしにとって不可解な謎

となっている。 

 

 



 

その日、マルガリータも結局サンタアナに残ったことをわたしは知った。 

午後、彼女がベアトリスを伴って教会にやって来たからである。ベアトリスを伴ったのは単独

の行動を怪しまれないようにするためである。マルガリータの悲嘆はとても見るにたえないも

のだった。彼女によれば軍艦が到着した二日目の夜、バウチスタがマニラの貴族や軍人を旧

要塞で饗応した際に、彼女も接待を強いられたとのことだった。 

バウチスタからは余計なことを喋ると殺すと言われていた。実際宴席ではレパントの話が一

切出ることなく、マニラの状況や他愛ない世間話などに終始した。賓客たちはマルガリータを

一体だれであるか、その名前すら聞こうともしなかった。宴もたけなわになって、マルガリータ

は貴族の一人にとうとう我慢できずに、レコンキスタとレガスピの二艦はミンドロ沖海戦でどう

なったのかと尋ねた。座は一瞬静まりかえったが、一人の貴族が落ち着いて答えたそうだ。

二艦とも撃沈された後、戦いの最中に襲来した嵐のため一人の生存者もなかった、と。マル

ガリータはこの一言で絶望の淵へ立たされることとなった。 

その夜、マルガリータは怒り狂うバウチスタにとうとう辱しめられた。わたしの教会へ来たとき

には同情が何の役にも立たないくらい彼女の心は痛んでいたのである。彼女は懺悔をしに来

たのだ。 

彼女には将来を約束した男がいた。フリオ・デラクルスというマニラの船持ちである。ただメス

ティソであることからマルガリータの親はそれを愉快に思わなかった。ユダヤ系のリベラ家は

熱心なカトリックだったが、ユダヤ人に対する不信と懐疑はやはり依然として社会に存在して



いたので、リベラ家は純粋のスペイン貴族との婚姻を望んでいたのである。結局アカプルコの

ガルシア家へ嫁ぐことになったが、デラクルスとの関係は断ち難く、デラクルス本人もレコンキ

スタに密航し、アカプルコ到着とともに彼の持ち船であるレパントでリオ・デ・ジャネイロへ逃亡

することにしていたという。 

レパントにはデラクルスの配下の者が多く水夫（かこ）として乗り込んでいたので、この駆け落

ちは容易と思われたのである。デラクルスはすでにかなりの資財をマルガリータの持参金の

名目でレパントに積み込んでいたようで、二人は機会をただ待っていたのである。 

マルガリータは涙ながらに懐中ロケットを開いてわたしにデラクルスの肖像を見せるのだっ

た。そして大きな罪を犯そうとした自分に神の罰が下ったのだと言って悲嘆に暮れるのだっ

た。 

わたしにはどうすることも出来なかった。何度、バウチスタの次男ペドロに相談しようと思った

ことか。ペドロは比較的分別のある男だったからだ。しかしペドロは一族の中でとりわけ商い

上手が見込まれて、頻繁に近隣の島へ出かけることが多かった。このときはとくに、焼失した

小型ガレオンのかわりに、新しく大型のガレオンの旧船を払い下げてもらおうと各地を奔走し

てあるいていた。 

マルガリータは傷心の思いを抱いたままモレノの元へ帰っていった。そして昼となく、夜となく

野獣のようなバウチスタの快楽に供されたのである。それどころかバウチスタが留守のときに

は、長男のアントニオまでが彼女の肉体を弄んだ。それが後で発覚し、父子で見るもあさまし

い刃傷沙汰まで起きたのである。 

やがてマルガリータも教会へくることが滅多になくなり、旧要塞の部屋に閉じこもることが多く

なった。 

それから二か月が経ち、マルガリータは忽然と旧要塞から姿を消した。バウチスタは私兵を

放ち探索させたところ、彼女がバイードの壁に向かったことを知るや、すぐに追っ手を差し向



けた。ところが、追っ手が彼女を見つけたときには、マルガリータは迷うことなく東海岸の断崖

に身を躍らせてしまったのである。 

 

 

半狂乱になったバウチスタは遺体を探させたが、荒海と激しい潮流のためとうとう見つかるこ

とはなかった。 

噂ではバウチスタかアントニオの子を宿していたということだった。真相はわからない。 

わたしは不幸なマルガリータの魂を沈めるどんな祈りの言葉も見いだせなかった。 

 

バウチスタはユダヤ人の異民族に対する「過ぎ越しの夜」の復讐を恐れ、わたしにその対処

法を請うた。実際のところ、マルガリータはすでにユダヤ教徒ではなく、カトリックに改宗してい

るので、「過ぎ越しの夜」とは無関係だと、わたしはそうバウチスタを落ち着かせようとしたが、

彼の恐怖心は収まらなかったようだ。結局、マルガリータのいた部屋を積み石で塞ぎ封じた。 

事態はこれだけでは済まなかった。その後さらに三か月というもの、サンタアナは何事もなく

平穏であった。ただバウチスタが痴呆のようになってしまい、島の実権は次第に長男のアント



ニオに移っていった。 

一六六三年二月二十日。 

一人の男がサンタアナへやって来た。ベニートと名乗るその男はマニラ出身のメスティソであ

った。自分の過去についてはそれ以上一切口にしなかったが、わたしには一目見てそのベニ

ートが、デラクルスであることがわかっていた。 

マルガリータが生前見せてくれた肖像と瓜二つだったからである。わたしは不吉な予感を覚え

た。ベニートはわたしに教会で働きたいと申し出た。わたしはそれを許した。あらためて所定

の儀式を済ませ、ベニートを修道士として教会内に住まわせることにした。 

二か月の間、ベニートは熱心に教会の仕事にいそしんだ。わたしも当初はベニートの意図を

はかりかねていた。 

ベアトリスはたちまちベニートと仲良しになった。やがてマニラで船の扱いを熟知していたベニ

ートは、（それはわたしだけが理由を知っていた）モレノ一族に重宝がられ、しばしば旧要塞に

も出入りをするようになった。またベニートはスペイン語も上手いことからベアトリスの家庭教

師も兼ねるようになり、二人でしばしば野外へ連れだって行った。 

わたしにはわかっていた。二人の間で一体なにが話されていたのかを。そしてベニートがどん

な思いでいるかも。 

わたしは次第にベニートの意図が分かり始めた。安息日のある日、彼が庭の花壇の手入れ

をしているとき、わたしは後ろから「デラクルス・・・」と呼び掛けてみた。彼は動じることなくゆっ

くりわたしを振り返り優しく微笑んだ。そしてまた花の手入れを黙々と続けるのだった。それは

あまりにも寂し気な微笑みだった。彼はすべてを知っていながら沈黙を守る私の気持ちを慮っ

ていたのだった。 

 



 

 

三月十八日。恐るべき日がやってきた。 

セブからあらためて旧船を手に入れたペドロを迎えて、モレノ一族は旧要塞で宴会を催した。 

わたしも、そしてベニートも招かれた。夜半、バウチスタが大いに酔い、息子たちや手下どもも

したたかに酒を浴び、女子供が大はしゃぎで騒いでいる中、ベニートは一人の手下のサーベ

ルを抜き取り、その場でその男を刺し殺した。そしてそのまま宴会の主席へ駆け上がり、バウ

チスタを突こうとした。会場が悲鳴と怒号で修羅場と化すうちに、ベニートの刃はバウチスタの

太股を突くにとどまった。逃げ惑うバウチスタ。それをサーベルで守ろうとするアントニオ。 

 

ベニートはアントニオと二、三度刃を交わしたのち彼の肩を突いて倒し、さらにバウチスタに

迫った。 

そのときベニートは大混乱に紛れて、誤ってベアトリスを刺し殺してしまったのである。思わず

ひるんだベニートはたちまちペドロのサーベルで足首を払われて倒れた。そして口汚く罵りな



がら、男たちに取り押さえられてしまったのである。 

翌日ベニートはバウチスタの下知により、縛られたまま手首の動脈を切られた。そして出血が

止まらぬよう。お湯を入れた樽に首まで浸けられた。時間をかけてベニートはバウチスタの目

の前で失血死したのである。 

朝の光が眩い前庭で、いたいけなベアトリスの血にまみれた遺体がベニートの樽の前に横た

えられた。ベニートは最期まで自分が誰かを言わなかった。ただ氷のように冷たい灰色の瞳

がじっと最後の瞬間まで、目の前で女を抱き、酒を食らうバウチスタを見つめていた。 

身の毛もよだつこの事件はこのときに始まった。 

ベニートの屍（むくろ）はレパントの乗員と同じくシダの谷の一番手前に埋められた。ベニート

が何者かは誰にしたところで知る由もなかったが、誰もがこれは明らかにレパントの復讐と信

じた。怨嗟が高じた呪いを恐れてか、バウチスタはわざわざ石棺をしつらえてベニートを葬っ

た。 

わたしは祈った。ベニートの、いやデラクルスの病んだ魂が迷うことのないようにと。 

それから毎日わたしは夜、礼拝堂で彼のために、そして待ち続けてとうとう思いを遂げること

のなかったマルガリータのために、祈りをささげた。 

運命に抗うことは罪であったのか？ 人間にはみなその時に迫られた選びというものがある。

神が正しいとするならばなぜ人に誤った選びを許すのか？ それは神が人を試みているのだ

と説明された。しかし、それならばわたしは不運な試みと確信に満ちた悪意の中で一体何が

出来ると言うのだろう？ 死してなお消えることのない野生の執念に一体何が説得力を持つ

というのか？ はたしてわたしのこの祈りが意味を持つのだろうか？ 

主よ、なぜあなたはそうまで黙っておられるのか。この地上のすべてが許されているという神

の愛の意味をわたしは知りたい。 

三月三十一日。 

バウチスタは相変わらず酒におぼれていた。 



ペドロは再び航海に出ていたので、アントニオが一人で島内を取り仕切っていた。 

夜も更け、人も密林もすっかり寝静まった頃、バウチスタの長女のテレサが何者かに襲われ

た。翌朝彼女は自室で多量の失血をして倒れているのが見つかった。厳重な警戒にもかか

わらずその翌日も彼女は中庭で発見されたが、再び失血しており、二日後に死亡した。 

事件はそれだけにとどまらず、バウチスタの妾たちが四人ともあいついで同じように襲われ、

死んでいったのである 

モレノ一族に限らず島民や私兵たちは恐れおののいた。旧要塞にはバウチスタの一族と、バ

ウチスタの弟のビセンテの一族も棲んでいたが、災禍はそのビセンテの一族にも及んだ。ま

もなくビセンテの妻も得体の知れない死を遂げた。 

四月十日までの間に、すでに六人の女が犠牲となった。 

島内は恐慌状態となり、誰が言うともなくこれはレパントに絡む怨念だと噂された。 

さらにビセンテが死亡するに及んでバウチスタとアントニオは島内にモレノ一族を滅ぼそうと

呪術を使っている異端者がいると猜疑心を募らせ、怪しい者をとらえては、鉄環絞首刑や火

刑に処し始めた。日頃から反抗的な態度を見せていたものは、串刺しの刑に処せられたりも

した。下半身から杭を突き刺し、内臓をことごとく破り、口から突き出させるのである。 

そこへセブから帰島したペドロが、父親や兄と再び激しく対立し、妻と子供たちの安全をはか

るため、自分の身内と手勢を率いて、大型のガレオンに棲み込むことにした。 

そして島内にとどまっていたバウチスタやアントニオと袂（たもと）を分かった。 

 



 

島内ではペドロがモレノ一族から離反し、正体不明の災厄の続くサンタアナを放棄しようとし

ている噂が広まり、もとより人望を失っていたバウチスタやアントニオに組みするより、ペドロ

を長（おさ）に戴くことを望む漁民が増えてきた。 

くわえて妾たちを失ったバウチスタやアントニオは、私兵たちとともに漁民の妻や娘を暴力で

奪い始めたのである。 

とりわけ狂気に陥ったバウチスタなどは抵抗するしないに関わらず、夫たちを旧要塞の前庭

で異端だと告発しては、八つ裂きにした。 

四月十七日、叛乱が起こった。 

 

 

その日のことをわたしは忘れることが出来ない。アントニオは、荒れ狂う父親を地下牢に幽閉

し、独裁色を強めていた。 

彼は午後、港近くの市場で一人の若い女を慰みものにするために連れ去ろうとした。そのとき

漁民の一人が見るに見かねて刃傷沙汰となり、不幸なことにアントニオの剣で喉を突かれて

死亡した。 

これがきっかけとなって、市場を中心に乱闘が始まり、サンタアナの村は私兵と漁民の間で

激しい戦闘が行われるに至った。 



 

ペドロは沖合にガレオンを停泊させたまま、叛乱に組することもなく、事態をじっと静観してい

た。 

午後一杯、両者は血みどろの戦いを続け、とくに市場から丘へ続く斜面、そして旧要塞の前

庭で無残な殺し合いが繰り広げられた。 

双方合わせて死傷者が百名余りにも及ぶ凄惨な戦いも夕刻にはほぼ終了し、叛徒たちの集

団は旧要塞を包囲した。 

 

 

叛徒の首領は漁民を率いたヒメネスという男だった。 

夜半、ヒメネスの懇請を受けて、ペドロが手勢を率いてサンタアナに上陸した。そして、要塞の

中に閉じこもる者に投降を促した。 

教会からも、叛徒たちが手に手に松明（たいまつ）を持って旧要塞に押しかけているのがよく

見えた。 

しかし、旧要塞の中からはいつまでたっても返答はなく、要塞の各所に歩哨や迎え撃つ私兵



の姿も見られなくなった。 

それどころか、中からは嬉々とした嬌声や、恐ろしい悲鳴などが聞こえてきたのである。 

内部で何か異常が起こっていることを察したペドロは大砲（キャノン）を引いて来させ、これで

前門を破壊して叛徒を突入させた。 

そこでペドロやヒメネスが見たものは、およそ地上のものではなかった。 

信じられないことに、すでに死亡したはずのバウチスタの娘テレサ、妾の四人、そしてビセン

テの妻が埋葬されたままの姿で生者に襲い掛かり、その首筋を食いちぎって血を啜っていた

のである。 

 

蘇った死者たちの中心にいたのは、やはり死亡したバウチスタの弟ビセンテであった。 

生存者たちはバウチスタとともに地下牢に閉じ込められ、蘇った死者たちに一人ずつ引き出

されるのをただ怯えながら待っていたのである。 

旧要塞内はまるで地獄絵図のようであった。三十名あまりの人間があちこちで息絶えてい

た。 

そして七人の亡者が薄気味悪い笑い声をあげながら血を求めてうろつき歩いていたのだ。 

ペドロとヒメネスは叛徒に命じて七人の亡者たちを取り押さえた。死者たちは銃撃隊により弾

丸を体中に受けながらも、狂ったように抵抗した。しかし、雲霞のように押し入った叛徒たちに

槍で突かれ、鉈（なた）で切られ、やがて一人ずつ斧で首を刎ねられた。 

ただ一人テレサだけは、手負いとなりながら旧要塞内から脱出し、丘の西側斜面を下り、マル

ベーリャ岬にあるわたしの教会へ向かって逃げたのである。ペドロは手勢を率いてテレサを

追って来た。 

 



 

 

テレサが教会へたどりつく直前であった。わたしは礼拝堂の鐘楼に上り、モレノ一族の末路を

見守っていた。すると礼拝堂の祭壇に人の気配がしたので、降りたってみると何とそこには死

んだはずのベニート、いやデラクルスが立っていたのである。 

顔色は蒼白く、血や泥にまみれた僧服をまとっていた。埋葬された時と同じである。 

デラクルスは私の手を取って跪いた。そしてわたしに懇願するのだった。 

『わたしを匿って欲しい。テレサが島民の手を逃れてわたしのもとへもうすぐやってくる。』 

わたしはデラクルスがその夜の惨劇の張本人であると悟った。そしてどうやって、旧要塞から

逃れてきたのかと聞いた。彼は言った。 

『人々がおぞましく思う蛾に姿を変えて。…テレサは手負いなのでその姿を変えることができな

い。・・・』 

デラクルスは噛みしめるように言った。 

『わたしはまだやり終えていない。』 

その瞳は邪悪と狂暴に満ちていた。 

わたしはただただ恐ろしかった。憎悪がここまで人間の魂を変えてしまうとは。 

わたしは一つの賭けを試みた。わずかにデラクルスの表情にある種の疲れを見て取ったから

である。仮にここでデラクルスをペドロたちに引き渡そうとしても再び彼は蛾になって逃げおお

せ、永遠に復讐を続けるだろう。 



また引き渡せたとしても、一度死んだデラクルスは二度でも、三度でも蘇ってくるであろう。 

わたしは取引をした。主よ、わたしの試みをどうか許し給え。それ以外に方法が無かったので

す。 

わたしは祭壇の裏の隠し戸から地下へ彼を導いた。そこは誰もその存在をしらない地下室が

あった。歴代神父しか知らないのである。もちろんデラクルスも知らなかった。 

海賊の襲来に備えての地下室である。そこにはわたしが自分の死の為に柩を一つ、従前か

ら用意してあった。 

わたしはデラクルスに神に祈るよう諭した。 

 

 

『可哀相な息子よ。しばらく眠るがよい。』 

デラクルスは少しためらった。わたしは勇気を出していった。 

『心配には及ばない。あなたは許されている。いつの日も自由だ。』 

デラクルスはじっとわたしを見つめていたが、ようやく微笑んで再び跪いた。そして神の名を

唱え、十字を切った。彼は言った。 

『あなたの信仰と名誉の為に・・・』 

デラクルスは逍遥と柩に横たわり瞳を閉じた。わたしは柩を運び込んだ際に使われた鉄鎖

で、柩を何重にも巻き、大きな錠前で封印した。 

すぐさまわたしは礼拝堂に戻り、戸を閉め切り、錠をおろしてテレサを締め出した。 

やがてテレサが礼拝堂にまで逃げてくると、半狂乱のようになってデラクルスの名を呼んだ。



表戸を激しく叩きながら、助けを求めた。 

ペドロと叛徒の一団が到着するや、彼らは柄の長い三叉（みつまた）を何本もテレサの体に押

しつけ、そのまま地面に引き倒した。地獄から湧き上がるような悲鳴を上げてテレサは罵声を

浴びせていた。ペドロは自ら斧を手に取り、断末魔の声をあげるテレサの首を刎ねた。 

わたしは翌日から部外者に気づかれないよう、すこしずつ地下室を煉瓦で埋めた。完全に封

じるのに一週間かかった。 

それから悪夢のような日々が嘘のように平穏な日々が訪れた。 

ペドロは今や廃人同様になってしまったバウチスタを押しのけて、みずからサンタアナを治め

た。 

取引も軌道に乗っていった。わたしは彼が通常の交易だけではなく、もともと自ら海賊行為を

働いていることを知っていた。しかし、レパントの財宝を元手にしたのか、海賊は金輪際しなく

なった。 

誰もがこの恐るべき一連の事件のことを忘れかけようとしていたとき、再び八月七日がやって

来た。それは一年前、レパントがサンタアナ沖合に姿を現した日である。 

その夜、バウチスタは幽閉されていた部屋を抜け出し丘を下った。そして海岸へたどり着くま

での道々、家々を襲っては寝入っている漁民やその家族を斧や槍で殺害していった。 

中には妊婦が腹を裂かれたものもあり、現場の惨状たるや眼を覆うばかりであった。 

朝までに狂ったバウチスタは老若男女合わせて四十八名を殺害した。 

この惨事は未明に発覚し、ペドロをはじめ私兵たちがバウチスタを捜索した。バウチスタは海

岸を一人さ迷っているところを捕らえられた。ペドロはここに至ってやむなく、私兵や漁民の前

でバウチスタの首を刎ねた。 



 

わたしはこのバウチスタの狂乱をデラクルスや非業の死を遂げたレパントの乗員たちの呪い

とは考えていない。 

ただそのとき寒々とした予覚がわたしの心の中をよぎったのである。わたしが生を得ている

間、デラクルスは約束通り蘇ることはない。わたしの死後が心配になったのである。何かの拍

子に眠れる亡者の怒りを呼び覚ますことはないか、と。 

わたしは思い悩んだ。 

九月に入ってわたしはペドロとヒメネスに一部始終を話してきかせた。 

念のため、シダの谷に埋葬されたベニートの墓を三人で視察した。ベニートの墓はまったくも

ぬけの空で、石棺は剥き出しになっていた。 

ペドロとヒメネスは事態をよく理解してくれた。そしてわたしがこの記録を書く運びとなった次第

である。 

 

この記録は代々モレノの当主とヒメネスの当主、そして教会の神父が引き継がれることとなっ

た。旧要塞の中にあるマルガリータの部屋はさらに石積みが重ねられた。誰も彼女の私物に



手を触れてはならない。そしてまだ沖合に沈むレパントの遺宝は何人もこれを引き揚げては

ならない。このことは未来永劫にわたり、この地にあって生を送る者は厳に守るように。地下

の住人の眠りを醒ますようないかなる所業も慎むように。 

神の御加護がモレノ一族の栄華とサンタアナの繁栄をお守りくださるように。 

暫定的な眠りについた哀れなフリオ・デラクルスの病める魂と悩める肉体を、憤怒と悪霊の誘

惑から遠ざけてくださるように。 

非命に倒れたレパントの乗員四十七名に安らぎを与えてくださるように。 

そして生死もまだ不分明な、おそらくは海底（みなそこ）に沈むマルガリータ・リベラに、たとえ

月が枯れ、太陽が朽ち果てようとも、フリオ・デラクルスの思いがいつの日かきっと届くよう

に。 

 

 

主よ、至上の愛を以てわたしたちのこの祈りに応え給え。 

父と子と聖霊の御名において。アーメン。 

 

一六六三年九月九日 サンタアナ教会神父 ファン・ブラスコ・ディアス（署名） 

 

※ ※ ※ 



 

ラモン教授は古文書を静かに閉じた。 

一同は沈痛な面持ちでディアス神父の記録を聞き終えた。 

もしカミーラやルイスの一件が無ければにわかに信じがたい内容だった。そしてデラクルスの

怨念と執着は比類を見ない悲劇をこのサンタアナに招き、ディアス神父の賭けに等しい巧妙

な取引によって一時的に棚上げされていただけだったことも。 

一同は押し黙ったまま言葉につまっていた。何より各々胸中に重苦しい不安が募ったのは、

どこにも解決策らしいものが見つからなかったことである。 

気まずい雰囲気が診療所の二階書斎に漂った。 

モニカはミルクを飲み終えて、誰に言うこともなくつぶやいた。 

「いいわ。ベニートのことは、とにかくわたし一人に任せてちょうだい。」 

ミシェルが心配そうな顔をした。 

「エンジェルは、どうなるの？」 

「彼女のことも含めて。・・・」 

一同は各々の持ち場や仕事へと足取りも重く出て行った。モニカだけがそのまま診療所に残

り一人物思いに耽っていた。モニカの心の中ではベニートという男がそれまでの忌避すべき

嫌悪の対象から、知らず知らずのうちに同情と憐憫の対象へと変わっていた。 

ヴァンパイアの邪悪性からベニートの人間性に、彼女の焦点は大きく移っていたのである。 

ほかの人々がむしろ後ずさりしてしまうような気持ちに駆られていったのとはちょうど反対に。 

ボビーや丈、ミシェルは熱い日盛りの中へ出て、マリアノの防衛陣地構築の作業に加わった。 

一方ラモンはモレノ邸に向かい、今日の引き揚げ作業の打ち合わせを行った。エンジェルは

昨夜一晩中ベニートを待っていたが、結局朝まで待ちぼうけとなっていた。午前中、彼女は食

事をとるのも忘れてぼんやりと突き放すように蒼く照り返す海を、バンガロー・テラスで眺める

ばかりだった。 



 

（七十一）海賊の消息（七十一）海賊の消息（七十一）海賊の消息（七十一）海賊の消息  

 

マリアノは憂鬱と悲壮感の真っ只中にいた。 

海賊の人数が把握できないからである。とにかく診療所を防衛するポイントを二つに絞ってみ

た。 

まず診療所の前を走る泥棒通りである。診療所に一番近い四辻がある。泥棒通りと路地の交

叉点だ。ここを遮断するように有刺鉄線と土嚢でバリケードを築き、丈のほか警官と自警団が

全部で六名配置された。 

もう一つのポイントは、診療所のすぐ前からビーチ・ロードに至る路地だ。この路地と T 字路

の交差点である。ここにはビーチロードに張り出すように半円形の大きなバリケードを築い

た。ボビーと兵隊が五名配備された。 

残余の兵士十名足らずはマリアノの指揮した、ビーチロードの外側にある椰子の群落とバン

ガローの間に展開することとなった。 

実際に海賊が押し寄せてきたら、直ちに島の各所に配備した歩哨合計八名を戻し、兵力の増

強を図る。 

二晩の辛抱だった。明後日にはレイテやセブなどから六十余名の応援部隊が駆け付ける。 

モレノ邸に避難する地元民たちは二千人はいるのでとても邸内には入りきれない。ほとんど



は、屋外の庭園やテニスコートなどに点在してキャンプすることになっている。 

中には有志が海賊の迎撃戦に加わりたいという者も出て来たが、彼らには武器を持たせて避

難民の警護に当たってもらうことにした。 

しかしこれが限界だった。八月湾の東のはずれにある駐屯所や、診療所の西側に残る市街

地はがら空きだった。回り込まれたら一巻の終わりだ。 

しかし、側面や背後に割ける兵力はまったく無かった。 

東区の駐屯所へ一度戻ったマリアノに電話が入った。 

例の元 NPA のベンジャミンだった。 

「朝からずっと電話してたんだよ、マリアノ。どこをほっつき歩いていたんだい。」 

「いや済まん。何か用か？」 

「この前言ってた海賊だがな。バイードの壁の洞窟に終結しているのは知ってるな？」 

「ああ。見張りから連絡があった。」 

「敵さんは全部で九十名らしい。」 

「九十名！」 

「そうガタつきなさんな。」 

「上陸戦だ。そのくらいは必要だろうさ。」 

「お前も、連中が真正面からくると思うか？」 

「当然だ。二日酔いビーチに上陸して、えっちらおっちらビーチロードをサンタアナの街までや

ってくる馬鹿はいないさ。丸見えじゃねえか。夜陰に紛れて、八月湾を真っすぐに突っ込んでく

るさ。それ以外に無い。」 

「そうだよな。・・・」マリアノは、ため息をついた。 

「おいおい、どうした。元気だせよ。九十名といったって、連中にしてみりゃ、そのくらいは必要

だろうさ。それでやっとお前たちの三倍だ。これで力関係は互角だ。装備は自動小銃と拳銃、

それにダイナマイトだ。何に使うつもりか知らんが、かなりガソリンをドラム缶で仕入れている



ぜ。爆弾の代わりにするんだろうがな。重火器の類は無い。安心するんだな。」 

マリアノは安心しろと言われても言葉は無かった。 

「おい、聞いているのか、ジェネラル（将軍）さんよ？」 

「ああ、聞いてるよ。とにかくよく教えてくれた。ありがとう。」 

マリアノは暗かった。 

「ときにな、マリアノ。俺の方は、八名だけすでに島に入った。」 

「ベンジャミン・・・」 

「時間が足りなくてよ。これが精一杯さ。往生したぜ。わざわざ現役の NPA（新人民軍）から引

っこ抜いたんだ。」 

「感謝する。」 

マリアノは八名とはいえ涙が出るほど嬉しかった。しかも彼らは殺しのプロぞろいのはずだ。 

「言っとくが、軍に加勢するんじゃない。作戦は俺が単独で指揮する。いいか。主に伏兵、ある

いは遊撃隊として動く。おまえたちの戦闘が始まっても、にわかに俺たちは参加しないから

な。最初から頼りにはするなよ。いいな？ 俺たちの居場所も知らせんぞ。」 

「わかった。で、条件は？」 

「馬鹿。俺たちは傭兵じゃねえ。見損なうな。じゃあまたな。Good-luck(幸運を)。」 

「お前も。・・・」 

マリアノは受話器を置いた。体中に力が入るのを感じていた。 

ベンジャミンは、戦闘が始まったらずっと静観をし、ここが急所というところで予想外の奇襲を

かけるつもりだと、マリアノは了解した。ベンジャミンたちは、こちらの弱点を十分承知している

だけに、自分たちは持ち場をとにかく全力で死守すればいい。そう思うだけで、少し気が楽に

なったような気がしたのだ。 

 



（七十二）モニカの賭け（七十二）モニカの賭け（七十二）モニカの賭け（七十二）モニカの賭け 

 

調査隊はその日も護衛艇を伴って沖合の作業に出発した。 

うだるような一日がまた始まっていた。 

ミシェルは皆からモレノ邸へあらかじめ避難するようさんざん言われていたが、頑として防衛

戦の中から退避しようとはしなかった。そして軍の駐屯所から診療所に運び込まれた医療物

資の整理を手伝っていた。軍医やモニカとともに診療所に残ると言ってきかないのである。 

すでにサンタアナでは警報も待たずにモレノ邸への避難が始まっていた。 

たとえば身体障碍者施設もそうだった。妊婦や老人、子供たちなどは、避難警報が出てから

では移動が間に合わないのだ。 

バルコ印のラム工場も一時的に操業停止となり、作業者は全員自宅待機となった。それはサ

トウキビ畑の労働者や漁師たちについても同じだった。 

今夜から八時以降は、夜間外出禁止令がマリアノから発令された。 

着々と応戦態勢が敷かれていく中で、モニカはもう一つの大きな事件も大詰めに来ていること

を感じていた。 

その日の午前中、まだ日が中天に達する前、モニカは一人でシリ教会へ向かった。 

朝の爽やかさが潮風の湿気に掻き消されようとする時間帯だ。黄色のブラウスにジーンズの

モニカは、この二日間と同じように長い髪をほどいたままだった。 

マルベーリャ岬の丘を登る小径をたどりながら、帰りにこの坂を下るときの気持ちを思い描い



ていた。きっとベニートの氷のような心に、今の自分ならきっと入り込めると彼女は信じてい

た。いや、むしろそう祈っていたと言う方が正確かもしれない。 

モニカが丘を登りつめて礼拝堂のある花園に入ったとき、隣に建っている小さな二階建ての

教会棟を見上げた。 

二階のバルコニーにはベニートの姿があった。ベニートはバルコニーに立ってじっとモニカを

見つめていた。モニカは迷わず教会棟へ入っていった。 

モニカが二階の部屋へ行くとベニートはまだバルコニーにいた。 

マルベーリャ岬や八月湾、サンタアナの街、そして猫岩まで一望のもとに見渡せるバルコニー

で、ベニートはただ明るい光を目で追っていた。 

モニカはバルコニーに出てベニートの隣に立ち、手摺（てすり）に両肘をついて青いビサヤ諸

島の海を眺めた。 

 

 

ベニートはエンジェルとローコ灯台へ行ったときと同じように珍しく私服を着ていた。昔の船乗

りが来ていたような白い大柄の長袖シャツに、足腰の線がくっきり出る黒のタイツだった。そし

て踵（かかと）が固定された革製のサンダルを履いていた。 

モニカはちらっとベニートの方を見てまた海へ向き直り、快活そうに言った。 

「昨夜は随分なご挨拶だったわね。キャプテン・デラクルス。・・・」 



ベニートは海を見ながら苦笑した。 

「あなたは勇気のある女（ひと）だ。自分に血清を打つなんて。・・・」 

モニカは笑いながらベニートの横顔を見た。実際いい男だった。感情を押し殺したような表情

がその男前を嫌が上にも際立たせていた。『いやだ。私まで一目ぼれしちゃったのかし

ら？・・・』 

モニカは自分でおかしくなった。 

「わたしも今、なぜもっとはやくあなたと分かり合えなかったのかと不思議に思っていた。」 

ベニートは独り言のように言った。モニカは驚いた。 

「人の心が読めるの？」 

「あるていどは。」 

モニカはため息をついた。 

「あなたには嘘はつけないってことね。」 

ベニートは笑った。 

「それで何の用だろう、ドクトーラ？」 

モニカはぎこちなさそうに手のひらをなぞりながら節目がちに言ってみた。 

「何かあなたの力になれないかと思って。」 

ベニートは表情を変えずに行った。 

「何も・・・無い。」 

モニカは押し黙ったベニートを前にして、話題をもとに戻した。 

「もうわたしを襲わないの？」 

ベニートは片手を伸ばし、指でモニカの首筋から胸元をなぞり、その丸い顎を優しく手のひら

で包んだ。モニカはぞっとするような誘惑にかられた。 

「大丈夫・・・・もう終わったよ。・・・」 

モニカはじっとベニートを見据えながら言った。 



「本当に終わったのかしら？」 

モニカはベニートの手を見た。それはよく見ないと気がつかないが、何か色艶の悪い肌をして

いたのだ。ちょど干からびて皺（しわ）の目立つ老人の手を思わせるようだった。 

「その手はどうしたの？」 

ベニートの瞳に動揺の色は隠せなかった。彼はすぐ手を後ろに組み直した。 

「老化がすすんでいる。」 

ベニートは醒めたように言った。モニカはあきらめなかった。 

「いつまで耐えられると思うの？ あなたの体は新鮮な血に飢えているのよ。エンジェルに手

を下すのは時間の問題だわ。それにあなたの心には憎しみの記憶だけが残っていて終わり

の無い惰性が支配しているわ。そのどちらもどこかで止めなければあなた自身が苦しむの

よ。・・・」 

「モニカ、君の好意は嬉しいが、無理なことだ。」 

「ねえ、デラクルス、体の血を全部取り替えてみない？」 

ベニートは否定した。 

「無駄だ。わたしのことはわたしが一番よく知っている。手立ては無い。ただ肉体が生きたまま

腐るのを待つしかないんだよ。」 

「でも・・・」 

「いいんだ、モニカ。自分がどこへ行こうとしているのか、今少しずつわかってきたところなん

だ。君には迷惑をかけない。」 

「エンジェルに手を出さないで。約束してくれる？」 

ベニートは大きく頷いた。 

「約束する。」 

ベニートは誰に言うともなくつぶやいた。 

「わたしは今でも覚えているんだ。あの黒い瞳。笑顔がそのまま素直な言葉だった頃、零れる



星のようにわたしに語りかけた。・・・」 

ベニートは夢を見ているような口振りだった。 

「・・・若さが永遠に消え失せたあと、彼女でさえもうとっくに忘れてしまったというのに。わたし

だけが知っている。今、それは決して変わることがない。・・・まるでほんの一刻（ひととき）、彼

女が席をはずしていただけのようだ。・・・」 

ベニートの脳裏で、現実と記憶の糸が交錯していた。 

「エンジェルはマルガリータじゃないわ。」 

「でも・・・瓜二つだ・・・君は奇蹟を信じないのかい？」 

「奇蹟を見なければあなたは信じられないの？」 

ベニートは苦笑した。 

「君が神父になった方が良さそうだね。」 

二人はふと黙った。 

ベニートは哀しいくらい明るいコバルトの海を眺めながら、少し震えをみせる手をかばうように

して言った。 

「一人にしてくれないか。・・・じっと待っていたいんだよ。ちょうど浜辺に描いた絵を波が掻き

消していくように。この眩しい空の青がやがて日の落ちる頃、深い海に呑み込まれてしまうよ

うにね。」 

ベニートの言葉には疲労がこもっていた。 

こころなしか顔の肌の張りも無くなってきたような気がした。モニカが思っている以上に、ベニ

ートの老化は加速度を増しているのかもしれない。 

ベニートがいつものように後ろでまとめている長い髪にも、かなり銀色に光るものが眼につい

た。ベニートはそれでもいつになく穏やかに、気を取り直したように言った。 

「またいつかどこかで会えるかもしれない。そのうちに時代が変わって。いい友達になれれば

ね。」 



モニカは優しく頷いた。 

「いまでも充分いい友達だわ。」 

ベニートは微笑んだ。 

「さあ、行くんだ。もうわたしは誰にも会うことがない。」 

ベニートはモニカの頬に軽くキスをした。 

モニカは立ち去り難かった。無性に胸がつまって何か言葉を探そうとするのだが、どうしても

見つからなかった。モニカはベニートの唇にキスを返して、逃げるようにバルコニーを出た。 

教会の丘を下る小径で、モニカは目が霞んだ。頬を伝う熱いものを手のひらで拭った。 

『わたしが泣いている。・・・』 

ベニートはバルコニーに立ったままずっとモニカの後ろ姿を見送っていた。 

燃えるような日溜（だ）まりの中で影がその濃さに耐えていた。 

 

（七十三）デジャヴ（七十三）デジャヴ（七十三）デジャヴ（七十三）デジャヴ 

 

午後、調査隊は昨日より引き揚げ量を増していた。 

金銀の板に集中していたため、中国陶器の類はまだまだ手つかずといっていいほど海に残さ

れていた。 

ラモン教授は診療所にこもって引き揚げ品の鑑定に大忙しだった。また一方で例のディアス

神父の記録にあった、一六六二年九月十四日にマニラから到着したというスペインの大型ガ

レオン船のことも大変気になっていたのだ。これがレパント沈没に関するマニラ総督府のスペ

イン本国への報告書改竄（かいざん）に、重大なかかわりがあるのではないかと思ったからで



ある。なぜマニラ総督府はレパントが他の二隻と一緒にミンドロ沖で沈没したと偽ったのか？ 

それが残る最後の謎だったからである。 

島の要所に立った歩哨からは何の連絡もなかった。海賊はバイードの壁の洞窟にひっそりと

隠れたまま機会をうかがっているのであろうか？ 不気味な沈黙が島民の不安を募らせた。 

午後半ばを過ぎた頃には、防衛陣地はほぼ整備し終わっていた。作業に携わっていた関係

者は汗や泥に塗れたまま思い思いに休みをとっていた。 

セブから定期船が着いた。数名の兵士が猫岩岬に近い八月湾のビーチ東端にある波止場で

上陸者を検閲していた。駐屯所がすぐ近くなのだ。この上陸者たちの中に一人だけ大柄な白

人男がいた。赤毛なのでとりわけ目立つのだ。テオが舞い戻って来たのである。 

テオはエンジェルと喧嘩別れをしたものの、やはり冷静に考えなおしてみても、相手が聖職者

である以上、自分の方に分があると踏んだのである。テオは波止場からビーチロードをバン

ガローへ向かう途中、島内のものものしい様子に目を丸くした。おまけにバンガローの近辺は

障害物があちこちに設置され、一体何事かと驚いてしまったのだ。 

ビーチ・ロードでボビーや丈に出会ったので、二人から島内の事情を聞いたテオは自分がとこ

とんついてないと観念した。ボビーはショベルを投げて寄こした。 

「新兵さんよ、さあ仕事だ。」 

「何をしろってんだ？」 

「海賊のために墓を掘ってやるんだよ。」 

「穴を掘るのかい？」 

「そうそう。二つのバリケードの外側とバンガローの前の砂浜にな。落とし穴だよ。先を鋭くし

た竹がもう用意してある。穴を掘って、その竹を何本も埋め込むんだ。上にブルーシートをか

けて、砂やサトウキビの穂でカモフラージュしてやろうぜ。」 

「罠じゃないか。」 

「だからどうたってんだ。この際何でもやるさ。」 



テオは嫌な顔をした。実際それどころではなかったのだ。エンジェルに会うことが先決だった

からである。しかし、たまたま近くを通りかかったモニカに呼び止められ、しばらくエンジェルを

そっとしておくように厳しく言い渡されてしまったため、テオはやむなく D バッグを放り出した、

ブツブツ言いながら穴を掘りだした。 

 

エンジェルはここ数日、島を覆う急変した事態とは無縁の存在だった。 

昨晩はベニートが会いに来ず、朝方まで一睡もしないで待っていたのである。 

そしてこの日も午前中結局軽く横になったていどで、食事も喉を通らない状態だった。午後に

入って彼女はほとんど我慢の限界へ来ていた。 

 

エンジェルはベニートがきっと容易ならぬ苦衷を覚えていると直感していた。悪魔に魅入られ

るようにベニートの心の中へ染み入った自分に、何か宿命的な縁を感じ取っていたのである。

それが何であるかはわからなかったが、ただベニートにとって心の同伴者である自分の存在

にとても重大な意味があるような気がしてならなかったのである。 

六日ほど前からのカミーラの一件に続く異常な出来事も、エンジェルは詳しく聞かされていな

かったし、興味も無かった。ただ永久凍土のようなベニートの悲劇性だけをその淋しい表情の

裏に見てとっていたのだ。 

エンジェルはベニートのために自分が出来ることはきっと一つしかないと考えていた。それが

具体的に何であるかは見当もつかなかったが、ただ勇気が必要なことだけはわかっていた。

賭けに等しい危険な行為が今日自分の前にたった一つ選択として置かれているとそう思えた

のである。 

エンジェルはバンガローに閉じこもったままベッドの上で膝を抱え、じっと陽が落ちるのを待っ

ていた。 



 

まるで悪霊に命を売り渡すような気がして、自分のしようとしていることにある種の罪悪感を

覚えもしたが、むしろそれは神々の沈黙に対する人間としての回答のような気さえした。 

待ち遠しい日没はうだるような暑さの中で足踏みをしていた。音の大きな出来の悪い冷房が

エンジェルの神経を冒涜の淵へ追いやっていく序奏のように聞こえた。 

男物の大きなシャツを着ただけのエンジェルは窓を打ち始めた驟雨（スコール）が雨足を早め

ていくのをじっと聞いていた。何度も繰り返すため息は胸を熱く焦がすばかりだった。 

『ベニート、わたしにどうして欲しいの？ わたしをこんなにして、その癖、会いにも来ない

で・・・お願いだから応えて、ベニート・・・』 

エンジェルはベッドの上で煩悶した。 

ベニートが自分の狂おしい問いを、きっと聞いているとそう信じていた。驟雨が止んで窓をつ

たう水滴の一つ一つをエンジェルは目で追っていた。やおら彼女はバンガローを出て丈やミシ

ェルのバンガローへ足を運んだ。水を含んだ砂が裸足にまとわりついた。二人のバンガロー

を裏から回り込んだとき、テラスの方から丈とミシェルの会話が聞こえた。 

 

「エンジェル、どうしているかしら？」 

「可哀相に、まだベニートを待っているんだろう？」 

「モニカの話では、ベニートはもうエンジェルに会わないって言ったそうよ。」 

エンジェルは耳を疑った。 

「これ以上はもう危険だ。ベニート自身よくわかっているのさ。」 

「でも彼は血を吸わなければ滅んでしまうのよ。ヴァンパイアなんだから。」 

「だからさ、彼がどこまで生存への執着を断ち切れるかどうかにかかっているんだよ。」 

「エンジェルに言って聞かせなくてもいいのかしら。」 

「駄目だよ。エンジェルは恋をしているようなものなんだから。何を言っても無駄だよ。モニカ



の言うように、時間を稼いでベニートが最後に一人で滅んでいくのを待つしかない。残酷なよ

うだけどね。ベニートもそれを選んだんだ。」 

「あんまりだわ。可哀相なベニート。わたしたちがパンドラの箱さえ開けなければ、あの人も蘇

りはしなかったはずなのに。・・・もう手の老化が進んでいるんですって。体の末端から始まる

のね、そういうのって。・・・」 

エンジェルは立ちすくんだまま息が止まりそうになった。 

ベニートの正体云々よりも、自分が恋人にとって何の役にもたっていないことが何より哀しくて

ならなかったのだ。一人で何かの罰のようなものを待っている孤独なベニートは、自分さえも

心の中で拒もうとしている。ただ少なくともそれが自分を愛していればこその好意なのだという

ことは、エンジェルはほとんど疑いのないほど確信が持てるのだった。 

『わたしがこんなに哀しいのは、彼がわたしを死ぬほど愛しているからだ。・・・』 

エンジェルはバンガローの壁に寄りかかり、夕空を仰いだ。 

星はどこにも見えなかった。人間の生が死を内包するものであることは疑いが無い。どう生き

るかは、時にどう死ぬかという命題にもなりかねない危うさを伴っている。 

そうしたとき一体あなたは愛するために行きたいのか、それとも生きるために愛したいのかと

問われたなら、どう答えるだろう？ エンジェルの場合、このときすぐれて理性的な愛という本

能が生死という宿命に抗おうとしていた。先天的な魂が、後天的な肉体を越えようとする瞬間

を夢見ていたといってもいいかもしれない。星の見えない夜に闇の深さを思うよりも、わずか

に聞こえてくる潮騒の方がはるかに哀しい野生の夜を感じることができるように、エンジェル

は閉ざされた扉をその空（うつ）ろな手で、今押そうとしていた。 

 



 

 

エンジェルは思い切った。 

丈やミシェルのバンガローを静かに立ち去ると、土嚢やバリケードが張り巡らされた海岸をま

っすぐ抜けてマルベーリャ岬へ向かうビーチロードを走った。そこからはもう人通りが全く無か

った。 

マルベーリャ岬のとっつきにたどり着くと、小径はナラの木が恐ろしい影で往く手を覆ってい

た。 

エンジェルは振り返ることなく坂を駆け上がった。高鳴る心臓が潮風にも痛いほどだった。汗

も出ないような緊張と、息が止まりそうなほどの切なさにエンジェルは眩暈（めまい）がしそう

だった。教会の前庭まで来ると初めて彼女はサンタアナの街を振り返ってみた。ちぎれた真

珠のネックレスのように、点々と灯りがみえる様子は、まるで自分を見守っているようだった。

エンジェルは、教父棟二階の灯りを見上げた。 

「ベニート！・・・」 

エンジェルの喉も破れそうな呼び声がかすれて尾を引いた。 

ベニートは黙ってその叫び声を聴いていた。 

老化は日中よりもずっと進行していた。とくに手の老化は著しかった。いつか来るその日を、

そこまで追ってくる闇の世界を、彼は一人で持ちこたえようとしていたのである。 

「ベニート！・・・」 



エンジェルはもう一度叫んだ。そして門の木戸にしがみつき、何度もそれを拳で叩きながらベ

ニートの名を繰り返した。説明は要らなかった。ここに来たというだけで、中にいる男はそれが

何を意味するのかがわかる筈だった。しかし扉は開かれようとしなかった。 

ベニートはその扉の内側でじっとうずくまるようにして頭を抱えていた。声にならないエンジェ

ルの嗚咽が扉一枚を通して染入ってくるようだった。 

エンジェルはやがて石段に跪くようにしながら泣き出していた。 

涙はいつ涸れるともわからないほど溢れていくこんなに涙が出て来ることが自分でも不思議

なくらいだった。きっとこの涙が尽きる頃、このまま自分は死んでいくのだ、とそう思えた。 

ベニートは出てこない。エンジェルはバンガローを発つときからそう思っていた。自分の愛がき

っと足りないから。どんなに愛しても、まだ愛し方が足りないから、だから自分はここへ来てい

るのだ、そう信じていた。 

そのとき思いもかけず扉は開かれた。古めかしい音をたてて、静かにオレンジ色の光が漏れ

始めた。真っ赤に泣きはらしたエンジェルの瞳に、ベニートの姿がぼうっと浮かび上がった。 

「もう会うまいと思っていたのに。・・・」 

ベニートは掠れた声で話かけた。そしてぎこちなく微笑み、ゆっくりとその手を差し伸べた。 

「お入り。アンへリーナ。・・・」 

エンジェルは取り上がるように思いきり男の胸に抱き着いた。白い灰が最後に真っ赤に燃え

ようとするように、二人の唇が求め合った。血の滲むような激しいキスは二人の理性を狂わせ

た。ベニートはエンジェルを抱きしめながら、はやる心を抑えつけるように静かな口調で言っ

た。 

「アンへリーナ。・・・わたしは君が思っているような人間じゃない。とても一緒には行けない。」 

エンジェルは生気を失いつつある男の顔を詰（なじ）るように見つめた。 

「Porque（何故）？ あなたがヴァンパイアだから？」 

ベニートは言葉を失った。頷くことすらできなかった。そして上を仰ぐと思わず熱いものが頬を



伝うのだった。エンジェルは夢中で男の顔を両手でしっかり押さえていった。 

「いいの。わたしを連れて行って。・・・海よりずっと深いところまで。」 

エンジェルはそう言うと、片手でやにわに自分の男物のシャツの肩のところをつかんで力いっ

ぱい引き開いた。ボタンが一つ飛んだ。そして首筋から一方の肩にかけて、真っ白な肌が露

わになった。エンジェルはゆっくり瞳を閉じると、首を反対側へ静かに傾けた。 

「アンへリーナ。・・・」 

ベニートは顔をエンジェルの胸元に押しつけて慟哭した。男の肩が小刻みに震えていた。 

・・・ 

 

 

モニカは一瞬不安が過（よぎ）った。 

ラモン教授は同じ二階書斎で今日の調査レポートを閲覧していた。ガラスの無くなった書棚が

元通りに立て直され、山のように積み上げられた引き揚げ品が何箱ものカートンボックスにそ

れぞれ区分されていた。 

エンジェルが一連の事件に関して重要な鍵を握るということは、ベニートのエンジェルへの特

別な対応に気づいて以来、ずっと思っていたことだった。だからあえてモニカは、エンジェルを

事件の圏外に置いたままずっと泳がせていたのだった。 

とくにエンジェルがマルガリータと瓜二つだということが判明して、その予感が正確だったこと



も証明された。エンジェルにマルガリータの面影をオーバーラップさせることで、いつかベニー

ト（デラクルス）に自己崩壊の危機を招くことが予想されていたのだ。 

しかしそうした推論はいつもベニート本人にのみ焦点を当てた結果だった。 

ここでモニカはにわかにエンジェルが本当の恋をしていることを見落としていたと気づいたの

である。そしてそれをエンジェルが愛に昇華させる選択を取ったとき・・・その危険をモニカは

想定していなかった。男と女の生死と愛という選択を前にしたときの危うい均衡を破るのは、

ベニートの方ではなく、きっとエンジェルの側からだということを、今ふと思ったのだ。 

 

「エンジェルに、きちんと話しておくべきだったわ・・・それでも駄目だったかも知れないけど。」 

モニカは思い出したように言った。 

ラモンがちらっとモニカを見た。 

「エンジェルがどうしたって？」 

「教授、わたし電話しなくちゃ。」 

モニカはすぐ交換台を呼び出してバンガローの丈を探した。 

なかなか丈はカウンターまでやって来なかった。この間、モニカは秒刻みで予期せぬ事態が

進行しつつあることの根拠のない焦りを覚えていた。 

やがて丈が電話口に出て来た。モニカはエンジェルがどうしているか問いただした。丈もエン

ジェルについては要領を得ず、ミシェルが彼女のバンガローまで走った。モニカはエンジェル

がいることを祈っていた。それならこれから自分がバンガローに行って話すつもりだったので

ある。ミシェルは息せき切って戻って来た。エンジェルはバンガローにいなかった。 

「いけない！ きっと教会よ！ なぜもっとはやく気がつかなかったのかしら。すぐに教会に来

て！ わたしも今行くから！」 

モニカは脱兎のごとく診療所を飛び出した。ビーチロードにいた兵士たちに頼み込んで、シリ

教会まで急いで送ってくれるよう取り計らった。そこへ丈やミシェルも合流した。 



エンジェルとは違うバンガローに入り込んでいたテオも駆けつけた。 

ボビーはどうやらモレノ邸にレイチェルを尋ねていたらしい。 

四人は兵士の運転するジープに乗り込んでシリ教会を目指した。やがてビーチ・ロードから外

れて、斜面に這うような曲がりくねった小径を登り切ると、教会横の教父棟が見えてきた。 

四人は飛び降りると、木の扉を体当たりで突破しようとした。思いもかけず錠がかかっていな

かったので、四人は一気に部屋の中に躍り込んだ。そこではベニートが跪き、エンジェルを抱

き起すようにしながらその首筋に顔をうずめていた。エンジェルは剥き出しになった両の太股

を投げ出すようにしたまま、血塗れになった体を男にまかせていた。モニカが叫んだ。 

「駄目よ、ベニート！」 

ベニートは立ちすくむ四人を慌てて見上げた。その瞳は碧色に光り、鋭い牙をむいていた。そ

して突然エンジェルを放り出すと、身を翻した。その瞬間ベニートの姿が消えた。ただ大きな

薄青い蛾が部屋から開けっ放しの木戸を抜けて舞い出ていくのだった。 

エンジェルは完全に意識を失っていた。 

 

（七十四）告解（七十四）告解（七十四）告解（七十四）告解  

 

モレノ邸へ運ばれたエンジェルはすぐ高熱を出し始めた。 

モニカによるとカミーラのときのような大量の血は免れていた。とは言え、ベニートの毒牙にか

かったことは明白で容態は予断を許さなかった。 



テオは自分がエンジェルに会うのが遅れたからだ、と周囲にあたりちらし、地団駄を踏んで悔

しがった。エンジェルは悪寒と激しい発汗を繰り返し、顔がみるみる蒼ざめていった。・・・ 

・・・現実と幻想の交錯する中で、エンジェルは夢を見ていた。自分はまるで貴婦人のような、

中世のロングドレスを着ていた。もっともちょうどフィリピンに伝統的なピーニャ（パイナップル）

やバナナの繊維で編んだ薄いサンタクララスタイルの涼し気なドレスだった。 

彼女はどこか熱帯の花園でベニートと散歩していた。夢には色彩が無かった。褐色の古臭い

世界はそれだけでも充分に哀切な雰囲気があった 

自分呼びかけるとベニートは優しく微笑んだ。ただ不思議なことに何を話しかけてもベニート

は何一つ答えないような気がしたのだ。 

ベニートはただ笑いながら、一人で自分に語りかけていた。それを見ていると何よりも幸せで

あったけれども、彼の言葉は何一つ聞き取れないほど遠くに思え、自分の言葉も目の前にい

るベニートに少しも届いていないのだ。それでも何か感情の襞（ひだ）の一つ一つが手にとる

ようにわかるような気持ちだった。 

温かさや、喜びや、柔らかさ、そして匂いでさえ、ほとんどそれらが自分自身であるかのように

意識の葉脈に染み入っていくのだった。 

明るい南洋の太陽が「旅人の木」の短い影を砂地におとしていた。そこは自分がいたことのな

い土地だった。果てしなく続く海岸線と椰子の群落が見えた。 

イントラムロス（マニラ旧市街）の城壁も見えた。 

エンジェルはこれが夢であるとわかっていた。しかも妄想ではないことも同時に確信してい

た。それはきっと「実際にあった」ことだった。自分には無い事実が、形にならない真実として

存在する蜃気楼のようだ。 

やがてベニートが自分の手をとろうとした。透き通る二人の手が交叉し触れることもできない

のに、彼女はベニートの指を感じることが出来た。 

そして口吻は気の遠くなるような濃い蜂蜜の芳しさを伝えてきた。五感を超える交歓の合間



に、それでもなおまだるっこしさが残るのに気がついたエンジェルは、やがて苛立たしくなり、

思わずしっかりとその手でベニートに抱きつきたくなった。手を伸ばしても思うようにベニートを

とらえることが出来ず、腕（かいな）は宙を泳ぐばかりだった。ベニートも応えようとしたがそれ

は無駄に終わった。徒労の情熱が空回りし、無性に哀しくなってきたエンジェルは、自分自身

の存在の不安さに腹が立ってくるほどだった。・・・ 

ふと大声を出すと、エンジェルは意識を取り戻した。 

テオが深刻な表情で見守っていた。丈やミシェル、ボビー、そしてジェイミー、モニカもいた。 

かすかにエンジェルは唇を開いた。 

「ベニートは？・・・」 

ミシェルはもう涙声になっていた。 

「いないわ。どこへ行ったか。・・・だって、蛾になっちゃったんだもん。・・・」 

 

 

エンジェルはそれを聞くと、ふっと笑い瞳を閉じた。 

「蛾に？・・・きっと来るわ、ここへ。・・・もうすぐ。」 

テオの堪忍袋の緒が切れた。 

「冗談じゃない！ 化け物だか、蛾だか知らないが、絶対入れるものか！」 

モニカが興奮するテオを制した。そして優しくエンジェルに話かけた。 

「もしベニートが来たら、どうするの？」 

エンジェルはうっすらと笑いを浮かべた。 



「わからないわ・・・でもどうしても話したいことがあるような気がするの。・・・ただ言葉が見つ

からないんだわ。・・・そんな気がするだけ。・・・」 

エンジェルは瞳を閉じてその刻（とき）を待っていた。 

エンジェルが寝入るまで皆はしばらく話をしなかった。外ではまた雨が降り出していた。 

二階の真っ暗な窓に吹き付ける雨は次第に激しくなり、ときおり稲妻が走った。まるで空や密

林がその夜の出来事を嘆き悲しんでいるかのようだった。 

あるいは見えない生き物たちがエンジェルのために禊（みそぎ）をしていたのかも知れない。

蜘蛛の糸のように夜空に軌跡を残していく驟雨（スコール）は、果てしない夜をひたすら砕け

て散るために振り続けていた。星々の哀しい静寂も、潮騒の慟哭も、人々は見ていなかった。

それでも海や密林はそこに哀しみのあることを知っていた。 

このすべては徒労に終わるかもしれない哀しみを尊く思う心が、もしも夜明けを待つブーゲン

ビリアの花や、朝一番の潮風を待つ椰子の木の葉波にもあるとしたら、きっとあらゆる

Ispiritus（精霊たち）がその証（あかし）をたてることだろう。 

人間を超えるものの存在はそうした誰も見ていない現象にしか知覚されることがない。 

一日に地球に飛び込もうとして大気圏に突入する流星が実は数十億個もあることを知ってい

ても、それは決して人々が見ているわけではなかった。 

さまざまな生命（いのち）が最後に放つ閃光を途方もない無駄と憂愁のうちに感じ取ること

は、その誰も見ていない真実を信じることでしかない。 

エンジェルはそうした数十億個の流星の一つになろうとしていたのかも知れない。 

 

ミシェルがつぶやいた。 

「いちばん辛い思いをしているのはベニートね。・・・」 

モニカはしばらく黙っていたが、やがて静かに、しかし確固として言った。「今度はベニートが

カーテンコールに応える番だわ。・・・今日、彼と話をしたとき、約束したの。もう誰にも会わな



いって。エンジェルを襲うことはないって。でもまだ悩んでいたのね。でも、もう絶体絶命の局

面に追いつめられているのよ。・・・」 

丈は激しく降り続く雨を見ていた。 

「この雨で蛾が飛んで来れるかな？」 

ボビーが言った。 

「蛾にしかなれないのかい？」 

「どうでもいいことよ。」とミシェルが言った。「もう身をやつす必要がないもの。・・・わたし思う

の、ベニート一人で滅んでいくためには、その苦悩を支えるものが必要なのよ。きっと奇蹟が

起きるんだわ。」 

「奇蹟？ そんなものは無いよ。」テオは吐き捨てるように言った。 

ミシェルは寝汗をかいているエンジェルの胸を濡れタオルで拭いながら言った。 

「奇蹟はきっと起こるわ。起こるから奇蹟なのよ。起こらないことを奇蹟とは決して言わないも

の。」 

丈はミシェルに言った。「何が起こるっていうんだい？」 

「・・・わからない。でもモニカが言うように、憎悪で復活した魂を癒すものは、愛の記憶でしか

ないような気がするの。間違ってるかしら？」 

丈はミシェルの細い肩を抱いた。「きっとその通りに違いないよ。・・・」 

「憎悪と愛情は決して反対のものじゃないわ。方向が違うだけで根は同じものよ。対角線上に

あるのは、たぶん・・・無関心、無感動、何かもっと冷酷なものだわ。ベニートは冷酷ではない

と思うの。そうでなきゃエンジェルがあんまり可哀相だわ。・・・」 

時間だけがただ過ぎていった。会話も途切れがちだった。生活することに馴れて、待つという

ことを忘れていた人間たちにとって、この日の驟雨（スコール）に降りこめられた夜は時に立ち

止まる尊さを教えた。 

十二時を回った頃、雨が小降りになった。そして板敷の廊下を重苦しい足音が近づいて来



た。 

皆は聞き耳を立てた。 

「誰かが来てるわ。・・・」 

ミシェルが息を呑んだ。 

「ベニートよ。」 

モニカがドアを見つめながら言った。 

やがてドアはノックもなく静かに開いた。果たしてそこにはベニートが立っていた。全身ずぶ濡

れのままベニートはドアのところで立ち止まっていた。 

白い大柄のシャツはところどころ破れて見る影もなく、後ろに束ねていた長髪はほどけてい

た。 

皆は目を見張った。いつもより三十歳は老いて見えたからである。眼も落ちくぼみ、肌は完全

に精気を失っていた。髪にも相当白いものが混じっていた。 

ベニートは黙って立っていた。 

テオは突然立ち上がり、ドア越しに詰め寄った。 

「あんたが来るところじゃない。さっさと帰ってくれ！」 

「テオ！」 

モニカが立ち上がった。そしてテオを押しのけるようにして言った。 

「・・・待っていたの。ベニート。」 

ベニートの灰色の瞳がキラリと光り、頷いた。 

「エンジェルが、話したいことがあるって言ってたわ。」 

「そうか、やはり。・・・私は、なんだか・・・呼ばれたような・・・そんな気がしたんだ。来る気など

毛頭なかったが、仕方なかったんだ。・・・話したい事が？・・・わたしに？・・・」 

ベニートはまるで夢遊病者のように歩き出した。ベッドに近づくごとに皆は一人一人席を立

ち、行く手を開けた。モニカがその後ろ姿に呼びかけた。 



「ベニート。・・・」 

男はゆっくり振り返った。モニカは何も言わなかった。しかし男はモニカを優しく見つめながら

しっかりと頷いた。 

「さあ、みんな。部屋を出ましょう。二人だけにさせてあげて。」 

一同はベニートとエンジェルを部屋に残して出て行った。そして隣のレイチェルの部屋に移り

ずっと押し黙ってしまうのだった。 

モニカはおそらく一番気を揉んでいたろう。未練がましい雨がまだバルコニーをわずかに叩い

ていた。・・・ 

 

ベニートはベッドを前にして椅子に腰かけた。そして息づかいの荒いエンジェルの蒼白になっ

た顔を見守っていた。まだ眠っているようだった。ベニートは自分の手を広げて、その老化の

進み具合にため息を漏らした。 

そのとき、『ベニート』とエンジェルが自分を呼ぶのに気づいた。ふと見ると黒い瞳がじっと自

分を見つめていた。苦しそうに胸が波打っていた。「ああ・・・アンへリーナ・・・わたしだ、ベニ

ートだよ。」 

エンジェルはかすかに頷いた。ベニートはエンジェルの手を取ると、そのあまりの高熱に思わ

ず頭を抱えた。 

「何と言うことをしてしまったんだ・・・わたしは一体アンへリーナに何をしたんだ・・・」 

エンジェルは小さな声で話し出した。 

「わたしは後悔してないわ。・・・あなただって、誰か一緒にいて欲しかったでしょう？その方が

心強いでしょう？・・・イエスもそれを言いたかったんだわ、きっと。・・・変ね。子供の頃から聖

書を読まされてきたのに、そのことがわからなかったのね。・・・イエスを神さまだと勘違いして

いたからいけないのね。普通の人だと気づかなかったから。・・・あなたは自分が苦しいのを、

あなたしか知らないと思っているでしょう？ だから辛いのね。だから哀しいのね。でも違うの



よ、ベニート。わたしも知っている。・・・あなたの苦しみが、わたしにも痛いほどわかる。・・・わ

たしも茨の冠をされ、十字架を背負ってあの丘を歩いたから。そして、苦しみながら息絶えた

から。あなたの苦しみはわたしが覚えた痛みと同じもの。・・・だからわたしたちはいつも一緒

にいるのと同じなの。あなたは一人で苦しんでいるのじゃない。そこにはいつも、わたしがいる

の。・・・」 

ベニートは何か言おうとしたが、思いが一人歩きをするだけで一言も発することが出来なかっ

た。 

夜は透き通るような静寂を空気中に発散していた。雨も、もう止んでいた。 

エンジェルをふと見ると、また瞳を閉じていた。『眠ったのか？・・・』ベニートは濡れタオルでエ

ンジェルの顔を拭った。そのとき遠いところから聞こえたような気がした。誰かが、自分の名を

呼んだのだ。それも聞き慣れた、懐かしい声だ。 

 

 

「フリオ・・・」 

男は体中に衝撃が走った。身動きが出来ないほどのその衝撃は息詰まるような神経の緊張

を生んだ。 

エンジェルは瞳をゆっくり開けると、うって変わって澄んだ意識と口調でベニートの本当の名を

呼んだ。 

「フリオ・・・」 



エンジェルの唇から零れるその声は、マルガリータその女（ひと）のものだった。 

ベニートは、いや、フリオ・デラクルスは、そのまま釘付けになったように『マルガリータ』が語り

かけるのに聞き入った。 

「たとえ微風が忘れても、海はわたしのことを覚えているわ。あなたはもうわたしが見えないの

ね。可哀相なフリオ。あの水晶のような瞳を失ってしまったせいね、きっと。」 

ベニートは震えながら、エンジェルに乗り移ったマルガリータの言葉に耳を傾けた。 

「・・・わたしは悔やまれてならない。わたしにはもう形が無いから。でも形を持っていなくても、

あなたには感じ取れるはずよ。それほどあなたの心は何も映し出さなくなってしまった

の？・・・曇った硝子のように。限りの無い憎しみと、尽きない涙に、あの暖かい優しさをみん

な置き忘れてきてしまったの？・・・」 

デラクルスは指を噛み、震えながらマルガリータを見つめていた。 

「ねえ、フリオ。覚えてる？ マニラでわたしたちが毎晩星を数えたのを。それに、ラグーナま

で遠出したときに驟雨（スコール）の間を二人で逃げ回ったわね？・・・あなたはどんどん遠く

へ行ってしまう。わたしはここにいるの。あなたのすぐ近くに。・・・なのにあなたは一体どこへ

行こうとしているの？ わたし一人を置いて。・・・」 

大きなため息が聞こえたかと思うと、エンジェルはやがて再び荒い息づかいに戻った。 

エンジェルの寝汗に紛れて、一筋の涙がその閉じた瞳から零れた。もうマルガリータの声は

聞こえなかった。 

ベニートは震える声で、「おやすみ。アンへリーナ。・・・」と言い、ゆっくりと立ち上がった。ベニ

ートは眩暈（めまい）を覚えた。わずかによろめきテーブルに一度手をついた。そして小さな声

でつぶやいた。 

「もうすぐだよ。マルガリータ。わたしもそこへいく。・・・」 

 



 

 

長い廊下をベニートはたどっていった。モニカたちが隣の部屋から出て、何も言わずにその後

ろ姿を見送った。 

ベニートが一階の大広間を通っていくとき、そこに避難してきていたサンタアナの街の婦女子

や、体の弱い者、老人たちが立ち上がり、一人一人十字を切ってベニートを見送った。 

みな一様に年老いたベニートに神の御加護をと祈り唱えていた。 

ベニートは再び降り出した驟雨の中へ、誰にも見えない十字架を背負うように体を引きずりな

がら出て行った。あっという間に激しい雨足がベニートの影をしぶきの渦で掻き消していった。 

 

（七十五）襲撃の夜（七十五）襲撃の夜（七十五）襲撃の夜（七十五）襲撃の夜  

 

 

翌朝もエンジェルの容態は依然危篤のままだった。 

断続的な発熱と悪寒が譫言（うわごと）を促した。 



雨のあがったサンタアナは再び真夏の太陽の熱射に炙（あぶ）り出されていた。昨日の雨を

たっぷり含んだ土や砂は胸が悪くなるような湿気を空気中に放っていた。 

駐屯軍の残りと応援部隊の到着が明日に迫ったこの日、マリアノ少佐をはじめ防御陣地に配

備された武装集団は息詰まる一日を迎えていた。 

丈とテオは持ち場で兵隊や警官から銃の試射を指導されていた。 

ミシェルは診療所でモニカから負傷者の応急手当のイロハを教えられた。 

銃が足りないものの志願した住民たちは擲弾（てきだん）と弾薬の補給、さらに負傷者の運搬

に携わることになった。 

その夜は雨が降ろうが降るまいが海賊たちが襲撃を決行せざるをえない制限時間一杯だっ

た。午後に入るとサンタアナは、武装集団以外人っ子一人いなくなった。 

いつもはどこからともなく漂ってくるパーム油やフィッシュソースの匂いはまったく無く、子供の

歓声や赤ん坊の泣き声も聞こえなくなり、ひっそりと八月湾は静まり返っていた。 

丈は赤いバンダナを頭に巻いて額にしたたり落ちる汗を止めた。サーベルを括り付けた太い

無地の革ベルトを肩からかけ、拳銃を一丁だけ腰のところに差し込み、ショットガンを持ち歩

いていた。ふだんはビーチサンダルのところを、今日は白いバスケットシューズだ。 

ボビーはと言えば、黒い麻布で頭をすっぽり覆って、一体どちらが海賊かわからない風体だっ

た。黒のバミューダにサンダル履きのままで軽機関銃を携帯していた。 

一方テオは、セルジオタッキーニのポロシャツに綿パンツ、そしてハイアンクレットのスニーカ

ー。携帯武器はバズーカ一本で、弾頭を何本も詰め込んだ軍用バッグを背中にしょってい

た。 

 

カーキ色の国軍兵士が土嚢の上に転がり、ラジカセをボリューム一杯にしてボレロを聞いて

いた。 

Dyango の Cuanto te quiero だった。センチメンタリズムが辺りに発散していた。 



診療所の外壁を背にして腰を下ろしていた丈が、ラジカセの持ち主に声をかけた。 

「ソルジャー（兵隊さん）、ずいぶん渋いね。」 

まだ十代を思しき兵隊は笑って答えた。 

「トリオ（三人）でそのうち仕事をしたいんだよ。」 

なるほど、と思った。歌を仕事にするならスペイン語歌謡、それも古いボレロは定番のはず

だ。 

「あとの二人は？」 

若い兵隊はダイナマイトの箱を運んでいたほかの二人の兵隊を指差した。二人は汗まみれに

なりながらテープに合わせて、口ずさんでいた。 

「レストランで歌うにはこういうスタンダードなボレロが一番いいんだよ。とりあえず、はね。十

曲はモノにしておかないと。」 

「マニラでやるの？」 

「そう。三人でこれならいけるってなったらね。軍隊を止めるつもりさ。」 

「スペイン語はわかるのかい？」 

「いや全然。でも練習している曲の詞は、一応勉強してるよ。」 

丈は聴きたくなった。午後一杯に広がる緊張に耐えられなかったのだ。 

「頼むよ。なにか一曲聞かせてくれない？」 

ロペというその兵隊は喜んでギターを手に取った。 

「フィリピンの歌でもいいかい？」 

「もちろんいいさ。」 

「もう古い曲だよ。二十年くらい前かな。」 

それは Bato sa buhangin という静かな曲だった。メキシコやキューバのボレロと違って、その

歌は感情を抑えた哀切さがむしろ心にしみわたっていくようだった。 

ダイナマイトを運んでいたほかの二人もやってきて、一緒に歌い始めた。三人のハーモニー



がその哀切さを嫌が上にも増した。 

診療所二階の窓からモニカとミシェルも身を乗り出して聴いていた。 

椰子の葉影が心地よさそうに揺れていた。 

 

夜に入って人気のないサンタアナは一層不気味な雰囲気に包まれた。 

今にも音を立てて零れ落ちそうな無数の星や月の輝きが人間にも聞こえてきそうなくらい静ま

りかえっていた。 

丈はボビーのいるバンガロー前面のバリケードに来ていた。ミシェルも診療所から姿を見せて

いた。 

「静かね。なんだか気味が悪いわ。・・・」 

丈は浮かない顔をしていた。 

「僕は人を殺したことがない。」 

ボビーが丈の肩を叩いた。 

「だから、お前にショットガンをやったんだ。散弾だからそう神経質に標的を定める必要がな

い。もっとも被弾距離はあまり遠くないけどな。拳銃の撃ち方は昼間教えてもらったろ？」 

丈はそういうことを言ってるんじゃない、と首を振った。 

「僕は人殺しをしたくないんだよ。」 

「それを悩んでいるうちに、お前が殺られるぜ。余計なことを考えるな。」 

「それはそうだろうけど。・・・」 

ミシェルがふと言葉を漏らした。 

「わたし夕べ夢をみたの。」 

「どんな夢？」 

「みんな死んでしまう夢。」 

「いわゆる正夢だね。」 



「嫌だわ。」 

「正夢っていうのはいつもその反対のことが現実になるんだ。」 

「本当？」 

「いや、知らない。」 

「もう、冗談はやめて。わたし心配しているのよ。」 

「言わなくたってわかってるよ。だいたい君たち白人は何でも口に出さないと気が済まない人

種だな。」 

「日本人は言わなくても気が済むの？」 

「やっぱり言わなきゃわかんない。」 

「もう、知らない。」 

「ねえミシェル。この前、精霊の話をしたろ？ 覚えてる？」 

「うん。」 

「この国にはたくさんの精霊が棲んでいる。人間が夢を見るとき、精霊たちも同じ夢を見てい

るんだ。みんな心配してるのさ。ここの人たちはそう信じてる。心配しているのは自分だけじゃ

ない。波や、ナラの木や、サンパギータの花や、潮風や、みんな一緒に心配している。彼らは

そう信じてる。」 

ミシェルが少し微笑んだ。 

「少しは楽になった？」 

「そうね。たぶん。」 

「そう思うと、虫の声も、何となくただの雑音には聞こえないんじゃないか？ それぞれ意味が

あるように思えてこないか？ 生命（いのち）がある限り、ね。」 

「詩人ね。」 

テオが一人でボヤいていた。 



「もうこりごりだよ。こんな国は。とにかくエンジェルが回復次第、フィリピンから逃げ出すよ。」 

ボビーが皮肉たっぷりに口をはさんだ。「生きてりゃあな。」 

 

 

突然、避難警報がけたたましく鳴り響いた。市街地に必要なものを取りに戻っていた島民たち

は大慌てでモレノ邸へ向かうテソロ（宝）通りの坂を駆け上がっていった。 

第一報はバイードの壁の上にいた歩哨からのラジオだった。マリアノはニ十隻近い高速艇が

出発したことを知った。ただちに、その歩哨たちに持ち場を離れ、診療所前のバリケードに戻

れと指示した。 

ベンジャミンと NPA の合計八名は一体どこに潜んでいるのかまったく見当もつかなかった

が、危機的な状況下では必ず参戦すると、マリアノは信じていた。 

 

三十分後、海賊の高速艇の音が聞こえて来た。 

そのうちの一隊は、どうもバンガローのちょうど前面沖合でエンジンを切ったようだった。あと

の一隊は、さらに湾を横切るようにして東端の波止場へまっすぐ向かった。海賊は二手に分

かれたのだ。 

ビーチの東端、猫岩岬に近い波止場に上陸した海賊たちは、なにか船から荷揚げしているの

がちらちら見え隠れする程度で、ほとんど何をしているのかわからなかった。そこはマリアノた

ちが最初から放棄した軍の駐屯所のある場所だ。 



バンガロー前面の沖合に停止した海賊たちにもまったく動きが無く、マリアノはただ不気味な

沈黙に耐えるよりほかなかった。 

 

 

夜十二時ごろ、海賊たちに初めて動きが出た。まず八月湾東端の波止場に上陸した一隊か

らだった。突然トラックのエンジン音が聞こえて来たのだ。 

『連中、駐屯所に駐車してある軍用トラックを使おうってんだな。・・・』 

マリアノは念のために、そのトラックのガソリンを抜いておいたのだが、その辺の事情はとっく

に敵方には筒抜けになっていたようだ。彼らはあらかじめガソリンを用意してきていたのであ

る。 

やがて一台のトラックが重々しく始動し、泥棒通りに入って、まっすぐ診療所前のバリケードに

むけて直進してきた。ライトが眩しく泥棒通りに広がった。トラックがやがてテソロ（宝）通りとの

交差点を通過するころには、かなりその後方から海賊たちが走り寄せてきているのが見え

た。 

トラックはテソロ通りを通過すると、急に加速音を発して、バリケードに猛烈に突進してきた。

この段階ではトラックは、アクセルに細工をした無人走行車になっていたようだ。同時に沖合

の集団にも動きが出始めた。一隻のモーターボートがけたたましい唸り声を発しながらくらい

海上を一気にバンガロー・ポイントに突っ込んできた。 

診療所前のバリケードにいたマリアノは、バンガロー裏に散開させていた兵士たちを後退させ



た。 

「あのボートも無人だ。ダイナマイトを積んでいるはずだ。いったん後方のビーチロードのバリ

ケードか椰子の群落に退くんだ。泥棒通りのバリケードでも、衝撃を受けないように注意し

ろ！」 

やがて、トラックのほうは診療所前のバリケード近くまで突進すると、道路に掘りをいれた罠に

前輪をとられてつんのめるように横転し、大音響とともに爆発した。間髪入れず、モーターボ

ートも海岸から滑るようにして砂浜に乗り上げて、バンガロー前面の土嚢の山に突っ込んで

爆発した。 

一体は立ちのぼる砂煙で視界が極端に落ち、油の灼ける匂いがたちこめた。 

「みんな。持ち場へ戻れ。どっちからも寄せてくるぞ！」 

マリアノは、ラジオを叱咤した。 

海賊は、診療所を防御する二つのバリケードに、同時に攻撃をかけてきたのだ。 

一方は陸路で泥棒通り伝いに診療所に迫ろうとしていた。そして、海側から攻める一隊はバ

ンガロー前面から、椰子の群落、ビーチロードのバリケードを次々に突破して、路地を通り抜

けて真っすぐに診療所に迫ろうとする経路。 

これ以外に大人数の海賊が診療所に接近する経路は無かったのだ。診療所の西側のほう

は、泥棒通りが極端に狭い道幅になっており、ビーチロードとをつなぐ路地もほとんど無かっ

たのである。 

泥棒通りでは霧のように流れる砂煙の向こうから何十人もの人影が走ってきた。 

そして激しい機関銃の弾道光が雨のように降り注いでくるのだった。 

丈たちが積み上げてあった土嚢の中央は、トラックの爆風で崩れ、人が一人通れるくらいの

隘路ができていた。周辺の四辻の壁はどこも煉瓦が吹き飛んでしまい、診療所の東隣にあっ

た塀も完全に崩れてしまっていた。これでは海賊たちはバリケードを突破しなくても、この崩落



した壁を通って、診療所の前庭に侵入することができる。 

双方とも四辻を挟んで対峙したまま激しく撃ち合っていた。 

 

沖合のボートは一斉に発進して、おのおのバンガロー前の砂浜に乗り上げ、海賊たちが相次

いで上陸してきた。 

彼らは爆発したモーターボートの付近に集中して突っ込もうとしていた。ここも、土嚢の山が崩

れてしまっていたのだ。 

もともと海岸側のバリケードは診療所のすぐ前の路地からビーチ・ロードに出たところに道を

塞ぐように半円形に構築されており、ボビーたちはその内側にいた。 

ボビーは兵士たちと一緒に目の前の椰子の群落に散開して、上陸してくる海賊を狙い撃ちに

した。 

海賊は砂浜に仕掛けられていた罠に、思いもかけず落ち込む者が続出し、相当数が竹の杭

の餌食になった。おまけに砂浜を突っ切ろうとしても、遮蔽物が無いからボビーたちの一斉射

撃で簡単に薙ぎ倒されていった。海賊からはボビーたちの弾道光であるていど敵の位置はわ

かったものの、投げ込まれる手榴弾は何処から飛んでくるのかまったくわからず、圧倒的に不

利だった。 

それでも彼らは椰子の群落に入り込もうとして肉迫しようとした。ようやくバンガローのテラス

に身を寄せてボビーたちの斉射を交わしたかと思うと、今度はテオの放つバズーカで、バンガ

ローごと一戸一戸吹き飛ばされてしまい、死傷者が増えるばかりだった。 

この頃にはローコ灯台や、バイードの壁の歩哨たちも駆けつけて来た。マリアノは、彼らに上

陸した海賊たちの側面から挟撃するよう指示した。 

海賊はバンガロー正面で蜂の巣になっているところに、西の側面からも銃撃を受け始めたこ

とに狼狽し、にわかに砂浜を東に移動し始めた。大きく迂回して泥棒通り沿いに診療所を攻

め立てている一隊に合流しようというのである。 



マリアノの推定では、海賊側はこの水際で二十名くらいは死傷しているはずだった。 

一方泥棒通りでは何波にも及ぶ攻撃が失敗したため、四辻に十数名の死体が転がってい

た。まだこの時点では防御側には死者は出ていなかった。 

丈は土嚢の後ろに腹ばいになったまま言った。 

「あとまだ六十名くらいかな。・・・」 

昼間ギータで歌ってくれたロペという若い兵隊が機銃を構えたまま言った。 

「そうだね。たった六十名さ。」 

「たった？」 

「そう思ったほうが気が楽じゃない。」 

ロペはニヤッと笑ってウィンクした。 

 

警察のダニエル署長が言った。 

「敵さん、海岸線突破が難しいんで、かなり兵力をこっちへ移動させているらしい。かたまりで

来るから、相当力を入れて寄せてくるはずだ。覚悟しておけよ。俺は、壁が崩れてガラ空きに

なった診療所の前庭に加勢してくる。ここは頼んだぞ。」 

手前に転がっているトラックは、まだぶすぶすと煙を上げてきた。 

そのとき突然、路地という路地にひしめき合っていた海賊が、火のついたダイナマイトの束を

次々に診療所の崩れた壁やバリケードに向かって投げつけてきた。 

丈たちが退避する間もなく、あっという間に目の前がオレンジ色に染まり、激しい爆風と耳を

つんざくような大音響の中で体中の神経がバラバラになっていくような錯覚に陥った。 

丈は背中に言いようのない熱さを覚えて気を取り戻した。土嚢から五メートルほど後ろへ吹き

飛ばされていたのだ。濛々と立ち上る砂煙に息がつまった。背中に手を当てると血糊がべっ

とりついた。何かの破片がかすめたらしい。ふと見ると、崩れた土嚢の切れ目から獣のような

声をあげ、三人の海賊が銃を乱射しながら飛び込んでくるところだった。丈は夢中で座りこん



だままショットガンの引き金を引いた。丈はそのショックで自分がもう一度地面に引っくり返っ

てしまった。先頭の海賊の頭が吹き飛び、二人目も散弾を浴びたらしく土嚢に倒れた。 

丈は弾を込め直して立ち上がった。三人目が土嚢の前でうずくまりながら顔面を抑えていた。

その後ろから続々と海賊が罠を越えて一列に土嚢の裂け目へ入り込もうとしていた。丈はショ

ットガンをただ撃ち続けた。丈と同じように吹き飛ばされていた兵隊や警官が持ち場に戻り、

海賊を狙い撃ちし始めた。土嚢に取りついた海賊はたちまち血煙をあげながら罠の穴へ倒れ

ていった。あっという間に、バリケードの前は死体が折り重なった。 

ふと我にかえるとやけに当たりは静かなことに気づいた。 

ロペがつぶやいた。 

「診療所の中の連中、前庭に張ってたはずだけど・・・まさかみんなやられたんじゃないだろう

な。敵さん、診療所にもう入ったなんてことはないよな。」 

「ダニエルは？」丈はにわかに心配になった。 

「わからない。だって、あんたも見てわかるだろ？ 診療所の中から全然応射が無いじゃない

か。これでもし、診療所の二階が占領されたら、俺たちは全滅だ。上からみんなやられちま

う。」 

丈はそんなことより、診療室にいるミシェルのことが気が気でなかった。そしてショットガンを肩

に掛け直し、サーベルを抜いて左手には拳銃を構えた。 

「診療所へ入る」 

「一人でかい？」 

丈はそれに答える間もなく診療所の中へ走り込んだ。 

 

椰子の木が立ち並ぶ外庭を走り抜け、途中の外回廊を突っ切り、さらに中庭を走り抜けた。 

拳銃やサーベルを握る手がヌルヌルと滑った。 

すでに何人の海賊が診療所に入り込んでいるかを想定する余裕などなかった。一目散に診



療室の硝子窓に体当たりして室内に飛び込んだ。それと同時に反対側のドアから海賊たちが

突入してきた。ミシェルの叫び声が聞こえた。 

丈は出会いがしらに海賊の胸板にサーベルを突き通した。そして串刺しにした海賊を盾にし

ながら、拳銃で立て続けに後続の連中を撃ち倒していった。至近距離なので誤射は無かっ

た。海賊のほうでは診療室の中に敵がいるとは思わなかったのだろうか、油断があったよう

だ。たちまち三人が倒れた。あとの二人は滅茶苦茶に乱射しながら慌てて隣の部屋から前庭

へ一目散に駆け出ようとした。 

丈は肩に掛けていたショットガンを構えた。 

「Kuya（兄さん）！ 出口が違う！」 

二人は振り向きざまに銃を撃ったが、丈の散弾のほうが先に彼らをとらえた。火の粉が散ると

同時に二人は窓越しに吹き飛ばされた。 

丈はマリアノにラジオで連絡をとった。 

「丈だ。いま診療所を奪回した。何名かこちへ回せないか？」 

「無茶するな」 

「ここにいるだけで十分無茶だよ。もしかしたら、前庭を押さえに行ったダニエル署長は殺られ

ているのかも知れないよ。」 

「わかった。今何人かそっちへ回す。椰子の群落に散開している連中からな。防御線をぐっと

縮小する。」 

「包囲されるかもしれないよ！」 

「かなりの数の海賊は、そっちの泥棒通り沿いのほうに移動した。海岸線にいる海賊はかなり

少なくなっているはずだ。ビーチロードのバリケードまで味方を後退させる。」 

「了解。」 

丈は前庭の窓にショットガンを構えた。 

手に感覚が無かった。力が入りすぎて、体が自分のものではないみたいだったのだ。 



暗がりで目を凝らしているうちに、前庭の塀のところでダニエルが倒れているのが見えた。ぴ

くりとも動かなかった。周りに倒れている味方はみな絶命しているらしい。 

侵入した海賊がわずか五名だけだったのは本当に幸運だった。あと五名も入っていたら、と

ても自分一人では対抗できなかったろうと、身震いした。丈は加勢が到着するまでの数分が

異常に長く感じられた。真夏の熱帯夜だというのに、唇が凍えるほど蒼ざめていた。 

「丈・・・」 

ミシェルが診療室から丈の後ろ姿に声をかけた。 

「来るな。」 

ミシェルは、少しとまどっていたが、再び声をかけた。 

「愛してる。・・・」 

「・・・」 

「丈？」 

「僕もだ。・・・」 

やがてボビーが兵隊三名と一緒に診療所へ駆けつけてきた。丈は二階の書斎に揚がってみ

た。国軍兵士一人が倒れていた。ダイナマイトで後頭部が吹き飛ばされ、脳漿が散っていた。 

バンガロー裏や椰子の群落に散開していたマリアノたちは、ビーチロードの半円形のバリケ

ードまで後退した。 

ところが、先ほどいったんは泥棒通り方面へ移動していた砂浜にいた海賊が、また舞い戻っ

てきた。泥棒通りの一隊に合流しようとしたのだろうが、人数が多すぎて戦闘が出来る状態で

はなかったようだ。そこで今度はビーチロード沿いにマリアノたちのバリケードを攻撃し始めた

のだ。 

診療所に加勢を回したこともあって、もはやビーチロードのバリケードは風前の灯だった。 

マリアノたちは、やむなくビーチロードのバリケードも放棄し、診療所手前の泥棒通りのバリケ

ードへとさらに後退した。味方はこれで、この一か所のバリケードを死守する以外に無くなって



しまった。 

『とにかく夜明けまで持ちこたえるしかない・・・』 

再び泥棒通り沿いで撃ち合いが始まった。 

ボビーたちは、崩落した前庭の塀を押さえにかかった。海賊が大規模な攻撃をかけてきたの

だ。 

診療所の門の前に築いたバリケードにはマリアノが残存者たちとともに応戦していた。さっき

まで丈がロペと一緒にいたところだ。 

ビーチロードの方から狭い路地越しに攻め寄せる一隊との間に、激しい火花が飛び交った。

泥棒通りでも、四辻から海賊たちが死に物狂いで寄せてきていた。 

診療所前のバリケードは、二方面から攻め立てられる格好になっていた。 

凄まじい至近距離の撃ち合いはものの数分で終わった。おびただしい死傷者を路地や泥棒

通りに残して、海賊はいったん引いた。 

双方ともに疲労の色が濃くなってきた。 

時折どちらからともなく激しい撃ち合いが始まっては、驟雨（スコール）が止むようにまた静ま

り返るのだった。 

丈は二階から拳銃で狙い撃ちしていたが思うに任せず、階下へ下りて来た。 

小休止していたマリアノから味方の状況を聞かされて愕然とした。味方は全部で十三名に減

っていたのである。 

「敵は？」 

「おそらくあと四十名か、五十名くらいだろう。・・・」 

マリアノは沈痛な顔をしていた。それでも気を取り直したように銃に弾を込めていた。 

丈はにわかに気が遠くなってきた。 

「このままではジリ貧だ。夜明けまでには皆殺しかもしれん。最悪は診療所の放棄も考えなく



てはいけないかもな。・・・いったいベンジャミンは何をしてるんだ？」 

マリアノは拳で壁をドンと叩いた。 

 

（七十六）ジェイミーの願い（七十六）ジェイミーの願い（七十六）ジェイミーの願い（七十六）ジェイミーの願い 

モレノ邸からは暗くて戦闘の様子がよくわからなかったが、診療所の内外で弾道が閃き始め

たので防御側が相当追いつめられていることだけは容易に察することが出来た。火花の流れ

が次第に至近距離となっていることは明白だった。 

ジェイミーはいてもたってもいられなかった。彼はモレノ邸を飛び出すと、葡萄園が広がる丘

の斜面を真っすぐ上がり、パンの山からマルベーリャ岬まで続く尾根道に走った。 

真っ暗な中で時折旅人の木の張り出した葉に当たっては転んだ。 

心臓が張り裂けそうだったが、不思議なくらい呼吸は楽だった。 

今、マリアノや丈たちがどのような状況に置かれているかを考えるだけで、自分もなにかしな

ければと思ったのだ。あるいは外国人がここで戦っているということに、フィリピン人である自

分に言いようのない羞恥心と自尊心が沸き上がっていたのかもしれない。 

教会に向かう最後の上り斜面は比較的樹木が少なく、行く手の見晴らしが利いた。 

ジェイミーは汗だくになりながらようやく教会の前庭にたどり着いた。 

教会堂の木戸をジェイミーは必死で叩いた。 

「神父さま！ ベニート神父！・・・」 

ジェイミーはもう泣いていた。 

サンタアナの方から乾いた銃声がひっきりなしに風に乗ってやってくる。ジェイミーは時間がこ

こだけ止まっているかのような錯覚を覚えた。 

教会の木戸がわずかに開いた。ジェイミーは思いっきり開けて中に飛び込んだ。振り向くと見

たこともない高齢の老人が息苦しそうに胸を押さえながら立っていた。 



「ベニート神父は・・・どこですか？」 

ジェイミーは喘ぎながらようやく言った。老人は木戸に片手で寄りかかりながら、かすれた声

で言った。 

「ジェイミー。・・・わたしがベニートだ。とても見分けがつかんかね。・・・」 

ジェイミーは絶句した。立ちすくんだまま動きがとれなくなってしまった。 

老人は近寄りもせず、ゆっくりと足を引きずるように歩き、教会堂の椅子へ腰をおろした。白髪

は背中の方まで垂れ、その落ちくぼんだ瞳、幾重にも刻まれた皺、シミだらけの皮膚が尋常

な老化ではないことを物語っていた。 

ベニートはそのうちゆっくりジェイミーを見上げると、優しい声で言った。 

「どうしたんだい、ジェイミー？ 驚かせて済まなかったね。・・・」 

「神父さま。・・・お願いです。マリアノや丈やミシェルをお助けください。あのままではみんな殺

されてしまいます。・・・」 

「殺し合いをしているのかね。」 

「ええ、海賊たちと。」 

「海賊。・・・」 

老人は高いアーチ型の天井を見上げ、何かを思い出しているようだった。 

「神父さま。あなたなら何でもお出来になるはずです。嵐を呼んだり、稲妻を落としたり。・・・」 

老人はぎこちなく笑った。しかしその笑みにはあまりにも生気が無かった。 

「ジェイミー。・・・わたしにはもうほとんど力が残されていないんだよ。なんとかしてあげたい

が、とても無理だ。・・・歩くことさえ容易ではないんだ。」 

ジェイミーは目から涙が溢れた。 

「みんなが死んでしまうんです。・・・」 

老人も思わず眼がしらを押さえた。 

「ああ、ジェイミー・・・こんなわたしに今、いったい何が出来るというんだね？ わたしの肉体



は三百年を経てしまっているというのに。・・・」 

そのとき、ベアトリスの声がした。 

「サラを呼ぶの・・・」 

老人とジェイミーは驚いて振り向いた。祭壇の前にベアトリスが立っていた。彼女は蝋燭に火

を点し、それを老人にそっと手渡すのだった。 

「ベアトリス・・・」 

老人は息を呑んだ。無機質なベアトリスの表情はベニートにとって抗し難い威厳を伴っている

ように見えた。 

「サラ？・・・」 

老人は意外そうに言った。 

「そう。サラを蘇らせて。・・・」 

老人はしばらく黙っていたが、やがて蝋燭の灯を見つめ始めた。 

しかしその瞳はもっと遠くの方をみているようだった。そしてサラの名を呼び始めた。弱弱しい

声が教会堂の中に響いた。 

「サラ・・・出ておいで。サラ・・・」 

 

老人は夢見るように何度も同じことを唱え始めた。 

「そうだよ、さら。・・・出ておいで。いい娘（こ）だ。そのまま海岸へ降りていくがいい。・・・」 

ジェイミーは老人の様子を凍り付くような寒々とした気持ちを抱いたままじっと見守っていた。 

ベアトリスが冷たい手でしっかりジェイミーの手を握った。 



 

 

 

（七十七）崩れた均衡（七十七）崩れた均衡（七十七）崩れた均衡（七十七）崩れた均衡  

 

手榴弾やマイトの類は使い切った。 

双方とも通常の銃火器による応酬となっていた。テオのバズーカもあと一発を残してもはや補

充弾は底を尽いていた。 

マリアノは十三名となった戦闘員を診療所の東側の崩落した壁と、泥棒通りや路地に面した

バリケードに集中配備していたが、反撃をする余裕はなく、応射するのが精一杯のような状況

に陥っていた。 

一方、海賊はおよそ半数の死傷者を出して、これ以上集中配備された敵前にその身を晒す

のをさすがに躊躇していた。 

一気に押せばおそらく瞬時に勝敗が決するだろうと、誰もが思っていたものの、疲労しきった

男たちはこの居心地の良い均衡が崩れるのを内心恐れていたのである。 

マリアノの提案はそうしたときに出された。真っ先に反対したのはボビーだった。 

「今止めるんなら、最初からやらなきゃ良かったんだ。」 

ボビーは冷たく言い放った。マリアノは汗と泥にまみれた顔をタオルで拭くと苦痛に満ちた表

情になった。 

「やるだけはやったんだ。・・・ここからの犠牲はもはや無意味だ。」 

マリアノは頭と肩を負傷していた。にわか救護で巻いた包帯に血が滲んでいた。 

「ここまではまだ意味があったってわけか。まあ好きなようにしてくれ。俺はあんたに従うよ。さ

あ決めてくれ。」 

ボビーは思いきり皮肉を言った。 



 

診療所入り口前の T 字路にいた兵隊が伝令を報告した。 

海賊に戦闘中断の意向ありというものだった。 

マリアノが診療所前のバリケードに出てみると、路地の突き当り、ビーチロードのバリケードを

占領した海賊が白旗を一本振っているのが見えた。海賊の一人が叫んだ。 

「コマンダー（指揮官）は前に出ろ！ こっちも一人で行く！」 

マリアノは軽機関銃を兵隊に預けると、路地をゆっくり歩いていった。前方のバリケードから出

て来たのはクリスだった。例によって麻のジャケットを素肌に引っかけているだけだった。顔に

は疲労の色が濃く、ここ数日の洞窟生活が相当こたえていることは明らかだった。クリスはい

つものように無表情のまま話し出した。 

「マリアノ、よくここまで持ちこたえたもんだな。さすが国軍改革派の元エースだ。」 

「つまらんお世辞はよせ。要件は何だ。降伏でもするか？」 

クリスは初めて笑った。 

「降伏？ 俺がかい？」 

この会話が聞こえたのだろう。クリスの後方のバリケードから海賊たちがせせら笑う声が聞こ

えてきた。 

「いや大したものだ。この期に及んでまだ突っ張る気か？ 確かにこっちも相当殺られたが

ね、ちょうどいいんだ。分け前が増えるからさ。マリアノ。冷静に考えるんだな。ただちに診療

所から撤収しろ。女も中にいるんだろう？ 無駄な血を流すのはどうかな。たかが金の延べ棒

じゃないか。ここまででもあんたはよく任務を果たしたと、マニラのお偉いさんたちは評価して

くれるさ。」 

マリアノは黙っていた。クリスは上目づかいに彼を見て回答を促した。 

「さあ、どうする？ もう一度その気で寄せれば、こっちのあと半分が死んだとしても、あんたた

ちは一人残らず犬死だ。女も容赦しない。わかってると思うがな。」 



マリアノは手をあげてクリスの言葉を制止した。そしてしばらく俯いたり、夜空を仰いだりしな

がら、考えているようだった。二人のいる路地とビーチ・ロードの T 字路にひしめきあう海賊

も、また診療所前のほぼ崩壊寸前のバリケードや壁に身を寄せている防御陣地側の男たち

も、二人の様子を固唾をのんで見守っていた。 

マリアノはやがてかすれた声で言った。 

「わかった。撤収する。時間をくれ。・・・」 

クリスはマリアノの肩をポンと叩くと海賊たちを振り返り、両手を広げて勝利を知らせた。 

得意満面だった。 

ビーチロードの海賊から歓声が上がった。その声の意味が泥棒通りの四辻にへばりついてい

た海賊にもわかったのだろう。腹の底から高笑いする男たちの声が診療所にも聞こえてき

た。 

 

そのときである。 

ビーチ・ロードに集まっていた二十余名の海賊が急にざわざわと土嚢を越えて路地の方へ入

り込んで来た。クリスが戻りながら怒鳴りつけた。 

「Gago（馬鹿）！ まだ早い。持ち場へ戻れ！」 

海賊の一人が及び腰になって言った。 

「ひどく臭えんだよ、あの女！」 

「女？」 



 

海賊はみな、どういうわけかバリケードの中を、診療所のほうにむかって後ずさりしていた。ク

リスがそれを掻き分けるようにして土嚢のところまでいくと、バリケードの外側に立っていたの

は、黄ばんだ白っぽいテルノ（蝶々袖）のドレスを着たサラだった。埋葬後一週間ほども経っ

て、肉は完全に腐乱しており、紫色に変色していた。皮は剥落し、眼球がむき出しになったサ

ラは、異様な臭気を放ちながら夢遊病者のように歩いて来たのだ。 

海賊の一人が彼女を知っていた。 

「サラだ。・・・ルイスがこの前、殺ったサラだ。」 

クリスは土嚢に上がって立ちはだかったサラを見上げた。 

「サラ？ なにを馬鹿な。・・・」 

クリスは腐臭を放つサラに近寄り、暗がりの中で顔を下から覗き込んだ。 

サラはいきなり左手でクリスの首の根元を押さえると、右手で顎を掴んだ。そして『ハァ・・・』と

異臭を吐きながら笑ってみせた。クリスは立ちすくんだまま、動きが取れなかった。逃れようと

したのだが、体が動かないのだ。 

 

 



 

 

サラはそのまま人形の首をもぎ取るようにクリスの首を胴体から一瞬で引き抜いた。血潮が

あたりに散った。 

路地に後ずさりした海賊も、マリアノたちもその数秒の出来事をまるでスローモーションビデオ

のように見守っていた。 

ゆっくりとクリスの胴体は土嚢の上に倒れ込んだ。サラは両手でクリスの首を以てしげしげと

眺め、右手でその長い髪をつかむと高くあげて振り回しながら、狂ったように笑い出した。 

海賊はありうるはずのないあまりのも凄惨な場面に直面してまるで腰が抜けたようになった。 

泥棒通りの四辻にいた海賊たちは、ビーチ・ロードの方でなにか異常が発生したことに気づい

たが、一体なにがどうなっているのかわかる筈もなく、ただ棒立ちになって診療所の前のバリ

ケードの動静に注目しているよりほかなかった。 

ボビーはテオからバズーカを取り上げ、最後の一発を込めて、路地の正面、サラが死の舞踏

を演じているビーチ・ロードとの T 字路に向かって構えた。 

「おやすみ・・・サラ・・・」 

バズーカの弾道は暗がりの路地を切り裂くように直進し、後ずさりしている海賊たちとサラの

立つ土嚢を襲った。一瞬砂煙が舞い、やがて大音響とともにバリケードは吹き飛んだ。 

マリアノがとっさに叫んだ。 

「Fire(撃て)!」 



防御側の男たちは持ち場から、棒立ちとなっていた二か所の海賊たちに銃火をあびせた。 

虚を突かれた海賊はばらばらと倒れはじめた。とくにバズーカを打ち込まれたあたりは、まだ

バリケード内に残してあったダイナマイトや弾薬箱を吹き飛ばしたので、大半が一瞬のうちに

薙ぎ倒され、辛くも残った数名が悲鳴を上げながらビーチ・ロードを波止場へ向かって走り出

した。 

「クリスが殺られた！」 

その声は泥棒通りの方まで次の路地を通して聞こえてきた。 

このあたりでも、あっというまに十名近くが撃ち殺されたが、残りは応戦しながら泥棒通りを真

っすぐテソロ（宝）通りの交差点へ退いていった。 

丈たちは追撃することなく、逃走する海賊をひたすら持ち場から撃ち続けた。 

テソロ通りと泥棒通りの交差点で合流した海賊は、およそ二十名ほどだった。あとは倒れた

か、波止場に逃走したようだ。 

しばらく十字路で口論していたようだが、何を思ったか、彼らは突然テソロ通りをモレノ邸方面

へ駆け上がり始めたのである。 

 

マリアノは舌打ちした。 

「しまった！ 連中、島民を人質に取るつもりだ。急げ！」 

走れる者がマリアノに続いた。一人の兵隊が、ラジオでモレノ邸にいる住民の自警団にも急を

報せた。 

マリアノは焦った。『すべてがブチ壊しだ。迂闊（うかつ）だった。俺としたことが！』 

島民二千人を人質にとられたらたまったものではない。丈やボビーはその辺に落ちている軽

機関銃を取って、一目散に走った。テオは疲労とその巨体ゆえに、途中でバテて路上に転が

ってしまった。 

テソロ通りの十字路はすぐそこに見えているのに、やたら遠く感じられた。『急げ・・・大変



だ・・・急ぐんだ。』皆がそう思って走りに走った。 

海賊は必死でテソロ通りを駆け上がっていた。そしてちょうど丘の中腹にある門の近くまで来

たときだった。 

両側に広がる葡萄棚の陰から稲妻が横殴りに何本も走ってきた。先頭をいく海賊のニ、三人

が倒れた。 

「Unbush（伏兵）だ！」 

ベンジャミンの率いる八名の NPA が潜んでいたのだった。機関銃の乾いた冷酷な音がパラ

パラと暗がりに尾を引いた。 

海賊たちはばたばたと倒れていった。そして口々に、「退け！」と叫びながら、再び坂道を反

対に駆け下りていった。ベンジャミンたちはぶどう棚から飛び出して海賊を追った。 

海賊たちは波止場へ戻って高速艇に乗り込むつもりだったのだろう。 

マリアノにも坂の上の銃声が聞こえた。 

『助かった。ベンジャミンだ。よくあの地点に構えていてくれたものだ！』 

ベンジャミンはもとより国軍に組みする気は無いと言っていたのだ。ただ島民が理不尽な被害

を受けることだけは看過できないという方針だったのである。このときに至ってようやく彼は重

い腰を上げたのだった。 

マリアノたちがテソロ通りの十字路に飛び出すと、駆け下りてきた海賊と鉢合わせになった。

十数秒間にわたる出会いがしらの惨劇が繰り広げられた。双方の間で激しい至近距離の撃

ち合いとなり、砂煙と血しぶきがあたりを瞬く間につつんでいった。 

硝煙が眼にしみた。海賊は十分な射撃体勢を取らないうちに一斉射撃を受けたため、悲鳴や

罵詈雑言をブチまけながら続々と倒れていった。 

国軍側も被弾者が相次ぎ、坂道に転がった。 

丈はもう死に物狂いだった。ただショットガンを狙い定めることなく無茶苦茶に撃ちまくったが、

三度目の弾込めをしている最中、左腕に火傷を負ったような痛みを覚えて思わず膝をつい



た。 

立ち上る土煙と硝煙で視界が相当落ちたころ、海賊の間から叫び声が上がった。 

「止めろ！ 降伏する！ 撃つな！」 

マリアノが射撃を制止した。 

土埃が次第に沈んでいく中で、ぼんやりと状況が把握さえるようになった。そこには両手を挙

げた海賊が全部で八名ほど立ちすくんでいた。あたりには、五、六名の屍体がボロ屑のよう

に横たわっていた。 

ベンジャミンたちの一隊が坂を駆け下りて来たのは、そのときだった。 

国軍側にも三名の即死者が出ていた。 

丈は左腕に被弾していたが、大事には至らなかった。マリアノも肩越しに、またボビーも右腕

に銃弾の貫通を受けた。いずれも重傷にはならずに済みそうだった。 

すべての戦闘が終了したのは、午前三時半頃だった。 

診療所の周辺には負傷者の呻き声があちこちから聞こえた。海賊もみな死んだわけではな

く、半分以上は負傷して身動きが取れなくなったものだったようだ。これは後でわかったことだ

が、一夜の戦闘で死亡したのは敵味方合わせて四十八名だった。 

診療室では軍医が手当に追われていた。 

体を引き摺るように戻ってきた丈は、泥棒通り沿いの壁に背もたれしながら座り込んでいるロ

ペを見つけた。 

若いギター弾きは丈の顔を見上げると右手を見せた。手首が失われていた。 

「もうギター・・・弾けなくなっちゃったよ。・・・」 

ロペは物憂げに微笑んだ。 

あたりは死と向かいあわせの疲労感が重苦しく漂っていた。 

すぐには口をきく者も無く、次の行動に出ようとする覇気も無かった。 



ただ余りにも無意味な死があたりをむやみに押し黙らせていた。月明かりも、星も、みなそれ

を黙って見守っていた。 

 

（七十八）夜明けのヴァンパイア（七十八）夜明けのヴァンパイア（七十八）夜明けのヴァンパイア（七十八）夜明けのヴァンパイア 

 

シリ教会は静まり返っていた。 

サンタアナの戦闘が終結したことをまだジェイミーは知らなかったが、銃声が次第に遠くなっ

ていったのと、それもやがて聞こえなくなったことだけは気づいていた。 

あれからさらに異常な速度で老化のすすんだベニートは、一人教父棟の部屋にとじこもったき

り、ジェイミーの前に姿を見せなかった。 

ジェイミーは教会の前庭に出て、じっとサンタアナの街の様子を目を凝らしていたが、まだ真

っ暗で何もわからなかった。 

ベアトリスが後ろから近付いて来た。 

「もう終わったわ。」 

ジェイミーはその一言でホッと胸を撫でおろした。 

そして、ふとベニートの事が気になった。 

「ベニート神父はどうしたんだろう？ 行ってみようよ。」 



「駄目よ。」 

「どうして？」 

「もう一つの命も終わろうとしているから・・・」 

ジェイミーはベアトリスの哀しそうな瞳を見てとると、脱兎のごとく走り出して教父棟の中に飛

び込んだ。 

ベニートはもうそこにはいなかった。もぬけの空の教父室は物がきちんと整理されていて、ま

ったく人の気配を感じさせなかった。 

ジェイミーはしばらくぼんやりしたままその古ぼけた写真のような部屋を眺めていた。 

ベアトリスが後から部屋に入って来た。ジェイミーは彼女を振り返った。彼女はほんの少し微

笑んで、首を横に振った。 

八月湾はまだ暗闇に閉ざされていた。 

生まれたばかりの死の匂いがまだ漂う海岸に、ベニートは来ていた。バイードの壁のあたりが

うっすらと稜線を薄明の東の空に描きだしていた。 

宇宙の核心や物体の元素にもし基本の色彩があるなら、きっとそれはこの青だと信じられる

ような夜明けの空が広がろうとしていた。 

実体が本当に波動であるとしたら、その振れが虹を作り出すときに、まず最初に生み出す色

がきっとこれだと思えるような哀しく青い世界が、海に一瞬の生命を与えようとしていた。 

 



ベニートは丘を下る間中、彼女の声を遠くに聞いていた。 

マルガリータの時空を超えた優しさを、今、体中で感じ取っていた。『フリオ』と自分を呼ぶ声

は、あるいは海上のはるかリーフの先から、あるいはすでに耳の奥で沸き上がるように、あら

ゆる方向から自分を包み込んでいるようだった。 

ベニートは三百三十歳に及ぶ肉体と生命の最後の一すくいを砂浜に現わしていた。 

重々しい足取りは、消え入りそうな息づかいに今にも最後の一刻を強いているようだった。 

 

「フリオ・・・」 

濁った灰色の瞳に映ったものは、波打ち際に乗り上げてある一艘の小舟だった。そしてそこ

には純白のドレスを纏ったマルガリータが昔日のように腰を下ろしていた。 

その美貌は気の遠くなるような歳月を感じさせない暖かさや、輝かしさに溢れていた。 

小舟のあたりだけにまるで真昼のような光のシェードがかかったようだった。 

「マルガリータ・・・」 

ベニートの幾重にも刻まれた皺だらけの顔が叫びだしたくなるような喜びを精一杯表現してい

た。 

マルガリータは鳥のような声で醜悪な男にささやいた。 

「フリオ・・・リオ・デ・ジャネイロへ行きましょう。約束したでしょう？ 覚えてる？」 

ベニートは何度も頷きながら小舟に手を掛けた。 



「覚えているとも、マルガリータ。わたしたちはリオ・デ・ジャネイロに行くんだったね。・・・誰も

私たちを知らない土地へ。一緒に行くんだった。」 

マルガリータは嬉しそうに真っ白な歯を見せた。 

ベニートは渾身の力を振り絞って小舟を海へ押し出した。そして膝まで海につかったままゆっ

くり小舟を押し続けた。 

「さあ、あなたもお乗りなさいな。」 

マルガリータは手を差し伸べた。もう腰のあたりまで海につかったベニートは何とかしてマル

ガリータの手をつかもうとして右手を伸ばした。 

波が弱り切った体の自由を奪い、なかなか思うように彼女の手に届かなかった。 

「はやく、フリオ。・・・わたしのところへ来て。・・・」 

ベニートは必死だった。そしてようやくマルガリータの指先に自分の手が触れたとき、彼は会

心の笑みを漏らした。 

マルガリータは朝顔のように笑った。 

やがて泥のように海に溶けていく自分の下半身を感じながら、ベニートは波間にくずおれてい

った。 

あとは空（から）の小舟がいつまでも八月湾を漂っているだけだった。 

やがて熱帯色の朝焼けが湾内を燃えるような赤に映し出し、それは再生の午後に続く白熱色

の世界に変わっていった。 

一部始終を見守っていたのは、椰子の並木にたたずんでいたモニカ一人だけだった。 



 

 

（七十九）隠された覚書（七十九）隠された覚書（七十九）隠された覚書（七十九）隠された覚書  

 

一夜明けたサンタアナは診療所からバンガローにかけての一帯を除いて、何事も無かったか

のように日常が始まっていた。 

真夏の日差しは昨日と変わらず容赦ない酷暑の季節を繰り返していた。 

ここ数日のことがすべて遠い記憶のような眠気が路地や海岸沿いを覆っていた。 

サンタアナの住民は続々と自宅へ戻っていった。 



焼け焦げて、邸宅の半分が瓦礫と化した診療所は、そのまま診療所としての機能に耐えてい

た。 

レイテの演習に参加していた残りの駐屯軍兵士や、近隣の島々からの応援部隊は昼前に上

陸し、島の秩序を回復していった。 

 

午後、マリアノが包帯でぐるぐる巻きになったままベンジャミンの家を訪れると、彼はもうビー

ルを何本も飲み干した後で、庭のナラの木に渡したハンモックの上に引っくり返り、だらしなく

鼾（いびき）をかいていた。 

マリアノは思わず苦笑した。家の中から顔をのぞかせた女房と娘が恥ずかしそうに笑ってい

た。マリアノはウィンクすると、そっとその場を立ち去った。 

 

エンジェルは嘘のように熱が引いてゆき、夕方には意識を回復した。 

まるでこの二日の危篤状態が信じられないほどケロリとしていたのには周囲のほうが驚い

た。 

ただ一体自分に何が起こったのか、どうしても思い出せない様子でときおりぼんやりと海を見

つめているのだった。 

バンガローの大半が焼けてしまったので、丈たちもとりあえずモレノ邸に滞在することになっ

た。目まぐるしい二週間の出来事から彼らが立ち直るのにそう時間はかからなかったもの

の、心の奥には時も決して解決することのできない深い感慨を静かに眠らせていた。 

 

ともあれ日常は音もたてずに日一日とサンタアナを現状に復していった。 

数日してマニラやセブからレパントの財宝と海賊の一件を取材に大挙して報道陣がこの小さ

な島に押し寄せてきた。それからというもの、にわかにサンタアナは騒々しさを増していった。



そのセンセーショナルな出来事のおかげで、おぞましいモレノ家にかかわる猟奇的な事件は

いつしか掻き消されてしまうかのようだった。 

 

海賊襲来から一週間ほどしたある日の午後、エンジェルはすっかり笑顔を取り戻していた。ま

たぎこちなかったものの、かなりの記憶が回復していた。 

モニカが驚くべき事実を丈たちに告げた。 

「信じられないわ。エンジェルの血液を今朝採取したら、混入していた正体不明の血液細胞が

もう全然無いの。」 

ボビーが言った。 

「呪いが解けたってことさ！」 

「それだけじゃないわ。わたしの抗体も全然失くなっているのよ。」 

ラモン教授は、以来レパントの財宝引き揚げに大忙しだった。 

収穫は想像以上に大量だった。 

丈やミシェルの夏休みも、あと数日残すだけとなっていた。負傷も順調に治っていった。 

彼らはマニラへ発つ前に、結局もう再び海へ出ることは無かったが、それはさまざまな思い出

を心の底に余韻として感じていたかったからだ。 

 

ある日、ラモン教授がモレノ邸で皆を前に最後まで残されていた謎を解明してみせた。 

「これなんだよ、やっぱり。解答はここに隠されていたんだ。」 

「どういうこと？」 

 

ミシェルが好奇心に満ちた瞳で促した。ラモンは手に持っていたディアス神父の記録の革表

紙のほころびに指を差し込んだ。ほころびはすでに大きな裂け目をつくっていて、ラモンはそ

の間から折りたたまれた一枚の羊皮紙を取り出して広げた。 



「こんなところに大事なものを隠していたらしい。ディアス神父かペドロ・モレノか知らんがね。」 

「何ですか？」 

羊皮紙には肉筆でスペイン語が書かれており、何とかいうスペイン貴族の署名が入ってい

た。ペドロ・モレノの署名も一緒だった。 

「これはね、マニラ総督府の使いで一六六二年九月十四日にここへ来た貴族の、レパントの

遺宝をモレノと山分けした覚書だよ。」 

「山分け？」 

「そうだ。マニラ総督府はレパントで大量の金銀をスペインに上納することになっていたが、幸

か不幸かミンドロ沖の海戦で他の二艦が撃沈された。レパントは一時行方不明だったが、懸

命の捜索でサンタアナに座礁したことがわかった。それでディアス神父の記録にある通り、一

六六二年九月十四日に軍艦を一隻差し向けて、モレノと交渉した。スペインにはレパントもミ

ンドロ沖で沈んだという報告を送って、モレノと折半した財宝はそのままマニラ総督府が呑み

込んだんだろう。つまり体のいい横領さ。着服してしまったんだ。モレノはマニラ総督府の取引

に応じ、この覚書を取り付けて自分たちの身の安全を図った。そして代々これを握っているこ

とで、ひいては一族のさまざまな恩恵を受けるための有利な手段にしようとしたわけさ。」 

一同はようやく合点がいった。 

「災難だったのはマルガリータだ。唯一人の生存者だったわけだが、マニラの使いの連中は

彼女の生存を知っていながら、敢えて見捨てたんだ。単にそれがモレノとの取引に都合がよ

かったからなのか、それとも彼女がユダヤ人であったからなのかは、歴史の行間に永久に埋

もれてしまったわけだ。」 

歴史というものが、残されている字面（じづら）の裏に、思いもかけない事実と人間の生活の

実相を数知れず潜（ひそ）み隠していることはこの一件だけでも明白だった。その時代の否応

も無い流れの中で、天国と地獄を行き来するような波乱を味わった二人の男女の人生は、丈

たちの感慨をより一層深くするのに十分だった。 



 

五人が島を去ってマニラに戻ってからも、サンタアナは熱帯の匂いを変わることなく放ってい

た。 

夏は永久に続くかとさえ思われる毎日が繰り返されていた。 

椰子の葉もときおり襲ってくる驟雨（スコール）も、そして島に住む人々も決して変わることが

なかった。 

変わったとすれば、モニカがばっさりと長い髪を切ったことだろうか。もっとも相変わらず、マリ

アノとはよくわからない関係が続いているようだが。 

 

 

レイチェルはというと、彼女は以前と違いずいぶんと化粧が濃くなってきたとジェイミーがよく

言うようになった。ジェイミーにはそれがとても気になるらしい。 



 

ベアトリスはあの夜以来、ジェイミーの前に姿を見せることは無かった。ただジェイミーはいつ

もどこかで大事なときに彼女が必ず自分を助けてくれるような気がしていた。だからきっと彼

女はさよならを言いに来ないのだと、そう信じていたのだ。 

 

 

～エピローグ～～エピローグ～～エピローグ～～エピローグ～ 

 

 

九月、マニラ。 

新学期に入って丈とミシェルはレポートに追われる毎日に戻っていた。 

ボビーはどういうわけか、ダイバーズショップはそのままに、突然学校に通い出し、タガログ語



の勉強に余念が無くなった。 

ヨーロッパに帰ったテオとエンジェルはどうやら別れたらしい。もとよりテオが一人で舞い上が

っていたきらいがあるので、致し方ない事だった。失恋の痛手は短時間のうちに癒えたよう

だ。手紙では、今回の「冒険」に刺激を受けたらしく、次の休みにはぜひアマゾンへ行きたいと

意気込んでいた。 

一方エンジェルは気持ちの整理がまだつかないようだった。しばらく音信不通だったが、秋深

くなってようやく一通マニラに手紙を寄越した。 

 

 

演劇を勉強していた彼女だったが、この頃では別の道を模索しているらしかった。サンタアナ

での事件が、彼女の何かを変えてしまったのだろう。今は小説を書いているとのことだった。

自分とベニートの間に起こった幻のような恋の一つ一つを思い出しては、あの燃えるような思

いが一体何だったのかを確かめてみたいと手紙には書かれていた。 

丈とミシェルは、きっといい小説になる、と励ましの手紙を書いた。来年には彼女の原稿が書

きあがるだろう。二人はそれが一冊の本になるのをもう今から楽しみにしていた。 

 



 

そして夜、寄宿舎のベッドの中で瞳を閉じるたびに、八月湾に寄せていた波の囁きや、椰子

の葉の奏でる柔らかいため息がふと聞こえたような気がするのだった。 

懐かしくも切ない想い出は、もう夏の色が褪（あ）せた肌にからみつく、甘い Asin（塩）の味が

した。     （1993 年 1 月起稿、同年 6 月脱稿） 

 

完 

 


